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本書はオプションを含むすべての装
備の説明をしています。

そのため、お客様の車にはない装備
の説明が記載されている場合があり
ます。また、車の仕様変更により、
内容がお車と一致しない場合があり
ますのでご了承ください。

レクサス販売店で取り付けられた装
備（販売店オプション）の取り扱い
については、その商品に付属の取り
扱い説明書をお読みください。

イラストは、記載している仕様など
の違いにより、お客様の車の装備と
一致しない場合があります。

● レクサスが国土交通省に届け出を
した部品以外のものを装着する
と、不正改造になることがありま
す。

● 車高を下げたり、ワイドタイヤを
装着するなど、車の性能や機能に
適さない部品を装着すると、故障
の原因となったり、事故を起こ
し、重大な傷害を受けるおそれが
あり危険です。
また、このような改造は Lexus 
Safety System + のような先進安
全装備にも影響を与え、正しく作
動しない危険や作動すべきでない
場面での作動をする恐れがあり危
険です。

● ハンドルの改造は絶対にしないで

ください。ハンドルには SRS エ
アバッグが内蔵されているため、
不適切に扱うと、正常に作動しな
くなったり、誤ってふくらみ、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがありま
す。

● 次の場合はレクサス販売店にご相
談ください。

• タイヤ・ディスクホイール・ホイール
取り付けナットの交換
異なった種類や指定以外のものを使用
すると、走行に悪影響をおよぼしたり、
不正改造になることがあります。

• 電装品・無線機の取り付け・取りはず
し
電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、
故障や車両火災など事故につながるお
それがあり危険です。

RF 送信機の取り付けについては、 P.9 も
参照してください。

● フロントウインドウガラス、およ
び運転席・助手席のドアガラスに
着色フィルム（含む透明フィル
ム）などを貼り付けないでくださ
い。視界をさまたげるばかりでな
く、不正改造につながるおそれが
あります。

電子機器や無線機を取り付けると、
装着された部品を通じてサイバー攻
撃のリスクを高め、思わぬ事故や個
人情報の流出などにつながるおそれ
があります。

レクサス純正品以外を取り付けたこ
とに起因する問題に関してレクサス
は保証いたしません。

知っておいていただきたい
こと

本書の内容について

不正改造について

サイバー攻撃のリスクについて
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故障診断コネクター などに、点検
整備用の故障診断装置以外の電装品
を取り付けないでください。

電子機器に悪影響をおよぼしたり、
補機バッテリーがあがったりするな
ど、思わぬトラブルを招くおそれが
あります。

本車両には、車両の制御や操作に関
するデータなどを記録するコン
ピューターが装着されています。

■ コンピュータに記録されるデータ
※1

※1グレード／オプション装備により記録
されるデータ項目は異なります。

各機能の作動時や操作状況により、
主に次のようなデータを記録します。

●車両の挙動に関する基本的なデータ
（電気モーター回転数・アクセルペダル
の操作状況・ブレーキペダルの操作状
況・車速など）

●運転支援システムの作動状況（システ
ムの作動に付随して記録される車両の
挙動に関する基本的なデータも含みま
す）

●運転支援システムのセンサーのデータ

画像データ（前方・後方・周辺カ

メラの画像）※2

※2車両には複数のカメラが付いていま
す。どのカメラが画像を記録している
かはレクサス販売店にお問い合わせく
ださい。

●位置情報

コンピューターは会話などの音声や車内
の映像は記録しません。

また、お客様個人を特定できる種類の
データ（氏名・性別・年齢など）は車両
に記録されません。

■ Lexus Safety System ＋による
データの記録・個人情報の取り扱
いについて

トヨタ自動車は Lexus Safety 
System ＋により車両に記録された
各システムの作動状況・各センサー
のデータ・画像データ（前方・後方
カメラの画像）・位置情報を次の場合
に該当するときに限り、お客様が販
売店に入庫されたときに取得するほ
か、トヨタ自動車のサーバーに送信
する形で取得します。

●一定の衝突や衝突に近い状態などが発
生した場合

●渋滞や悪路、悪天候などの特定の交通
環境にある道路を走行している場合

●新規開通道路、拡張された道路などの
特定の道路を走行している場合

●EVシステム始動後の一定のタイミング

Lexus Safety System ＋によって記録さ
れ、トヨタ自動車が取得したデータの取
り扱いについての詳細は、G-Link ご契約
時にご署名いただいた留意事項説明をご
覧ください。

故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて

車両データの記録について

A
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■ データの利用目的と第三者提供に
ついて

コンピューターに記録されたデータ
は、事故解析・故障診断、自動運
転・先進安全・地図関連技術のため
の研究開発（技術・商品開発、品質
向上など）、データを利用した商品・
サービス（自動運転・先進安全技術
用の地図の提供、走行状況の分析・
道路インフラなど走行環境の分析・
交通状況の配信などがあります。以
下、これらを「個別サービス」とい
います）および事故に関するお客様
対応、事故の解決のための協議を目
的に利用することがあります。

なお、次の場合に、トヨタ自動車は、
取得したデータを第三者へ開示また
は提供することがあります。

●お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

●警察／裁判所／政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

●トヨタ自動車が訴訟で使用する場合

●統計的な処理を行う目的で、使用者や
車両が特定されないように加工した
データを研究機関などに提供する場合

Lexus Safety System ＋によって記録さ
れ、トヨタ自動車が取得したデータにつ
いては、上記に加え、次の場合に第三者
に提供することがあります。

●お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合。レクサス以外の
第三者が提供する車両記録データを利
用する個別サービスに申し込みされた
場合などであって、第三者がレクサス
に代わり、レクサスから第三者への
データの提供についてお客様の同意を
取得した場合も含みます。

●自動運転・先進安全・地図関連技術の
ための研究開発（技術／商品開発／品

質向上など）の目的で、自動運転ソフ
トウェア関連の会社などの第三者に提
供する場合

●地図関連技術のための研究開発の目的
で、地図作成会社などの第三者に画像
データと位置情報を提供する場合

●道路整備などの目的で、地方自治体な
どの第三者に画像データと位置情報を
提供する場合

●交通状況配信などの個別サービスの申
込者に対して、画像データと位置情報
を加工した情報を提供する場合

●レクサスと別途契約を締結した各自治
体の消防組織に対して、火災発生時ま
たは救急出動時に、現場付近の画像
データを提供する場合

知識

車両に記録されている画像情報は、
レクサス販売店にて、消去することが可
能です。

また、画像情報を記録する機能を停止す
ることも可能です。ただし、機能を停止
するとシステム作動時のデータは残りま
せん。

Lexus Safety System ＋によって研究開
発、および個別サービスの提供を目的と
してトヨタのサーバーに送信する形で取
得しているデータの取得と利用を停止し
たい場合は、My LEXUS より停止いただ
けます。詳細は、My LEXUS のマイペー
ジをご覧ください。

お客様が G-Link をご利用の場合、
記録データとその使用について、
G-Link 利用規約をご覧ください。

G-Link によるデータの取り扱
いについて
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お車には、イベントデータレコー
ダー（EDR）が装備されています。
EDRは、一定の衝突や衝突に近い状
態（SRSエアバッグの作動および路
上障害物との接触など）が発生した
時に車両システムの作動状況に関す
るデータを記録します。EDRは車両
の動きや安全システムに関するデー
タを短時間記録するように作られて
います。ただし、衝突の程度と形態
によっては、データが記録されない
場合があります。

EDRは次のようなデータを記録しま
す。
･ 車両の各システムの作動状況
･ アクセルペダルおよびブレーキペ
ダルの操作状況

･ 車速

これらのデータは、衝突や傷害が発
生した状況を把握するのに役立ちま
す。

注意：EDR は衝突が発生したときに
データを記録します。通常走行時に
はデータは記録されません。また、
個人情報（例：氏名・性別・年齢・
衝突場所）は記録されません。ただ
し、事故調査の際に法執行機関など
の第三者が、通常の手続きとして収
集した個人を特定できる種類のデー
タと EDRデータを組み合わせて使
用することがあります。EDR で記録
されたデータを読み出すには、特別
な装置を車両または EDR へ接続す
る必要があります。レクサスにくわ
え、法執行機関などの特別な装置を
所有する第三者が車両または EDR 
に接続した場合でも情報を読み出す
ことができます。

● EDR データの情報開示

次の場合を除き、レクサスは EDR で記
録されたデータを第三者へ開示すること
はありません。

• お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

• 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

• レクサスが訴訟で使用する場合

ただし、レクサスは

• データを車両安全性能の研究に使用す
ることがあります。

• 使用者・車両が特定されないデータを
調査目的で第三者に開示することがあ
ります。

お車へ RF 送信機を取り付けると、
次のようなシステムに影響をおよぼ
す可能性があります。

● Lexus Safety System +

● ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

● SRS エアバッグ

● シートベルトプリテンショナー

悪影響を防ぐための措置や取り付け
方法については、必ずレクサス販売
店にお問い合わせください。

ご希望により、RF 送信機の取り付
けに関する詳しい情報（周波数帯
域・電力レベル・アンテナ位置・取
り付け条件）をレクサス販売店にて
ご提供します。

高電圧部位や高電圧配線は、電磁
シールド構造になっています。従来
の車や電気製品と比べて、電磁波が
多いということはありません。

イベントデータレコーダー

RF 送信機の取り付けについて
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アマチュア無線の一部（遠距離通信）
において、受信時に雑音が混入する
場合がありますので、あらかじめご
了承ください。

保証および点検整備については、別
冊「メンテナンスノート」に記載し
ていますので、併せてお読みくださ
い。

日常点検整備や定期点検整備は、お
客様の責任において実施してくださ
い。（法律で義務付けられています）

QRコードは（株）デンソーウェー
ブの登録商標です。

レクサス販売店で専用の電子キーを
ご購入し、ご使用いただくことで、
プラスサポート（P.331）の機能
が利用可能になります。詳細につい
ては、レクサス販売店にお問い合わ
せください。

下記サイトより取扱説明書（デジタ
ル配信）をご確認いただけます。
ご購入いただきましたアクセサリー
パーツの取扱説明書をご使用前にお
読みいただき、記載された内容に
従って正しくお使いください。
商品の使用方法や安全にお使いいた
だく上での注意点を記載しておりま
す。

なお、デジタル配信により印刷や輸
送にともなうCO2排出量の低減が見

込まれます。
持続可能な社会を構築するためにレ
クサスはこれからも取扱説明書のあ
り方を見直してまいります。

アクセサリーパーツ取扱説明書掲載
サイト：
お持ちのスマートフォンやタブレッ
ト、携帯電話等にてQRコードを読
み取りいただくか、URLより閲覧し
てください。
URL：https://manual-
accessories.toyota/CAWeb/
index.html

なお、紙面で必要な場合はサイトよ
り印刷いただくか、レクサス販売店
にご相談ください｡

保証および点検について

QRコードについて

プラスサポートについて

アクセサリーパーツ・用品につ
いて
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本書の見方

本書で使用している、記号につい
て説明します。

本文の記号について

記号 意味

警告：

お守りいただかないと、
お客様自身と周囲の人々
が死亡、または重大な傷
害につながるおそれがあ
ることを説明していま
す。

注意：

お守りいただかないと、
車や装備品の故障や破損
につながるおそれがある
ことを説明しています。

操作・作業の手順を示し
ています。番号の順に
従ってください。

機能や操作方法の説明以
外で知っておいていただ
きたい、知っておいてお
くと便利なことを説明し
ています。

イラスト上の記号について

記号 意味

押す、まわすなど、してい
ただきたい操作を示してい
ます。

フタが開くなど、操作後の
作動を示しています。

記号 意味

説明の対象となるもの・場
所を示しています。

してはいけません、このよ
うにしないでください、こ
のようなことを起こさない
でくださいという意味で
す。
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■ 名称から探す

●五十音順さくいん： P.504

●アルファベット順さくいん： P.502

■ 取り付け位置から探す

●イラスト目次： P.14

■ 症状や音から探す

●こんなときは（症状別さくいん）： 
P.498

●車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）： P.500

■ タイトルから探す

●目次： P.2
検索のしかた
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14 イラスト目次

イラスト目次

■外観

ランプの形状は、グレードなどで異なります。

ドア.................................................................................. P.165

施錠／解錠......................................................................... P.165

ドアガラスの開閉 ................................................................ P.199

メカニカルキーでの施錠／解錠............................................... P.469

警告メッセージ ................................................................... P.449

バックドア......................................................................... P.170

施錠／解錠......................................................................... P.171

開け方／閉め方 ................................................................... P.172

パワーバックドア★.............................................................. P.173

警告メッセージ ................................................................... P.449

ドアミラー......................................................................... P.196

鏡面の角度調整 ................................................................... P.196

ミラーの格納...................................................................... P.197

曇りを取る（ミラーヒーター）................................................ P.350

A

B

C



15イラスト目次

ワイパー............................................................................ P.241

冬季の注意......................................................................... P.344

凍結防止（ウインドシールドデアイサー）★ .............................. P.350

洗車時の注意...................................................................... P.399

充電ポート........................................................................... P.70

充電方法.............................................................................. P.84

DC 外部給電システム ........................................................... P.126

タイヤ............................................................................... P.407

サイズ・空気圧 ................................................................... P.482

冬用タイヤ・タイヤチェーン.................................................. P.344

点検・ローテーション・タイヤ空気圧警報システム..................... P.407

パンク時の対処 ................................................................... P.456

ボンネット......................................................................... P.404

開け方............................................................................... P.404

オーバーヒート時の対処 ....................................................... P.476

警告メッセージ ................................................................... P.449

ヘッドランプ...................................................................... P.231

車幅灯・デイタイムランニングランプ ...................................... P.231

フロントフォグランプ .......................................................... P.240

コーナリングランプ ............................................................. P.233

方向指示灯......................................................................... P.225

尾灯.................................................................................. P.231

制動灯

緊急ブレーキシグナル .......................................................... P.338

番号灯............................................................................... P.231

走行に関わる外装の電球（バルブ）

（交換要領：P.428, ワット数：P.482）

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O



16 イラスト目次

リヤフォグランプ★.............................................................. P.240

後退灯

シフトポジションを R にする................................................. P.220
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

P

Q



17イラスト目次

■インストルメントパネル

パワースイッチ ................................................................... P.216

EV システムの始動・モード切りかえ ............................... P.216, 218

EV システムの緊急停止......................................................... P.434

EV システムが始動できないときの対処 .................................... P.466

警告メッセージ ................................................................... P.449

シフトレバー...................................................................... P.220

シフトポジションの切りかえ.................................................. P.220

けん引時の注意 ................................................................... P.437

メーター............................................................................ P.143

見方・明るさの調整 ..................................................... P.143, 146

警告灯／表示灯 ................................................................... P.138

警告灯点灯時の対処 ............................................................. P.442

マルチインフォメーションディスプレイ ................................... P.147

表示内容............................................................................ P.147

警告メッセージ表示時の対処.................................................. P.449

A

B

C

D



18 イラスト目次

パーキングブレーキスイッチ.................................................. P.226

かける・解除する ................................................................ P.226

冬季の注意......................................................................... P.345

警告ブザー・警告メッセージ.......................................... P.442, 449

方向指示レバー ................................................................... P.225

ランプスイッチ ................................................................... P.231

ヘッドランプ・車幅灯・尾灯・番号灯・デイタイムランニングランプ
....................................................................................... P.231

AHS（アダプティブハイビームシステム）★ .............................. P.234

AHB（オートマチックハイビーム）.......................................... P.237

フロントフォグランプ・リヤフォグランプ★.............................. P.240

ワイパー＆ウォッシャースイッチ（フロント）............................ P.241

ワイパー＆ウォッシャースイッチ（リヤ）.................................. P.245

使い方....................................................................... P.241, 245

ウォッシャー液の補充 .......................................................... P.407

ヘッドランプクリーナー★ ..................................................... P.241

警告メッセージ ................................................................... P.449

非常点滅灯スイッチ ............................................................. P.433

ボンネット解除レバー .......................................................... P.404

ハンドル位置調整スイッチ..................................................... P.194

調整方法............................................................................ P.194

オートエアコン ................................................................... P.349

操作方法............................................................................ P.349

リヤウインドウガラスの曇り取り（リヤウインドウデフォッガー）.. P.350

オーディオ※

音楽を聴く※

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

E

F

G

H

I

J

K

L



19イラスト目次

■スイッチ類

ドライブモードセレクトスイッチ............................................ P.336

VSC（ビークルスタビリティコントロール）OFF スイッチ........... P.339

パワーバックドアスイッチ★ .................................................. P.173

ODO TRIP スイッチ ............................................................ P.146

インストルメントパネル照度調整スイッチ ................................ P.146

カメラスイッチ★※

AC100V スイッチ....................................................... P.382, 388

ASC（アクティブサウンドコントロール）スイッチ .................... P.230

ヘッドアップディスプレイスイッチ★....................................... P.149

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

A

B

C

D

E

F

G

H

I



20 イラスト目次

ドアミラースイッチ ............................................................. P.196

ドアロックスイッチ ............................................................. P.168

パワーウインドウスイッチ..................................................... P.199

ウインドウロックスイッチ..................................................... P.201

メーター操作スイッチ .......................................................... P.152

パドルシフトスイッチ .......................................................... P.224

電話スイッチ※

LTA（レーントレーシングアシスト）スイッチ........................... P.264

A

B

C

D

A

B

C

D



21イラスト目次

クルーズコントロールスイッチ

レーダークルーズコントロール............................................... P.283

オーディオスイッチ※

トークスイッチ※

※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

フロントシートヒータースイッチ............................................ P.357

シートベンチレータースイッチ............................................... P.358

ステアリングヒータースイッチ............................................... P.357

P ポジションスイッチ........................................................... P.220

ブレーキホールドスイッチ..................................................... P.228

リヤシートヒータースイッチ.................................................. P.357

E

F

G

A

B

C

D

E

F



22 イラスト目次

■室内

SRS エアバッグ.................................................................... P.32

フロアマット........................................................................ P.26

フロントシート ................................................................... P.190

リヤシート......................................................................... P.191

ヘッドレスト...................................................................... P.192

シートベルト........................................................................ P.29

コンソールボックス ............................................................. P.364

ドアロックボタン ................................................................ P.168

カップホルダー ................................................................... P.365

アシストグリップ ................................................................ P.380

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J



23イラスト目次

■天井

インナーミラー ................................................................... P.195

サンバイザー※1 ................................................................. P.371

バニティミラー ................................................................... P.371

インテリアランプ※2............................................................ P.361

パーソナルランプ ................................................................ P.362

ムーンルーフスイッチ★ ........................................................ P.202

侵入センサー OFF スイッチ..................................................... P.57

ヘルプネットスイッチパネル※3

インテリアランプドア連動スイッチ......................................... P.361
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※1やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシートを
うしろ向きに取り付けないでください。
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。（P.42）

※2図はフロントですが、リヤにも装着されています。
※3別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

A

B

C

D

E

F

G

H



24 イラスト目次
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26 1-1. 安全にお使いいただくために

1-1. 安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、お
客様の責任において実施していただ
くことが法律で義務付けられていま
す。適切な時期に点検整備を実施し、
車に異常がないことを確認してくだ
さい。

日常点検整備や点検項目などの詳細につ
いては、別冊「メンテナンスノート」を
参照してください。
異常が見つかった場合は、レクサス販売
店で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、フロアカー
ペットの上にしっかりと固定してお
使いください。

1 固定フック（クリップ）にフロア
マット取り付け穴をはめ込む

2 固定フック（クリップ）上部のレ
バーをまわして、フロアマットを
固定する

※ マーク を必ず合わせてくださ

い。

固定フック（クリップ）の形状はイ
ラストと異なる場合があります。

運転する前に

お車を安全に運転していただくた
めに、運転する前は必ず次のこと
を確認してください。

点検整備

フロアマットを固定するには

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマット
がずれて運転中に各ペダルと干渉し、
思わぬスピードが出たり車を停止しに
くくなるなど、事故の原因になり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

■運転席にフロアマットを敷くときは

●レクサス純正品であっても、他車種
および異なる年式のフロアマットは
使用しない

●運転席専用のフロアマットを使用す
る

●固定フック（クリップ）を使って、
常にしっかりと固定する

●他のフロアマット類と重ねて使用し
ない

●フロアマットを前後逆さまにしたり、
裏返して使用しない

A
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1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

まっすぐ座り、運転操作時に体が

背もたれから離れないよう、背も
たれの角度を調整する
（P.190）

ペダルがしっかりと踏み込め、ハ
ンドルを握ったときにひじが少し
曲がるようなシート位置にする
（P.190）

ヘッドレストの中央が耳のいちば

ん上のあたりになるようにする
（P.192）

シートベルトを正しく着用する

（P.30）

警告

■運転する前に

●フロアマットがすべての固定フック
（クリップ）で正しい位置にしっかり
と固定されていることを定期的に確
認し、特に洗車後は必ず確認を行う

●EV システム停止およびシフトポジ
ションが Pの状態で、各ペダルを奥
まで踏み込み、フロアマットと干渉
しないことを確認する

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前に
シートやミラーなどを適切に調整
してください。

正しい運転姿勢をとるには

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

A

B

C

D
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すべての乗員は、走行前に必ずシー
トベルトを正しく着用してください。
（P.30）

シートベルトを正しく着用できない
小さなお子さまを乗せるときは、適
切なチャイルドシートをご用意くだ
さい。（P.40）

後方が確実に確認できるように、イ
ンナーミラー・ドアミラーを正しく
調整してください。（P.195, 
196）

警告

●走行中は運転席の調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。

●背もたれと背のあいだにクッション
などを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、
衝突したとき、シートベルトやヘッ
ドレストなどの効果が十分に発揮さ
れないおそれがあります。

●フロントシートの下にものを置かな
いでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、
思わぬ事故や調整機構の故障の原因
になります。

●公道を走行するときは、法定速度や
制限速度を遵守してください。

●他の車や歩行者など、周囲の状況に
常に注意を払い、安全運転を心がけ
てください。

●飲酒運転は絶対にしないでください。
お酒を飲むと注意力と判断力がにぶ
り、思いがけない事故を引き起こす
おそれがあります。また、眠気をも
よおす薬を飲んだときも運転を控え
てください。

●運転中に携帯電話を使用したり、装
置の調節などをしないでください。
周囲の状況などへの注意が不十分に
なり、大変危険です。ハンズフリー
以外の自動車電話や携帯電話を運転
中に使用することは法律で禁止され
ています。

●長距離ドライブの際は、疲れを感じ
る前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じ
たときは、無理に運転せず、すみや
かに休憩してください。

シートベルトを正しく着用する
には

ミラーを調整するには
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1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

シートベルト

走行前にすべての乗員は必ずシー
トベルトを正しく着用してくださ
い。

警告

急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■シートベルトの着用について

●全員がシートベルトを着用する

●シートベルトを正しく着用する

●シートベルトは一組につき一人で使
用する
お子さまでも一組のベルトを複数の
人で使用しない

●お子さまはリヤ席に座らせてシート
ベルトを着用させる

●背もたれは必要以上に倒さず、上体
を起こし、シートに深く座る

●肩部ベルトを腕の下に通して着用し
ない

●腰部ベルトはできるだけ低い位置に
密着させ着用する

■妊娠中の女性の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。（P.30）通常
の着用のしかたと同じように、腰部ベ
ルトが腰骨のできるだけ低い位置にか
かるようにお腹のふくらみの下に、肩
部ベルトは確実に肩を通し、お腹のふ
くらみを避けて胸部にかかるように着
用してください。

ベルトを正しく着用していないと、衝
突したときなどに、母体だけでなく胎
児までが重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。

■お子さまを乗せるとき

P.50

■シートベルトの損傷・故障について

●ベルトやプレート、バックルなどは、
シートやドアに挟むなどして損傷し
ないようにしてください。

●シートベルトが損傷したときはシー
トベルトを修理するまでシートは使
用しないでください。
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● 肩部ベルトを肩に十分かける

首にかかったり、肩からはずれないよう
にしてください。

● 腰部ベルトを必ず腰骨のできるだ
け低い位置に密着させる

● 背もたれを調整し、上体を起こ
し、深く腰かけて座る

● ねじれがないようにする

知識

■お子さまのシートベルトの使い方

この車のシートベルトは、シートベルト
を着用するのに十分な、大人の体格を
持った人用に設計されています。

●シートベルトが正しい位置で着用でき
ない小さなお子さまの場合は、お子さ
まの体に合ったチャイルドシートを使
用してください。（P.40）

●シートベルトが正しい位置で着用でき
るお子さまの場合は、シートベルトの
着用のしかたに従ってください。
（P.29）

1 ベルトを固定するには、“カ
チッ”と音がするまでプレート
をバックルに挿し込む

2 ベルトを解除するには、解除ボタ

ン を押す

知識

■シートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトがロッ
クされます。急に体を前に倒したり、
シートベルトをすばやく引き出しても
ロックする場合があります。一度ベルト
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動か
せば、ベルトを引き出すことができます。

警告

●プレートがバックルに確実に挿し込
まれているか、シートベルトがねじ
れていないかを確認してください。
うまく挿し込めない場合はただちに
レクサス販売店に連絡してください。

●もし重大な事故にあったときは、明
らかな損傷が見られない場合でも、
シート・シートベルトを交換してく
ださい。

●プリテンショナー付きシートベルト
の取り付けや取りはずし・分解・廃
棄などは、レクサス販売店以外でし
ないでください。
不適切に扱うと、正常に作動しなく
なるおそれがあります。

正しく着用するには

着け方・はずし方

A
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ジャスターを下げる

2 アジャスターを上げる
“カチッ”と音がして固定されるとこ
ろまで動かしてください。

前方・側方から強い衝撃を受けたと
き、シートベルトを引き込むことで
適切な乗員拘束効果を確保します。

前方・側方からの衝撃が弱いときや、う
しろからの衝撃、横転のときは通常は作
動しません。

知識

■シートベルトプリテンショナーについ
て

シートベルトプリテンショナーは、一度
しか作動しません。玉突き衝突などで連
続して衝撃を受けた場合でも、一度作動
したあとは、その後の衝突では作動しま
せん。

シートベルトの高さ調節（フロ
ント席）

シートベルトプリテンショナー
（フロント席・リヤ外側席）

A

警告

■プリテンショナー付きシートベルト
について

シートベルトプリテンショナーが作動
すると、SRS エアバッグ／プリテン
ショナー警告灯が点灯します。その場
合はシートベルトを再使用することが
できないため、必ずレクサス販売店で
交換してください。お守りいただかな
いと、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。
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■ SRS エアバッグの配置

 フロント SRS エアバッグ

運転席 SRS エアバッグ／助手席 SRS エアバッグ（運転者と助手席乗員の
頭や胸などへの衝撃を緩和）

SRS ニーエアバッグ（運転者と助手席乗員の衝撃緩和を補助）

 SRS サイド＆カーテンシールドエアバッグ

SRS フロントサイドエアバッグ（フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩

和）

SRS カーテンシールドエアバッグ（フロント席とリヤ外側席乗員の主に頭
部への衝撃を緩和）

SRSエアバッグ

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けたとき
にふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝撃を緩
和させます。

SRS エアバッグシステム

A

B

C

D
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知識

■SRS エアバッグが作動すると

●SRS エアバッグは高温のガスにより非
常に速い速度でふくらむため、すり傷・
やけど・打撲などを受けることがあり
ます。

●作動音と共に白いガスが発生します。

●フロント席・フロントピラー・リヤピ
ラー・ルーフサイドレールの一部分な
どだけでなくエアバッグ構成部品（ハ
ンドルのハブ・エアバッグカバー・イ
ンフレーター）も数分間熱くなること
があります。エアバッグそのものも熱
くなります。

●フロントウインドウガラスが破損する
ことがあります。

●EV システムを停止します。（P.66）

●すべてのドアが解錠されます。
（P.166）

●自動的にブレーキと制動灯を制御しま
す。（P.338）

●室内灯が自動で点灯します。
（P.361）

●非常点滅灯が自動で点滅します。
（P.433）

●G-Link の契約期間内は、次の場合、自
動的に緊急通報がヘルプネットセン
ターに送信されます。オペレーターか
らの呼びかけに応答がない場合は、緊
急車両を手配します。
詳しくは別冊「マルチメディア取扱説
明書」を参照してください。

･ SRS エアバッグが作動した
･ シートベルトプリテンショナーが作動
した

･ 後方から強い衝撃を受けた

■SRS エアバッグが作動するとき（フロ
ント SRS エアバッグ）

●フロント SRS エアバッグは、衝撃の強

さが設定値（移動も変形もしない固定
された壁に、車速約 20 ～ 30km/h で
正面衝突した場合の衝撃の強さに相当
する値）以上の場合に作動します。
ただし、次のような場合はエアバッグ
が作動する車速は設定値より高くなり
ます。

･ 駐車している車や標識のような衝撃に
よって移動や変形するものに衝突した
場合

･ もぐり込むような衝突の場合（例えば、
車両前部がもぐり込む、下に入り込む、
トラックの下敷きになるなど）

●衝突条件によってはシートベルトプリ
テンショナーのみ作動する場合があり
ます。

■SRS エアバッグが作動するとき
（SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグ）

●SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグは、衝撃の強さが設定値（約
1.5t の車両が、約 20 ～ 30km/h の速
度で客室へ直角に衝突した場合の衝撃
の強さに相当する値）以上の場合に作
動します。

●車両側面のどちらかに衝突があった場
合でも、左右の SRS カーテンシールド
エアバッグが作動します。

●前面衝突時でも、特に衝撃が大きい場
合は左右の SRS カーテンシールドエア
バッグが作動する場合があります。

■衝突以外で作動するとき

次のような状況で車両下部に強い衝撃を
受けたときも、フロント SRS エアバッグ
と SRSカーテンシールドエアバッグが作
動する場合があります。

●縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

●深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたと
き
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●ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき

■SRS エアバッグが作動しないとき（フ
ロント SRS エアバッグ）

フロント SRS エアバッグは、側面や後方
からの衝撃・横転・または低速での前方
からの衝撃では、通常は作動しません。
ただし、それらの衝撃が前方への減速を
十分に引き起こす場合には、フロント
SRS エアバッグが作動することがありま
す。

●側面からの衝突

●後方からの衝突

●横転

■SRS エアバッグが作動しないとき
（SRSサイド＆カーテンシールドエア
バッグ）

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分
以外の側面に衝撃を受けたときには、
SRS サイド＆カーテンシールドエアバッ
グが作動しない場合があります。

●客室部分以外の側面への衝撃

●斜めからの衝撃

SRS サイドエアバッグは、前方や後方か
らの衝撃・横転・または低速での側面か
らの衝撃では、通常は作動しません。

●前方からの衝突

●後方からの衝突

●横転

SRS カーテンシールドエアバッグは、後
方からの衝撃・横転・または低速での前
方や側面からの衝撃では、通常は作動し
ません。

●後方からの衝突

●横転

■レクサス販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必要
になります。できるだけ早くレクサス販
売店へご連絡ください。

●いずれかの SRS エアバッグがふくらん
だとき
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●フロント SRS エアバッグはふくらまな
かったが、事故で車両の前部を衝突し
たとき、または破損・変形などがある
とき

●SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグはふくらまなかったが、事故で
ドアおよびその周辺部分を衝突したと
き、または破損・変形・穴あきなどが
あるとき

●ハンドルのパッド部分・ダッシュボー
ドの助手席 SRS エアバッグ付近・イン
ストルメントパネル下部が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

●SRS サイドエアバッグが内蔵されてい
るシート表面が傷付いたり、ひび割れ
たり、その他の損傷を受けたとき

●SRS カーテンシールドエアバッグが内
蔵されているフロントピラー・リヤピ
ラー部・ルーフサイド部が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

警告

■SRSエアバッグについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●運転者と乗員すべてがシートベルト
を正しく着用してください。
SRSエアバッグはシートベルトを補
助するためのものです。

●助手席 SRS エアバッグは強い力でふ
くらむため、特に乗員がエアバッグ
に近付きすぎると、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。乗員が SRS エア
バッグのふくらむ場所に近い場合は
特に危険です。シートの背もたれを
調整して、シートをできるだけ SRS
エアバッグから離し、まっすぐに
座ってください。
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警告

●お子さまがシートにしっかり座って
いないと、SRS エアバッグのふくら
む衝撃で重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。お子さまが小さくてシート
ベルトを使用できないときは、チャ
イルドシートでしっかり固定してく
ださい。
お子さまはリヤ席に乗せ、チャイル
ドシートまたはシートベルトを着用
させることをおすすめします。
（P.40）

●シートの縁に座ったり、ダッシュ
ボードにもたれかかったりしない

●お子さまを助手席 SRS エアバッグの
前に立たせたり、ひざの上に抱いた
りしない

●運転者および助手席乗員は、ひざの
上に何も持たない

●ドアやフロントピラー・センターピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レールへ寄りかからない

●助手席では、ドアに向かってひざを
ついたり、窓から顔や手を出したり
しない

●ダッシュボード・ハンドルのパッド
部分・インストルメントパネル下部
などには何も取り付けたり、置いた
りしない



37

1

1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

警告

●ドア・フロントウインドウガラス・
ドアガラス・フロントピラーおよび
リヤピラー、ルーフサイドレール・
アシストグリップなどには何も取り
付けない
（速度制限ラベルを除くP.460）

●コートフックにハンガーなどの硬い
ものをかけないでください。
SRS カーテンシールドエアバッグが
作動したときに投げ出されて重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●SRS ニーエアバッグがふくらむ場所
にビニールカバーが付いている場合
は、取り除いてください。

●SRS サイドエアバッグがふくらむ場
所を覆うようなシートアクセサリー
を使用しないでください。エアバッ
グが作動する際、アクセサリーが干
渉するおそれがあります。そのよう
なアクセサリーがエアバッグが正常
に作動するのをさまたげ、システム
を不能にしたり、またはエアバッグ
が誤って作動したりして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

●SRS エアバッグシステム構成部品の
周辺およびフロントドアの周辺は、
強くたたくなど過度の力を加えない
でください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

●SRSエアバッグがふくらんだ直後は、
構成部品が熱くなっているため、ふ
れないでください。

●SRSエアバッグがふくらんだあとに、
もし呼吸が苦しく感じたら、ドアや
ドアガラスを開けて空気を入れるか、
安全を確認して車外に出てください。
皮膚の炎症を防ぐため、残留物はで
きるだけ早く洗い流してください。

●SRSエアバッグが収納されている
パッド部およびフロントピラーガー
ニッシュ部に傷が付いていたり、ひ
び割れがあるときは、そのまま使用
せずレクサス販売店で交換してくだ
さい。

■改造・廃棄について

レクサス販売店への相談なしに、次の
改造・廃棄をしないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なったり、誤ってふくらむなどして、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●SRSエアバッグの取りはずし・取り
付け・分解・修理

●ハンドル・インストルメントパネ
ル・ダッシュボード・シート・シー
ト表皮・フロントピラー・センター
ピラー・リヤピラー・ルーフサイド
レール・フロントドアパネル・フロ
ントドアトリム・フロントドアス
ピーカーなどの周辺の修理・取りは
ずし・改造

●フロントドアパネルの穴あけなどの
改造

●フロントフェンダー・フロントバン
パー・車内側面部の修理・改造

●グリルガード（ブルバー・カンガ
ルーバーなど）・除雪装置・ウインチ
などの取り付け

●サスペンションの改造
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警告

●CDプレーヤー・無線機などの電化製
品の取り付け
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1-2. お子さまの安全

お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次のこ
とをお守りください。

● シートベルトを正しく着用でき
ない小さなお子さまを乗せると
きは、適切なチャイルドシート
をご用意ください。（P.40）

● 運転装置にふれるのを防ぐた
め、お子さまはリヤシートに乗
せることをおすすめします。

● 走行中にドアを開けたり、パ
ワーウインドウを誤操作したり
しないように、チャイルドプロ
テクター（P.169）・ウイン
ドウロックスイッチ
（P.201）をご使用ください。

● 小さなお子さまには、パワーウ
インドウ・ボンネット・バック
ドアやシートなど、体を挟まれ
るおそれがある装備類を操作さ
せないでください。

警告

■お子さまを乗せるときは

●お子さまを車の中に残したままにし
ないでください。車内が高温になっ
て熱射病や脱水症状になり、重大な
健康障害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
また、お子さまが車内の装置を操作
し、ドアガラスなどに挟まれたり、
発炎筒などでやけどしたり、運転装
置を動かして、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●車にお子さまを乗せる場合は、お子
さまの安全を確保するための注意事
項やチャイルドシートの取り付け方
などをまとめた、P.40 を参照してく
ださい。
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知っておいていただきたいこと：
P.40

チャイルドシートを使用するとき
は：P.41

シート位置別チャイルドシートの適
合性について：P.44

チャイルドシートの取り付け方法：
P.48
･ シートベルトで固定する：P.49

･ ISOFIX ロアアンカレッジで固定
する：P.51

･ トップテザーアンカレッジを使用
する：P.52

● チャイルドシートに関する注意事
項および法規について、優先して
お守りください。

● お子さまが成長し、適切にシート
ベルトが着用できるようになるま
ではチャイルドシートを使用して
ください。

● お子さまの年齢・体格に合わせ
て、適切なチャイルドシートをお
選びください。

● すべてのチャイルドシートがすべ
ての車両に適合するわけではあり
ません。チャイルドシートの使
用・購入の際は、あらかじめ取り
付けるシート位置との適合性を確
認してください。

チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルドシー
トを取り付ける前にお守りいただ
きたいことや、チャイルドシート
の種類および取り付け方法などを
記載しています。

● シートベルトを正しく着用でき
ない小さなお子さまを乗せると
きは、チャイルドシートをお使
いください。お子さまの安全の
ために、チャイルドシートはリ
ヤシートに取り付けてくださ
い。
取り付け方法は、商品に付属の
取扱説明書に必ず従ってくださ
い。

● レクサスでは、より安全にお使
いいただくために、レクサス純
正チャイルドシートの使用を推
奨しています。
レクサス純正チャイルドシート
は、レクサス車のために作られ
たチャイルドシートです。
レクサス販売店で購入すること
ができます。

目次

知っておいていただきたいこと

警告

■お子さまを乗せるときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●事故や急停止の際、効果的にお子さ
まを保護するために、必ず正しく取
り付けられたチャイルドシートを使
用して、しっかり体を固定してくだ
さい。お子さまに最適なチャイルド
シートについては、チャイルドシー
ト製造業者、または販売業者にご相
談ください。
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■ 助手席にチャイルドシートを取り
付けるとき

お子さまの安全のために、チャイル
ドシートはリヤシートに取り付けて
ください。

やむを得ず助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、助手席
シートを次のように調整し、チャイ
ルドシートを取り付けてください。

● 背もたれを可能な限り起こす

前向きにチャイルドシートを取り付ける
ときに、背もたれとチャイルドシートの
間にすき間がある場合は、背もたれと
チャイルドシートのすき間が少なくなる
ように背もたれを調整してください。

● シートをいちばんうしろに下げる

● シートの高さをいちばん高い位置
まで上げる

● クッション前端をいちばん下に下
げる

● ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずす

取りはずしができない場合は、ヘッドレ
ストをいちばん上まで上げてください。

警告

●レクサスでは、お子さまの年齢や体
の大きさに合った適切なチャイルド
シートをリヤシートに取り付けるこ
とを推奨します。事故統計によると、
フロントシートよりリヤシートに適
切に取り付けるほうがより安全です。

●お子さまを腕の中に抱くのはチャイ
ルドシートのかわりにはなりません。
事故の際、お子さまがフロントウイ
ンドウガラスや乗員、車内の装備に
ぶつかるおそれがあります。

■チャイルドシートについて

次のことをお守りいただかないと、急
ブレーキをかけたときや衝突したとき
などに飛ばされるなどして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●事故等で車両に強い衝撃を受けた場
合は、チャイルドシートにも目に見
えない破損があるおそれが強いため、
再使用しないでください。

●チャイルドシートによっては、取り
付けができない、または取り付けが
困難な場合があります。その場合は、
車への取り付けに適したチャイルド
シートであるか確認してください
（P.44）。本書のチャイルドシート
固定方法およびチャイルドシートに
付属の取扱説明書をよくお読みの上、
確実に取り付け、使用方法をお守り
ください。

●チャイルドシートを使用しないとき
であっても、シートに適切にしっか
りと取り付けた状態にしてください。
ゆるめた状態で客室内に置くことは
避けてください。

●チャイルドシートの取りはずしが必
要な場合は、車両からはずして保管
するか、ラゲージルーム内に容易に
動かないように収納してください。

チャイルドシートを使用すると
きは
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警告

■チャイルドシートを使用するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●やむを得ず 助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、チャイル
ドシートをうしろ向きに取り付けな
いでください。
うしろ向きに取り付けていると、事
故などで助手席 SRS エアバッグがふ
くらんだとき、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
助手席側のサンバイザーに、同内容
のラベルが貼られています。併せて
参照してください。
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警告

警告

●やむを得ず助手席に前向きにチャイ
ルドシートを取り付ける場合には、
助手席シートをいちばんうしろに下
げて取り付けてください。
助手席 SRS エアバッグはかなりの速
度と力でふくらむので、お守りいた
だかないと、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

●チャイルドシートに座らせている場
合でも、ドア・シート・フロントピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レール付近にお子さまの頭や体のど
の部分も、もたれかけないようにし
てください。SRS エアバッグがふく
らんだ場合、大変危険であり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

●ジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

●お子さまの年齢や体の大きさに合っ
たチャイルドシートを使用して、リ
ヤシートに取り付けてください。
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■ シート位置別チャイルドシートの
適合性一覧表について

シート位置別チャイルドシートの適
合性（P.45）は、使用可能なチャ
イルドシートの種類や取り付け可能
な座席位置を記号で表しています。
また、お子さまに合った推奨チャイ
ルドシートについても選択すること
ができます。
推奨チャイルドシートについては、
「推奨チャイルドシートと適合性一覧
表」を確認してください。（P.47）
次に記載されている、「シート位置別
チャイルドシートの適合性を確認す
る前に」も併せて確認してください。

■ シート位置別チャイルドシートの
適合性を確認する前に

1 チャイルドシートの規格を確認す
る

UN（ECE）R44※1または、UN

（ECE）R129※1 に適合したチャ
イルドシートを使用してくださ
い。
適合したチャイルドシートには、
次の認可マークが表示されていま
す。
チャイルドシートに付いている認
可マークを確認してください。

法規番号の表示例

UN（ECE）R44認可マーク※2

対象となるお子さまの体重の範囲
が記載されています。

UN（ECE）R129 認可マーク
※2

対象となるお子さまの身長の範囲
および使用可能な体重が記載され
ています。

2 チャイルドシートのカテゴリーを
確認する
チャイルドシートのカテゴリーが
次のどのカテゴリーに該当するの
か、チャイルドシートの認可マー
クを確認ください。
また、ご不明な場合はチャイルド
シートに付属の取扱説明書を確認

警告

●運転席とチャイルドシートが干渉し、
チャイルドシートが正しく取り付け
られない場合は、助手席側のリヤ席
に取り付けてください。

●助手席シートとチャイルドシートが
干渉しないように、助手席シートを
調整してください。

シート位置別チャイルドシート
の適合性について

A

B
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頂くか、または販売業者へ確認し
てください。

･ ユニバーサル「universal（汎用）」
･ セミユニバーサル「semi-
universal（準汎用）」

･ リストリクティッド「restricted
（限定）」

･ ビークルスペシフィック「vehicle 
specific（特定車両）」

※1UN（ECE）R44、UN（ECE）R129
は、チャイルドシートに関する国連法
規です。

※2表示されているマークは、商品により
異なります。

■ シート位置別チャイルドシートの
適合性

※1, 2, 3 ※4

※2, 3

※2, 3

※2, 3

車両のシートベルトで固定する
タイプのユニバーサル（汎用）
カテゴリーのチャイルドシート
に適しています。
車両のシートベルトで固定する
タイプの前向きに取り付けるユ
ニバーサル（汎用）カテゴリーの
チャイルドシートに適していま
す。
推奨チャイルドシートと適合性
一覧表（P.47）に記載された
チャイルドシートに適していま
す。
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※1シートをいちばんうしろに下げた状態
で取り付けてください。シートの高さ
調整ができる場合は、いちばん高い位
置に調整してください。

※2背もたれを可能な限り起こしてくださ
い。 
前向きにチャイルドシートを取り付け
るときに、背もたれとチャイルドシー
トの間にすき間がある場合は、背もた
れとチャイルドシートのすき間が少な
くなるように背もたれを調整してくだ

さい。

※3ヘッドレストとチャイルドシートが干
渉してチャイルドシートが正しく取り
付けられない場合、ヘッドレストの取
りはずしが可能なときは、ヘッドレス
トを取りはずしてください。
取りはずしができない場合は、ヘッド
レストをいちばん上まで上げてくださ
い。

※4チャイルドシートを必ず、前向きで使
用してください。

■ チャイルドシート取り付けに関する詳細情報

i-Size チャイルドシートおよび
ISOFIX チャイルドシートに適し
ています。

トップテザーアンカレッジが装
備されています。

やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、
チャイルドシートをうしろ向き
に取り付けないでください。

着座位置

シート位置の番号

ユニバーサル（汎用）ベルト
式が搭載可能な着座位置（有
/ 無）

有

前向きのみ
有 有 有

アイサイズ着座位置（有 / 無） 無 有 無 有

搭載可能な横向きチャイルド
シートの治具（L1/L2）

   

搭載可能なうしろ向きチャイ
ルドシートの治具（R1/R2X/
R2/R3）

 R1, R2  R1, R2

搭載可能な前向きチャイルド
シートの治具（F2X/F2/F3）

 F2X, F2, F3  F2X, F2, F3

搭載可能なジュニアシートの
治具（B2/B3）

B2, B3
シートベル
ト固定のみ

B2, B3  B2, B3
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ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記の表
に示す「治具」の着座位置でチャイルドシートを使用することができます。
「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシートに
付属の取扱説明書を確認してください。お手持ちのチャイルドシートに「治
具」の種類がない（または必要な情報が表の中にない）場合は、チャイルド
シートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合わせの上、
適合性を確認してください。

■ 推奨チャイルドシートと適合性一覧表

チャイルドシートの隣の席を使用す
るときは、肩部ベルトが確実に肩を

通り、腰部ベルトが腰骨のできるだ
け低い位置に密着することを確認し

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R3 大型うしろ向きチャイルドシート

R2 小型うしろ向きチャイルドシート

R2X 小型うしろ向きチャイルドシート

R1 うしろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート

L2 右向き寝台式チャイルドシート

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート

推奨チャイルド
シート

適応範囲
搭載する
向き

着座位置

レクサス純正

NEO G-Child i-Size

身長：～ 83cm
（体重：～ 13kg）

後向き  ○  ○

月齢 15 か月以上
かつ、

身長：76～ 100cm
（体重：～ 18kg）

前向き  ○  ○

レクサス純正

NEO G-Child Junior

身長：100 ～ 
150cm

（体重：15 ～ 36kg）

前向き
のみ

 ○  ○
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てください。チャイルドシートの隣
の席に座ったときに、チャイルド
シートの種類によっては、乗員の体
またはシートベルトがチャイルド
シートと干渉するためシートベルト
が正しく着用できず、十分な効果を
発揮できない場合があります。その
場合は、他の席を使用してください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

● リヤシートにチャイルドシートを
取り付けるときは、お子様やチャ
イルドシートがフロントシートと
干渉しないようにフロントシート
を調整してください。

● サポートベース付きのチャイルド
シートを取り付けるときに、チャ
イルドシートをサポートベースへ
固定する際にチャイルドシートが
背もたれと干渉する場合は、チャ
イルドシートが干渉しなくなるま

で背もたれを調整してださい。

● シートベルトのショルダーアン
カーがチャイルドシートベルトガ
イドより前にある場合は、シート
を前方に動かします。

● ジュニアシートを取り付けるとき
に、お子様がかなり直立した姿勢
になる場合は、背もたれの角度を
最も快適な位置に調整します。 ま
た、シートベルトのショルダーア
ンカーがチャイルドシートベルト
ガイドより前にある場合は、シー
トを前方に移動します。

チャイルドシートのご使用については、チャイルドシートに付属の取扱説明
書を確認してください。

チャイルドシートの取り付け方法
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■ シートベルトで固定する

チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってチャイルドシートを取り
付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが「ユ
ニバーサル」カテゴリーでない（ま
たは必要な情報が表の中にない）場
合は、チャイルドシートメーカーが

提供する「車種別適合リスト」を参
照するか、販売業者へお問い合わせ
の上、適合性を確認してください。
（P.44）

1 助手席：
やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合は、助手
席シートを正しく調整してくださ
い。（P.41）

2 ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正

固定方法 ページ

シートベルトで固定する P.49

ISOFIX ロアアンカレッジ
で固定する

P.51

テザーベルトを固定する P.52

チャイルドシートをシートベル
トで固定する
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しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてくだ
さい。取りはずしができない場合
は、ヘッドレストをいちばん上ま
で上げてください。（P.192）

3 チャイルドシートにシートベルト
を取り付け、プレートをバックル
に“カチッ”と音がするまで挿
し込む。ベルトがねじれていない
ようにする

チャイルドシートに付属の取扱説明書に
従い、シートベルトをチャイルドシート
にしっかりと固定させてください。

4 チャイルドシートにシートベルト
の固定装置が備わっていない場合
は、ロッキングクリップ（別売）
を使用して固定する

ロッキングクリップの購入にあたっては、
レクサス販売店にご相談ください。（ロッ
キングクリップ品番：73119-22010）

5 取り付け後はチャイルドシートを
前後左右にゆすり、しっかりと固

定されていることを確認してくだ
さい。（P.50）

■ チャイルドシートの取りはずし

バックルの解除ボタンを押し、シー
トベルトをチャイルドシートから取
りはずす

バックル解除時に、シートクッションの
反発により、チャイルドシートが跳ね上
がることがあります。
チャイルドシートを抑えながらバックル
の解除をしてください。

シートベルトは自動的に巻き取られます
ので、ゆっくりもどしてください。

警告

■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●お子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。万一ベルトが首に巻
き付いた場合、窒息など重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
誤ってそのような状態になってしま
い、バックルもはずせない場合は、
ハサミなどでシートベルトを切断し
てください。

●シートベルトのプレートとバックル
がしっかり固定されて、ベルトがね
じれていないか確認してください。

●チャイルドシートを前後左右にゆ
すって、しっかり固定されているか
確認してください。

●チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。
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■ ISOFIX ロアアンカレッジについ
て

この車はリヤ外側席に ISOFIX ロア
アンカレッジが装備されています。
（ロアアンカレッジが装備されている
ことを示すマークがシートに付いて
います）

■ ISOFIX ロアアンカレッジで固定
する

チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってチャイルドシートを取り
付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが「ユ
ニバーサル」カテゴリーでない（ま
たは必要な情報が表の中にない）場
合は、チャイルドシートメーカーが
提供する「車種別適合リスト」を参

照するか、販売業者へお問い合わせ
の上、適合性を確認してください。
（P.44）

1 ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてくだ
さい。取りはずしができない場合
は、ヘッドレストをいちばん上ま
で上げてください。（P.192）

2 チャイルドシートをシートに取り
付ける

チャイルドシートのコネクタ（取り付け
金具）をロアアンカレッジに取り付けま
す。
取り付け方法は、それぞれのチャイルド
シートに付属の取扱説明書に従ってくだ
さい。

3 取り付けたチャイルドシートを前
後左右にゆすり、固定されている
ことを確認する（P.50）

警告

●ジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

チャイルドシートを ISOFIX ロ
アアンカレッジで固定する
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■ トップテザーアンカレッジについ
て

この車はリヤ外側席にトップテザー
アンカレッジが装備されています。

テザーベルトを固定するときに使い
ます。

トップテザーアンカレッジ

テザーベルト

■ テザーベルトをトップテザーアン
カレッジに固定する

チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってチャイルドシートを取り
付けてください。

1 ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてくだ
さい。取りはずしができない場合
は、ヘッドレストをいちばん上ま
で上げてください。（P.192）

2 トップテザーアンカレッジにフッ
クを固定し、テザーベルトを締め
る

テザーベルトをピンと張り、フックが
しっかり固定されていることを確認しま
す。（P.50）

ヘッドレストを上げた状態でチャイルド
シートを取り付けるときは、テザーベル
トは必ずヘッドレストの下へ通してくだ
さい。

警告

■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

● ISOFIX ロアアンカレッジを使用する
ときは、周辺に障害物がないか、
シートベルトが挟まっていないかな
どを確認してください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

トップテザーアンカレッジを使
用する

A

B
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テザーベルト

フック

警告

■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●テザーベルトがしっかり固定されて、
ベルトがねじれていないか確認して
ください。

●テザーベルトはトップテザーアンカ
レッジ以外に掛けないでください

●チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

●ヘッドレストを上げた状態でチャイ
ルドシートを取り付けるときは、
ヘッドレストを引き上げてトップテ
ザーアンカーに固定したあとに、
ヘッドレストを下げないでください。

A

B
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1-3. 盗難防止装置

パワースイッチをOFF にすると、
システムの作動を知らせるためにセ
キュリティ表示灯が点滅します。

登録されたキーを携帯し、パワースイッ
チを ACCまたはONにするとシステム
が解除され、セキュリティ表示灯が消灯
します。

知識

■メンテナンスについて

イモビライザーシステムのメンテナンス
は不要です。

■システムが正常に作動しないとき

●キーが金属製のものに接したり、覆わ
れているとき

●キーが他の車両のセキュリティシステ
ム用キー（信号発信機内蔵キー）と重
なっているときや接近しているとき

イモビライザーシステム

キーに信号発信機が内蔵してあり、
あらかじめ登録されたキー以外で
は EVシステムを始動できません。
車両から離れる場合は、車内に
キーを残さないでください。

このシステムは車両盗難の防止に
寄与する機能であり、すべての車
両盗難に対する完全なセキュリ
ティを保証するものではありませ
ん。

システムを作動させるには

注意

■イモビライザーシステムを正常に作
動させるために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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■ ドアを施錠する前の確認

オートアラームの思わぬ作動、およ
び盗難を防ぐため、次のことを必ず
確認してください。

● 車内に人が乗っていないか

● ドアガラスとムーンルーフ★が閉
じているか

● 車内に貴重品などを放置していな

いか
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

■ オートアラームを設定するには

ドア・バックドア・ボンネットを閉
め、スマートエントリー＆スタート
システム・ワイヤレスリモコンを
使って施錠します。30 秒以上経過
すると、自動的に設定されます。

オートアラームがセットされるとインジ
ケーターは点灯から点滅にかわります。

■ オートアラームを解除／停止する
には

次のいずれかを行ってください。

● スマートエントリー＆スタートシ
ステムまたはワイヤレスリモコン
を使ってドアまたはバックドアを
解錠する

● パワースイッチをACCまたはON
にするか、EVシステムを始動す
る（数秒後に解除・停止します）

知識

■オートアラームの設定について

ボンネットを開けていても、すべてのド
アが閉じていれば、オートアラームは設
定できます。

■メンテナンスについて

オートアラームシステムのメンテナンス

オートアラーム

オートアラームとは、侵入を検知
した場合に音と光で警報する機能
です。
オートアラームを設定すると、次
のような状況でオートアラームが
作動します。

● 施錠されたドアまたはバックド
アが、スマートエントリー＆ス
タートシステム・ワイヤレスリ
モコンを使わずに解錠された
り、開けられたとき

● ボンネットが開けられたとき

● 侵入センサーが車内で動く物体
を検知したとき（侵入者がガラ
スを割るなどして車内に乗り込
んだとき）

G-Link サービスをご利用のお客様
へは、オートアラームが作動した
場合、ご登録のメールアドレスや
専用のスマートフォンアプリ「My 
LEXUS（アプリ）」へお知らせす
ることができます。G-Link につい
ては、別冊「マルチメディア取扱
説明書」を参照してください。

オートアラームを設定／解除／
停止する
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は不要です。

■G-Link（ご契約のお客様のみ）

●うっかり通知機能によって、施錠のし
忘れや非常点滅灯の消し忘れ、ドアガ
ラスの閉め忘れ、ムーンルーフ★の閉め
忘れなどを、ご登録のメールアドレス
や専用のスマートフォンアプリ「My 
LEXUS（アプリ）」へお知らせすること
ができます。
うっかり通知機能は車内の電子キー検
知を使用しているため、スマートエン
トリー＆スタートシステムが正しく作
動しない場合は、うっかり通知機能が
正しく働かないことがあります。

●リモート確認機能によって、ドアの開
閉や施錠の状態、非常点滅灯の点滅状
態、電子キーの車内への置き忘れなど
をスマートフォンアプリで確認できま
す。

詳しくは、別冊「マルチメディア取扱説
明書」を参照してください。
★：グレード、オプションなどにより、装

備の有無があります。

■オートアラームの作動について

次のような場合、オートアラームが作動
することがあります。オートアラームの
設定を解除・作動を停止する操作を行っ
てください。

●メカニカルキーを使ってドアを解錠し
たとき

●車内に残った人が、ドア・バックドア・
ボンネットを開けたり、解錠したとき

●施錠後、補機バッテリーあがりなどで、
補機バッテリーの充電や交換をしたと
き（P.474）

■オートアラーム作動によるドアロック
機能

次のような場合、車内への不正な侵入を
防止するため自動的にドアが施錠される
ことがあります。

●車内に残った人がドアを解錠し、オー
トアラームが作動したとき

●オートアラーム作動中に車内に残った
人がドアを解錠したとき

●補機バッテリーあがりなどで充電・交
換したとき

■ 侵入センサーの検知について

侵入センサーは、車内に不正に入り

注意

■オートアラームを正常に作動させる
ために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。

侵入センサー
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込んだ侵入者の動きを超音波で検知
するセンサーです。侵入者の動きで
検知するため、ドアを開けずガラス
を割って入り込んだ侵入者なども検
知できます。

このシステムは、車両盗難を防止ま
たは抑止する機能であり、すべての
侵入に対する完全なセキュリティを
保証するものではありません。

■ 侵入センサーを設定する

オートアラームを設定すると、自動
でセットされます。（P.55）

■ 侵入センサーを停止するには

車内で動くものに反応するため、
ペットや動くものを車内に残すとき
は、必ず侵入センサーを停止してか
らオートアラームを設定してくださ
い。

1 パワースイッチをOFFにする

2 侵入センサーOFFスイッチを押
す

もう一度スイッチを押すと、侵入セン
サーは再びセットされます。

メーター内のマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。

知識

■侵入センサーの作動・停止について

●侵入センサーの作動を停止しても、
オートアラームは作動します。

●侵入センサーを停止したあとにパワー
スイッチを押すか、スマートエント
リー＆スタートシステム・ワイヤレス
リモコンによる解錠操作を行うと、侵
入センサーは復帰します。

●オートアラームの設定を解除するたび
に侵入センサーは復帰します。

■侵入センサーについての留意事項

次のような場合、侵入センサーの検知に
よりオートアラームが作動することがあ
ります。状況に応じ、侵入センサーを停
止してからアラームを設定してください。

●車内に乗員やペットなどを残して車両
から離れる場合

●ドアガラスやムーンルーフ★などが開い
ている場合、次のものを検知すること
があります。

･ 室内に入った落ち葉・虫・風など
･ 他車の侵入センサーなどが発する超音
波

･ 室外の歩行者の動き
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★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

●蛾やハエなど小さな虫が車内にいる場
合

●マスコットやアクセサリーをぶら下げ
た状態で取り付けたり、コートフック
に衣類をかけているときなど、動きや
すいものが車内にある場合

●立体駐車場のような振動や騒音の激し
い場所に駐車したとき

●雪かきやガラスに付着した氷を削り落
とす際に、連続的な衝撃や振動が車両
に伝わったとき

●高圧洗車機や自動洗車機などを使うと
き

●ひょうや落雷などにより、連続的な衝
撃や振動が車両に伝わったとき

注意

■侵入センサーを正しく作動させるた
めに

●センサーの穴はふさがないようにし
てください。

●センサーの穴に向かって、直接消臭
スプレーなどを噴射しないでくださ
い。

●運転席と助手席のシートのあいだに、
レクサス純正品以外のアクセサリー
を装着したりものを放置したりする
と、検知性能が低下することがあり
ます。
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2-1.EV システムについて

イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

車載充電器

電気モーター（駆動モーター）

駆動用電池

電気モーターに電気を供給します。

普通充電ポート

急速充電ポート

補機バッテリー

SRS エアバッグ、ヘッドライト、ワイパーなどのさまざまなシステムに電力を供給し
ます。

EVシステムの特徴

電気自動車は、従来の車両とは大きく異なります。駆動用電池に充電され
た電気で電気モーターを駆動させることで、走行します。 電気自動車は電気
を使用して走行するため、CO2（二酸化炭素）や、NOx（窒素酸化物）な

どを排出せず、環境に優しい自動車です。

システムの構成部品

A

B

C

D

E

F
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■ 減速時・制動時（回生ブレーキ）

車輪が電気モーターを発電機として
動かし、駆動用電池へ充電します。

この回生ブレーキ機能を活用して駆
動用電池に電気を蓄えることで、走
行できる距離をのばすことができま
す。

● 充電に関する装備について
（P.70）

● 普通充電ケーブルについて
（P.73）

● 接続可能な外部電源について
（P.81）

● 充電の前に知っておいていただき
たいこと（P.87）

● 充電方法について（P.90、97）

● 正常に充電できないときは
（P.112）

知識

■回生ブレーキについて

次の場合、車の運動エネルギーを電気エ
ネルギーに変換し、駆動用電池へ充電す
ると共に減速力を得ることができます。

●シフトポジションがDまたはBで走行中
に、アクセルペダルから足を離したと
き

●シフトポジションがDまたはBで走行中
に、ブレーキペダルを踏んだとき

■補機バッテリーの充電について

補機バッテリーは、EV システムが作動し
ているとき、または駆動用電池の充電中
に、駆動用電池から充電されます。車両
を長時間使用しないと、補機バッテリー
の電力が自然放電のために低下する場合

があります。 この場合は、正しい手順に
従って、対処してください。（P.472）

■車を長期間使用しないとき

●車を長期間使用しない場合は、駆動用
電池が極端に充電不足になるのを防ぐ
ため、1ヶ月に一度は駆動用電池を充電
してください。

●車両に普通充電ケーブルを接続したま
ま長期間放置すると、システムチェッ
クなどの制御が働くことにより、補機
バッテリーの電力消費量が増加します。
普通充電ケーブルを接続しておく必要
がないときは、車両から取りはずして
おいてください。

■駆動用電池の充電について

●駆動用電池が低下すると、駆動用電池
充電警告灯が点灯または点滅し、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

●必要に応じて駆動用電池を充電してく
ださい。駆動用電池が電欠になると、
走行ができなくなります。 駆動用電池の
残量が少なくなっているときは、でき
るだけ早く充電してください。

■電気自動車特有の音と振動について

電気自動車は READY インジケーターが
点灯し、走行可能な状態でも、通常の車
のようにエンジン音や振動がないことが
あるため、走行可能な状態であることに
気が付かない場合があります。安全のた
め、駐車時は確実にパーキングブレーキ
をかけて、シフトポジションを Pにして
ください。

EV システム始動後は、次のような音や振
動が発生する場合がありますが、異常で
はありません。

●運転席のドアが開いたときに車両の前
方から聞こえるブレーキシステムの操
作音

●モータールームからのモーター音

充電について
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●EV システム始動時および停止時に車両
モータールームから聞こえるリレーの
音

●次のような場合は、“コトン”、“カ
チッ” などのリレー作動音が駆動用電
池から聞こえます。

･ EV システムが始動または停止したとき
･ 充電が開始または終了するとき
･ 急速充電後・V2H 充電／ V2H 給電後、 
駆動用電池を使用した後、初めて車両
を運転するとき

●ブレーキペダルを踏んだときや、アク
セルペダルをゆるめたときに聞こえる
作動音

●ラジエーターや駆動用電池から聞こえ
る冷却ファンの作動音

●空調システム（空調コンプレッサー、
送風機モーターなど）の作動音

■メンテナンスや修理・廃車について

お車のメンテナンスや修理・廃車の際は
必ずレクサス販売店にご相談ください。

特に廃車する場合は、レクサス販売店を
通じて駆動用電池の回収を行っています
ので、ご協力ください。

走行時、車両の接近を周囲の人に知
らせるため、車速に応じた音階で通
報音を鳴らします。車速が約25km/
h をこえると消音します。

知識

■車両接近通報装置について

次のような場合は、周囲の人に通報音が
聞こえにくくなることがあります。

●周囲の騒音が大きい場合

●雨または強風の場合

また、車両接近通報装置は車両前側にあ

るので、車両前方と比較して、車両後方
は聞こえにくくなることがあります。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“車両接近通報装置故障 販売店で
点検を受けてください”が表示された
とき

車両接近通報装置に異常があるおそれが
あります。レクサス販売店に連絡してく
ださい。

車両接近通報装置
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イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

ラベル

高電圧ケーブル（オレンジ色）

パワーコントロールユニット /DC-DC コンバータ

サービスプラグ

普通充電インレット

急速充電インレット

駆動用電池

電気モーター（駆動モーター）

EVシステムの注意

EV システムには、駆動用電池・パワーコントロールユニット・オレンジ色
の高電圧ケーブル・電気モーターなどの高電圧部位（公称355.2V）や、
冷却用ラジエーターなどの高温部位がありますので、ご注意ください。な
お、高電圧部位などには、取り扱い上の注意を記載したラベルが貼付して
ありますので、ラベルの指示に従って正しい取り扱いをしてください。

システムの構成部品

A

B

C

D

E

F

G

H



64 2-1. EV システムについて

エアコンコンプレッサー

車載充電器

知識

■電磁波について

●高電圧部位や高電圧配線は、電磁シー
ルド構造になっています。従来の車や
電気製品とくらべて、電磁波が多いと
いうことはありません。

●アマチュア無線の一部（遠距離通信）
において、受信時に雑音が混入する場
合がありますので、あらかじめご了承
ください。

■駆動用電池（リチウムイオン電池）に
ついて

駆動用電池には寿命があります。駆動用
電池の容量（蓄電能力）は、ほかの充電
式電池と同様に時間の経過や使用状況に
ともない低下します。低下の程度は運転
のしかた、充電のしかたなど、お車の使
用状況や環境（外気温等）により大きく
異なります。
これらはリチウムイオン電池本来の特性
であり、不具合ではありません。なお、
電池の容量が低下すると走行できる距離
が減少しますが、車両性能などが著しく
低下するものではありません。

容量低下を抑えるためには、P.89 の“
駆動用電池の容量低下について”に記載
されていることを心がけてください。

■極寒の環境での始動について

外気温の影響により駆動用電池の温度が
著しく低くなっている場合（およそ－ 30 
℃以下）、EV システムが始動できなくな
ることがあります。
その場合は気温の上昇を待つなど、駆動
用電池の温度が上がってから再度始動操
作をしてください。

■適合宣言

この車両は、ECE100（バッテリー電気
車両安全）に基づいた水素排出量に適合
しています。

I

J

警告

■高電圧・高温について

この車は、高電圧システムを使用して
います。

次のことをお守りいただかないと、や
けどや感電など重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●高電圧部位・高電圧の配線（オレン
ジ色）およびそのコネクターの取り
はずし・分解などは絶対に行わない
でください。

●走行後はEVシステムが高温になりま
す。車に貼ってあるラベルの指示に
従い、常に高電圧・高温部位に注意
してください。

●サービスプラグが床下の駆動用電池
に設置してあります。サービスプラ
グは絶対にさわらないでください。
サービスプラグは、レクサス販売店
での車両の修理時などに、駆動用電
池の高電圧を遮断するためのもので
す。
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警告

■事故が発生したとき

次のことをお守りいただかないと、感
電など重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●続発事故防止のため、安全な場所に
停車して、パーキングブレーキをか
け、シフトポジションを P にして、
EV システムを停止する

●高電圧部位・高電圧の配線（オレン
ジ色）などには、絶対にさわらない

●車室内および車室外に、はみ出して
いる電気配線には絶対にさわらない

●液体の付着やもれがある場合は絶対
にさわらない
駆動用電池の電解液（炭酸エステル
を主とする有機電解液）が目や皮膚
にふれると失明や皮膚傷害のおそれ
があり危険です。万一、目や皮膚に
付着した場合はただちに多量の水で
洗い流し、早急に医師の診察を受け
てください。

●駆動用電池の電解液がもれている場
合は、車両に近付かない
万一、駆動用電池が破損しても、電
池内部の構造により大量に電解液が
流出することはありませんが、流出
すると蒸気を発生します。蒸気は目
や皮膚に刺激性があり、吸引すると
急性中毒を起こすおそれがあり危険
です。

●火気や高温のものを絶対に近付けな
い
電解液に引火するおそれがあり危険
です。

●万一、車両火災が発生したときは、
ABC 消火器を使用して消火する
水をかける場合は、消火栓などから
大量にかけてください。

●前輪が接地した状態でけん引しない
電気モーターから発電され、破損の
状態によっては、火災のおそれがあ
り危険です。（P.437）

●車の下の路面などを確認し、液体の
もれ（エアコンの水以外）が見つ
かった場合、駆動用電池が損傷して
いる可能性があります。できるだけ
早く車両を離れてください。
この場合は、レクサス販売店に状況
を連絡するときに併せてお伝えくだ
さい。

■駆動用電池について

●この車両には、リチウムイオンバッ
テリーが搭載されています。

●絶対に転売・譲渡・改造などをしな
いでください。廃車から取りはずさ
れた駆動用電池は事故防止のため、
レクサス販売店を通じて回収を行っ
ていますので、ご協力ください。
適切に回収されないと、次のような
ことが起こり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

･ 不法投棄または放置され、環境汚染
となるばかりか、第三者が高電圧部
位にふれてしまい、感電事故が発生
する

･ 装備された車両以外で駆動用電池を
使用（改造などを含む）し、感電事
故、発熱・発煙・発火・爆発事故、
電解液漏出事故などが発生する
特に、転売・譲渡などを行うと、相
手にこれらの危険性が認識されず、
事故につながるおそれがあります。
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事故により衝撃を受けたときなどは、
EVシステムを停止して高電圧を遮断
します。

この場合、EV システムを再始動させ
ることができなくなるためレクサス
販売店へご連絡ください。

EV システムの異常やお知らせしたい
事項が発生すると自動で表示されま
す。

警告メッセージは、マルチインフォ
メーションディスプレイに表示され
ます。表示された画面の指示に従っ
てください。（P.119, 449）

知識

■警告灯が点灯したときや、警告メッ
セージが表示されたとき、または補機
バッテリーとの接続が断たれたとき

EV システムを再始動できないおそれがあ
ります。

もう一度始動操作をしても READY イン
ジケーターが点灯しない場合はレクサス
販売店にご連絡ください。

■駆動用電池が電欠になったとき

駆動用電池が電欠で EV システムが始動で
きないときは、駆動用電池充電警告灯が
消灯するまで、十分に充電（普通充電ま
たは急速充電・V2H 充電）してから再始
動してください。

警告

●駆動用電池を取りはずさないままで
お車を廃棄された場合、高電圧部
品・ケーブル・それらのコネクター
にふれると、深刻な感電の危険があ
ります。お車を廃棄するときには、
レクサス販売店で駆動用電池を廃棄
してください。駆動用電池は適切に
廃棄しないと、感電を引き起こし、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

■走行中の留意事項

●電気自動車は走行時にエンジン音が
ないため、周囲の人が車両の接近に
気が付かない場合があります。車両
接近通報装置が装備されていても、
周囲の騒音などが大きい場合は、車
両の接近に気が付かないことがあり
ますので、十分注意して運転してく
ださい。

●車両床下に強い衝撃を受けたときは、
すぐに安全な場所に停車し下まわり
を点検してください。
床下に駆動用電池の液もれや損傷が
見られる場合、絶対に車両にふれず、
すみやかにレクサス販売店にご連絡
ください。

■改造について

車高を下げると、床下にある駆動用電
池が衝撃を受けやすくなり、電池を損
傷し、発火や車両火災などが発生し、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。車高
を下げる改造は絶対に行わないでくだ
さい。

緊急停止システム

警告メッセージ
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● 信号待ちや渋滞のときなどは、シ
フトポジションをD にしましょ
う。

● 駐車するときは、シフトポジショ
ンを P にしましょう。

● シフトポジションをN にしても、
電費向上の効果はありません。N 
では、駆動用電池は充電されない
ため、エアコンなどを使用してい
ると駆動用電池の残量が低下しま
す。

加速・減速のくり返しや、長い信号
待ちは電費を悪化させます。お出か
け前に交通情報を確認するなどして、
なるべく渋滞を回避するようにしま
しょう。また渋滞の際は、ブレーキ
ペダルをゆるめて微前進し、アクセ

ルペダルをあまり踏まないようにし
ましょう。余分な電気消費を抑える
ことができます。

メーター内の EV システムインジ
ケーターの表示をエコエリアの範囲
に保つことで、より環境に配慮した
走行が可能です。（P.145, 152）

減速時は、早めに、ゆるやかなブ
レーキ操作を行いましょう。減速時
に発生する電気エネルギーをより多
く回収することができます。

速度を抑え、一定速度で走行しま
しょう。また、料金所手前では早め
にアクセルをもどし、ゆるやかなブ
レーキ操作を行いましょう。減速時
に発生する電気エネルギーをより多
く回収することができます。

● 必要時以外はエアコンスイッチを
OFF にしましょう。余分な電力消
費を抑えることができます。

夏季：外気温が高いときは、内気循環
モードに設定しましょう。エアコンへの
負荷が減り、電費向上につながります。

冬季：過剰または不要な暖房は避けま
しょう。ヒーターを使いすぎないことも
電費向上に効果的です。

● レクサスクライメイトコンシェル
ジュを使用すると、空調が自動的

電気自動車運転のアドバイ
ス

従来の車両とは異なり、電気自動
車が走行を続けると電力消費率は
低下します。高速道路での運転ま
たは平均車速の高い運転を続けた
場合、走行できる距離が短くなる
可能性があります。 駆動用電池の
残量が低下しているときは、表示
された走行可能距離に頼りすぎた
り、高速道路を運転したりしない
でください。適度な車速で走行す
ると、電力消費を抑えることがで
きます。経済的な運転のためには、
次のことを心がけてください。

シフトポジションの操作

渋滞

EVシステムインジケーターの
利用

減速時のブレーキ操作

高速道路での運転

エアコンのON／OFF
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に快適な状態に制御され、余分な
電力消費を抑えることがができま
す。（P.348）

タイヤ空気圧はこまめに点検しま
しょう。タイヤ空気圧が適切でない
と、電費悪化につながります。
また、冬用タイヤは転がり抵抗が大
きいため、乾燥した路面では電力消
費量が大きくなります。季節、道路
状況に応じて適切なタイミングでタ
イヤを交換しましょう。

重い荷物が積まれていると、電費が
悪化します。不要な荷物は、積んだ
ままにせずに降ろしましょう。

マルチインフォメーションディスプ
レイには、駆動用電池の残量や状態
から十分な走行性能が出せる値を推
進して表示しています。（P.154）
低温時には、駆動用電池残量が残っ
ていても、走行距離がなくなる場合
があります。早めに充電してくださ
い。

走行できる距離は、運転のしかた・
道路状況・天候や気温・電装品の使
用状況・乗員数などに大きく左右さ
れます。

次のことに気を付けて運転していた
だくと、より走行できる距離を伸ば
すことが可能です。

● 車間距離を十分にとり、不要な加
減速をしない

● むだな加減速をくり返さない

● 走行中は、一定の速度で走行する
ことを心がける

● エアコンを適切に使用し、過剰ま
たは不要な冷房・暖房は避ける

● 指定されたサイズのタイヤを使用

タイヤ空気圧の点検

荷物

走行可能距離について

マルチインフォメーションディス
プレイに表示される走行可能距離
は、現在どのくらい走行が可能か
の目安を示しており、表示の距離
を実際に走行できない場合があり
ます。

表示値について

走行できる距離を伸ばすための
ヒント
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し、タイヤの空気圧を適正に維持
する

● 不要な荷物を積まないように心が
ける

車両の充電が正しく完了したかどう
かは、次のことで確認できます。

● 普通充電ポートの充電インジケー
ターが消灯する

● パワースイッチがOFFの状態でド
アを開けると、マルチインフォ
メーションディスプレイに“充
電結果のお知らせ　充電完了しま
した”と表示される（P.86）

接続する電源やタイマー充電機能の
使用に関わらず、上記のことが確認
できれば正しく充電されています。

充電に関するメッセージについ
て：P.119

充電が完了したときの表示につ
いて
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2-2. 充電について

普通充電インジケーター（P.72）

普通充電インレット照明

普通充電インレット

普通充電インレットキャップ

普通充電リッド（P.71）

急速充電ポート

急速充電リッド（P.71）

急速充電インレットキャップ

急速充電インレット照明

急速充電インレット

充電に関する装備について

この車両には外部電源と車両とを接続するための普通充電ケーブルなどが
装備されています。

充電装備と名称

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J
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普通充電ポート

普通充電ケーブル★（P.73）
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

普通充電リッドと急速充電リッドの
開閉操作は同様です。

■ 充電リッドの開け方

ドアを解錠することで、充電リッド
をアンロックする。（P.165）

充電リッドの車両後端（図に示す位
置）を押し、充電リッドを開ける。

押して手を離すと、充電リッドが少し開
きます。その後、手で全開にします。

■ 充電リッドの閉め方

充電リッドを閉め、充電リッドの車
両後端（図に示す位置）を押す

ドアを施錠すると、充電リッドもロック
されます。

知識

■充電リッドのロックについて

●次のような場合には、充電リッドが
ロックされます。

･ ワイヤレスリモコンでドアを施錠する
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムでドアを施錠する

･ メカニカルキーでドアを施錠する

●解錠操作後ドアおよび充電リッドを開
けなかったときは、ドアが自動的に施
錠されることにより、充電リッドも
ロックされます。

●ドアが施錠されている状態で、充電
リッドを閉めた場合は、充電リッドが
ロックされません。その場合は、ドア
を再度施錠することで、充電リッドを
ロックすることができます。

●普通充電コネクターがロックされると、

K

L

充電リッドの開閉
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急速充電リッドもロックされます。

■充電リッドが開かないとき

P.468

点灯・点滅パターンの変化により、
次のように充電に関する状況をお知
らせします。

※一定時間点滅したあと、消灯します。

知識

■普通充電ポートの充電インジケーター
について

普通充電中にシステム異常などが発生し
た場合は、一定時間速い点滅をしたあと
で消灯します。

その場合、パワースイッチが OFF の状態
でドアを開けると、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが表示
されます。表示されたメッセージの内容
に従って、それぞれ対処してください。

普通充電インジケーター

点灯・点滅
パターン

車両の状況

点灯

･ 普通充電中

･ 普通充電が可能な状況の
とき

･ 駆動用電池ヒーター
（P.84）の作動中

･ 駆動用電池冷却
（P.85）の作動中

点滅（通

常）※

充電スケジュール
（P.102）が登録されて
いる状態で、普通充電ケー
ブルを車両に接続したとき
（普通充電時のみ）

速い点滅※
電源または車両の異常など
により普通充電ができない
状況（P.113）のとき

消灯

･ 普通充電コネクターが普
通充電インレットに挿し
込まれていないとき

･ タイマー充電
（P.102）の待機中

･ 普通充電が終了したとき

点灯・点滅
パターン

車両の状況
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

普通充電ケーブル★につい
て

普通充電ケーブルの機能や正しい
取り扱い方法などについて説明し
ています。

警告

■普通充電ケーブル・コントロールユ
ニットを取り扱うとき

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットの分解・修理・改造をしない
普通充電ケーブル・コントロールユ
ニットに異常が認められた場合は、
ただちに使用を中止してレクサス販
売店にご連絡ください。

●普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットに強い衝撃を与えたり落とし
たりしない

●普通充電ケーブルを無理に折り曲げ
たり、ねじったり、引っ張ったり、
引きずるなどの負担をかけない

●普通充電ケーブルを鋭利なもので傷
付けたりしない

●電源プラグの端子を折り曲げたり異
物を付けたりしない

●普通充電コネクター・電源プラグを
水に浸けない

●普通充電ケーブルを熱器具等の高温
物に近付けない

●普通充電ケーブル・電源プラグコー
ドに負荷をかけない（コントロール
ユニット・普通充電コネクターに普
通充電ケーブルを巻き付けるなど）

●コンセント・電源プラグに負荷がか
かる状態で使用したり、放置したり
しない（コントロールユニットが接
地せず、宙吊りになっているなど）

注意

■普通充電ケーブルの取り扱いに関す
る注意

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、普通充電ケーブルや普
通充電インレットの故障につながるお
それがあります。

●普通充電コネクターは、斜めになっ
たり傾いたりしないよう、普通充電
インレットにまっすぐ挿し込む

●普通充電コネクターを挿し込んだあ
とは、普通充電コネクターに無理な
力をかけたり、こじったりしない。
また、体や荷物などをぶつけないよ
うに注意する

●普通充電ケーブルを踏んだり、つま
ずいたりしないように注意する

●普通充電コネクターを取りはずす前
に、普通充電コネクターがアンロッ
クされていることを確認する
（P.78）

●普通充電ケーブルを取りはずしたあ
とは、すみやかに所定の位置に片付
ける

●普通充電コネクターを取りはずした
あとは、普通充電インレットキャッ
プを確実に取り付ける

■普通充電ケーブルや関連部品などを
取り扱うとき

P.90
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普通充電コネクターキャップ

普通充電コネクター

ロック解除ボタン

電源プラグ

注意

■寒冷時の注意

寒冷時は、普通充電ケーブル・電源プ
ラグコードが通常より固くなることが
あるため、固くなった状態で無理な力
をかけないでください。普通充電ケー
ブル・電源プラグコードの損傷につな
がるおそれがあります。

■電源プラグコードについての注意

電源プラグコードは充電以外の用途で
使用しないでください。電源プラグ
コードの損傷につながるおそれがあり
ます。

各部の名称

A

B

C

D



75

2

2-2. 充電について
E
V
シ
ス
テ
ム

電源プラグコード

コントロールユニット

電源インジケーター（P.75）

充電インジケーター（P.75）

エラーインジケーター（P.75）

普通充電ケーブルに取り付けられて
いるコントロールユニットは、次の
ような安全機能を備えています。

■ 漏電検知機能

充電中に漏電を検知すると、自動的
に電気を遮断し、漏電による感電や
火災などを未然に防ぎます。

漏電検知機能により電気が遮断された場
合は、エラーインジケーターが点滅しま
す。（電気が遮断された場合の対処方法に
ついては、P.76 を参照してください）

■ 自動チェック機能

漏電検知機能の作動に問題がないか、
充電開始前に自動でシステムチェッ
クが実施されます。

システムチェックの結果、漏電検知機能
の異常が検出されると、エラーインジ
ケーターの点滅でお知らせします。
（P.76）

■ 温度検知機能

電源プラグに温度検知機能が搭載さ
れており、充電中、コンセント側の
ゆるみなどにより電源プラグ部が発
熱した場合に、充電電流を制御する
ことで発熱を抑制します。

■ 車両との通電の条件

電源プラグがコンセントに挿して
あっても、普通充電コネクターが車

両に接続されていないと、普通充電
コネクターに通電されない構造に
なっています。

■ 各インジケーターの働き

3つのインジケーターで、それぞれ
次の状態を示します。

電源インジケーター

コントロールユニットに通電していると
きに点灯します。

充電インジケーター

充電中に点灯します。

エラーインジケーター

漏電が発生したとき、またはコントロー
ルユニットに異常が発生したとき点滅し
ます。

E

F

G

H

I

安全機能について

コントロールユニット上のイン
ジケーターについて

A

B

C
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■ 充電時に異常が発生したとき

コントロールユニット上のインジケーターの点灯・点滅状態の組み合わせに
より、異常の内容をお知らせします。

エラーインジケーターが点灯・点滅したときは、いったん電源プラグをコンセントから
抜き、再度コンセントに挿し込んで、エラーインジケーターが消灯するか確認してくだ
さい。

エラーインジケーターが消灯していれば、そのまま充電が可能です。

消灯しない場合は、次の表に従って対処してください。

安全にお使いいただくために、日常
的に次の事項を点検してください。

状況
電源インジ
ケーター

エラーインジ
ケーター

原因・対処

充電システム
エラー

消灯
消灯または点

灯
漏電を検知して充電を中断しているか、
普通充電ケーブルが故障しています。

→ レクサス販売店にご相談ください。点灯 点滅

電源プラグ温
度検知異常

点滅 点滅

電源プラグの温度検知部品が故障してい
ます。

→ レクサス販売店にご相談ください。

電源プラグ温
度上昇検知

点滅 消灯

コンセントと電源プラグとの接触不良な
どにより、電源プラグの温度上昇を検知
しました。

→ 電源プラグがコンセントに確実に挿し
込まれているか確認してください。

普通充電ケー
ブル寿命予告

点灯 点滅

普通充電ケーブルの充電回数が、使用可
能な上限に近付いています。

→ レクサス販売店にご相談ください。

普通充電ケー
ブル寿命

点灯 点灯

普通充電ケーブルの充電回数が、使用可
能な上限をこえています。

→ レクサス販売店にご相談ください。

普通充電ケーブルの点検・お手
入れ
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警告

■日常点検について

定期的に次のことを確認してください。

点検をしないで使い続けると、思わぬ
事故の原因となり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットに破損などがないこと

●コンセントに破損がないこと

●コンセントの挿し込みがゆるくなっ
ていないこと

●充電中に電源プラグが極端に熱くな
らないこと

●電源プラグの刃が変形していないこ
と

●電源プラグにほこり等の汚れがない
こと

電源プラグはコンセントから抜いて点
検してください。また、点検の結果、
普通充電ケーブルに異常が見つかった
場合は、ただちに使用を中止して、
レクサス販売店にご相談ください。

■普通充電ケーブルのお手入れについ
て

汚れたときは固くしぼった布で汚れを
ふき取ったあと、乾いた布でから拭き
してください。

なお、水洗いは絶対に行わないでくだ
さい。普通充電ケーブルを水洗いする
と、充電時に火災や感電事故が発生し、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■長期間普通充電ケーブルを使用しな
いとき

電源プラグをコンセントから抜いてお
いてください。電源プラグやコンセン
トにほこりがたまり、過熱や発火の原
因となります。

また、普通充電ケーブルは水気がない
場所で保管してください。
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P.71

普通充電コネクターは、普通充電イ
ンレットに挿し込んだ状態において、
ドアの施錠状態・解錠状態に連動し
てロック・アンロックされます。

■ ロックするときは

普通充電インレットに普通充電コネク
ターを挿し込んだ状態で、ドアを施錠す
ると、普通充電コネクターがロックされ
ます。 ドアが施錠されている状態で、普
通充電コネクターを挿し込んだ場合は、
自動的にロックされます。

■ アンロックするときは

ドアを解錠すると、普通充電コネク
ターがアンロックされます。

P.165

ロック解除ボタンを押して、レバー
が上がることを確認してから普通充
電コネクターを手前に引いてくださ
い。

知識

■普通充電コネクターのロック機能につ
いて

●普通充電コネクターをロック・アン
ロックくり返し操作すると、普通充電
コネクターのロックシステムがシステ
ムを保護するために、一時的に作動し
ないことがあります。
この場合は、少し時間をおいてから再
度操作してください。

●普通充電コネクターのロック機能は、
普通充電ケーブルの盗難防止を保証す
るものではありません。また、すべて
のいたずら行為に効果を発揮するもの
ではありません。

■普通充電インレットに普通充電コネク
ターを挿し込めないとき

コネクターロックピンが下がっていない
か確認してください。

コネクターロックピンが下がっている場
合は、ドアを解錠してコネクターロック
をアンロックし、コネクターロックピン
が上がっている状態にしてください。

普通充電コネクターのロッ
ク・アンロック

普通充電中の充電コネクターの取
りはずしや、第三者による充電
ケーブルの持ち去りなどのいたず
らなどを回避することができます。

普通充電リッドをアンロックす
るには

普通充電コネクターをロック・
アンロックするには
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■普通充電コネクターをアンロックでき
ないとき

通常の操作で普通充電コネクターをアン
ロックできないときは、コネクターロッ
ク緊急解除レバーを操作して、普通充電
コネクターをアンロックすることができ
ます。

1 図に示すカバーを取りはずす

2 コネクターロック緊急解除レバーを矢

印の方向に動かす※

普通充電コネクターがアンロックされ、
普通充電コネクターの取りはずしが可能
になります。
※必ず矢印の方向に操作してください。
操作し始めた際に“カチッ”という
音がしても、緊急レバーが動かなくな
るまで動かしてください。また、矢印
の向き以外に力をかけると、コネク
ターロック緊急解除レバーが損傷する
おそれがあります。

3 緊急解除レバー操作後は、“カ
チッ”という音がするまでリンクを
元の位置に押し戻して下さい。

この方法は、緊急時の一時的な対処です。
異常が解消しない場合は、すみやかに
レクサス販売店で点検を受けてください。

通常の操作で普通充電コネクターをアン
ロックできるときは、緊急解除レバーを
操作しないでください。
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警告

■普通充電インレットに普通充電コネ
クターを接続するとき

●コネクターロック部に手を入れない
でください。 コネクターロックピン
に挟まれ、けがをするおそれがあり
危険です。

●充電リッドロック部にふれないよう
にご注意ください。コネクターロッ
ク作動時、充電リッドロックピンも
作動するため、手にあたり、けがを
するおそれがあり危険です。

注意

■普通充電コネクターをロックすると
き

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、コネクターロックシス
テムの故障の原因となります。

●普通充電コネクターがこの車両に適
合していることを確認する
異なるタイプの普通充電コネクター
や、挿入部が破損・変形した普通充
電コネクターなどは、ロックできな
い可能性があります。

●普通充電コネクターを挿し込んだあ
とは、普通充電コネクターに無理な
力をかけない
普通充電コネクターを取りはずすと
きは、必ずコネクターロックを解除
してください。
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知識

■契約電力について

自宅の電源で充電する際は、契約電力※

をご確認ください。

充電するには、100V換算での契約容量
が必要となります（例えば 200V 電源で
16A の場合、100V換算で 32A となりま
す）。必要な電力に応じた契約電力でない
と、充電時にブレーカーが作動する場合
があります。
※電力会社との電気契約の変更が必要に
なる場合があります。電気契約に関す
るご相談については、ご契約中の電力
会社にお問い合わせください。

■充電環境について

●必要な電力に対応した専用の普通充電
器（スタンド）、または車両に搭載され
ている普通充電ケーブルを使用して、

充電を行ってください。
･ 200V 電源で 30A に対応した普通充電
器（スタンド）を使用した場合、約
6kW で充電されます。

･ 200V 電源で 16Aに対応した普通充電
器（スタンド）または普通充電ケーブ
ルを使用した場合、約 3kWで充電され
ます。

●自宅で普通充電器（スタンド）を使用
して充電するには、普通充電器（スタ
ンド）の設置が必要です。普通充電器
（スタンド）の設置については、販売業
者にお問い合わせください。

● 充電用コンセントには、必ず専用
回路を設置してください。

● 200V電源で16A（100V 換算で
32A）の電流が流れてもブレー
カーが作動しない（電流が遮断さ
れない）コンセントに接続してく

ださい。※

※電力会社との電気契約の変更が必要と
なる場合があります。電気契約に関す
るご相談については、ご契約中の電力
会社にお問い合わせください。

● 分岐回路内に専用の漏電遮断器が
設置されていることを確認してく
ださい。

もし設置されていない場合は、必ず設置
した上で車両の充電を行ってくださ

い。※

※建物の電気工事や、電流容量などのご
相談については、電気工事業者などに
お問い合わせください。

接続可能な外部電源につい
て

この車両を充電するための外部電
源は、ここで説明する要件を備え
ている必要があります。

充電作業を行う前に、あらかじめ
次の事項をご確認ください。

警告

■電気事故についての警告

車両の充電を行うときは、必ず本書に
記載されている注意事項をお守りくだ
さい。

必要要件を満たしていない電源を使用
したり、記載されている禁止事項を守
らずに充電を行ったりすると思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

電源について
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● BEV 専用コンセントに接続してく
ださい。

BEV 専用コンセントの例

推奨コンセント型式：

パナソニック製WK4322

コンセント極配置※

JIS C 8303

2 極 接地極（アース）付コンセント

20A 250V

接地極（アース）
※図は代表的な形状を示したもので、実
際のコンセントとは形状が異なる場合
があります。

知識

■自宅の電源（コンセント）と普通充電
ケーブルを使用して充電するとき

より安全に充電を行うために、次のよう
な充電設備を設置することをおすすめし

ます。※

電線

分電盤

分岐専用回路内高速高感度形漏電遮断

器

万一、漏電が発生したときに住宅全体が
停電する可能性を低減します。また、漏
電発生時における人体への影響を最小限
に抑えることができます。

BEV 専用コンセント（P.81）

BEV 専用コンセントは日々の使用に対す
る耐久性が確保されており、充電中に電
源プラグがコンセントから脱落するのを
防ぎます。
※手元スイッチを使うと、スイッチ操作
でコンセントへの電気が遮断できるた
め、電源プラグの抜き挿しをより安全
に行うことができます。

A

B

C

警告

■電源についての警告

充電時に使用する外部電源については、
必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

●安全のため、必ず接地極（アース）
付きのコンセントに接続してくださ
い。

A

B

C

D
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警告

●必ずブレーカーおよび漏電遮断器が
設置されたコンセントを使用してく
ださい。
ブレーカーがないと、ショートなど
異常時の過電流に対して安全を確保
できません。

●抜止形のコンセントは耐久性が十分
ではない場合があるため、充電用コ
ンセントとしては常用しないでくだ
さい。

●コンセントと電源プラグは、必ず直
接接続してください。
コンセントとのあいだに分岐アダプ
ターを接続したり、変換アダプター
などを接続したりしないでください。

●必ず車両に搭載されている普通充電
ケーブルで届く範囲のコンセントに
接続し、延長コードは使用しないで
ください。
延長コードを使用すると、異常発熱
や漏電検知機能（P.75）が働かな
くなるなどの原因になります。

●分岐用コンセントには接続しないで
ください。

●普通充電コネクターと普通充電イン
レットは、必ず直接接続してくださ
い。
普通充電コネクターと普通充電イン
レットとのあいだに、変換アダプ
ターや延長コードなどを接続しない
でください。
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■ 普通充電（P.90）

AC コンセントと車両に付属してい
る普通充電ケーブル、または普通充
電器（スタンド）などで行う充電方
法です。

充電開始時刻（または出発時刻）・曜日を
設定しておくことで、ご希望の日時にタ
イマー充電を行うことも可能です。
（P.102）

■ 急速充電（P.97）

CHAdeMO（チャデモ）※規格に準
拠した急速充電器（スタンド）を使
用して行う充電方法です。普通充電
にくらべて短時間で駆動用電池を充
電できます。
※CHAdeMOはチャデモ協議会が提案す
る商標名です。

■ V2H（P.97）

車両と V2H 機器双方向に電源供給
することを、「V2H（ヴィーツー
エッチ）」といいます。

車両に急速充電コネクターを急速充
電インレットに差し込むことで、双
方向に電力を供給します。

V2H 機器から車両へ充電を行うこと
を「V2H充電」、V2H 機器を経由し
て車両から自宅へ電源供給すること
を「V2H給電」といいます。

このシステムを使用するには、V2H 

機器※が必要です。（車両には付属

していません）

V2H の詳細については、各 V2H 機
器の取り扱い説明書などをご確認い
ただくか、V2H 機器の製造元へお問
い合わせください。
※車両から自宅へ電力を供給するために、
車両から取り出した DC（直流）電力
を AC（交流）電力に変換する機器。

一般社団法人電動車両用電源供給シス
テム協議会が発行する電動自動車用充
放電システムガイドライン V2H DC 版
に準拠したもの。

この車両には、充電に連携する各種
の機能が搭載されています。

■ マイルームモード（P.109）

車両に普通充電ケーブルを接続した

状態のとき、外部電源からの電力※

で、車両のエアコンやオーディオな
どの電装品を使用できます。
※状況により、駆動用電池の電力が消費
される場合があります。

■ 駆動用電池ヒーター

外気温が低い場合、車両に充電ケー
ブルが接続されていると、駆動用電
池が一定以上の温度になるように、
自動で昇温します。

● 車両から充電ケーブルをはずす、
または充電ケーブルを接続したま
ま、およそ3 日が経過すると、シ
ステムが自動で停止します。

● タイマー充電時（P.102）は、
タイマー設定内容に応じて作動し
ます。

充電方法について

この車は、次の方法で駆動用電池
を充電することができます。

充電方法の種類

充電に連携する機能について
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■ 駆動用電池の温度調整システム

車両に充電ケーブルを接続したまま、
およそ 3 日が経過すると、駆動用電
池ヒーターが自動で停止し、システ
ムが作動します。外気温が極めて低
いとき、自動で駆動用電池を保護し
ます。

● 車両に充電ケーブルを接続したま
ま、31日が経過すると、システ
ムが自動で停止します。

● システムが作動すると、タイマー
設定が無効になり、充電が開始さ
れます。

■ 駆動用電池冷却

駆動用電池の温度が高いとき、車両
に普通充電ケーブルが接続されてい
ると、充電前に駆動用電池を冷却し、
保護します。

センターディスプレイの“充電”
で“電池冷却”がON に設定され
ているときに作動します。

高速道路で高い速度で連続運転する
ときや急速充電中・V2H 充電中など
の場合には、作動することがありま
す。

知識

■駆動用電池ヒーターについて

●充電中以外でも作動する場合がありま
す

●駆動用電池ヒーターの作動中は、充電
インジケーターが点灯します。

●充電中に駆動用電池ヒーターが作動す
ると、通常よりも充電時間が長くなる
場合があります。

●駆動用電池ヒーターが作動すると、駆
動用電池の残量が低下するため、駆動
用電池の残量を補うために再度充電を

行うことがあります。

■駆動用電池冷却について

●普通充電のみ：センターディスプレイ
で“電池冷却”の設定変更が可能。

●駆動用電池冷却の待機中、または作動
中のときは、普通充電インジケーター
が点灯します。

●駆動用電池冷却は、最大で約 30 分作動
します。ただし、充電モード
（P.102）を“出発設定”に設定し
たときは、現在時刻から充電完了まで
の所要時間に十分な余裕がない場合、
駆動用電池冷却の作動時間が短くなり
ます。

●駆動用電池の残量が少ないときは、駆
動用電池が高温であっても、駆動用電
池冷却が作動しない場合があります。

●駆動用電池冷却の作動中に次の操作を
行うと、駆動用電池の冷却作動が停止
します。

･ ボンネットを開けたとき
･ パワースイッチをOFF 以外にしたとき
･ シフトポジションを P 以外にしたとき
･ “今すぐ充電”（P.104, 108）を
実施したとき

･ 駆動用電池の残量が一定未満になった
とき

●駆動用電池冷却は、駆動用電池と外部
電源からの電力を利用します。

･ 駆動用電池冷却の作動中は、駆動用電
池残量が一定の幅で増減し、通常普通
充電時のように駆動用電池残量が増加
しません。

･ 駆動用電池冷却の作動中も、普通充電
器（スタンド）からは充電中と認識さ
れます。
よって、充電時間に応じて課金される
普通充電器（スタンド）では、駆動用
電池冷却の作動中にも課金が発生しま
す。
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出発前・ドライブ中など、電気自動
車の状況に応じて充電機能を使い分
けると便利です。

お出かけの前に

電気自動車を使用するために、お出かけ
の前には普通充電で駆動用電池を充電し
ましょう。（P.90）

タイマー充電機能（P.102）を使え
ば、ご希望の出発時刻に合わせて自動で
充電が完了するように設定することがで
きます。

ドライブの途中で

ドライブ中に駆動用電池の残量が少なく
なったら、最寄りの充電設備で駆動用電

池を充電しましょう。

帰宅したら

次回のドライブのために、駆動用電池を
充電しておきましょう。

充電スケジュールを登録しておけば、深
夜・早朝などのご希望の時間に駆動用電
池を充電できます。なお、タイマー充電
は、毎日、またはご希望の曜日の同じ時
刻に、自動で充電されるように設定する
ことも可能です。（P.102）

車両のマルチインフォメーション
ディスプレイで、充電に関する各種
の情報を確認できます。

■ 充電中は

充電中にいずれかのドアを開けると、
現在の充電状態と充電完了までに必

要な時間の目安※が表示されます。

充電電流が小さくなり、充電時間が
長くなると、充電完了するまでの時
間が表示されない場合があります。
※V2H 充電中は、充電完了までに必要な
時間の目安は表示されません。

■ 充電が終わったあとは

充電終了後、パワースイッチがOFF 
の状態でドアを開けると、充電結果
についてのメッセージが表示されま

充電に関するアドバイス

この車両の充電機能を活用する方
法や、充電に関する情報の確認方
法などを説明しています。

上手に充電するには

A

B

充電に関する情報を確認するに
は

C
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す。また、充電停止となる操作をし
たときや、充電できない状況が発生
した場合などには、メッセージが表
示されます。

表示されたメッセージの指示に従って、
それぞれ必要な操作を行ってください。
（P.119）

知識

■充電中のメーター表示について

充電中にパワースイッチを ON にしたあ
と、マイルームモードを選択しない状態
が約 100 秒間続くと、パワースイッチが
自動でOFF になります。

知識

■充電電流について

普通充電の最大電流は 30A です。ただ
し、普通充電器（スタンド）の最大電流
によっては、充電電流は 30A よりも小さ
くなることがあります。

■安全機能について

●車両に充電ケーブルが接続されている
ときは、パワースイッチを操作しても
EV システムを始動することはできませ
ん。

●READY インジケーターが点灯している
ときに充電ケーブルを接続すると、EV
システムは自動的に停止し、走行でき
なくなります。

●車両に充電ケーブルが接続されている
ときは、シフトポジションを P 以外に
切りかえることはできません。

充電の前に知っておいてい
ただきたいこと

車両に充電ケーブルを接続して充
電を行う前に、必ず次の事項をご
確認ください。

警告

■充電するときの警告

ペースメーカー（植込み型心臓ペース
メーカー／植込み型両心室ペーシング
パルスジェネレータ）装着のお客様は、
充電の操作はご自身ではなさらず、ほ
かの方にお願いしてください。

●充電時は、普通充電器（スタンド）、
急速充電器（スタンド）・V2H 機器、
充電ケーブルに近付かないでくださ
い。充電により、ペースメーカーの
動作に影響を与えるおそれがありま
す。
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この車は一般家庭用の AC コンセン
トに接続して駆動用電池を充電でき
ますが、一般的な電気製品と次の点
が大きく異なるため、取り扱いを誤
ると火災や感電事故が発生し、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

● 普通充電時は、長時間にわたって
大電流が流れる

● お客様の充電環境によっては、屋
外で充電作業を行う

充電作業は、本書で説明している内容を
よくお読みいただいた上で、正しい手順
に沿って行ってください。

● お子さまなど、不慣れな方だけで
充電作業を行わないでください。
また、普通充電ケーブルは幼児の

手の届かない場所で保管してくだ
さい。

● 充電器（スタンド）・V2H 機器で
充電する場合は、機器の使用手順
に従って作業を行ってください。

● 公共の普通充電器（スタンド）で
充電する場合は、タイマー充電の
設定状態を確認してください。

• 充電スケジュールが登録されていると
きは一時的に OFF にするか、“今す
ぐ充電”をON にしてください。
（P.104, 108）

• 充電スケジュールが ON になっている
と、普通充電ケーブルを接続しても充
電が開始されません。また、充電が開
始しなくても、普通充電ケーブルを接
続したことで課金される場合がありま
す。

必ず次の点をご確認ください。

● パーキングブレーキが確実にか
かっていること（P.226）

● ヘッドランプ、非常点滅灯・室内
灯などのランプ類が消灯している
こと

ランプ類が点灯していると、それらの機
器に電力が消費され、充電時間が長くな
ります。また、V2H 給電の時間が短くな
ります。

● パワースイッチがOFF になってい
ること（P.216）

充電の前に、普通充電ケーブル各部
の状態に異常がないかご確認くださ
い。（P.76）

警告

●充電中は車内にとどまらないでくだ
さい。充電により、ペースメーカー
の動作に影響を与えるおそれがあり
ます。

●ものを取るときなどに、ラゲージ
ルームなど含めた車内に入り込まな
いでください。充電により、ペース
メーカーの動作に影響を与えるおそ
れがあります。

■車両に充電ケーブルが接続されてい
るとき

シフトポジションを操作しないでくだ
さい。

万一、充電ケーブルが故障していた場
合、シフトポジションが P からほかの
シフトポジションに切り替わることが
あり、車両が動いて思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

充電に関する留意事項

普通充電・急速充電・V2H 充
電／ V2H 給電前の重要確認事
項

普通充電ケーブルの点検
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知識

■普通充電・急速充電・V2H 充電につい
て

普通充電と急速充電・V2H 充電を同時に
行うことはできません。2 つある充電イ
ンレットの両方に充電ケーブルを接続し
ても、いずれか一方のみで充電されます。

■駆動用電池の容量低下について

駆動用電池は使用していくうちに、徐々
に電池容量が低下していきます。低下す
る割合は車の使い方、使用環境により異
なります。電池容量の低下を抑えるため
に、次のことを心がけてください。

●満充電状態での高温炎天下での駐車は
極力避ける

●走行中にひんぱんな急加速、急減速を
しない

●最高車速付近での走行を控える

●充電は走行開始前に満充電になるよう、
タイマー充電（P.102）を活用する

●ひんぱんな急速充電・V2H 充電は避け
る

なお、電池の容量が低下すると走行でき
る距離が減少しますが、車両性能などが
著しく低下するものではありません。

■充電後に駆動用電池の残量が低下する
とき

次の場合、システムの保護のために、充
電完了後の駆動用電池の残量が通常より
も少なくなる（満充電後の走行可能距離

が短くなる）※ことがあります。

●気温が低い、または高い環境で充電し
たとき

●高負荷走行の直後、かつ炎天下で充電
したとき

上記に該当しないのに、充電完了後の駆
動用電池残量が大幅に低下したときは、
レクサス販売店で点検を受けてください。

※この場合、駆動用電池の残量表示が満
充電になっていても、通常よりも早く
残量が低下します。

■駆動用電池への充電量が減少するとき

エアコンの使用、または駆動用電池ヒー
ターの作動等により駆動用電池への充電
電力が小さくなった場合、駆動用電池へ
の充電量もしくは駆動用電池残量が減少
することがあります。

■充電時間が長くなるとき

次のような場合は、充電時間が通常より
長くなることがあります。

●低温または高温の環境下にあるとき

●車両の電力消費量が大きいとき（ヘッ
ドランプが点灯しているときなど）

●マイルームモードを使用しているとき

●充電中に停電したとき

●電源が切れたとき

●外部電源の供給電圧が低下したとき

●車両を長期間放置したことなどにより、
補機バッテリーの充電量が低下したと
き

●車両の充電電流設定で充電電流上限を
変更したとき（P.93）

●駆動用電池ヒーターが作動したとき

●充電前に駆動用電池冷却（P.85）が
作動したとき

●接続先のコンセントなどに問題がある
とき

●高負荷走行の直後などで駆動用電池の
温度が高いとき

●普通充電器（スタンド）・急速充電器
（スタンド）・V2H 機器で供給電力を調
整しているとき

●ひんぱんに急速充電・V2H 充電をくり
返したとき
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■普通充電電力について

この車両は最大約 6kWの普通充電が可能
です。

ただし、使用する普通充電器（スタン
ド）、または普通充電ケーブルによって
は、充電電力が制限される場合がありま
す。

普通充電のしかた

ここでは、車両に付属の普通充電
ケーブルを使用して普通充電する
手順を説明しています。

充電設備を利用する際は、普通充
電器（スタンド）の取り扱い方法
をご確認ください。

充電スケジュールが登録されてい
るときは、“今すぐ充電”をON
にしてから充電を実施してくださ
い。（P.104, 108）

注意

■普通充電ケーブルや関連部品などを
取り扱うとき

普通充電ケーブルや充電関連部品など
の損傷を防ぐため、取り扱いの際は次
のことをお守りください。

●充電を中断・終了するときは、電源
プラグを抜く前に普通充電コネク
ターを抜く

●普通充電ケーブルを抜くときは、普
通充電コネクターがアンロックされ
ていることを確認する

●普通充電コネクターの保護キャッ
プ・普通充電インレットキャップを
無理に引っ張らない

●充電中に普通充電コネクターを揺す
るなど振動を与えない
充電を停止することがあります。

●普通充電インレットに普通充電コネ
クター以外のものを挿し込まない

●電源プラグをコンセントに抜き挿し
するときは、必ず電源プラグ本体を
持って操作する

●普通充電インレットキャップを鋭利
なもので傷付けたりしない



91

2

2-2. 充電について
E
V
シ
ス
テ
ム

P.87

1 普通充電ケーブルを用意する

2 普通充電ケーブルの電源プラグを
外部電源のコンセントに挿し込む

必ず電源プラグ本体を持って、確実に奥
まで挿し込んでください。

手元スイッチがある場合は、スイッチを
ONにしてください。

コントロールユニット上の電源インジ
ケーターが点灯していることを確認して
ください。（点灯していないときは、
P.112 を参照してください）

コンセントや電源プラグへの負荷を軽減
するために、電源プラグを挿していると
きは、ひもなどを使って、コントロール
ユニットをフック等に引っかけて使用し
てください。

3 車両のドアを解錠して、普通充電
リッドを開ける（P.165）

普通充電リッド（車両の右側）を開ける
と、普通充電インレット照明が点灯しま

す。

4 普通充電インレットキャップをは
ずし、充電リッド裏側のホルダー
に固定する

5 普通充電コネクターの保護キャッ
プをはずし、ケーブルにかけて固
定する

注意

●ケーブルが引っかかったり、絡んだ
状態から無理に引っ張らない
絡んだ場合は、ほどいてから使用し
てください。

●普通充電インレットの改造や分解、
修理などは絶対にしないでください。
思わぬ故障や事故の原因になって、
重大な障害を受けるおそれがあり危
険です。修理については、レクサス
販売店にご相談ください。

充電前の重要確認事項

充電するときは



92 2-2. 充電について

6 普通充電コネクターを普通充電イ
ンレットに挿し込む

普通充電コネクターの下側にあるガイド
の位置を合わせて、まっすぐにいっぱい
まで挿し込みます。

“カチッ”という音がして、普通充電
コネクターが確実に接続されたことを確
認してください。

ドアを施錠すると、普通充電コネクター
がロックされます。

ドアが施錠されている状態で、普通充電
コネクターを挿し込んだ場合は、自動的
にロックされます。（P.78）

7 普通充電ポートの充電インジケー
ターが点灯していることを確認す
る

普通充電インジケーターが点灯していな
いときは、充電が開始されていません。
（P.72）

普通充電インジケーターが通常の速さで
点滅しているときは、充電スケジュール
が登録されています。（P.102）

充電時にコントロールユニット上のエ
ラーインジケーターが点滅したときは、
P.76 の記載を確認し、対処してくださ
い。

充電が完了すると、充電インジケーター
が消灯します。

充電完了前に何らかの理由により充電が
停止したときも、充電インジケーターが
消灯します。その場合は、P.112 の記載

をご確認ください。

知識

■普通充電中は

●車両の状態により、充電が開始される
までの時間が異なる場合がありますが、
異常ではありません。

●コントロールユニットの表面が温かく
なることがありますが、異常ではあり
ません。

●電波の状況によっては、ラジオに雑音
が入ることがあります。

●普通充電中、ドアを開けると、マルチ
インフォメーションディスプレイの画
面で、現在の充電状態や、充電完了ま
での時間の目安を確認することができ
ます。（P.86）

●充電中・充電完了後は、車載充電器が
搭載されているモータールーム周辺が
温かくなることがあります。

■普通充電コネクターの接続後に普通充
電ポートの充電インジケーターが点滅
したとき

充電スケジュール（P.102）が登録さ
れている状態になっており、充電を開始
することができません。タイマー充電を
キャンセルして充電を開始したいときは、
次のいずれかの操作を行ってください。

●“今すぐ充電”をONにする
（P.104, 108）

●普通充電インジケーターが通常の速さ
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で点滅しているあいだに、接続した普
通充電コネクターを取りはずして、す
ぐに接続し直す

■車を長期間使用しないとき

P.61

■普通充電インレットに普通充電コネク
ターを挿し込めないとき

P.78

■充電時間が長くなるとき

P.89

■安全機能について

普通充電コネクターを普通充電インレッ
トに挿し込んだ状態でも、ロック解除ボ
タンを押しているあいだは、充電が開始
されません。

なお、充電中に数秒程度ロック解除ボタ
ンを押し続けると充電が中止されます。
充電を再開したいときは、いったん普通
充電コネクターを抜いてから再度、普通
充電コネクターを挿し直して、普通充電
ポートの充電インジケーターが点灯する
ことを確認してください。

■充電時に家庭のブレーカーが落ちる場
合は

センターディスプレイの“車両カスタマ
イズ”で、充電電流の上限値を変更する
ことができます。

パワースイッチが ACC の状態だと、充電
電流の上限値を変更することができませ
ん。

1 センターディスプレイの をタッチ

する

2 “車両カスタマイズ”をタッチする

3 “充電”をタッチする

“充電設定”画面が表示されます。

4 “充電電流” をタッチする

“充電電流”画面が表示されます。

5 “16A”または“8A”を選択
し、“OK”をタッチする

充電時の最大電流が選択した電流以下に

制限されます。※

充電電流の上限値を変更しても、充電時
に家庭のブレーカーが落ちる場合は、接
続した電源が充電に必要な要件を満たし
ているか確認してください。（P.81）
※充電電流を制限すると、充電完了まで
の時間は長くなります。

■充電量上限設定のしかた

センターディスプレイの“車両カスタマ
イズ”で、充電時の充電量の上限を変更
することができます。

充電量上限で設定した値は普通充電、急
速充電・V2H 充電共通です。

パワースイッチが ACC の状態だと、充電
電流の上限値を変更することができませ
ん。

1 センターディスプレイの をタッチ

する

2 “車両カスタマイズ”をタッチする

3 “充電”をタッチする

“充電設定”画面が表示されます。

4 “充電量上限” をタッチする

“充電量上限”画面が表示されます。

5 “Full ／ 90%”を選択し、“OK”
をタッチする

“90%”を選択すると、充電量が 90%
を超えないように充電されます。

急速充電中・V2H 充電中に変更した場合、
充電器（スタンド）のタイムアウトによ
り、満充電せずに途中で停止することが
あります。
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警告

■充電するときの警告

充電するときは、必ず次のことをお守
りください。お守りいただかないと、
思わぬ事故の原因となり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

●必ず充電に必要な要件を満たす電源
に接続する（P.81）

●充電前に普通充電ケーブル・電源プ
ラグ・コンセントに変形・破損・水
分・腐食・ほこり等の異物がないこ
とを確認する

●充電前に普通充電インレットに変
形・破損・腐食・ほこり等の異物が
ないか、または雪・氷が付着してい
ないことを確認する
付着している場合は、普通充電コネ
クターを接続する前にしっかりと取
り除いてください。

●普通充電インレットの端子部がぬれ
ないようにする

●挿し込みがゆるくなったコンセント
は使用しない

●過熱するおそれがあるため、普通充
電ケーブルを束ねたり巻いたりした
状態で充電しない

●普通充電コネクター・普通充電イン
レットの端子に金属製の鋭利なもの
（針金など）でふれたり、手でふれた
り、異物でショートさせたりしない

●屋外では必ず防雨形コンセントを使
用する
防雨スイッチプレートを確実に閉め
てください。閉まらない場合は、 新
しいプレートに交換してください。

●充電を中断するときは、普通充電器
（スタンド）の取り扱い方法に従う

●充電中に発熱・発煙・異臭・異音な
どを発見したときは、ただちに充電
を中止する

●コンセントが水没または雪に埋もれ
ている場合は、電源プラグは挿さな
い

●雨や雪の中で充電を行うときは、ぬ
れた手で電源プラグの抜き挿しを行
わない。また、コンセントや電源プ
ラグをぬらさない

●落雷の可能性がある天候のときは充
電を行わない

●普通充電ケーブルをドアやバックド
アで挟まない

●普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットを車両で踏まない

●電源プラグはコンセントにいっぱい
まで挿し込む

●延長コード・変換アダプターを使用
しない

●普通充電システムを使用するときは、
ボンネットを閉める
冷却ファンが急にまわり出すことが
あります。ファンなど回転部分にふ
れたり、近づいたりすると、手や着
衣（特にネクタイ・スカーフ・マフ
ラーなど）が巻き込まれたりして、
重大な傷害を受けるおそれがあり危
険です。

●普通充電ケーブルの接続後、どこか
に巻き付いていないか確認する
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1 車両のドアを解錠して、普通充電
コネクターをアンロックする
（P.165）

ドアを解錠すると、普通充電コネクター
もアンロックされ、普通充電インレット

警告

■普通充電コネクターを接続するとき

普通充電器（スタンド）の取り扱い方
法に従って普通充電コネクターを接続
してください。普通充電コネクターが
正しく接続されていない場合、システ
ムがコネクターの接続を認識できず、
EV システムを始動できてしまうことが
あります。充電完了後、EV システムを
始動する前に、必ず普通充電コネク
ターを車両の普通充電インレットから
取り外してください。もしコネクター
が接続されたままの車両を発進させる
と、思わぬ事故の原因となり、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

■充電時にコントロールユニット上の
エラーインジケーターが点灯・点滅
したときは

電源経路に漏電が発生しているか、普
通充電ケーブル・コントロールユニッ
トに異常がある可能性があります。
P.76 の記載内容を確認し、対処してく
ださい。対処してもエラーインジケー
ターが消灯しない場合は、ただちに充
電を中止し、普通充電ケーブルを取り
はずして、レクサス販売店にご連絡く
ださい。そのまま充電を続けると、思
わぬ事故の発生や重大な傷害につなが
るおそれがあり危険です。

■車載充電器について

モータールームに充電器があります。
充電器については、次のことを必ずお
守りください。お守りいただかないと、
やけどや感電など重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

●充電時は高温になります。やけどを
するおそれがあるため、ふれないで
ください。

●分解・修理・改造しないでください。
修理が必要な場合は、必ずレクサス
販売店にご相談ください。

注意

■充電時の注意

普通充電インレットに電源プラグを挿
し込まないでください。
普通充電インレットが故障するおそれ
があります。

■自家用発電機の使用について

充電用電源に自家用発電機は使用しな
いでください。

安定した充電ができなかったり、電圧
が足りず、普通充電ケーブルのコント
ロールユニット上のエラーインジケー
ターが点滅したりするおそれがありま
す。

■駆動用電池の充電について

普通充電時、供給する電源が小さい、
駆動用電池ヒーターもしくは他の電流
の大きい機能を作動する場合、走行可
能な距離は一時的に減る可能性があり
ます。

■充電設備について

電力設備などが併設された環境では、
ノイズにより安定した充電ができな
かったり、電圧が足りず、普通充電
ケーブルのコントロールユニット上の
エラーインジケーターが点滅したりす
るおそれがあります。

充電したあとは
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照明が点灯します。

2 ロック解除ボタンを押しながら手
前に引いて、普通充電コネクター
を取りはずす

普通充電中（充電インジケーター点灯中）
にロック解除ボタンを押すと、充電が停
止されます。

3 普通充電コネクターの保護キャッ
プを取り付ける

4 普通充電インレットキャップをは
め、普通充電リッドを閉める

キャップとインレット上部の水平部位置
を合わせて、まっすぐはめてください。

5 長期間使用しないときは、コンセ
ントから電源プラグを抜く

必ず電源プラグ本体を持って抜いてくだ
さい。

取りはずした普通充電ケーブルは、すみ
やかに片付けてください。（P.97）

電源プラグを挿したままにするときは、
1ヶ月に 1回は電源プラグに汚れやほこ
りがないか点検してください。

知識

■普通充電時の充電時間について

普通充電は、急速充電にくらべて駆動用
電池への負荷が少ないため、駆動用電池
を長持ちさせることができます。

■周囲の温度が低温または高温のとき

充電が完了して駆動用電池残量計
（P.143）が満充電の状態になっていて
も、パワースイッチを ONにすると残量
表示がわずかに低下することがあります
が、異常ではありません。

■普通充電コネクターをはずすとき

ロック解除ボタンを押して、レバーが上
がることを確認してから普通充電コネク
ターを手前に引いてください。

ロック解除ボタンを押してもレバーが上
がらないときは、普通充電コネクターが
施錠されています。その場合は、ドアの
解錠操作をし、普通充電コネクターをア
ンロックしてください。（P.78）

警告

■充電後の警告

長期間使用しないときは、電源プラグ
を抜いておいてください。電源プラグ
やコンセントにほこり等の汚れがたま
ると、故障や火災などが発生し、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。
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P.87

1 車両のドアを解錠して、急速充電
リッドを開ける（P.165）

注意

■充電後の注意

●普通充電ケーブルは幼児やお子さま
の手の届かない場所で保管してくだ
さい。

●普通充電インレットから普通充電コ
ネクターを取りはずしたあとは、必
ず普通充電インレットキャップをは
め、普通充電リッドを閉めてくださ
い。
普通充電インレットキャップをはず
したまま放置すると、普通充電イン
レットに水や異物が入り、車両故障
につながるおそれがあります。

●コンセントから電源プラグを取りは
ずしたあとは、普通充電ケーブルを
ほこりや水などがかからない安全な
場所に保管してください。
普通充電ケーブルを足や車両で踏ん
だりすると、普通充電ケーブルや電
源プラグが損傷する原因となります。

急速充電・V2H 充電／ 
V2H 給電のしかた

急速充電および V2H 充電／ V2H 
給電をするときは、次の手順に
従ってください。また、急速充電
器（スタンド）および V2H 機器
は種類によって操作方法が異なる
ため、急速充電器（スタンド）お
よび V2H 機器の取り扱い方法を
必ずご確認ください。

警告

■急速充電器（スタンド）・V2H 機器
を使用するとき

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●CHAdeMO規格に準拠した急速充電
器（スタンド）を使用してください。

●30m をこえるケーブルを使用しない
でください。

●電動自動車用充放電システムガイド
ライン V2HDC 版に準拠した V2H機
器を使用してください。

急速充電前・V2H 充電／ V2H 
給電前の重要確認事項

急速充電・V2H 充電／ V2H 
給電するときは
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2 急速充電リッド（車両の左側）を
開けると、急速充電インレット照
明が点灯します。

3 急速充電インレットキャップをは
ずし、図のように固定する

4 急速充電コネクターを急速充電イ
ンレットに挿し込む

急速充電コネクターの形状や取り扱い方
法などは、急速充電器（スタンド）・
V2H 機器のタイプにより異なります。

急速充電器（スタンド）・V2H 機器の取
り扱い方法に従って、作業を行ってくだ
さい。

5 急速充電器（スタンド）・V2H 機
器を操作して充電を開始する

具体的な開始方法については、急速充電
器（スタンド）・V2H 機器の取り扱い方
法に従ってください。

システムチェックが実施されたあと、急
速充電・V2H 充電／ V2H 給電が開始さ
れます。

急速充電・V2H 充電／ V2H 給電を中断
したいときは、急速充電器（スタンド）・
V2H 機器の取り扱い方法に従って、停止
してください。

知識

■充電時間が長くなるとき

P.89

■急速充電器（スタンド）・V2H 機器に
車両異常があるようなメッセージが表
示されたとき

急速充電器（スタンド）・V2H 機器に車
両異常があるようなメッセージ（例え
ば、“車両に異常がみつかりました
”、“車両故障発生”など）が表示され
ても、車両の異常ではなく、急速充電器
（スタンド）・V2H 機器と車両間の通信異
常である可能性があります。

この場合、急速充電コネクター端子故障
（接点不良）などが考えられます。

車両に異常がない場合は、急速充電器
（スタンド）の管理者に連絡するか、V2H 
機器に付属の取り扱い説明書を確認して
ください。

■急速充電器（スタンド）機器に表示さ
れる充電時間について

急速充電器（スタンド）機器によっては
実際の充電時間より多めの充電時間が表
示されることがありますが、故障ではあ
りません。
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■急速充電・V2H充電／ V2H 給電中は

●マルチインフォメーションディスプレ
イで、現在の充電状態を確認すること
ができます。ただし、V2H充電中の充
電時間は表示されません。

●急速充電器（スタンド）での充電中、
急速充電器（スタンド）に表示される
充電時間と、実際の充電時間とは異な
る場合があります。

●急速充電・V2H 充電／ V2H 給電中は、
ノイズの発生によりラジオが聞こえな
くなる場合があります。

●満充電に近づくと充電速度が低下して、
充電完了までの時間が長くなります。
急速充電器（スタンド）の仕様により、
満充電になる前に充電停止する場合が
あります。

●駆動用電池の残量・外気温・充電器
（スタンド）の仕様などの条件により、
充電完了までの時間が変化する、また
は充電量上限まで到達する前に充電が
停止する場合があります。

●駆動用電池の容量の低下を防ぐため、
ひんぱんな急速充電は避けることをお
すすめします。

●急速充電が終了したあとは、ほかの利
用者のため、すみやかに急速充電ス
ペースから移動してください。

●V2H 充電／ V2H 給電中は、マイルー
ムモードを使用できません。

■停電時の V2H 機器の利用について

V2H 機器の中には、停電時に機器起動の
ため、車両から電源供給を必要とするも
のもあります。その場合、DC 外部給電シ
ステム（P.126）を使うことにより、
車両の補機バッテリーから機器起動のた
めの電力を供給することで、停電時にも
電源供給を行うことができます。

停電時の V2H 機器の利用については、
V2H 機器に付属の取り扱い説明書を確認

してください。

■充電量上限設定のしかた

P.93

■急速充電後・V2H 充電／ V2H 給電後、
マルチインフォメーションディスプレ
イに “充電システム 確認のため 充電
リッドを閉めてください 取扱書を確認
”が表示されたとき

急速充電後・V2H 充電／ V2H 給電後の
システムチェックが正常に終了しなかっ
た場合は、ブレーキペダルを踏みながら
パワースイッチを押しても、EV システム
を始動できなくなります。

急速充電後・V2H 充電／ V2H 給電後に 
EV システムを始動できなくなったときは
次の手順でシステムのチェックを実施し
てください。

1 パーキングブレーキをしっかりとか
け、パワースイッチをOFF にする

2 急速充電インレットキャップをはめ、
急速充電リッドを閉める

3 パワースイッチを ONにする

マルチインフォメーションディスプレイ
に“充電システム確認中”が表示され
たことを確認してください。

システムのチェック中は、充電リッドを
開けないでください。

システムチェックが終了すると、パワー
スイッチが自動で OFF になります。

4 ブレーキペダルを踏みながらパワース
イッチを押し、READY インジケー
ターが点灯することを確認する

システムのチェックを実施しても EV シ
ステムを始動できない場合は、レクサス
販売店にご連絡ください。
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警告

■急速充電・V2H 充電／ V2H 給電す
るときの警告

急速充電・V2H 充電／ V2H 給電する
ときは、必ず次のことをお守りくださ
い。お守りいただかないと、思わぬ事
故の原因となり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

●急速充電器（スタンド）・V2H 機器・
急速充電インレットに破損箇所がな
いか確認する

急速充電インレットに破損箇所がある
場合は絶対に急速充電・V2H 充電／
V2H 給電を行わず、ただちにレクサス
販売店で点検を受けてください。

●急速充電コネクター・急速充電イン
レットの端子に手をふれたり、異物
でショートさせたりしない

●急速充電インレットに急速充電コネ
クター以外のものを挿し込まない

●急速充電コネクター・急速充電イン
レットの端子に、金属製の鋭利なも
の（針金や針など）でふれない

●ケーブルが折れ曲がったり、重いも
のの下敷きになったりしていないこ
とを確認する

●急速充電コネクターと急速充電イン
レットは、必ず直接接続する

急速充電コネクターと急速充電イン
レットとのあいだに、変換アダプター
や延長コードなどを接続しないでくだ
さい。

●急速充電・V2H 充電／ V2H 給電を
中断するときは、急速充電器（スタ
ンド）・V2H 機器の取り扱い方法に
従う

急速充電中・V2H 充電／ V2H 給電中
に発熱・発煙・異音・異臭などを発見
したときは、ただちに急速充電・V2H 
充電／ V2H 給電を中止してください。

●急速充電コネクター・急速充電イン
レットに異物がないか、または、
雪・氷が付着していないか確認する

付着している場合は、急速充電コネク
ターを接続する前にしっかりと取り除
いてください。

●落雷の可能性がある天候のときは急
速充電・V2H 充電／ V2H 給電を行
わない

急速充電中・V2H 充電／ V2H 給電中、
雷に気付いたときは、車両およびケー
ブルにさわらないでください。

●急速充電インレットの端子部が濡れ
ないようにする

●急速充電システムまたはV2H 充電／
V2H給電システムを使用するとき
は、ボンネットを閉める

冷却ファンが急にまわり出すことがあ
ります。ファンなど回転部分にふれた
り、近づいたりすると、手や着衣（特
にネクタイ・スカーフ・マフラーなど）
が巻き込まれたりして、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。
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1 急速充電器（スタンド）・V2H 機
器を操作して充電を停止する

2 急速充電コネクターを取りはずす

急速充電コネクターの形状や取り扱い方
法などは、急速充電器（スタンド）・
V2H 機器のタイプにより異なります。

急速充電器（スタンド）・V2H 機器の取
り扱い方法に従って、作業を行ってくだ
さい。

取りはずした急速充電コネクターは、も
との位置にもどしてください。

3 急速充電インレットキャップをは
め、急速充電リッドを閉める

キャップとインレット上部の水平部位置
を合わせて、まっすぐはめてください。

知識

■急速充電コネクターをアンロックでき
ないとき

●急速充電コネクターは、急速充電器
（スタンド）・V2H 機器によりロックし
ています。

車両のコネクターロック緊急解除レバー
で操作を行ってもアンロックはできませ
ん。

●急速充電中・V2H 充電／ V2H 給電中
は急速充電コネクターをはずすことは
できません。はずす必要があるときは
急速充電・V2H 充電／ V2H 給電を中
止してください。急速充電・V2H 充電
／ V2H 給電が停止すると急速充電コネ
クターをはずすことができます。

警告

■急速充電コネクターを接続するとき

急速充電器（スタンド）・V2H 機器の
取り扱い方法に従って急速充電コネク
ターを接続してください。急速充電コ
ネクターが正しく接続されていない場
合、システムがコネクターの接続を認
識できず、EV システムを始動できてし
まうことがあります。急速充電・V2H 
充電／ V2H 給電完了後、EV システム
を始動する前に、必ず急速充電コネク
ターを車両の急速充電インレットから
取り外してください。もしコネクター
が接続されたままの車両を発進させる
と、思わぬ事故の原因となり、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

注意

■急速充電・V2H 充電／ V2H 給電す
るとき

必ず急速充電器（スタンド）・V2H 機
器の取り扱い方法に従って、急速充
電・V2H 充電／ V2H 給電を行ってく
ださい。誤った取り扱いをすると、車
両や急速充電器（スタンド）・V2H 機
器などを損傷するおそれがあります。

急速充電・V2H 充電／ V2H 
給電したあとは
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●急速充電・V2H 充電／ V2H 給電が停
止しても急速充電コネクターが抜けな
い場合、急速充電器（スタンド）・V2H
機器に異常がある可能性があります。
急速充電器（スタンド）に問題がある
場合は、設備の管理者にご連絡くださ
い。 V2H機器に問題がある場合は、
V2H 機器の製造業者または販売業者に
ご連絡ください。

■急速充電・V2H 充電をしたあと

充電量上限で設定した値まで充電しても、
急速充電器（スタンド）・V2H 機器に表
示される充電量が実際の充電量より低く
表示されることがあります。 知識

■カレンダー設定について

現在の日時の情報は、GPS を利用して自
動で設定されますが、センターディスプ
レイの設定で、時計の GPS 補正をOFF 
にした場合は、手動で日付の設定を行う
必要があります。

GPS について詳しくは、別冊「マルチメ
ディア取扱説明書」を参照してください。

充電スケジュールを登録しようとしたと
きに、カレンダー設定の確認画面が表示
された場合は正しい日付になっているか
確認し、誤っている場合は必ず修正して
ください。

カレンダーの内容が誤っていると、タイ
マー充電機能が正しく作動しなくなりま
す。

充電スケジュールの登録時には、次
の各機能の設定が可能です。

■ 充電モードの選択

次の2種類から充電モードを選択で
きます。

注意

■急速充電後・V2H 充電／ V2H 給電
後の注意

急速充電インレットから急速充電コネ
クターを取りはずしたあとは、必ず急
速充電インレットキャップを急速充電
インレットにはめて、急速充電リッド
を閉めてください。
急速充電インレットキャップをはずし
たまま放置すると、急速充電インレッ
トに異物が入り、車両故障につながる
おそれがあります。

タイマー充電機能を使う
（普通充電）

充電スケジュールを登録しておく
ことで、ご希望の時刻に普通充電
を実施することができます。また、
出発する時刻に合わせて充電が完
了するようにしたり、特定の曜日
の同じ時刻に充電を実施したりす
るなど、お好みに合わせたタイ
マー設定が可能です。

タイマー設定でできること
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 開始設定

設定した時刻※1, 2 に普通充電が開
始され、満充電になると充電が終了
します。

夜間電力※3 を利用して普通充電す
る場合などに便利です。

 出発設定

設定した時刻までに普通充電が完了
するように、充電が実施されま

す。※4, 5

※1駆動用電池の状態により、普通充電が
開始される時刻に誤差が生じる場合が
あります。

※2タイマー充電は、センターディスプレ
イに表示される時刻に従って実行され
ます。
充電スケジュールを登録する前は、セ
ンターディスプレイの“GPS 時刻設
定”がONになっていることを必ず
確認してください。

※3夜間電力の料金設定は、電力会社との
契約内容により異なります。詳しく
は、各電力会社にご確認ください。

※4車両のシステムにより、設定した出発
時刻までに充電が完了できないと判断
された場合は、 すぐに充電が開始され
ます。その際は、充電スケジュールを
確認してください。

※5普通充電中に急激な気温変化が発生し
たり、電源の状況に変化が生じたりし
た場合は、 システムの予測どおりに充
電が完了しない場合があります。

■ 繰り返し設定

ご希望の曜日を選択することで、繰
り返しタイマー充電が行われるよう
に設定できます。（曜日を選択しない
場合は、1回のみ充電が実施されま
す）

■ “今すぐ充電”のON／OFF

充電スケジュールがひとつでも登録
されていると、車両に普通充電ケー
ブルを接続しても、タイマー充電の
設定時刻まで普通充電が開始されま
せん。充電スケジュールの登録内容
を変更することなく充電を行いたい
ときは、“今すぐ充電”をONに
することで、充電スケジュールが一
時的に無効になり、普通充電ケーブ
ル接続後、普通充電を開始すること

ができます※1, 2。
※1“今すぐ充電”のON/OFF 切りかえ
のみ、マルチインフォメーションディ
スプレイのエンディング画面で操作可
能です。

※2充電スケジュールが登録されてお
り、“今すぐ充電”が ONの時に普
通充電コネクターを取り外した場
合、“今すぐ充電”が OFF になり
ます。

知識

■タイマー設定について

充電スケジュールは、最大で 15件まで
登録できます。

■タイマー充電機能について

タイマー充電機能は、急速充電時・V2H 
充電時には使用できません。

■タイマー充電機能を正しく作動させる
ために

次のことをご確認ください。

●車両の時計の時刻がずれていないこと

●カレンダーが正しい年月日に設定され
ていること

●パワースイッチがOFF になっているこ
と

●充電スケジュールの登録後に普通充電
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ケーブルを接続すること
普通充電ケーブルを接続した時点の充
電スケジュールを基に、充電の開始時
刻が決定されます。

●普通充電ケーブルの接続後、普通充電
ポートの充電インジケーターが点滅す
ることを確認する（P.72）

●電力遮断機能（タイマー機能を含む）
を持つコンセントで使用しない
常に電力が供給されているコンセント
を使用してください。タイマー機能な
どで電力が遮断されるコンセントでは、
設定されている時間帯に電力が遮断さ
れるため、意図どおりに充電が行われ
ない場合があります。

●時計のGPS 補正設定が ON になってい
ること
GPS 信号を受信できない場所で時刻を
変更した場合、一度GPS 信号を受信で
きる場所で GPS 補正を ON に設定して
ください。
GPS について詳しくは、別冊「マルチ
メディア取扱説明書」を参照してくだ
さい。

■充電スケジュールに関係なく充電する
とき

充電スケジュール待機中、一時的にキャ
ンセルする操作を行うと、充電スケ
ジュールがキャンセルされ、充電を開始
します。

■普通充電ケーブルが車両に接続された
ままの状態のとき

連続する複数の充電スケジュールが登録
されていても、充電完了後に普通充電
ケーブルを取りはずして再接続するまで、
次のタイマー充電は実施されません。ま
た、駆動用電池が満充電のときは、タイ
マー充電は実施されません。

■スマートフォンとの連携について

G-Link サービスご契約のお客様は、ス
マートフォンアプリで、次回充電予定の

変更を行うことができます。
詳しくは、別冊「マルチメディア取扱説
明書」を参照してください。

■タイマー設定が無効になるとき

タイマー充電の待機中に次の操作を行っ
たときは、タイマー充電を一時的にキャ
ンセルして、充電を開始します。

●マイルームモード（P.109）を開始
したとき

●“今すぐ充電”をONにしたとき
（P.104, 108）

●タイマー充電を一時的にキャンセルす
る操作を行ったとき（P.92）

■外気温の影響について

充電モードを“出発設定”に設定した
ときは、外気温の影響によりタイマー設
定が無効になり、充電が開始される場合
があります。

■駆動用電池冷却（P.85）について

タイマー充電時、駆動用電池の温度に
よっては駆動用電池冷却機能が作動する
場合があります。

●充電モードを“開始設定”に設定した
ときは、充電開始時刻に作動します。

●充電モードを“出発設定”に設定した
ときは、システムが算出した充電開始
時刻の約 30分前に作動します。ただ
し、現在時刻から充電完了時刻までに
十分な余裕がないタイマー設定のとき
は、駆動用電池冷却時間が短くなった
り、駆動用電池冷却が作動しなかった
りする場合があります。

1 パワースイッチをOFFにする

マルチインフォメーションディスプレイ

マルチインフォメーションディ
スプレイのエンディング画面で
“今すぐ充電”をON にする
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にエンディング画面が表示されます。

2 “OK”を押して、“今すぐ充電
”をONにする

“OK”を押すたびに、“今すぐ充電”
の ON／ OFF が切りかわります。

設定の終了後、車両に普通充電ケー
ブルを接続すると、普通充電が開始
されます。（P.90）

知識

■パワースイッチを OFF にしたとき

パワースイッチを OFF にすると、エン
ディング画面に次回のタイマー充電予定
が表示され、登録内容を確認できます。
充電中など、エンディング画面が表示さ
れない場合があります。

タイマー充電に関する設定操作は、
センターディスプレイの画面上で行
います。

■ “充電スケジュール”画面を表示
するには

1 パワースイッチをON にした状
態で、センターディスプレイのメ

インメニュー画面の にタッチ

する

パワースイッチが ACC のときは、“充

電スケジュール”の設定操作を行うこと
はできません。

2 “充電スケジュール”にタッチ
する

“充電スケジュール”画面が表示され
ます。

■ “充電スケジュール”画面の見方

充電スケジュール（カレンダー表
示）

本日を起点とした 1週間の範囲で、登録
済みの充電スケジュールがアイコンの形
で一覧表示されます。

編集ボタン

登録済みの充電スケジュールの内容を変
更・削除したいときにタッチします。
（P.107）

追加ボタン

充電スケジュールを新規登録するときに
タッチします。（P.106）

“今すぐ充電”ボタン

タッチするたびに“今すぐ充電”の
ON／ OFF が切りかわります。
（P.108）

センターディスプレイでの設定
操作

A

B

C

D
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● カレンダー上に表示される主な内
容

“今すぐ充電”を ON にしたときは、
灰色の線の位置に青色のアイコンが表示
されます。

■ 充電スケジュールを登録するには

1 “充電スケジュール”画面を表
示する（P.105）

2 “追加”にタッチする

“タイマー設定を追加”画面が表示さ
れます。

3 充電モードを選択

“開始設定”または“出発設定”に
タッチすると、タッチした側の充電モー
ドに設定されます。

“開始設定”を選択した場合：
普通充電を開始する時刻（開始時刻）を

設定し、“OK”にタッチします。

“出発設定”を選択した場合：
普通充電を完了させておきたい時刻（出
発時刻）を設定し、“OK”にタッチし
ます

4 繰り返し設定を有効にしたい場合
は、“繰返し”にタッチする

表示された画面で今回の充電スケジュー
ルを繰り返し実施する曜日を選択
し、“OK”にタッチします。

選択した曜日にタイマー充電が繰り返し
実施されます。

複数の曜日に対して、繰り返し設定を
ONにすることも可能です。

いずれの曜日も選択していない場合は、
現在時刻から 24時間以内の設定時刻に、

表示 内容

灰色の線 現在時刻

緑色のアイコン
充電モードが“出
発設定”の充電ス
ケジュール

青色のアイコン
充電モードが“開
始設定”の充電ス
ケジュール
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一度だけタイマー充電が実施されます。

5 すべての設定が終了したら、“
保存”にタッチする

充電スケジュールが登録され、カレン
ダー上にアイコンが追加されます。

タイマー設定の登録を中止するとき
は、“X”にタッチします。

設定の終了後、車両に普通充電ケーブル
を接続すると、設定内容に従ってタイ
マー充電が実施されます。

■ 充電スケジュールのON／OFFを
切りかえるには

1 “充電スケジュール”画面を表
示する（P.105）

2 “編集”にタッチする

“タイマー設定リスト”画面が表示さ
れます。

3 画面に表示されているリストの中
から、ON／OFFを切りかえた
い充電スケジュールの行の

または にタッチする

ON／ OFF を切りかえたい充電スケ
ジュールが画面上に表示されていないと
きは、リスト表示を上下にスクロールし
て、対象の充電スケジュールを表示させ
ます。

ボタンにタッチするたびに充電スケ
ジュールの ON／ OFF が切りかわりま
す。

■ 充電スケジュールの登録内容を変
更するには

1 “充電スケジュール”画面を表
示する（P.105）

2 “編集”にタッチする

“タイマー設定リスト”画面が表示さ
れます。

3 “編集”にタッチする
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4 画面に表示されているリストの中
から、登録内容を変更したい充電
スケジュールにタッチする

“タイマー設定を編集”画面が表示さ
れます。

● 登録内容を変更するときは：

“充電スケジュールを登録するには”
（P.106）の手順 3～ 5の操作要領で、
ご希望の設定内容に変更する

設定を変更すると、カレンダー上のアイ
コンの表示もかわります。

● 登録内容を削除するときは：

“削除”にタッチする

削除を確認するメッセージが表示されま
す。

“削除”にタッチすると、選択した充
電スケジュールが削除されます。

削除を中止する場合は、“キャンセル”
にタッチします。

充電スケジュールを削除すると、カレン
ダー上のアイコンも削除されます。

■ “次回充電予定”を表示する※

※メニュー内の“ACC カスタマイズ”
がOFF に設定されていないと、エン
ディング画面が表示されません。その
場合は、センターディスプレイの設定
内容を確認してください。

パワースイッチをOFF にすると、
設定された充電スケジュールに従っ
て、“次回充電予定”が表示され
ます。

“OK”をタッチした場合：次回充
電予定画面を閉じます。

“今すぐ充電”をタッチした場
合：“今すぐ充電”がON になり
ます。

■ “今すぐ充電”をONにするには

1 “充電スケジュール”画面を表
示する（P.105）

2 “今すぐ充電”の にタッチ

する

ボタンにタッチするたびに、“今すぐ充
電”の ON／ OFF が切りかわります。

設定の終了後、車両に普通充電ケーブル
を接続すると、普通充電が開始されま
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す。P.90

知識

■充電スケジュールを登録したとき

充電スケジュールをすべて OFF にする
と、“充電スケジュール”（カレンダー
表示）画面上にアイコンは表示されませ
ん。“タイマー設定リスト”画面でON
にすることで、アイコンが表示されます。

■タイマー設定操作が中断されるとき

車両が次の状態になると、タイマー設定
操作が中断されます。

●タイマー充電設定よりも優先度が高い
画面が表示されたとき

●設定を確定する前にパワースイッチを
OFF にしたとき

●車両が走行し始めたとき

■“次回充電予定”について

“次回充電予定”の設定内容に従って充
電が実施されても、充電完了後に普通充
電ケーブルを取りはずすまで、ディスプ
レイに表示される“次回充電予定”の
設定内容は変化しません。

1 車両に充電ケーブルを接続して充
電を開始する
普通充電するとき：P.90
急速充電するとき：P.97

V2H 充電／ V2H 給電時は、マイルーム
モードを使用できません。

2 充電の実施中にパワースイッチを
ONにする

センターディスプレイにマイルームモー
ドの設定画面が自動表示されます。

3 “はい”をタッチする

マイルームモードが開始され、車内でエ
アコンやオーディオなどが利用可能にな
ります。

マイルームモードを使用しないとき
は、“いいえ”をタッチします。

マイルームモードを停止するときは、
パワースイッチをOFFにします。

注意

■設定操作を行うとき

EV システムが停止した状態で設定操作
を行うときは、補機バッテリーあがり
にご注意ください。

マイルームモードを使う

車両に充電ケーブルを接続した状
態のとき、外部電源からの電力に
より、エアコンやオーディオなど
の電装品を使用することができま
す。

マイルームモードを開始するに
は



110 2-2. 充電について

急速充電が完了すると、マイルーム
モードは自動的に停止する。

マイルームモードを開始すると、セ
ンターディスプレイに駆動用電池の
残量表示画面が自動的に表示され、
マイルームモード使用中の電力収支
（電気供給量と電力消費量とのバラン
ス）の目安を確認することができま
す。

知識

■マイルームモードの使用中は

次のようなことが起こる場合があります。

●駆動用電池の残量が下限に達すると、
エアコンが自動的に停止する

その場合は、駆動用電池の残量が増える
までエアコンを操作できなくなります。
いったんパワースイッチを OFF にし、駆
動用電池の残量が回復したあとで、マイ
ルームモードを使用してください。

●駆動用電池の充電時間が長くなる

●電波の状況によっては、ラジオに雑音
が入る

●床下からファンの音が聞こえる

●充電中・充電完了後は、車載充電器が
搭載されているモータールーム周辺が
温かくなることがあります。

●パワーステアリング警告灯（黄色）が
点灯することがありますが、異常では
ありません。

■充電スケジュール（P.102）が登録
されているとき

タイマー充電の待機中にマイルームモー
ドを開始すると、タイマー設定が無効に
なり、充電が開始されます。

■駆動用電池が満充電の状態でマイルー
ムモードを使用するとき

駆動用電池が満充電の状態でマイルーム
モードを使用すると、駆動用電池量の電
力が消費されることがあります。その場
合は、再度充電を行うことがあります。

■マイルームモードに関するメッセージ
が表示されたとき

マイルームモードを開始しようとしたと
き、またはマイルームモードの使用中に、
マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されたときは、それ
ぞれ次のように対処してください。

●“駆動用電池残量不足 マイルームモー
ド起動不可”

マイルームモードの開始に必要な駆動用
電池の残量がない状態です。
駆動用電池の残量が増えるまでしばらく
待ってから、マイルームモードを開始し
てください。

●“駆動用電池残量不足 マイルームモー
ドを終了します”

駆動用電池の残量が不足しています。
マイルームモードの使用を中止して、駆
動用電池を充電してください。

●“駆動用電池残量低下 使用電力抑制下
さい”

駆動用電池への充電量よりも車内の電力
消費量が多く、駆動用電池の残量が低下

しています。※

･ 車内の電力消費状況が改善されない場
合は、マイルームモードが終了します。

マイルームモード使用中の電力
収支に関する情報の表示
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･ マイルームモードを継続したいときは、
エアコンやオーディオなどの電源を
OFF にして、駆動用電池の残量を増や
してください。

※センターディスプレイに表示される駆
動用電池の残量表示画面で、マイルー
ムモード中の電力収支の状況を確認で
きます。（P.110）

警告

■マイルームモードの使用上の警告

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、重大な健康障
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●お子さまや介護を必要とする方、
ペットを車内に残さないでください。
システムの自動停止等により車室内
が高温または低温になり、熱中症・
脱水症状・低体温症になるおそれが
あります。また、ワイパーなどが使
用できる状態になるため、誤操作に
よる事故につながるおそれもありま
す。

●車両の周囲の安全を十分に確認して
から使用してください。
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次の記載を参照して、それぞれ必要な処置を行ってください。

■ 電源プラグを外部電源に接続してもコントロールユニット上の電源インジ
ケーターが点灯しない

■ コントロールユニット上のエラーインジケーターが点滅している

正常に充電できないときは

正しい手順に従って作業しても充電が開始されない場合は、それぞれ次の
事項をご確認ください。

マルチインフォメーションディスプレイにメッセージが表示された場合は、
P.119も併せて参照してください。

正常に普通充電できないとき

考えられる原因 対処方法

電源プラグがコンセントに正しく接続
されていない

電源プラグがコンセントに正しく接続されて
いるか確認してください。

停電している 停電の解消後、再度充電してください。

手元スイッチが OFF になっている 手元スイッチが設置されている場合は、ス
イッチをONにしてください。

建物側のブレーカーが作動して電気が
遮断されている

ブレーカーの接続状態を確認し、異常がない
場合はほかのコンセントで充電可能かご確認
ください。

充電できた場合、最初に接続したコンセント
の異常が考えられます。建物・設備の管理者、
または電気工事業者にご連絡ください。

コントロールユニットから電源プラグ
までのあいだに断線が発生している

ただちに充電を中止して、レクサス販売店に
ご連絡ください。

考えられる原因 対処方法

漏電検知機能、または自己診断機能が
作動して電気が遮断された

電圧が不足している場合や、ノイズの影響を
受けた場合などに、エラーインジケーターが
点滅することがあります。リセット操作を行
い、正常な電源に接続してください。
（P.76）

充電が開始されない場合は、ただちに充電を
中止して、レクサス販売店にご連絡ください。
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■ 普通充電コネクターを接続しても普通充電ポートの充電インジケーターが
点灯しない

■ 普通充電ポートの充電インジケーターが点滅して充電できない

考えられる原因 対処方法

電源プラグがコンセントに確実に接続
されていない

電源プラグがコンセントに正しく接続されて
いるか確認してください。

普通充電コネクターが普通充電イン
レットに確実に接続されていない

普通充電コネクターの接続状態を確認してく
ださい。

･ 普通充電コネクターを接続するときは、
ロック解除ボタンにふれないように注意
し、“カチッ”と音がするまで挿し込ん
でください。ロック解除ボタンを押しなが
ら挿し込むと、正しく接続されないおそれ
があります。

･ 普通充電コネクターの接続後は、ロック解
除ボタンが押し込まれておらず、普通充電
ポートの充電インジケーターが点灯してい
ることを確認してください。

普通充電コネクターが確実に接続されている
のに充電ポートの充電インジケーターが点灯
しない場合は、システムに異常があるおそれ
があります。ただちに充電を中止して、
レクサス販売店にご連絡ください。

すでに駆動用電池が満充電になってい
る

駆動用電池が満充電の場合、充電は行われま
せん。

設定した充電量上限より駆動用電池残
量が多い

充電量上限を現在の駆動用電池残量より高い
値に設定して、再度充電してください。

普通充電器（スタンド）が作動しない 普通充電器（スタンド）に問題がある場合は、
設備の管理者にご連絡ください。

考えられる原因 対処方法

普通充電ポートの充電インジケーター

が点滅（通常）しているとき※：充電
スケジュールが登録されている

タイマー充電を実施したい場合は、設定した
時刻になるまでそのままお待ちください。

充電を開始したい場合は、“今すぐ充電”
を ONにしてください。（P.104, 108）

普通充電ポートの充電インジケーター

が速い点滅をしているとき※：外部電
源、または車両に異常が発生している

マルチインフォメーションディスプレイに表
示されたメッセージの指示に従って、それぞ
れ対処してください。（P.119）
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※普通充電ポートの充電インジケーターの点灯・点滅については、P.72 を参照してく
ださい。

■ 急速充電・V2H 充電／ V2H 給電が開始しない

正常に急速充電・V2H 充電／ V2H 給電できないとき

考えられる原因 対処方法

急速充電コネクターが車両に正しく接
続されていない

急速充電コネクターの接続状態を確認し、コ
ネクターを確実にロックしてください。

接続状態に異常がないのに急速充電・V2H 充
電／ V2H 給電が開始されないときは、急速
充電器（スタンド）・V2H 機器または充電シ
ステムに異常がある可能性があります。

･ 急速充電器（スタンド）に問題がある場合
は、設備の管理者にご連絡ください。

･ V2H 機器に問題がある場合は、V2H 機器
の製造業者または販売業者にご連絡くださ
い。

･ 急速充電器（スタンド）・V2H 機器に問題
がない場合は、充電システムに異常がある
おそれがあります。レクサス販売店にご連
絡ください。

急速充電コネクターが確実にロックさ
れていない

急速充電器（スタンド）・V2H 機器ま
たは車両のセルフチェック機能でエ
ラーが検出された

急速充電器（スタンド）・V2H 機器または充
電システムに異常がある可能性があります。

･ 急速充電器（スタンド）に問題がある場合
は、設備の管理者にご連絡ください。

･ V2H 機器に問題がある場合は、V2H 機器
の製造業者または販売業者にご連絡くださ
い。

･ 急速充電器（スタンド）・V2H 機器に問題
がない場合は、充電システムに異常がある
おそれがあります。レクサス販売店にご連
絡ください。

･ EV システムを始動できなくなった場合は、
レクサス販売店にご連絡ください

急速充電器（スタンド）・V2H 機器の
電源が OFF になっている

･ 急速充電器（スタンド）の管理者に連絡し
て、電源状態をご確認ください。

･ V2H 機器の取り扱い説明書を確認するな
ど、電源状態をご確認ください。
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■ 急速充電・V2H 充電／ V2H 給電が途中で停止する

設定した充電量上限より駆動用電池残
量が多い

充電量上限を現在の駆動用電池残量より高い
値に設定して、再度充電してください。

すでに駆動用電池が満充電になってい
る

駆動用電池が満充電の場合、充電は行われま
せん。

普通充電コネクターも接続している 普通充電と急速充電・V2H 充電／ V2H 給電
を同時に行うことはできません。

EV システムが始動している EV システムが始動していると、急速充電・
V2H 充電／ V2H 給電を開始できません。ま
た、シフトポジションが P でないと急速充電
システムまたは V2H 充電／ V2H給電システ
ムを使用できません。

繰り返し急速充電を行った
EV システムを始動させた状態でしばらく
待ってから、EVシステムを停止して、再度
充電してください。

考えられる原因 対処方法

急速充電器（スタンド）・V2H 機器の
タイマーが作動した

急速充電器（スタンド）・V2H 機器によって
は、一定時間で充電が停止するようにタイ
マーが設定されている場合があります。急速
充電器（スタンド）の管理者に確認するか、
V2H 機器に付属の取り扱い説明書を確認して
ください。

急速充電器（スタンド）・V2H 機器の
電源が OFF になった

急速充電器（スタンド）・V2H 機器の電源状
態を確認してください。電源の状態が不明な
場合は、急速充電器（スタンド）の管理者に
ご連絡するか、V2H 機器に付属の取り扱い説
明書を確認してください。

駆動用電池の温度が極端に高い、また
は極端に低い

極端な高温、または極低温の環境下では、急
速充電・V2H 充電／ V2H 給電できない場合
があります。気温が安定してから急速充電・
V2H 充電／ V2H 給電を実施してください。

考えられる原因 対処方法
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■ 急速充電後・V2H 充電／ V2H 給電後にシステムが始動できなくなった

急速充電器（スタンド）・V2H 機器ま
たは車両のセルフチェック機能でエ
ラーが検出された

急速充電器（スタンド）・V2H 機器または充
電システムに異常がある可能性があります。

･ 急速充電器（スタンド）に問題がある場合
は、設備の管理者にご連絡ください。

･ V2H 機器に問題がある場合は、V2H 機器
の製造業者または販売業者にご連絡くださ
い。

･ 急速充電器（スタンド）・V2H 機器に問題
がない場合は、充電システムに異常がある
おそれがあります。レクサス販売店にご連
絡ください。

･ EV システムを始動できなくなった場合は、
レクサス販売店にご連絡ください。

充電関連部品の温度が高い 充電関連部品の温度が高いと急速充電・V2H 
充電／ V2H 給電できない場合があります。
しばらく時間をあけてから再度急速充電・
V2H 充電／ V2H 給電をおこなってくださ
い。

満充電付近で車両のエアコンや電装品
の使用を停止した

車両のエアコンや電装品が OFF の状態で、再
度急速充電・V2H 充電してください。

考えられる原因 対処方法

急速充電後・V2H 充電／ V2H 給電後
のシステムチェックが正常に終了しな
かった

P.99 の手順でシステムチェックを実施して
ください。再試行してもシステムチェックが
正常に終了しない場合は、レクサス販売店に
ご連絡ください。

急速充電コネクターが接続されたまま
になっている

急速充電コネクターが接続されているときは、
安全のため、EV システムを始動することが
できません。（P.87）急速充電・V2H 充電
／ V2H 給電終了後は、すみやかに急速充電
コネクターを取りはずしてください。

急速充電システムまたは V2H 充電／
V2H 給電システムが故障した

･ 故障の原因によっては、充電リッドを閉め
ることで、EV システムを始動できる場合
があります。

･ 始動できない場合は、レクサス販売店にご
連絡ください。

考えられる原因 対処方法
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次の記載を参照して、それぞれ必要な処置を行ってください。

■ 希望の時刻に充電できない

※時計のGPS 補正設定が ON になっていること

GPS 信号を受信できない場所で時刻を変更した場合、一度GPS 信号を受信できる場
所でGPS 補正をON に設定してください。

GPS について詳しくは、別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

■ スマートフォンのアプリケーション※ から次回充電予定の変更ができない

※ご利用するには G-Link サービスのご契約が必要です。詳しくは、別冊「マルチメ
ディア取扱説明書」を参照してください。

■ 充電スケジュールを登録してあるのに充電が開始される

タイマー充電機能が正常に作動しないとき

考えられる原因 対処方法

車両の時計の時刻やカレンダーが正し
く設定されていない

時計の設定を確認し、正しい時刻に調整して

ください。※

カレンダーの設定内容を確認し、正しい年月

日に設定してください。※

車両に普通充電ケーブルが接続されて
いない

タイマー充電を使用する際は、あらかじめ普
通充電ケーブルを接続しておいてください。

誤った充電モードを選択している 充電モードの設定をご確認ください。
（P.102）

充電モードが“開始設定”のときは設定し
た時刻に充電が開始されますが、“出発設定
”に設定したときは、設定した時刻に充電が
完了するように充電が実施されます。（充電開
始時刻は、システムにより自動制御されます）

考えられる原因 対処方法

スマートフォンが通信圏外にある 電波状態を確認し、通信圏外になっている場
合は電波の状況がよい場所へ移動してくださ
い。

考えられる原因 対処方法

“今すぐ充電”が ONになっている タイマー充電する際は、“今すぐ充電”を
OFF に設定してください。（P.104, 108）

充電スケジュールが OFF になっている 充電スケジュールが OFF に設定されていない
か確認してください。（P.107）
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■ “出発設定”に設定した時刻よりも早く充電が終了する

■ “出発設定”に設定した時刻になっても充電が完了しない

充電モードが“出発設定”に設定さ
れており、かつ出発予定時刻が現在時
刻に近い時刻に設定されている

車両のシステムにより、設定した出発時刻ま
でに充電が完了できないと判断された場合は、
充電が開始されます。充電スケジュールを確
認してください。

普通充電ポートの充電インジケーター
が通常の速さで点滅しているときに普
通充電ケーブルを抜き挿しした

普通充電インジケーターが通常の速さで点滅
しているときに普通充電ケーブルを抜き挿し
すると、タイマー充電がキャンセルされます
（P.92）。いったん普通充電ケーブルを取り
はずして、再度、接続し直してください。

マイルームモードを作動させた マイルームモードを作動させると、充電スケ
ジュールが登録されていても、充電が開始さ
れます。タイマー充電を実施したい場合は、
それぞれの機能を停止してから、接続し直し
てください。

駆動用電池ヒーター（P.84）が作動
した

充電モードが“出発設定”のときは、充電
前に駆動用電池ヒーターが作動する場合があ
ります。普通充電ポートの充電インジケー
ターの状態を確認してください。（P.72）

外気温が低い、駆動用電池の温度調整
システム（P.85）が作動した

駆動用電池の温度調整システムが作動すると、
充電スケジュール設定が無効になり、充電が
開始されます。この場合、駆動用電池を保護
ために、充電を継続します。

考えられる原因 対処方法

電源環境や気温などの影響により、シ
ステムが予測した充電完了時刻にずれ
が生じた

充電中に急激な気温変化が発生したり、電源
の状況に変化が生じたりした場合は、システ
ムの予測よりも早く充電が終了する場合があ
ります。

考えられる原因 対処方法

電源環境や気温などの影響により、シ
ステムが予測した充電完了時刻にずれ
が生じた

充電中に急激な気温変化が発生したり、電源
の状況に変化が生じたりした場合は、システ
ムの予測どおりに充電が完了しない場合があ
ります。

考えられる原因 対処方法
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■ “開始設定”に設定した時刻になっても充電が開始されない

充電後にパワースイッチがOFF の状態でドアを開けると、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが表示されます。

その場合は、メッセージの指示に従って、それぞれ必要な処置を行ってください。

■ “充電コネクタ操作により充電停止しました”と表示されたとき

考えられる原因 対処方法

設定した時刻が過ぎてから普通充電
ケーブルを接続した

普通充電ケーブルは、“開始設定”に設定
した時刻になる前に接続してください。

充電に関するメッセージが表示されたときは

考えられる原因 対処方法

普通充電中に普通充電コネクターを取
りはずした

満充電にしたい場合は再度、普通充電コネク
ターを接続してください。

普通充電で満充電になったあと、電力

を消費する機能※が作動したことで低
下した駆動用電池残量を補うための再
充電時に、普通充電コネクターを取り
はずした
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※駆動用電池ヒーター（P.84）が作動すると、電力が消費されます。また、マイ
ルームモード（P.109）の使用も、電力を消費します。

■ “充電完了しました（駆動用電池温度による制限）”と表示されたとき

普通充電コネクターが確実に接続され
ていない

普通充電コネクターの接続状態を確認してく
ださい。

･ 普通充電コネクターを接続するときは、
ロック解除ボタンにふれないように注意
し、“カチッ”と音がするまで挿し込ん
でください。ロック解除ボタンを押しなが
ら挿し込むと、正しく接続されないおそれ
があります。

･ 普通充電コネクターの接続後は、ロック解
除ボタンが押し込まれておらず、普通充電
ポートの充電インジケーターが点灯してい
ることを確認してください。

正しい作業手順に従っても充電できない場合
は、レクサス販売店で点検を受けてください。

普通充電中に普通充電コネクターの
ロック解除ボタンを押した

充電中にロック解除ボタンを押し続けると、
充電が停止します。充電を続ける場合は、普
通充電コネクターを接続し直してください。

考えられる原因 対処方法

駆動用電池が高温の状態が続いたため、
駆動用電池の保護のために充電が終了
した

ご希望の充電量に到達していないときは、駆
動用電池が冷えてから再度、充電を行ってく
ださい。

考えられる原因 対処方法
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■ “停電または電源プラグ抜けにより充電停止しました”と表示されたとき

考えられる原因 対処方法

外部電源からの電源供給に問題がある 次の点をご確認ください。

･ 電源プラグがしっかりと挿し込まれている
か

･ 延長コードを使用したり、分岐用コンセン
トに接続したりしていないか

･ 専用回線に接続されているか

･ 停電が発生していないか

･ 手元スイッチが OFF になっていないか

･ コントロールユニット上の電源インジケー
ターが点灯しているか

･ ブレーカーが落ちていないか

以上の点に問題がない場合は、建物のコンセ
ントなどに問題がある可能性があります。電
気工事業者に点検を依頼してください。（充電
設備のご利用時に問題が生じた場合は、設備
の管理者にご連絡ください）

電源経路に問題がないのに充電できない場合
は、システムの異常が考えられます。
レクサス販売店で点検を受けてください。

なお、コントロールユニット上のエラーイン
ジケーターが点滅している場合は、漏電の可
能性があります。レクサス販売店にご相談く
ださい。
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■ “充電設備の要因により充電停止しました”と表示されたとき

普通充電器（スタンド）が充電を停止
した

●普通充電器（スタンド）の仕様により、電
源供給が停止されることで充電中止となる
ことがあります。例えば、次のような場合
があります。普通充電器（スタンド）の取
り扱い説明をご確認ください。

･ 普通充電器（スタンド）の停止ボタンを押
した

･ 普通充電器（スタンド）にタイマー充電機
能がある

･ 普通充電器（スタンド）が車両のタイマー
充電機能に対応していない

●この車両に装備されている普通充電ケーブ
ルでの充電が可能かご確認ください。
レクサス純正の普通充電ケーブルを使用し
ても充電できない場合は、レクサス販売店
にご相談ください。

考えられる原因 対処方法

普通充電器（スタンド）が車両に適合
していない

●普通充電器（スタンド）の仕様により、電
源供給が停止されることで充電中止となる
ことがあります。 例えば、次のような場合
があります。普通充電器（スタンド）の取
り扱い説明をご確認ください。

･ 普通充電器（スタンド）の停止ボタンを押
した

･ 普通充電器（スタンド）にタイマー充電機
能がある

･ 普通充電器（スタンド）が車両のタイマー
充電機能に対応していない

●この車両に装備されている普通充電ケーブ
ルでの充電が可能かご確認ください。
レクサス純正の普通充電ケーブルを使用し
ても充電できない場合は、レクサス販売店
にご相談ください。

普通充電器（スタンド）が充電を停止
した

考えられる原因 対処方法
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■ “AC供給電源の要因により充電停止しました”と表示されたとき

急速充電器（スタンド）・V2H 機器が
故障している

本メッセージが表示された場合は、急速充電
器（スタンド）・V2H 機器が故障しているお
それがあるため、その急速充電器（スタン
ド）・V2H 機器は使用しないでください。 他
の急速充電器（スタンド）・V2H 機器での充
電が可能かご確認ください。

他の急速充電器（スタンド）・V2H 機器で充
電しても本メッセージが表示されて充電がで
きない場合は、数 km走行してから別の急速
充電器（スタンド）・V2H 機器で充電してく
ださい。

急速充電器（スタンド）・V2H 機器が
車両に適合していない

考えられる原因 対処方法

外部電源からの電源供給に問題がある 次の点をご確認ください。

･ 電源プラグがしっかりと挿し込まれている
か

･ 延長コードを使用したり、分岐用コンセン
トに接続したりしていないか

･ 専用回線に接続されているか

･ 停電が発生していないか

以上の点に問題がない場合は、建物のコンセ
ントなどに問題がある可能性があります。電
気工事業者に点検を依頼してください。（充電
設備のご利用時に問題が生じた場合は、設備
の管理者にご連絡ください）

電源経路に問題がないのに充電できない場合
は、システムの異常が考えられます。
レクサス販売店で点検を受けてください。

普通充電器（スタンド）が充電を停止
した

この車両に装備されている普通充電ケーブル
での充電が可能かご確認ください。 レクサス
純正の普通充電ケーブルを使用しても充電で
きない場合は、レクサス販売店にご相談くだ
さい。

考えられる原因 対処方法
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■ “電装品の電力消費大のため充電停止しました”と表示されたとき

■ “システムの要因により充電停止しました”と表示されたとき

■ “駆動用電池が低温になりました 電池保護のため充電を優先しました”と
表示されたとき

■ “充電システム確認のため充電リッドを閉めてください 取扱書を確認”と
表示されたとき

考えられる原因 対処方法

車両の電装品によって電力が消費され
ている

次の点をご確認の上、再度充電してください。

･ ヘッドランプやオーディオなどがONに
なっている場合は、OFF にしてください。

･ パワースイッチを OFF にしてください。

以上を実施しても充電できない場合は、補機
バッテリーの充電不足が考えられます。EV
システムを約 15 分以上作動させて、補機
バッテリーを充電してください。

考えられる原因 対処方法

充電システムに異常が発生した レクサス販売店で点検を受けてください。

考えられる原因 対処方法

駆動用電池の温度調整システムが作動
する

駆動用電池の温度調整システムが作動すると、
充電スケジュール設定が無効になり、充電が
開始されます。この場合、駆動用電池の保護
機能が働きますが、故障ではありません。

考えられる原因 対処方法

急速充電時・V2H 充電／ V2H 給電時
のシステムチェックが正常に終了しな
かった

この場合は、システムチェックが正常に終了
するまで、システムを始動できなくなります。
P.99 の記載に従って、システムのチェック
を実施してください。
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■ “充電終了時間に達したため充電停止しました”と表示されたとき

■ “駆動用電池の点検を販売店で受けてください”と表示されたとき

考えられる原因 対処方法

急速充電器（スタンド）・V2H 機器の
制限時間内に急速充電が・V2H 充電完
了しなかった

･ 急速充電器（スタンド）・V2H 機器によっ
ては、一定時間で充電が停止するように、
タイマーが設定されている場合があります。
急速充電器（スタンド）の管理者に確認す
るか、V2H 機器に付属の取り扱い説明書を
確認してください。

車両の状態によっては、充電時間が長くなり、
制限時間内に急速充電・V2H 充電が完了しな
い場合があります。

･ エアコンやヘッドランプ、オーディオなど
の電源がONのため、消費電力が大きい可
能性があります。電装品の電源をOFF にし
てから、急速充電・V2H 充電を行って下さ
い。

･ 駆動用電池の温度が低い可能性があります。
駆動用電池が温まってから急速充電・V2H 
充電を行って下さい。

考えられる原因 対処方法

長期にわたり急速充電を繰り返した場
合、急激な容量低下につながるため、
充電電流に制限がかかった

レクサス販売店にご連絡ください。
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2-3.DC 外部給電システムについて

車両に外部給電器※1のコネクター
を急速充電インレットに差し込むこ

とで、車両から外部へ電源供給※2

を行います。

車両の補機バッテリーから機器起動
のための電力を供給することで、災
害による停電などの非常時には、住
宅や電気製品にも電源供給を行うこ
とができます。

このシステムを使用するには、外部

給電器※1 が必要です。（車両には付
属していません）
※1車両から電気製品へ電力を供給するた
めに、車両から取り出したDC（直
流）電力を AC（交流）電力に変換す
る機器。
急速充電と同じ CHAdeMO（チャデ
モ）規格に準拠した外部給電器。

一般社団法人電動車両用電源供給シス
テム協議会が発行する電動自動車用充
放電システムガイドライン V2L DC 版
に準拠したもの。

※2車両側の定格出力は 9kWです。

ただし、接続する外部給電器の出力上
限以上は出力されません。

知識

■スマートフォンとの連携について

G-Link サービスご契約のお客様は、ス

マートフォンアプリで、DC 外部給電シス
テムに関する情報を確認したり、一部の
操作を行ったりすることができます。

詳しくは、別冊「マルチメディア取扱説
明書」を参照してください。

DC外部給電システムにつ
いて

ご使用前に、必ずここで説明して
いる内容をよくお読みいただいた
上で、正しく取り扱ってください。

DC外部給電システムについて
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必ず、次の点をご確認ください。

● パーキングブレーキがかかってい
ること（P.226）

● パワースイッチがOFFになってい
ること（P.216）

● 地面が固く平らな場所に駐車する
こと

輪止めの使用をおすすめします。輪止め
はレクサス販売店で購入することができ
ます。

● ボンネットが閉まっていること

● シフトポジションが Pの位置にあ
ること

1 車両のドアを解錠して、急速充電
リッドを開ける

急速充電リッド（車両の左側）を開ける
と、急速充電インレット照明が点灯しま

す。

2 急速充電インレットキャップをは
ずし、図のように固定する

3 外部給電コネクターを急速充電イ
ンレットに挿し込む

外部給電コネクターの形状や取り扱い方
法などは、外部給電器により異なります。
外部給電器の取り扱い説明書に従って、
作業を行ってください。

4 ブレーキペダルを踏まずにパワー
スイッチを2 回押して、ONにす
る

マルチインフォメーションディスプレイ

DC外部給電のしかた

DC外部給電作業は、ここで説明
している内容をよくお読みいただ
いた上で、正しい手順に沿って
行ってください。

DC外部給電作業前の重要確認
事項

DC外部給電を開始するときは
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に“パワー ON”と表示されているこ
とを確認してください。 ブレーキペダル
を踏んだままパワースイッチを押すと、
EV システムが始動してしまい、DC 外部
給電システムが使用できません。

5 センターディスプレイのメインメ

ニュー画面の  にタッチする

6 “外部給電”にタッチする

外部給電モードの選択画面が表示されま
す。

7 “EV 給電”にタッチする

外部給電モードの選択画面上に、給電時

間の目安が表示されます。※

駆動用電池の残量が低下しているときは、
EV 給電モードを選択できません。
※使用する電気製品や使用環境などによ
り、表示されている時間と実際の給電
時間が異なる場合があります。

8 操作ガイド画面の表示に従う

9 外部給電器で開始操作をする

外部給電器に付属の取り扱い説明書に従

い、操作してください。

外部給電器によっては、パワースイッチ
が OFF になり、給電が停止することが
あります。

その場合は、再度手順 4から開始操作を
行ってください。

10接続した電気製品の電源をONに
する

DC 外部給電中は、マルチインフォメー
ションディスプレイまたはセンターディ
スプレイで、現在の給電状況をお知らせ
します。

知識

■DC 外部給電システムの使用中は

●シフトポジションを P からほかのシフ
トポジションに切りかえることはでき
ません。

●外部給電器の出力上限以上の電力を使
用した場合、外部給電器が出力を制限
したり、給電を停止したりすることが
あります。

●車両側の定格出力以上の電力を使用し
た場合、車両が給電を停止することが
あります。

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムでドアを解錠・施錠することはでき
ません。

●ワイヤレスリモコンでドアの解錠・施
錠をすることができます。使用する電
気製品から発生するノイズにより、正
常に作動しない場合があります。

●ドアの開閉などにより、ブザーが鳴っ
たり、マルチインフォメーションディ
スプレイに“キーが見つかりません”
と表示されたりすることがあります。

●気温が低いときまたは高いときは、出
力を制限または停止することがありま
すが、異常ではありません。
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その場合は、使用する電気製品を減らし
てください。

●DC 外部給電システムの作動中は、リヤ
シート付近から冷却用ファンの音がす
ることがあります。

●走行中はDC 外部給電システムを使用で
きません。

●使用する電気製品によっては、周囲の
テレビやラジオに雑音が入ることがあ
ります。

●炎天下など、車内が高温になる状態で
使用すると、システムを保護するため
に DC 外部給電システムが自動で停止
することがあります。

その場合は、いったん外部給電コネク
ターを取りはずしてから、車両を日陰に
移動するなどして車内の温度を下げ、再
度、DC 外部給電を開始してください。

●特に外気温が低いときは、駆動用電池
を保護するため、DC 外部給電システム
を使用できないことがあります。

その場合は、いったん外部給電コネク
ターを取りはずしてからしばらく走行す
るなどして、駆動用電池を暖めてから使
用してください。

●DC 外部給電システムを開始した時点

で、いったんエアコンが OFF になりま
す。DC外部給電中にエアコンを使用し
たい場合は、エアコンの操作スイッチ
を操作して、エアコンを作動させてく

ださい。※

※DC外部給電システムの使用中にエアコ
ンを使用すると、マルチインフォメー
ションディスプレイに表示される給電
可能時間と実際の給電時間が異なる場
合があります。

●DC 外部給電中にエアコンやアクセサ
リーコンセントを使用することが可能
です。

●外部給電器に車両に異常があるような

メッセージ（例えば、“車両に異常が
見つかりました”、“車両故障発生” 
など）が表示されても、車両の異常で
はなく、外部給電器と車両間の通信異
常である可能性があります。

この場合、外部給電コネクターの端子故
障（接点不良）などが考えられます。外
部給電器に付属の取り扱い説明書を確認
してください。

■アクセサリーコンセントの使用につい
て

DC 外部給電システムを使用しているとき
は、車内にあるアクセサリーコンセント
からも電源を取り出すことができます。
ただし、DC 外部給電システムを車両側定
格出力未満で使用している場合でも、DC
外部給電システムの出力を優先させるた
め、アクセサリーコンセントの出力を停
止する場合があります。アクセサリーコ
ンセントを使用したい場合には、DC 外部
給電システムで使用している電気製品を
減らし、もう一度 AC100V 電源をON し
てください。（P.382）使用している電
気製品を減らしても、アクセサリーコン
セントは自動で復帰しません。

警告

■DC 外部給電システムを使用すると
きの警告

●傾いた場所や坂道などに停めて使用
しないでください。

使用中に車両を移動させたり、傾けた
りしないでください。
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警告

●ボンネットが閉まっていることを確
認する

モータルーム内に顔や手を近付けない
でください。冷却ファンが急にまわり
だすことがあります。

ファンの回転部分にふれたり、近付い
たりすると、手や着衣（特にネクタ
イ・スカーフ・マフラーなど）が巻き
込まれるおそれがあります。

●燃えやすいものの近くに停めて使用
しないでください。

●腐食性のガスまたは溶液の発散する
場所では使用しないでください。

●給電を開始する前に、接続した電気
製品の電源がOFF になっていること
を確認する

電源が ON になっていると、電気製品
が突然作動するおそれがあります。

●車両をカーカバーなどで覆った状態
で使用しない

●お子さまなど、不慣れな方だけで作
業を行わない

●外部給電コネクターと急速充電イン
レットは、必ず直接接続する

外部給電コネクターと急速充電イン
レットとのあいだに、変換アダプター
や延長コードなどを接続しないでくだ
さい。

●落雷の可能性がある天候のときはDC 
外部給電システムを使用しない

使用中、雷に気付いたときにはDC 外
部給電システムを停止してください。

●急速充電インレットに急速充電コネ
クター・外部給電コネクター以外の
ものを挿し込まない

●外部給電コネクター・急速充電イン
レットに異物がないか、または雪・
氷が付着していないか確認する

付着している場合は、外部給電コネク
ターを接続する前にしっかりと取り除
いてください。

●急速充電インレットの端子部がぬれ
ないようにする

●外部給電コネクター・急速充電イン
レットの端子に金属製の鋭利なもの
（ピンや針金など）を挿し込まない

■車両に給電ケーブルが接続されてい
るとき

シフトレバーを操作しないでください。 
万一、給電ケーブルが故障していた場
合、シフトポジションが P からほかの
シフトポジションに切りかわることが
あり、車両が動いて思わぬ事故につな
がり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

■DC 外部給電システムがおよぼす影
響について

ペースメーカー（植込み型心臓ペース
メーカー／植込み型両心室ペーシング
パルスジェネレータ）装着のお客様は、
給電の操作はご自身ではなさらず、ほ
かの方にお願いしてください

●給電時は、外部充電器、給電ケーブ
ルに近付かないでください。給電に
より、ペースメーカーの動作に影響
を与えるおそれがあります。

●給電中は車内にとどまらないでくだ
さい。給電により、ペースメーカー
の動作に影響を与えるおそれがあり
ます。

●ものを取るときなどに、ラゲージ
ルームなど含めた車内に入り込まな
いでください。給電により、ペース
メーカーの動作に影響を与えるおそ
れがあります。
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1 使用している電気製品の電源を
OFFにする

2 外部給電器を停止させる

外部給電器に付属の取り扱い説明書に従
い、操作してください。

パワースイッチをOFF にしても給電を
停止できます。

3 外部給電コネクターを取りはずす

外部給電コネクターの形状や取り扱い方
法などは、外部給電器により異なります。

外部給電器に付属の取り扱い説明書に
従って、作業を行ってください。

警告

■接続する電気製品について

給電を行うときは、必ず本書および接
続する外部給電器や使用する電気製品
に付属の取り扱い説明書に記載されて
いる注意事項をお守りください。

記載されている禁止事項を守らずに給
電すると思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■接続する外部給電器について

必ず電動自動車用充放電システムガイ
ドライン V2L DC 版に準拠した外部給
電器を接続してください。ガイドライ
ンに準拠していない外部給電器を使用
すると火災や感電事故が発生し、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意

■DC 外部給電システムの故障を防ぐ
ために

●急速充電インレットの急速充電イン
レットキャップに強い衝撃を与えな
いでください。

●ケーブルを損傷するおそれがあるの
で、使用中は充電リッドでケーブル
を挟まないでください。

●外部給電コネクターを急速充電イン
レットに抜き挿しするときは、過度
の負荷をかけないでください。

挿し込み不足の原因になります。

●給電中に外部給電コネクター・ケー
ブルに物をのせたり、引っかけたり
しないでください。

●給電中に外部給電コネクター・ケー
ブルを引っ張ったり、過度の負荷を
かけたりしないでください。

●給電中に外部給電コネクター・ケー
ブルに異常な発熱を感じたらすぐに
使用を中止してください。

●給電を停止するときは、使用してい
る電気製品の電源を切ってから停止
してください。

DC外部給電を停止するときは
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4 急速充電インレットキャップをは
め、急速充電リッドを閉める

キャップとインレット上部の水平部位置
を合わせて、まっすぐはめてください。

DC外部給電システムの使用中は、
マルチインフォメーションディスプ
レイまたはセンターディスプレイに
外部給電中画面が表示され、外部給

電可能時間※などの情報を確認する
ことができます。
※表示される時間は 400W( 急速充電イ
ンレットにおける電力）消費時の目安
であり、電気製品の使用状況や、使用
環境などにより実際の外部給電可能時
間が異なる場合があります。

知識

■DC 外部給電後、マルチインフォメー
ションディスプレイに“充電システム 
確認のため 充電口を閉めてください 詳
細は取扱書をお読みください”が表示
されたとき

急速充電後・V2H 充電／ V2H 給電後、
マルチインフォメーションディスプレイ
に“充電システム 確認のため 充電口を
閉めてください 詳細は取扱書をお読みく
ださい” が表示されたときの手順に従
い、処置してください。（P.99）

■外部給電コネクターをアンロックでき
ないとき

“急速充電コネクターをアンロックでき
ないとき”（P.101）を参照してくだ
さい。

DC外部給電に関する情報の表
示

注意

■DC 外部給電システムを使用したあ
とは

急速充電インレットから外部給電コネ
クターを取りはずしたあとは、必ず急
速充電インレットの急速充電インレッ
トキャップをはめてから、充電リッド
を閉めてください。

急速充電インレットを開けたままにす
ると、急速充電インレットに水や異物
が入り、故障につながるおそれがあり
ます。

■車から離れるとき

盗難を防止するため、ドアが確実に施
錠されたことを確認してください。
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次の記載を参照して、それぞれ必要な処置を行ってください。

■ 給電が開始しない

正常にDC外部給電できないときは

正しい手順に従って作業してもDC外部給電が開始されない場合は、それ
ぞれ次の事項をご確認ください。

正常にDC外部給電できないとき

考えられる原因 対処方法

外部給電コネクターがしっかりと接続
されていない

外部給電コネクターが急速充電インレットに
確実に接続されているか確認してください。

ブレーキペダルを踏みながらパワース
イッチを操作している

ブレーキペダルから足を離してパワースイッ
チを操作してください。

パワースイッチが ACC になっている パワースイッチが OFF の状態でパワースイッ
チを 2回押して、メーターに“パワー ON”
と表示されていることを確認してください。

シフトポジションが P以外にある シフトポジション表示灯でシフトポジション
が P になっていることを確認してください。

駆動用電池の残量が不足している 駆動用電池の残量を確認し（P.143）、残
量が少なくなっているときは、駆動用電池を
充電してください。（P.90, 97）

開始操作が適切でない 外部給電器によっては、開始操作が通常の手
順と異なるものがあります。外部給電器の製
造業者または販売業者にご確認ください

外部給電器に異常が発生している 外部給電器の取り扱い説明書に従って、適切
に処置してください外部給電器の電源が OFF になっている

前回使用時に正常終了していない 急速充電後・V2H 充電／ V2H 給電後、マル
チインフォメーションディスプレイに“EV
システム確認のため充電口を閉めてください 
詳細は取扱書をお読みください”が表示され
たときの手順に従い、処置してください。
（P.99）その後、再度開始操作を行ってく
ださい。

普通充電または急速充電・V2H 充電／ 
V2H 給電を使用している

普通充電または急速充電・V2H 充電／ V2H 
給電を終了してから DC 外部給電システムの
開始操作を行ってください。
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■ 給電が途中で停止する

■ 使用後、EVシステムが始動しない

■ 使用終了後、外部給電コネクターがはずれない

給電後にパワースイッチを押していない状態でドアを開けると、マルチイン
フォメーションディスプレイにメッセージが表示されます。

その場合は、メッセージの指示に従って、それぞれ必要な処置を行ってくだ

その他 “DC 外部給電作業前の重要確認事項”
（P.127）の手順により、再度開始操作を
行ってください。

繰り返しDC外部給電を行った
EV システムを始動させた状態でしばらく
待ってから、EVシステムを停止して、再度
給電してください。

考えられる原因 対処方法

外部給電器の電源が何らかの理由で
OFF になっている

外部給電器の取り扱い説明書に従って、適切
に処置してください。

車両の出力を超過する電気製品を使用
している

使用する電気製品を減らして、再度開始操作
を行ってください。

外部給電器に異常が発生している 外部給電器の取り扱い説明書に従って、適切
に処置してください。

考えられる原因 対処方法

車両に外部給電器が接続されている 外部給電器の取り扱い説明書に従って、外部
給電コネクターを取りはずしてください。

前回使用時に正常終了していない 急速充電後・V2H 充電／ V2H 給電後、マル
チインフォメーションディスプレイに“EV
システム確認のため充電口を閉めてください 
詳細は取扱書をお読みください”が表示され
たときの手順に従い、処置してください。
（P.99）その後、再度開始操作を行ってく
ださい。

考えられる原因 対処方法

外部給電コネクターが何らかの理由で
ロックされている

外部給電器の取り扱い説明書に従って、適切
に処置してください。

給電後に関するメッセージが表示されたときは

考えられる原因 対処方法
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さい。

■ “外部給電器の要因により給電停止しました” と表示されたとき

考えられる原因 対処方法

外部給電器に異常が発生している 外部給電器の取り扱い説明書に従って、適切
に処置してください。
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3-1. 計器の見方

警告灯／表示灯.................... 138

計器類 ............................... 143

マルチインフォメーションディスプ
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ディスプレイの表示内容........ 152
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3-1. 計器の見方

メーター表示のタイプを選択することができます。(P.484)

 タイプ1

 タイプ2

警告灯／表示灯

メーター・センターパネル・ドアミラーの警告灯／表示灯でお車の状況を
お知らせします。

メーターの警告灯／表示灯
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 タイプ3

実際の表示内容は、イラストと異なる場合があります。

システム異常などを警告します。

警告灯一覧

（赤色）

ブレーキ警告灯※1

（P.442）

補機バッテリー充電警告灯※2

（P.442）

タイヤ空気圧警告灯※1

（P.442）

（黄色）

ブレーキ警告灯※1

（P.443）

SRSエアバッグ／プリテン

ショナー警告灯※1

（P.443）
ABS ＆ブレーキアシスト警告

灯※1（P.443）

（赤色）

パワーステアリング警告灯※1

（P.443）

（黄色）

パワーステアリング警告灯※1

（P.443）

スリップ表示灯※1

（P.443）

（点滅）

パーキングブレーキ表示灯
（P.226）

（点滅）

ブレーキホールド作動表示灯
※1（P.444）

クリアランスソナー OFF 表示

灯※1（P.444）

駆動用電池充電警告灯
（P.444）

運転席・助手席シートベルト
非着用警告灯（P.444）

リヤ席シートベルト非着用警
告灯（P.445）

ペダル誤操作警告灯※2

（P.445）

PCS 警告灯※1（P.445）

（黄色）

LTA 表示灯（P.446）
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※1作動確認のためにパワースイッチを
ONにすると点灯し、数秒後または
EV システムを始動すると消灯します。
点灯しない場合や点灯したままのとき
はシステム異常のおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてくださ
い。

※2メッセージと一緒にマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。

システムの作動状況を表示します。

（黄色）

LDA 表示灯（P.446）

（黄色）

PDA 表示灯（P.446）

（黄色）

クルーズコントロール表示灯
（P.446）

（黄色）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯（P.446）

（黄色）

運転支援情報表示灯※1

（P.447）

警告

■安全装置の警告灯が点灯しないとき

ABS や SRSエアバッグなど安全装置
の警告灯がパワースイッチをONにし
ても点灯しない場合や点灯したままの
場合は、事故にあったときに正しく作
動せず、重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。ただちにレクサス販売店で点検を
受けてください。

表示灯一覧

方向指示表示灯（P.225）

尾灯表示灯（P.231）

ハイビーム表示灯（P.233）

AHS 表示灯★※1（P.234）

AHB表示灯※1（P.237）

フロントフォグランプ表示灯★

（P.240）

リヤフォグランプ表示灯★

（P.240）

PCS 警告灯※1, 2（P.255）

（白色）

LTA 表示灯（P.267）

（緑色）

LTA 表示灯（P.267）

（黄色点滅）

LTA 表示灯（P.267）

（緑色）

LDA 表示灯（P.271）

（黄色点滅）

LDA 表示灯（P.271）

LDA OFF 表示灯※2

（P.271）

（白色）

PDA 表示灯（P.276）

（緑色）

PDA 表示灯（P.276）

（緑色）

クルーズコントロール表示灯
（P.294）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにパワースイッチを
ONにすると点灯し、数秒後または
EVシステムを始動すると消灯します。
点灯しない場合や点灯したままのとき
はシステム異常のおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてくださ
い。

※2システムが OFF のときに点灯します。
※3ドアミラーに表示されます。
※4センターディスプレイまたはリアカメ
ラ非装着車

※5メッセージと一緒にマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。

※6外気温が約 3°C以下のとき、約 10
秒間点滅後に点灯します。

※7センターパネルに表示されます。

知識

■クリアランスソナー OFF 表示灯につい
て

センターディスプレイまたはリヤカメラ
非装着車は、クリアランスソナー機能の
ON／ OFF の状態に関わらずシフトポジ
ションを Rにすると消灯します。

（白色）

クルーズコントロール表示灯
（P.294）

（緑色）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯（P.290）

（白色）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯（P.290）

運転支援情報表示灯※1, 2

（P.304, 310, 320, 325）

ドアミラーインジケーター※3

（P.304, 310, 320, 325）
クリアランスソナーOFF 表示

灯※1, 2（P.314）
クリアランスソナー検知表示

灯※1, 4（P.314）

（点滅）

スリップ表示灯※1

（P.338）

VSC OFF 表示灯※1, 2

（P.339）
スマートエントリー＆スター

トシステム表示灯※5

（P.216）

READY インジケーター
（P.216）

充電コネクター接続表示灯
（P.90）

パーキングブレーキ表示灯
（P.226）

ブレーキホールドスタンバイ

表示灯※1（P.228）
ブレーキホールド作動表示灯
※1（P.228）

低温表示灯※6（P.145）

セキュリティ表示灯※7

（P.54, 55）

ITS Connect アイコン★

（P.299）

ITS Connect アイコン★

（P.299）

ITS Connect アイコン★

（P.299）

プラスサポート表示灯★ 
（P.331）

制動灯表示灯
（P.142）

エコドライブモード表示灯
（P.336）

スポーツモード表示灯
（P.336）
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■制動灯表示灯について

ブレーキペダルの操作や運転支援システ
ムの作動により、制動灯が点灯したとき
に点灯します。
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■ 計器類の位置

メーター表示のタイプを選択することができます。（P.483）

 タイプ1／タイプ3

マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（P.147）

車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.449）

外気温（P.145）

EV システムインジケーター（タイプ1 のみ）

EV システムの出力や回生レベルを示します。（P.145）

デジタルスピードメーター

車両の走行速度を示します。

シフトポジション・回生ブレーキ力インジケーター（P.220, 224）

時計

GPS の時刻情報（GPS時計）を利用して、時刻を自動で調整します。詳しくは別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

走行可能距離

計器類

走行に関する各種の情報がメーターに表示されます。

メーターの表示について

A

B

C

D

E

F

G
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駆動用電池残量による走行可能な距離を示します。

エアコンの作動中は、 アイコンとエアコンを使用した場合の走行可能距離が表示

されます。

駆動用電池残量計

駆動用電池の残量を示します。

オドメーター／トリップメーターディスプレイ（P.146）

 タイプ2

EV システムインジケーター

EV システムの出力や回生レベルを示します。（P.145）

マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（P.147）

車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.449）

外気温（P.145）

デジタルスピードメーター

車両の走行速度を示します。

シフトポジション・回生ブレーキ力インジケーター（P.220, 224）

時計

GPS の時刻情報（GPS 時計）を利用して、時刻を自動で調整します。詳しくは別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

アナログスピードメーター

車両の走行速度を示します。

H

I

A

B

C

D

E

F

G
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走行可能距離

駆動用電池残量による走行可能な距離を示します。

エアコンの作動中は、 アイコンとエアコンを使用した場合の走行可能距離が表示

されます。

駆動用電池残量計

駆動用電池の残量を示します。

オドメーター／トリップメーターディスプレイ（P.146）

知識

■メーター・ディスプレイの作動条件

パワースイッチが ON のとき

■EV システムインジケーター

チャージエリア

回生※ブレーキ機能により、エネルギー
を回収している状態を示します。

回生した電力は、駆動用電池を充電しま
す。

エコエリア

エコ運転（環境に配慮した走行）をして
いる状態を示します。

インジケーターのバー表示をエコエリア
に保つことで、エコ運転が可能です。

パワーエリア

全開走行時など、エコ運転の範囲を超え
ている状態を示します。
※ここでの回生の意味は、運動エネル
ギーを電気エネルギーに変換すること

です。

■外気温表示について

●外気温度を－ 40 ℃～ 60 ℃のあいだ
で表示します。

●外気温度が約 3 ℃以下のときは、外気

温表示の横に が点滅し、そのあと点

灯します。

●次の場合は、正しい外気温が表示され
なかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約
20km/h 以下）のとき

･ 外気温が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

●“--” または“E”が表示されたとき
は、システム故障のおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてくださ
い。

■液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用して
も問題ありません。

■フリー／オープンソースソフトウェア
情報について

本製品はフリー／オープンソースソフト
ウェアを含んでいます。

このようなフリー／オープンソースソフ

H

I

J

A

B

C
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トウェアのライセンス情報やソースコー
ドの両方またはどちらか片方は以下の
URL で入手することができます。

https://www.yazaki-group.com/
rd-tech/oss/880

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.483）

■ 表示項目

● オドメーター

走行した総距離を表示します。

● トリップメーター A／トリップ
メーター B

リセットしてからの走行距離を表示しま
す。トリップ A・トリップ Bの 2種類で
使い分けることができます。

■ 表示の切りかえ

スイッチを押すごとに表示が切りか
わります。また、トリップメーター

表示中にスイッチを押し続けると、
走行距離を0にすることができま
す。

知識

■音声対話サービスでのオドメーター／
トリップメーター操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、オドメー
ター・トリップメーターの表示を切りか
えることができます。音声対話サービス
については、別冊「マルチメディア取扱
説明書」を参照してください。

インストルメントパネル照明の明る
さを調整できます。

1 暗くする

2 明るくする

警告

■低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面
表示の切りかえが遅れる場合がありま
すので、車室内を暖めてからご使用く
ださい。

例えば回生ブレーキ力インジケーター
を使用した場合、シフト操作をしても
すぐに回生ブレーキ力インジケーター
が切りかわらないことで運転者がダウ
ンシフトしなかったと誤解し、再度ダ
ウンシフトすることによって急激に過
度の回生ブレーキがかかり、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

オドメーター／トリップメー
ターディスプレイ

インストルメントパネル照明の
明るさを調整するには
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知識

■インストルメントパネル照明の照度に
ついて（昼照度と夜照度）

インストルメントパネル照明の照度には
昼照度と夜照度があり、それぞれの明る
さのレベルを調整することができます。

昼照度と夜照度は、次のときに切りかわ
ります。

●昼照度：周囲が明るいときに車幅灯が
点灯しているとき、または車幅灯が消
灯しているとき

●夜照度：周囲が暗いときに車幅灯が点
灯しているとき マルチインフォメーションディスプ

レイの各エリアには、次の情報が表
示されます。

コンテンツ表示エリア（左）

コンテンツ表示エリア（右）

コンテンツ表示エリア（中央）

運転支援システム情報表示エリア

コンテンツ表示エリアで運転支援システ
ム情報を選択している場合は、表示され
ません。

RSA（ロードサインアシスト）表

マルチインフォメーション
ディスプレイ

マルチインフォメーションディス
プレイは、電費に関する情報や、
走行に関する各種の情報などを表
示します。また、メーター操作ス
イッチの操作で、ディスプレイの
設定などを変更することもできま
す。

ディスプレイの表示

A

B

C

D

E
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示エリア（P.280）

■ コンテンツ表示エリア（中央）

● 運転支援システム情報
（P.154）

● 地図表示（P.154）

● ブランク（P.154）

■ コンテンツ表示エリア（左／右）

● 電費グラフ（P.153）

● 運転支援システム情報
（P.154）

● ナビゲーションシステム連携表示
（P.154）

● オーディオシステム連携表示
（P.154）

● ドライブインフォメーション
（P.154）

● ブランク（P.154）

知識

■マルチインフォメーションディスプレ
イの作動条件

パワースイッチが ONのとき

■液晶ディスプレイについて

P.145

■走行モードを切りかえたとき

選択したモードに従って、マルチイン
フォメーションディスプレイの背景色が
変化します。（P.336）

警告

■運転中の使用について

●マルチインフォメーションディスプ
レイを操作する時は、周囲の安全に
十分注意してください。

●マルチインフォメーションディスプ
レイを見続けないでください。前方
の歩行者、障害物などを見落とすお
それがあり危険です。

■低温時の画面表示について

P.146
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ヘッドアップディスプレイ表示のタ
イプを変更することができます。
（P.151）

表示内容は、走行状況・走行モード
やヘッドアップディスプレイの表示
モードによって異なります。また、
状況に応じて割り込み表示されます。

■ フル

イラストは説明のための例であり、実際

の表示状況とは異なります。

運転支援システム表示エリア
（P.154）／ナビゲーションシ
ステム連携表示エリア／ EV シス
テムインジケーター表示エリア
（P.152）

運転支援システム表示エリア
（P.154）

スピードメーター

シフトポジション・回生ブレーキ
力インジケーター（P.220, 
224）

RSA（ロードサインアシスト）表
示エリア（P.280）

■ スタンダード

イラストは説明のための例であり、実際
の表示状況とは異なります。

運転支援システム表示エリア

（P.154）

スピードメーター

シフトポジション・回生ブレーキ
力インジケーター（P.220, 
224）

RSA（ロードサインアシスト）表

示エリア（P.280）

ヘッドアップディスプレイ
★

ヘッドアップディスプレイは、フ
ロントウインドウガラスに運転支
援システムの作動状況や走行に関
するさまざまな情報を表示するこ
とができます。

ディスプレイの表示

A

B

C

D

E

A

B

C

D
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■ ミニマム

スピードメーター

知識

■ヘッドアップディスプレイの作動条件

パワースイッチが ONのとき

■ヘッドアップディスプレイを使用する
ときは

サングラス（特に偏光サングラス）を着
用していると、ヘッドアップディスプレ
イの表示が見づらくなる場合があります。
表示が見づらい場合は、輝度を調整する
か、サングラスをはずしてください。

■交差点名表示について

地図データに情報がない場合など、状況
によっては交差点名称が表示されない場
合があります。

■レーン（車線）表示について

地図データに情報のない交差点では、
レーン表示は行われません。また、交差
点によっては、レーン表示と実際の交差
点形状が異なる場合があります。現場の
標識、道路形状に従ってください。（レー
ン情報のある交差点の手前 300m 以内に
レーン情報のない交差点がある場合、道
路形状が工事等で変更になった場合など）

A

警告

■ヘッドアップディスプレイを使用す
るときは

●映像の明るさ、および表示位置は、
安全運転に支障がないよう適切な状
態に調整してください。
調整が不適切だと運転者の視界のさ
またげとなり、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●ヘッドアップディスプレイを見続け
ないでください。前方の歩行者、障
害物などを見落とすおそれがあり危
険です。

注意

■ヘッドアップディスプレイ映写部に
ついて

●映写部の付近に飲み物を置かないで
ください。水やその他の液体が映写
部にかかると、装置が故障する原因
になります。

●映写部の上にものを置いたり、シー
ルなどを貼り付けたりしないでくだ
さい。
ヘッドアップディスプレイの表示の
さまたげとなります。

●映写部の内部にふれたり、とがった
ものを押し付けたりしないでくださ
い。
装置が故障する原因となります。
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■ ヘッドアップディスプレイの設定

1 センターディスプレイの を選
択する

2 “カスタマイズ”を選択する

3 “ヘッドアップディスプレイ”
を選択する

次の設定を変更することができます。
（P.483）

● ヘッドアップディスプレイの表示
／非表示

ヘッドアップディスプレイの表示／非表
示を切りかえることができます。

● 表示タイプ

ヘッドアップディスプレイ表示のタイプ
（P.149）を変更することができます。

● 表示の明るさ／上下位置

表示の明るさや、上下の位置を調整する
ことができます。

● 表示の傾き

表示の傾きを調整することができます。

知識

■ヘッドアップディスプレイの表示／非
表示について

ヘッドアップディスプレイを非表示にし
たときは、パワースイッチを OFF にした
あとで再度 ONにしても、非表示のまま
です。

■表示の明るさについて

●明るさの設定に加えて、周囲の明るさ
に応じて表示の明るさが自動で調整さ
れます。

●ヘッドアップディスプレイ周辺の温度
が高温になると、ヘッドアップディス

プレイの保護のため、表示の明るさが
徐々に暗くなります。周辺の温度が下
がると徐々に元に戻ります。

■ヘッドアップディスプレイ表示の自動
調整

お好みのヘッドアップディスプレイ表示
をポジションメモリーに登録すると、自
動で調整されます。（P.205）

■補機バッテリー端子の脱着をしたとき
は

ヘッドアップディスプレイの設定がリ
セットされます。

■音声対話サービスでのヘッドアップ
ディスプレイ操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、ヘッド
アップディスプレイの表示／非表示を切
りかえることができます。音声対話サー
ビスについては、別冊「マルチメディア
取扱説明書」を参照してください。

ヘッドアップディスプレイの使
い方

注意

■ヘッドアップディスプレイの設定を
変更するときは

補機バッテリーあがりを起こす可能性
がありますので、確実に EVシステム
が始動している状態で実施してくださ
い。
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■ EV システムインジケーター

チャージエリア

エコエリア

パワーエリア

表示される内容はメーターの EV システ
ムインジケーターと同様です。詳しくは、
P.145 を参照してください。

知識

■EV システムインジケーターの表示条件

次の条件をすべて満たしているとき EV 
システムインジケーターが表示されます。

●LTA（レーントレーシングアシスト）、
LDA（レーンディパーチャーアラー
ト）、レーダークルーズコントロールを
OFF にしているとき

●ヘッドアップディスプレイをフル表示
（P.149）しているとき

／ ：ページの切りかえ・
カーソル移動

／ ：表示項目の切りかえ・

ページ送り

短押し：決定

長押し：リセット・詳細項目表
示・カーソル表示

ひとつ前の画面にもどる

電話の発着信・履歴表示

ハンズフリーシステムと連携して、発着
信の表示や操作を行うことができます。
ハンズフリーシステムについて詳しくは、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を参
照してください。

走行に関する情報は次のディスプレ
イに表示されます。

● マルチインフォメーションディス
プレイ

● ヘッドアップディスプレイ★

● センターディスプレイ

表示される項目は、ディスプレイに

EV システムインジケーター表
示エリア

A

B

C

ディスプレイの表示内容

構成部品／操作について

走行に関する情報について

A

B

C

D
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よって異なります。
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

■ メーター表示タイプの切りかえ

センターディスプレイの から、

メーター表示タイプを切りかえるこ
とができます。（P.483）

■ ページの切りかえ

3 エリアのコンテンツ表示を、3
ページ分の組み合わせから選択する
ことができます。

メーター操作スイッチの または

を押してページを切りかえます。

警告メッセージ

非表示にした警告メッセージを確認する
ことができます。

警告メッセージがない場合は表示されま
せん。（P.155）

■ コンテンツ表示項目の切りかえ

コンテンツ表示エリア（左／中央／
右）の項目を切りかえることができ
ます。

1 メーター操作スイッチの また

は を押してページを選択する

2 メーター操作スイッチの を長

押しして、コンテンツ表示エリア
（中央）にカーソルを表示させる

3 または を押してカーソルを
移動し、コンテンツ表示エリアを
選択する

4 または を押して表示項目を

選択する

瞬間電費

現在の瞬間電費を表示します。

通算平均電費※

センターディスプレイの電費履歴画面で
“履歴削除”を選択すると、電費デー
タがリセットされます。
※表示される電費は参考として利用して
ください。

マルチインフォメーションディ
スプレイの表示を切りかえるに
は

A

電費グラフ

A

B
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次のシステムの作動状況を表示しま
す。

● LTA（レーントレーシングアシス
ト）（P.264）

● LDA（レーンディパーチャーア
ラート）（P.268）

● PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）（P.273）

● レーダークルーズコントロール
（P.283）

● クルーズコントロール
（P.292）

ナビゲーションシステムと連携して、
マルチインフォメーションディスプ
レイに地図情報などを表示します。

ナビゲーションシステムと連携して、
マルチインフォメーションディスプ
レイに次の情報を表示します。

● 目的地案内

● レーン（車線）案内

交差点にさしかかったとき、車線・進行
方向などのレーン情報が表示されます。

● コンパス

知識

■レーン表示について

地図データに情報のない交差点では、
レーン表示は行われません。また交差点
によっては、レーン表示と実際の交差点

形状が異なる場合があります。現場の道
路標識・表示や道路状況に従って走行し
てください。

オーディオシステムの作動状況をマ
ルチインフォメーションディスプレ
イに表示できます。

マルチインフォメーションディスプ
レイに次の項目を表示できます。

表示される情報は、参考としてご利用く
ださい。
･ 平均車速：リセット後の平均車速
を表示

･ 走行時間：リセット後の経過時間
を表示

タイヤ空気圧警報システムが検知し
た空気圧をセンターディスプレイに
表示できます。

■ センターディスプレイにタイヤ空
気圧を表示させるには

1 メインメニューの を選択する

2 “タイヤ空気圧”を選択する

知識

■タイヤ空気圧表示について

P.409

マルチインフォメーションディスプ
レイにブランク画面を表示します。

運転支援システム情報

地図表示

ナビゲーションシステム表示に
ついて

オーディオシステム連携表示に
ついて

ドライブインフォメーション

タイヤ空気圧

ブランク（非表示）
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状況に応じて、マルチインフォメー
ションディスプレイやヘッドアップ
ディスプレイ★に割り込み表示され
ます。

割り込み表示される項目によっては、一
部の表示エリアが非表示になります。割
り込み表示終了後、もとの表示にもどり
ます。
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

■ 運転支援システム

状況に応じて、次のシステムの警
告・注意喚起・通知・作動状況を割
り込み表示します。

● レーダークルーズコントロール

● クルーズコントロール

● LTA（レーントレーシングアシス
ト）

● LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

● PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

● RSA（ロードサインアシスト）

● PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

● 安心降車アシスト

● 発進遅れ告知機能

● 後方車両への接近警報

● ITS Connect ★

● ドライバー異常時対応システム
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

■ 警告メッセージ

状況に応じて、警告メッセージが割
り込み表示されます。

警告メッセージは機能切りかえス
イッチを長押しすることで非表示に
することができます。（P.152）

■ ハンズフリー作動表示

ハンズフリーの作動中に表示されま
す。

■ 提案サービス機能

状況に応じて運転者に提案メッセー
ジを表示する機能です。提案メッ
セージが表示されたときにハンドル
上のスイッチを操作することで、提
案された内容を直接操作することが
できます。

● ヘッドランプ消灯提案

パワースイッチをOFF にしたあとに
ヘッドランプを点灯したまましばらく車
内にいると、ヘッドランプの消灯を提案
するメッセージを表示します。

● 窓閉め提案（ワイパー連動）

雨が車内に入ることを防ぐために、ドア
ガラスが開いている状態でワイパーが動
き始めるとドアガラスを閉める提案メッ
セージを表示します。

このとき“YES”を選択すると、開いて
いるすべてのドアガラスが閉まります。

● 窓閉め提案（高速走行時）

ドアガラスが開いている状態で一定以上
の車速になると、ドアガラスを閉める提
案メッセージを表示します。

このとき“YES”を選択すると、開いて
いるすべてのドアガラスが閉まります。

■ ステアリングスイッチ操作表示

ハンドル上のオーディオ操作スイッ
チを使用したときに、オーディオ操

優先的に表示される情報
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作の表示がされます。

■ ナビゲーションシステム連携情報

状況に応じて、ナビゲーションシス
テムと連携した次の項目を表示しま
す。

● 目的地案内

● レーン（車線）案内

交差点にさしかかったとき、車線・進行
方向などのレーン情報が表示されます。

パワースイッチをOFFにしたとき
に、マルチインフォメーションディ
スプレイに次の項目を表示します。

● 始動後走行距離※

● 始動後走行時間※

● 始動後平均電費※

● タイマー充電
※EV システムを始動するたびに、表示が
リセットされます。

パワースイッチをOFF にした
ときに表示される項目
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4-1. キー

お客様へ次のキーをお渡しします。

電子キー
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムの作動（P.185）

･ ワイヤレス機能の作動

メカニカルキー

キーナンバープレート

カードキー

スマートエントリー＆スタートシステム
の作動（P.185）

知識

■カードキーについて

●カードキーは非防水です。

●カードキーに内蔵されているメカニカ
ルキーは、カードキーが正常に作動し
ないなどの緊急時にのみ使用してくだ

さい。

●メカニカルキーが取り出しにくいとき
は、ボールペンの先などでロック解除
ボタンを押してください。引き出しに
くいときは、コインなどで引っかけて
ください。

●メカニカルキーをカードキーへ入れる
ときは、ロック解除ボタンを押しなが
ら奥まで入れてください。

●電池カバーがはずれたときやぬれたと
きに電池をはずした場合は、電池の＋
極をレクサスエンブレム面側にして取
り付けてください。

■航空機に乗るとき

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航
空機内で電子キーのスイッチを押さない
でください。また、かばんなどに保管す
る場合でも、簡単にスイッチが押されな
いように保管してください。スイッチが
押されると電波が発信され、航空機の運
行に支障をおよぼすおそれがあります。

■電池の消耗について

●電池の標準的な寿命は 1～ 2年です。
（カードキーは 1 ～ 1 年半で消耗しま
す）

●電池残量が少なくなると、EV システム

キー

キーの種類

A

B

C

D
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を停止した際に車内から警告音が鳴り、
マルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示されます。

●電子キーを長時間使用しないときは、
節電モードにすることで電池の消耗を
抑えることができます。（P.186）

●電子キーは常に電波を受信しているた
め、使用していないあいだでも電池が
消耗します。次のような状態になった
ときは、電池が消耗している可能性が
あります。新しい電池に交換してくだ
さい。（P.424）

･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが作動しない

･ 作動範囲が狭くなった
･ 電子キーの LEDが点灯しない

●電池はお客様自身で交換することがで
きます（P.424）が、交換の際に
キーが破損するおそれがあるため、
レクサス販売店での交換をおすすめし
ます。

●電池の著しい消耗を防ぐため、次のよ
うな磁気を発生する電化製品の 1m以
内に電子キーを保管しないでください。

･ TV
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、および
充電器

･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムによる操作をしなくても、車両周辺
に長時間いると、電池の消耗は早くな
ります。操作をしない場合は、車両周
辺に長時間いないことをおすすめしま
す。

■電子キーの状態や、パワースイッチの
モードに関するメッセージが表示され
たとき

車内への電子キーの閉じ込みや、同乗者
による電子キーの持ち出し、電源の切り
忘れなどを防止するため、電子キーやパ

ワースイッチなどの状態の確認をうなが
すメッセージがマルチインフォメーショ
ンディスプレイに表示されることがあり
ます。その場合は、表示内容に従ってす
みやかに対処してください。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“キーの電池残量が少なくなって
います 電池を交換してください” が
表示されたとき

電子キーの電池残量が少なくなっていま
す。新しい電池と交換してください。
（P.424）

■電池の交換方法

P.424

■キー登録本数の確認について

車両に登録されたキーの本数を確認する
ことができます。詳しくはレクサス販売
店へご相談ください。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“新しいキーが登録されました　
詳しくは販売店に問い合わせください
”と表示されたときは

追加で新しく電子キーが登録された場合、
車外から解錠して運転席ドアを開けたと
きにメッセージが表示されることが 10
日ほど続きます。電子キーの登録をした
覚えがないにも関わらずメッセージが表
示されたときは、お持ちの電子キー以外
に登録されている電子キーがないかを
レクサス販売店で確認してください。
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■電子キーの取り扱いについて

注意

■キーの故障を防ぐために

●落としたり、強い衝撃を与えたり、
曲げたりしない

●温度の高いところに長時間放置しな
い

●ぬらしたり超音波洗浄器などで洗っ
たりしない

●キーに金属製または磁気を帯びた製
品を取り付けたり、近付けたりしな
い

●分解しない

●電子キー表面にシールなどを貼らな
い

●テレビやオーディオ・電磁調理器な
どの磁気を帯びた製品の近くに置か
ない

●電気医療機器（マイクロ波治療器や
低周波治療器など）の近くに置いた
り、身につけたまま治療を受けない

■キーを携帯するとき

電源を入れた状態の電化製品とは
10cm 以上離して携帯してください。
10cm 以内にあると電化製品の電波と
干渉し正常に機能しない場合がありま
す。

■スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

P.469

■電子キーを紛失したとき

P.468

■カードキーの取り扱いについて

●メカニカルキーをカードキーに挿し
込むときは、無理な力を与えないで
ください。カードキーが破損するお
それがあります。

●電池やカードキーの電極がぬれた場
合は、電池が腐食するおそれがあり
ます。
水の中に落としたときや飲料水など
をこぼしたときは、ただちに電池カ
バーをはずして電池および電極部分
をふき取ってください（電池カバー
をはずすには、軽く持って引き抜い
てください）。電池が腐食した場合
は、レクサス販売店で電池を交換し
てください。

●電池カバーを取りはずす場合は、押
しつぶしたりドライバーなどを使用
したりしないでください。
無理にこじ開けようとすると、曲
がったり傷を付けたりするおそれが
あります。

●電池カバーをひんぱんに取りはずす
と、電池カバーが抜けやすくなるこ
とがあります。
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キーには次のワイヤレス機能が搭載
されています。

全ドアを施錠する（P.165）

ドアガラスとムーンルーフ★を閉

める※（P.165）

全ドアを解錠する（P.165）

ドアガラスとムーンルーフ★を開

く※（P.165）

パワーバックドア★を開閉する

（P.173）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

メカニカルキーを取り出すには、解
除ボタンを押してキーを取り出して
ください。

メカニカルキーは挿し込み方向に指定の
ある片溝キーです。キーシリンダーに挿
し込めないときは、キー溝面の向きをか
えて挿し込んでください。

使用後はもとにもどし、電子キーと一緒
に携帯してください。電子キーの電池が
切れたときやスマートエントリー＆ス
タートシステムが正常に作動しないとき、
メカニカルキーが必要になります。
（P.469）

注意

●電池を取り付けるときは、必ず電池
の向きを確認してください。電池の
向きを間違えると、電池が急激に消
耗する原因になります。

●次のような使い方をした場合は、
カードキーの表面に傷を付けたり塗
装がはがれたりするおそれがありま
す。

･ 小銭や鍵などの硬いものと同時に携
帯したとき

･ シャープペンシルの先端などの鋭利
なものでこすったとき

･ シンナーやベンジンでカードキーの
表面をふいたとき

ワイヤレス機能について

A

B

C

D

E

メカニカルキーを使うには
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知識

■駐車場などでキーを預けるとき

必要に応じてグローブボックスを施錠
（P.364）します。
メカニカルキーを取り出し、電子キーの
みを渡してください。

■メカニカルキーを紛失したとき

P.468

■不正キーの使用について

指定のメカニカルキー以外のキーを使用
すると、キーシリンダーが空まわりして
解錠できません。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

■QR コード

QR コードは（株）デンソーウェーブの登
録商標です。

デジタルキー★

スマートフォンに専用のデジタル
キーアプリをインストールするこ
とで、スマートフォンを車両の電
子キーの代わりとして利用できま
す。
また、デジタルキーアプリを使っ
て、家族や友人などとのあいだで、
デジタルキーを共有することもで
きます。

本書では、デジタルキーについて
の基本的な情報のみを記載してい
ます。システム全体の説明や、デ
ジタルキーをお使いいただく上で
の注意事項やアプリのインストー
ル方法などについては、デジタル
キーのWeb サイトの説明を必ず
ご覧の上、正しくご使用ください。

URL：https://toyota.jp/
digital_key/

QR コード：
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■フリー／オープンソースソフトウェア
情報について

本製品はフリー／オープンソースソフト
ウェアを含んでいます。このようなフ
リー／オープンソースソフトウェアのラ

イセンス情報やソースコードの両方また
はどちらか片方は以下の URL で入手する
ことができます。

https://www.denso.com/global/en/
opensource/dkey/toyota/

■デジタルキーの取り扱い

デジタルキーを使用するためには、
G-Link に契約したうえで、デジタル
キー契約が必要となります。デジタ
ルキー契約はレクサス販売店でのみ
行うことができます。

契約は有償（無料期間有）です。詳細は
販売店にお問い合わせください。

ダウンロードやご利用時にかかるパケッ
ト通信料はお客さまのご負担となります。

すべてのスマートフォンでの動作を保証
している訳ではありません。対応機種・
OSバージョンについては、デジタル
キーのWeb サイトをご覧ください。

● デジタルキーは本書に記載された
使用方法および注意事項を守って
ご利用ください。

デジタルキーは以下の場合などでは使用
できなくなることがあります（詳細は、
https://toyota.jp/digital_key/ をご確認
ください）。そのため、電子キーを常に携
行することを推奨いたします。

• スマートフォンが故障した場合

• スマートフォンとサーバーが通信でき
ない場合

• スマートフォンのバッテリー残量が無
くなった場合

• システムメンテナンス等により一時的
にサービスが停止している場合

● スマートフォンのバッテリー残量
がなくなると、デジタルキーとし
ての使用もできなくなります。ス
マートフォンのバッテリー残量が
少ない場合はお出かけ前に必ず充
電してください。

● デジタルキーは、スマートエント
リー＆スタートシステムに関連す
るシステムです。そのため、車両
のカスタマイズ機能でスマートエ
ントリー＆スタートシステムを無
効にしているときは、デジタル
キーも使用できなくなります。

● 電波環境によりデジタルキーが不
作動になる場合があります。（デ
ジタルキーのWebサイト参照）

● お客様が車両を売却するときはデ
ジタルキーを必ず削除してくださ

デジタルキーの使用条件

デジタルキーの注意事項
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い。
削除方法はデジタルキーのWeb
サイトを参照ください。

● 14 日間以上、車両の操作が無い
場合はデジタルキーが自動では接
続されません。その際は一度、運
転席のドアハンドルに触れて下さ
い。

● サーバーメンテナンス期間はサー
ビスを一部停止させて頂く場合が
あります。ただし、登録済みのデ
ジタルキーは一定期間ご利用いた
だけます。

● デジタルキーアプリで車両に登録
したスマートフォンは、車両の電
子キーと同様にドアの施錠／解錠
や EV システムの始動などが可能
になるため、スマートフォンの車
内への置き忘れや盗難などには特
にご注意ください。
万一、スマートフォンを紛失し
た、または盗難にあった場合は、
クルマのディスプレイでデジタル
キーを削除またはデジタルキーの
設定を無効にしてください。また
は、ただちにレクサスオーナーズ
デスク、レクサス販売店にご相談
ください。

● 点検や修理などでレクサス販売店
にお越しの際は、電子キーを必ず
ご持参ください。

● デジタルキーのみでは車両への接
近時の照明の点灯、パワーバック
ドアのクローズ＆ロック（ウォー
クアウェイ）機能、スマートエン
トリー＆スタートシステムの降車
オートロック機能・接近時オート
アンロック機能など一部の機能を
使用できません。
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4-2. ドアの開閉、ロックのしかた

■ スマートエントリー＆スタートシ
ステムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 フロント席のハンドルを握って解
錠する

ハンドル裏面のセンサー部に確実にふれ
てください。

施錠操作後 3 秒間は解錠できません。

2 フロント席のドアハンドル上側の
ロックセンサー部（ハンドルのく
ぼみ部）にふれ施錠する

必ず施錠されたことを確認してください。

■ ワイヤレス機能を使用する

1 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

押し続けるとドアガラスとムーンルーフ
★が閉まります。※

2 全ドアを解錠する
押し続けるとドアガラスとムーンルーフ
★が開きます。※

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※レクサス販売店での設定が必要です。

知識

■降車オートロック機能※1, 2

※1レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

※2デジタルキー★のみでは降車オート
ロック機能は使用できません。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

次の手順で車から離れることで、自動で
施錠することができます。

1 電子キーを携帯して降車し、すべての
ドアを閉める

車内に電子キーがあると施錠できません。
車内にあるすべての電子キーを携帯して
ください。

2 電子キーの作動範囲内（P.185）で
ブザーが“ピピッ”と鳴るまで待機
する

降車オートロック待機状態になります。

3 降車オートロック待機状態になった
ら、電子キーの作動範囲から離れる

すべてのドアが施錠され、作動の合図で
お知らせします。（P.167）

約 1分間電子キーの作動範囲から離れな
かったときは、警告ブザーが鳴り、降車
オートロック待機状態が解除されます。
この場合は、ドアを開閉することで降車
オートロック待機状態にもどります。

■パワーバックドア閉作動中降車オート
ロック機能

パワーバックドアの閉作動中※1 にも、

ドア

車外から解錠／施錠するには
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降車オートロック機能の手順ですべての

ドアを施錠することができます。※2

※1バックドアハンドルを使用したときは
作動しません。

※2レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

■接近時オートアンロック機能※

次の条件を満たしているときに、電子
キーの作動範囲内に電子キーがあるとド
アを解錠することができます。

●すべてのドアが閉まっている

●すべてのドアが施錠されている
※レクサス販売店での設定変更が必要で
す

■解錠するドアを切りかえるには

ワイヤレスリモコンを使用して、スマー
トエントリー＆スタートシステムで解錠
できるドアの設定を切りかえることがで
きます。

1 パワースイッチを OFF にする

2 オートアラームの侵入センサーを停止
する

（操作中のオートアラーム誤作動防
止：P.57）

3 キー表面のインジケーターが消灯して

いるときに ボタンと同時に、

または のいずれかを約

5 秒間押し続ける

操作を行うごとに次のように設定が切り
かわります。（続けて切りかえ操作を行う
場合は、ボタンから手を離したあと5 秒
以上間隔をあけてから手順 3を行ってく
ださい）

オートアラームの誤作動防止のため、登
録後はいったんワイヤレスリモコンで解
錠し、ドアを開閉してください。

（ ボタンを押して 30 秒以内にドア

を開けなかった場合は、ドアが再び施錠
されオートアラームが設定されます）
オートアラームが作動し警報が鳴ってし
まったときは、作動を停止する操作を
行ってください。（P.55）

■キーを使わずに車外からフロント席を
施錠をするときは

1 ドアロックボタンを押し下げる
（P.168）

2 ドアハンドルを引いたままドアを閉め
る

パワースイッチが ACC またはONのとき
や車内に電子キーが放置されているとき
は施錠されません。ただし、キーが正し
く検知されずに施錠される場合がありま
す。

■衝撃感知ドアロック解除システム

車両が前後左右から強い衝撃を受けると、
すべてのドアが解錠されます。衝撃の度
合いや事故の状況によっては作動しない
ことがあります。

マルチインフォ
メーションディス
プレイ表示 / ブ

ザー音

解錠できるドア

車外：“ピピッ”
（3 回）

運転席のドアハンド
ルを握ると運転席の
み解錠

助手席のドアハンド
ルを握ると全席解錠

車外：“ピピッ”
（2 回）

運転席または助手席
のドアハンドルを握
ると全席解錠
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■作動の合図

ドアの施錠・解錠を、ブザーと非常点滅
灯の点滅で知らせます。（施錠は 1 回、解
錠は 2 回）

ドアガラスの開閉をブザーで知らせます。

■解錠操作のセキュリティ機能

解錠操作後、約 30秒以内にドアを開け
なかったときは、盗難防止のため自動的
に施錠されます。

■半ドア警告ブザー

ドアが完全に閉まっていない状態でドア
を施錠しようとすると、ブザーが鳴りま
す。ドアを完全に閉めてから、もう一度
施錠してください。

■ドアハンドル上部のロックセンサーで
施錠できないとき

ドアハンドル上部のロックセンサーに指
でふれても施錠できないときは、手のひ
らでロックセンサーにふれてください。

手袋を着用しているときは、手袋をはず
してください。

■オートアラームの設定制御

施錠するとオートアラームが設定されま
す。（P.55）

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に働か
ないおそれのあるとき

P.186

■スマートエントリー & スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に作動
しないとき

●メカニカルキーを使ってドアの施錠・
解錠ができます。（P.469）

●電子キーの電池が消耗しているときは、
電池を交換してください。（P.424）

■補機バッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステム
やワイヤレスリモコンでドアを施錠・解
錠することはできません。

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解
錠をしてください。（P.469）

■リヤシートリマインダー機能

●リヤシートへの荷物などの置き忘れを
防ぐために、次のいずれかの操作を
行ったあとにパワースイッチをOFF に
すると、ブザーが鳴り、約 6 秒間マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

･ リヤドアを開閉したあと約 10 分以内
に EVシステムを始動した

･ EV システムが始動している状態でリヤ
ドアを開閉した

ただし、リヤドアを開けてから約 2 秒以
内にリヤドアを閉めたときは、リヤシー
トリマインダー機能は作動しない可能性
があります。

●リヤシートリマインダーは、リヤドア
の開閉によりリヤシートに荷物などを
載せたと判断する機能です。そのため、
状況によっては、リヤシートリマイン
ダー機能が作動せず、リヤシートに荷
物などを置き忘れたり、正しく作動し
なくなったりする可能性があります。

●リヤシートリマインダーの作動・非作
動を切りかえることができます。
（P.492）

■カスタマイズ機能

キー操作によって解錠されるドアの設定
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などを変更できます。
（カスタマイズ一覧：P.485）

■ ドアロックスイッチを使用する

1 全ドアを施錠する

2 全ドアを解錠する

■ ドアロックボタンを使って施錠す
る

ドアロックボタンを押し下げて、ド
アを施錠する

■ ドアハンドルを使って解錠する

 運転席ドア

ドアハンドルを引くとドアが解錠さ
れ、ドアが開きます。

ドアが解錠されると、ドアロックボタン
が上がります。

 運転席以外のドア

ドアハンドルを引くとドアが解錠さ
れ、再度ドアハンドルを引くとドア
が開きます。

ドアが解錠されると、ドアロックボタン

警告

■事故を防ぐために

運転中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、不意にドアが
開き車外に放り出されるなど、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

●すべてのドアを確実に閉め、施錠す
る

●走行中はドア内側のドアハンドルを
引かない
特に、運転席はドアロックボタンが
施錠側になっていてもドアが開くた
め、注意してください。

●お子さまをリヤ席に乗せるときは、
チャイルドプロテクターを使用して
車内からドアが開かないようにする

■ドアを開閉するときは

傾斜した場所・ドアと壁などのあいだ
が狭い場所・強風など、周囲の状況を
確認し、予期せぬ動きにも対処できる
よう、ドアハンドルを確実に保持して
ドアを開閉してください。

■ワイヤレスリモコンを使ってドアガ
ラスやムーンルーフ★を操作すると
き

ドアガラスやムーンルーフに人が挟ま
れるおそれがないことを確認してから
操作してください。またお子さまには、
ワイヤレスリモコンによる操作をさせ
ないでください。お子さまや他の人が
ドアガラスやムーンルーフに挟まれた
り巻き込まれたりするおそれがありま
す。
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

車内から施錠／解錠するには
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が上がります。

知識

■半ドア走行時警告ブザー

全ドアまたはボンネットが確実に閉まっ
ていない状態のまま、車速が約 5km/h を
こえると警告ブザーが鳴り、開いている
ドアまたはボンネットがマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されます。

施錠側にすると、リヤ席ドアが車内
から開かなくなります。

1 解錠

2 施錠

お子さまが車内からリヤ席ドアを開けら
れないようにできます。両側のリヤ席ド
アを施錠側にしてください。

知識

■チャイルドプロテクター使用時のドア
の開け方

ドアを解錠して車外のドアハンドルを引
くと開きます。万一、車内から開ける場
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車
外のドアハンドルを引いてください。

次の機能を設定・解除することがで
きます。

設定変更のしかたについては、P.483 を
参照してください。

チャイルドプロテクター

オートドアロック・アンロック
機能

機能 作動内容

車速感応オートド
アロック

速度が約 20km/h 
以上になると全ド
アが施錠されます。

シフト操作連動ド
アロック

EV システムが作動
中にシフトポジ
ションを P以外に
したとき全ドアが
施錠されます。

シフト操作連動ア
ンロック

シフトポジション
を Pにしたとき全
ドアが解錠されま
す。

運転席ドア開連動
アンロック

パワースイッチを
OFF にしてから約
45 秒以内に運転席
ドアを開けると全
ドアが解錠されま
す。
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バックドア

バックドアは次の方法で施錠・解
錠および開閉することができます。

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■走行する前に

走行前にバックドアが閉まっているこ
とを確認してください。

完全に閉まっていないと走行中に突然
開き、車外のものにあたったり、荷物
が投げ出されたりして思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

■走行中の留意事項

●走行中はバックドアを閉めてくださ
い。
開けたまま走行すると、バックドア
が車外のものにあたったり荷物が投
げ出されたりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

●ラゲージルームには絶対に人を乗せ
ないでください。急ブレーキ・急旋
回をかけたときや衝突したときなど
に、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。

■お子さまを乗せているときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●ラゲージルームでお子さまを遊ばせ
ないでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病
などを引き起こすおそれがあります。

●お子さまにはバックドアの開閉操作
をさせないでください。
不意にバックドアが動いたり、閉め
るときに手・腕・頭・首などを挟ん
だりするおそれがあります。

■バックドアの使用にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●バックドアを開ける前に、バックド
アに貼り付いた雪や氷などの重量物
を取り除いてください。開いたあと
に重みでバックドアが突然閉じるお
それがあります。

●バックドアを開閉するときは、十分
に周囲の安全を確かめてください。

●人がいるときは、安全を確認し、動
かすことを知らせる「声かけ」をし
てください。

●強風時の開閉には十分注意してくだ
さい。
バックドアが風にあおられ、勢いよ
く開いたり閉じたりするおそれがあ
ります。
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■ スマートエントリー＆スタートシ
ステムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

2 全ドアを解錠する
施錠操作後 3秒間は解錠できません。

■ ワイヤレス機能を使用する

P.161

警告

●パワーバックドア非装着車：半開状
態で使用すると、バックドアが突然
閉じて重大な傷害を受けるおそれが
あります。
特に傾斜した場所では、平坦な場所
よりもバックドアの開閉がしにくく、
急にバックドアが開いたり閉じたり
するおそれがあります。必ずバック
ドアが全開で静止していることを確
認して使用してください。

●パワーバックドア装着車：傾斜が急
な場所で半開状態で使用すると、
バックドアが突然閉じて重大な傷害
を受けるおそれがあります。必ず
バックドアが静止していることを確
認して使用してください。

●バックドアを閉めるときは、指など
を挟まないよう十分注意してくださ
い。

●バックドアは必ず外から軽く押して
閉めてください。バックドアハンド
ルを持ったままバックドアを閉める
と、手や腕を挟むおそれがあります。

●バックドアダンパーステー（パワー
バックドア非装着車）（P.173）ま
たは、スピンドルユニット（パワー
バックドア装着車）（P.183）を
持ってバックドアを閉めたり、ぶら
下がったりしないでください。手を
挟んだり、バックドアダンパース
テー（パワーバックドア非装着車）
または、スピンドルユニット（パ
ワーバックドア装着車）が破損した
りして、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

●バックドアにキャリアなどの重いも
のを取り付けると、開けたあとにド
アが突然閉じて、手・腕・頭・首な
どを挟むおそれがあります。バック
ドアへのアクセサリー用品の取り付
けは、レクサス純正品を使用するこ
とをおすすめします。

車外から施錠／解錠するには
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■ ドアロックスイッチを使用する

P.168

■ 開ける

バックドア解錠時に、バックドア
オープンスイッチを押したまま、
バックドアを持ち上げる

■ 閉める

バックドアグリップを持ってバック
ドアを引き下げ、必ず外から押して
閉めてください。

知識

■ラゲージルームランプ

●バックドアを開けたとき、ラゲージ
ルームランプが点灯します。

●パワースイッチがOFF の場合、ラゲー
ジルームランプが点灯したままのとき
は、約 20 分後に自動消灯します。

■バックドアが開かないときは

バックドアを内側から開けることができ
ます。

1 カバーをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

2 レバーを押す

車内から施錠／解錠するには

バックドアを開閉するには（パ
ワーバックドア非装着車）
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■ ワイヤレス機能を使用して開閉す
る

スイッチを約1秒押し続ける

バックドア解錠時※に作動させることが
できます。
※カスタマイズ機能により、施錠時から
でも作動できるように設定できます。

■ 車内からスイッチ操作で開閉する

スイッチを約 1 秒押し続ける

ブザーが鳴りバックドアが自動で開閉し
ます。

開閉作動中にスイッチを押すと、作動を
停止します。

作動を停止した状態から再度、スイッチ
を約 1秒間押し続けると、バックドアは
反転作動します。

■ 車外からスイッチ操作で開閉する

● 開ける

バックドア解錠時：バックドアオープン
スイッチを押す

バックドア施錠時：電子キーを携帯して、
バックドアオープンスイッチを押す

ブザーが鳴りバックドアが自動で開きま
す。

バックドアが開く途中でスイッチを押す
と、作動を停止します。

注意

■ダンパーステーについて

バックドアにはバックドアを支えるた

めのダンパーステー が取り付けられ

ています。ダンパーステー の損傷や

作動不良を防ぐため次のことをお守り
ください。

●ビニール片・ステッカー・粘着材な
どの異物をステーのロッド部（棒部）
に付着させない

●ロッド部を軍手などでふれない

●バックドアにレクサス純正品以外の
アクセサリー用品をつけない

●ステーに手をかけたり、横方向に力
をかけたりしない

バックドアを開閉するには（パ
ワーバックドア装着車）

A

A
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● 閉じる

バックドア下部の スイッチを押す

ブザーが鳴りバックドアが自動で閉まり
ます。

バックドアが閉まる途中で スイッ

チを押すと、作動を停止します。

再度 スイッチを押すと、バックド

アは自動で開きます。

● バックドアから離れて閉じたあと
全ドアを施錠する（クローズ＆
ロック［ウォークアウェイ］機
能）

1 バックドア以外のすべてのドアを
閉じて、電子キーを携帯してバッ

クドア下部の スイッチを押

す

通常ブザーとは異なるブザー音が断続的
に鳴り、クローズ＆ロック（ウォークア

ウェイ）機能が待機状態になります。

2 ブザーが鳴っているあいだに、
バックドアから十分に離れる

バックドアから離れたことを検知すると、
作動の合図でお知らせします。

バックドアから離れる方向、電子キーの
位置や持ち方、周囲の状況によって正し
く検知できない場合があります。

バックドア以外のすべてのドアが施錠さ
れ、バックドアも閉まると同時に施錠さ
れます。

すべてのドアが閉まり施錠されると、作
動の合図でお知らせします。（P.167）

約 30秒間バックドアから離れなかった
ときは、待機状態が解除されます。

再度作動させるには、手順 1からやり直
してください。

バックドアが閉作動中に電子キーを携帯
してバックドアに近付くと作動が停止し、
すべてのドアが解錠され、作動の合図で
お知らせします。（P.167）

作動が停止した状態から再度 ス

イッチを押すと、再びクローズ＆ロック
（ウォークアウェイ）機能が待機状態にな
ります。

● 閉じると同時に全ドアの施錠をす

る（クローズ＆ロック機能）※

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。
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バックドア以外のすべてのドアを閉
じて、電子キーを携帯してバックド

ア下部の スイッチを押す

通常ブザーと異なるブザー音が鳴り、パ
ワーバックドアが自動で閉まります。閉
まると同時にすべてのドアが施錠された
ことを作動の合図でお知らせします。
（P.167）

パワーバックドアが閉まる途中で

スイッチを押すと、作動を停止し

ます。

再度 スイッチを押すと、バックド

アは自動で閉まります。

■ バックドアグリップを使用して閉
じる

バックドアグリップを持ってバック
ドアを引き下げると、ブザーが鳴り
バックドアが自動で閉まります。

■ ハンズフリーパワーバックドア★

を使用して開閉する
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

1 電子キーを携帯し、スマートエン
トリー＆スタートシステムの作動
範囲内でリヤバンパーから約50
～ 70cm離れた位置に立つ

キックセンサー

ハンズフリーパワーバックドア作

動検知エリア

スマートエントリー＆スタートシ

ステム作動検知エリア
（P.185）

2 足をリヤバンパーから約10cm
の距離になるまで近付けて、ブ
ザーが1回鳴ったあと足を引く

･ 足を近付けて引く動作を1秒以内
に行ってください。

･ 足先をリヤバンパーの下に入れた
ままでは作動しません。

･ リヤバンパーに足先をあてずに非
接触で操作してください。

･ 車室内またはラゲージルーム内に
他の電子キーがあると、作動まで
の時間が少し長くなることがあり
ます。

A

B

C
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･ ブザーが 2回鳴った場合は、再度
足を近付けて引く動作を行ってく
ださい。

キックセンサー

ハンズフリーパワーバックドア作

動検知エリア

3 足を引く動作をキックセンサーが
検知するとブザーが鳴り、その後
バックドアが自動で全開・全閉し
ます。

バックドアの作動中に再度操作をすると、
作動を停止します。

■ キックセンサーを使用してバック
ドアから離れたあとに閉じて施錠
する（ハンズフリークローズ＆
ロック［ウォークアウェイ］機

能）★※

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

リヤバンパー運転席側の下部に足を
近付けて離す動作をし、バックドア
から十分に離れることで、バックド
アを自動で閉じたあと全ドアを施錠
することができます。キックセン
サーを使用するときは、パワース
イッチがOFF、かつキックセンサー
の作動がONで（P.184）、電子

キーを携帯していることを確認して
ください。

1 電子キーを携帯し、スマートエン
トリー＆スタートシステムの作動
範囲内でリヤバンパーから約30
～ 50cm離れた位置に立つ

キックセンサー

ハンズフリーパワーバックドア作
動検知エリア

スマートエントリー＆スタートシ

ステム作動検知エリア
（P.185）

2 足をリヤバンパーから約10cm
の距離になるまで近付けて引く

足を近付けて引く動作を 1 秒以内に行っ
てください。

足先をリヤバンパーの下に入れたままで
は作動しません。

リヤバンパーに足先をあてずに非接触で
操作してください。

車室内またはラゲージルーム内に他の電
子キーがあると、作動までの時間が少し

A

B

A

B

C
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長くなることがあります。

キックセンサー

ハンズフリーパワーバックドア作

動検知エリア

3 足を引く動作をセンサーが検知す
ると、通常ブザーとは異なるブ
ザー音が鳴りハンズフリークロー
ズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能が待機状態になります。

4 ブザーが鳴っているあいだに、
バックドアから十分に離れる

バックドアから離れたことを検知すると、
作動の合図でお知らせします。バックド
アから離れる方向、電子キーの位置や持
ち方、周囲の状況によって正しく検知で
きない場合があります。

バックドア以外のすべてのドアが施錠さ
れ、バックドアも閉まると同時に施錠さ
れます。すべてのドアが閉まり施錠され
ると、作動の合図でお知らせします。
（P.167）

約 30秒間バックドアから離れなかった
ときは、待機状態が解除されます。再度
作動させるには、手順 1からやり直して
ください。

バックドアが閉まる途中で電子キーを携
帯してバックドアに近付くと作動が停止
し、すべてのドアが解錠され、作動の合
図でお知らせします。（P.167）作動
が停止した状態から再度ハンズフリーパ
ワーバックドアを作動させると、バック

ドアは自動で閉まります。

知識

■ラゲージルームランプ

●バックドアを開けたとき、ラゲージ
ルームランプが点灯します。

●パワースイッチがOFF の場合、ラゲー
ジルームランプが点灯したままのとき
は、約 20 分後に自動消灯します。

■パワーバックドアの作動可能条件

パワーバックドアの作動が ONで、次の
ときに自動で開閉できます。

●バックドアが解錠されているとき、た
だし次のときはバックドアが施錠され
ていてもパワーバックドアは作動しま
す。

･ 電子キーを携帯してバックドアオープ
ンスイッチを押したとき

･ ワイヤレスリモコン使用時では、カス
タマイズ機能により施錠時からでも作
動できるように設定したとき

●パワースイッチがONのとき開作動する
には、上記に加え、次のいずれかの条
件で作動します。

･ パーキングブレーキがかかっている
･ ブレーキペダルを踏んでいる
･ シフトポジションが Pにある

■ハンズフリーパワーバックドア★の作動
条件

●ハンズフリーパワーバックドアの作動
の設定が ONのとき

●電子キーを携帯して作動範囲内にある
とき（P.185）

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■バックドアイージークローザー

バックドアが半ドア状態になったとき、
バックドアイージークローザーが作動し、
バックドアが自動で完全に閉まります。

A

B
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パワースイッチがどの状態であっても、
バックドアイージークローザーは作動し
ます。

■パワーバックドアの作動について

●作動開始時にブザーが鳴り、非常点滅
灯が 2回点滅します。

●パワーバックドアの作動が OFF のとき
は、パワーバックドアは作動しません
が手動で開閉できます。

●パワーバックドアが自動で開いている
ときに、人や異物などにより異常を感
知すると、作動が停止します。

■予約ロック機能について

パワーバックドアの自動閉作動中に、あ
らかじめ全ドアの施錠を予約する機能で
す。

次の操作をすると、パワーバックドア以
外のすべてのドアが施錠され、パワー
バックドアも閉まると同時に施錠されま
す。

1 バックドア以外のすべてのドアを閉じ
る

2 パワーバックドアの自動閉作動中にス
マートエントリー＆スタートシステム
による施錠操作を行う（P.165）ま
たはワイヤレスリモコンによる施錠操
作を行う（P.161）

すべてのドアが閉まり施錠されると、ブ
ザーと非常点滅灯の点滅で知らせます。

車から離れるときは、すべてのドアが閉
まり施錠されたことを確認してください。
挟み込み防止機能やキー閉じ込み防止機
能により施錠されない場合があります。

■クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能の作動条件

次の作動条件を満たしているときに作動
します。

●クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能の作動が ONのとき 

●車内に電子キーがない 

●バックドア以外のドアがすべて閉じて
いる 

●パワースイッチがOFF のとき 

●電子キーが作動検知エリア内にあると
き

■クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能が正常に作動しない状況

次のような状況では正常に作動しないこ
とがあります。 

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に作動しないとき 

●クローズ＆ロック機能が正常に作動し
ないとき 

●クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能が待機状態でバックドアからすば
やく離れたとき 

■クローズ＆ロック機能※の作動条件

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

次の作動条件を満たしているときに作動
します。

●車内に電子キーがない

●バックドア以外のドアがすべて閉じて
いる

●パワースイッチがOFF のとき

■クローズ＆ロック機能※が正常に作動し

ない状況
※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

クローズ＆ロック機能は、次のような状
況では作動しないことがあります。

●電子キーを持った手でパワーバックド

ア下部の スイッチ（P.173）

を押したとき

●地面に置いたかばんなどに電子キーを
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入れたままパワーバックドア下部の

スイッチ（P.173）を押した

とき

●パワーバックドア下部の スイッ

チ（P.173）から離れた位置から押

したとき

■ハンズフリーパワーバックドア★が正常
に作動しない状況

ハンズフリーパワーバックドアは、次の
ような状況では作動しないことがありま
す。

●足先をリヤバンパーの下に入れたまま
のとき

●リヤバンパーに足先が強くあたったと
きや、一定時間触れたとき
リヤバンパーに一定時間触れた場合は、
少し時間をおいてから再度操作してく
ださい。

●人がリヤバンパーに近すぎる位置で操
作したとき

●電子キーと車両間の通信をさまたげる
電波があるとき（P.186）

●外部電源からの充電中、もしくは充電
ケーブルを車両に接続しているとき

●コインパーキング・ガソリンスタンド・
ロードヒーター・蛍光灯・鉄板の上な
どハンズフリーパワーバックドアの感
度をさまたげる電波・ノイズ・金属が
ある場所に駐車したとき

●近くにテレビ塔や発電所・ラジオ放送
局・大型ディスプレイ・空港があるな
ど、強い電波やノイズの発生する場所
にいるとき

●洗車や大雨などでリヤバンパーに大量
の水がかかっているとき

●リヤバンパーの表面に泥・雪・氷など
が付着したとき

●リヤバンパーに草木などの動くものが
ふれる状態が長時間続いたとき

●リヤバンパーにアクセサリー用品を付
けたとき
アクセサリー用品を取り付けた場合は、
ハンズフリーパワーバックドアの作動
の設定を OFF にしてください。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ハンズフリーパワーバックドア★の誤作
動を防ぐために

ハンズフリーパワーバックドアは、電子
キーが作動範囲内にあるときに誤作動す
るおそれがありますので、以下のことに
ご注意ください。

●洗車や大雨などでリヤバンパーに大量
の水がかかっているとき

●リヤバンパーの汚れを拭き取る動作を
したとき

●小動物やボールなどがリヤバンパーの
下を横切ったとき

●リヤバンパーの下のものを取る動作を
したとき

●リヤバンパーに腰かけて、足を動かし
たとき

●リヤバンパーに足や体を触れながら車
両を横切ったとき

●コインパーキング・ガソリンスタンド・
ロードヒーター・蛍光灯などハンズフ
リーパワーバックドアの感度をさまた
げる電波やノイズがある場所に駐車し
たとき

●近くにテレビ塔や発電所・ラジオ放送
局・大型ディスプレイ・空港があるな
ど、強い電波やノイズの発生する場所
にいるとき

●リヤバンパーの近くに草木などがある
場所に駐車したとき

●リヤバンパーの近くで荷物などの積み
降ろしをしたとき

●リヤバンパーの近くでアクセサリー用
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品やカーカバーの着脱作業したとき

●けん引されるとき

誤作動を防ぐときは、ハンズフリーパ
ワーバックドアの作動の設定を OFF にし
てください。
★：グレード、オプションなどにより、装

備の有無があります。

■ハンズフリークローズ＆ロック
（ウォークアウェイ）機能★の作動条件

次の作動条件を満たしているときに作動
します。

●ハンズフリークローズ＆ロック

（ウォークアウェイ）機能の作動が ON

のとき※

●ハンズフリーパワーバックドア★の作動
が ONのとき

●車内に電子キーがない 

●バックドア以外のドアがすべて閉じて
いる 

●パワースイッチが OFF のとき 

●電子キーが作動検知エリア内にあると
き

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

■ハンズフリークローズ＆ロック

（ウォークアウェイ）機能★※が正常に
作動しない状況

次のような状況では正常に作動しないこ
とがあります。

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に作動しないとき 

●クローズ＆ロック機能が正常に作動し
ないとき 

●ハンズフリークローズ＆ロック
（ウォークアウェイ）機能が待機状態で

バックドアからすばやく離れたとき 

●ハンズフリーパワーバックドア★が正常
に作動しないとき

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

■補機バッテリーを再接続したときは

パワーバックドアを適切に作動させるた
めに、初期設定としてバックドアを手動
で一度全閉にしてください。

■挟み込み防止機能

パワーバックドアの左右端部には、セン
サーが付いています。ドアを自動で閉め
ているときに、挟み込みなどによりセン
サーが押されると挟み込み防止機能が作
動し、その位置からドアは自動的に反対
方向に少し動き、作動が停止します。

■バックドアが開かないときは

バックドアを内側から開けることができ
ます。

1 カバーをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。
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2 レバーを押す

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧：P.485）

警告

■バックドアイージークローザーにつ
いて

●バックドアが半ドア状態になったと
き、バックドアイージークローザー
が動き自動で完全に閉まります。ま
た、作動し始めるまでに数秒かかり
ます。指などを挟まないように注意
してください。骨折など重大な傷害
を受けるおそれがあります。

●バックドアイージークローザーは、
パワーバックドアの作動がOFF のと
きにも作動するため、指などの挟み
込みには十分注意してください。

■パワーバックドアについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●周辺の安全を確かめ、障害物がない
か、身のまわりの品が挟み込まれる
危険がないか確認してください。

●人がいるときは、作動させる前に安
全を確認し、動かすことを知らせる
「声かけ」をしてください。

●自動開閉中にパワーバックドアの作
動をOFF にすると、作動が停止し手
動操作に切りかわります。この場合、
バックドアが急に開いたり閉じたり
するおそれがあるので、十分注意し
てください。

●自動開閉中に作動可能条件
（P.177）を満たさなくなったとき
は、ブザーが鳴り、作動が停止し手
動操作に切りかわる場合があります。
この場合、傾斜した場所ではバック
ドアが急に開いたり閉じたりするお
それがあるので十分注意してくださ
い。

●傾斜した場所では、開いたあとにド
アが突然閉じる場合があります。必
ずドアが全開で静止していることを
確認してください。
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警告

●次のような場合、システムが異常と
判断して自動作動が停止し、手動操
作に切りかわることがあります。こ
の場合、バックドアが急に開いたり
閉じたりするおそれがあるので、十
分注意してください。

･ 自動作動中、障害物に干渉したとき

･ EV システム停止時でパワーバックド
アが自動作動しているときに、パ
ワースイッチをONにしたり EV シ
ステムを始動したりして、補機バッ
テリー電圧が急に低下したとき

●バックドアにキャリアなどの重いも
のを取り付けると、自動で作動でき
ずにパワーバックドアが故障したり、
開いたあとにドアが突然閉じて、
手・頭・首などを挟むおそれがあり
ます。バックドアへのアクセサリー
用品の取り付けは、レクサス純正品
を使用することをおすすめします。

■挟み込み防止機能

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●挟み込み防止機能を故意に作動させ
ようとして、体の一部を挟んだりし
ないでください。

●挟み込み防止機能は、バックドアが
完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。指などを
挟まないように注意してください。

●挟み込み防止機能は、挟まれるもの
の形状や挟まれかたによっては作動
しない場合があります。指などを挟
まないように注意してください。

■ハンズフリーパワーバックドア★に
ついて

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●周辺の安全を確かめ、障害物がない
か、身のまわりの品が挟み込まれる
危険がないか確認してください。

●リヤバンパーの下のスペースが狭い
場合は、操作しないでください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■クローズ＆ロック（ウォークアウェ

イ）機能・ ハンズフリークローズ＆

ロック（ウォークアウェイ）機能★

※について
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。
※レクサス販売店での設定変更が必要
です。

バックドアから離れると自動でバック
ドアが閉まり始めます。

周辺の安全を確かめ、障害物がないか、
身のまわりの品が挟み込まれる危険が
ないか確認してください。



183

4

4-2. ドアの開閉、ロックのしかた
運
転
す
る
前
に

注意

■スピンドルユニットについて

バックドアにはバックドアを支えるた

めのスピンドルユニット が取り付け

られています。スピンドルユニット

の損傷や作動不良を防ぐため次のこ

とをお守りください。

●ビニール片・ステッカー・粘着材な
どの異物をスピンドルユニットに付
着させない

●ロッド部を軍手などでふれない

●バックドアにレクサス純正品以外の
アクセサリー用品を付けない

●スピンドルユニットに手をかけたり、
横方向に力をかけたりしない

■バックドアイージークローザーの故
障を防ぐために

バックドアイージークローザーの作動
中は無理な力をかけないでください。
無理な力をかけると、バックドアイー
ジークローザーの故障の原因となりま
す。

■パワーバックドアの故障を防ぐため
に

●パワーバックドアを作動させる前に、
凍結によるバックドアの貼り付きが
ないことを確認してください。バッ
クドアに無理な力がかかっている状
態で作動させると、故障の原因にな
ります。

A

A

●パワーバックドアの作動中は、バッ
クドアに無理に力をかけないでくだ
さい。

●パワーバックドア左右端部のセン
サー（P.180）を刃物などの鋭利
なもので傷付けないように注意して
ください。センサーが切断されると
自動で閉めることができなくなりま
す。

■クローズ＆ロック機能※について

※レクサス販売店での設定変更が必要
です。

クローズ＆ロック機能でパワーバック
ドアを閉じると、通常ブザーと異なる
ブザー音が鳴り作動します。
正常に作動開始したことを確認するた
め、通常ブザーと異なるブザー音が
鳴ったことを確認してください。
またパワーバックドアが完全に閉じ施
錠されると、すべてのドアが施錠され
たことを作動の合図でお知らせします。
（P.167）
車から離れるときは、作動の合図を確
認し、全ドアが施錠されたことを確認
してください。

■ハンズフリーパワーバックドア★に
ついて

ハンズフリーパワーバックドアを正し
く作動させるために次のことをお守り
ください。

●リヤバンパーに親水性コーティング
などの液体を塗らない
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センターディスプレイからパワー
バックドアの設定を変更することが
できます。

OFF を選択して、パワーバックドアの作
動を停止させた場合、再度、ONにしな
いとパワーバックドアの作動は復帰しま
せん。（パワースイッチの操作では復帰し
ません）

パワーバックドアを自動で開けたと
きに、開く位置を調整できます。

1 バックドアをお好みの位置で停止
させる（P.173）

2 バックドア下部のスイッチを約2
秒間押し続ける

･ 設定が完了するとブザーが4回鳴
ります。

･ 次回パワーバックドアを開ける
と、その位置でバックドアが停止
します。

知識

■バックドア自動開停止位置を初期状態
の位置にもどすには

バックドア下部のスイッチを約 7 秒間押
し続ける。

ブザーが 4回鳴ったあと、さらに 2回鳴
ります。次回パワーバックドアを開ける
操作をすると、初期状態の位置までバッ
クドアが開きます。

注意

●リヤバンパーへの強い衝撃を避ける
リヤバンパーが強い衝撃を受けると、
ハンズフリーパワーバックドアが正
常に作動しなくなるおそれがありま
す。次のような場合にハンズフリー
パワーバックドアが作動しないとき
は、必ずレクサス販売店で点検を受
けてください。

･ キックセンサーやその周辺に強い衝
撃を受けた

･ リヤバンパーに傷や破損がある

●リヤバンパーを分解しない

●リヤバンパーにステッカーを貼らな
い

●リヤバンパーを塗装しない
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

パワーバックドアの設定を変更
するには（パワーバックドア装
着車）

バックドア自動開停止位置調整
について（パワーバックドア装
着車）
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知識

■アンテナの位置

車外アンテナ

車室内アンテナ

■作動範囲（電子キーの検知エリア）

ドアの施錠・解錠時

フロントドアのドアハンドル・バックド
アオープンスイッチから周囲約 70cm 以
内で電子キーを携帯している場合に作動
します。（電子キーを検知しているドアハ
ンドルのみ作動します）

EV システム始動時またはパワース

イッチ切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に作
動します。

■警告音が鳴ったり警告表示が出たりし
たとき

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を
防ぐため、警告音が鳴ったり、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警告が
表示されることがあります。警告が表示
されたときは、ディスプレイの表示をも
とに適切に対処してください。

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法
は次の通りです。

●車外から警告音が“ピー”と5秒鳴る
とき

スマートエントリー＆ス
タートシステム

電子キー（カードキー含む）をポ
ケットなどに携帯していると、次
の操作が行えます。必ず運転者が
キーを携帯してください。

● ドアを解錠・施錠する
（P.165）

● バックドアを解錠・施錠する
（P.170）

● EV システムを始動する
（P.216）

A

B
状況 対処方法

いずれかのドアが開い
ているときにスマート
エントリー＆スタート
システムもしくは、ワ
イヤレス機能で施錠し
ようとした

全ドアを閉め
たあと、再度
施錠する

A

B
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●車内から警告音が“ポーン、ポーン”
と鳴り続けるとき

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“車室内にキーがあります” が
表示されたときは

車内に電子キーを置いたまま、スマート
エントリー＆スタートシステムでドアを
施錠しようとすると、警告メッセージが
表示されます。車内から電子キーを取り
出したあと、再度施錠してください。

■節電機能

長期駐車時に電子キーの電池と車両の補
機バッテリーあがりを防止するため、節
電機能が働きます。

●次の状況では、スマートエントリー＆
スタートシステムによる解錠に時間が
かかる場合があります。またイルミ
ネーテッドライトが点灯しない、接近
時オートアンロック機能による解錠が
作動しない場合があります。

･ 車の外約 3.5m 以内に電子キーを 40
秒以上放置した

･ 5 日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった

●14 日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった場合、
運転席以外での解錠ができなくなりま
す。この場合は、運転席のドアハンド
ルを握る、もしくは、ワイヤレス機能、
メカニカルキーで解錠してください。

■電子キーを節電モードにするには

●節電モードに設定すると、電子キーに
よる、電波の受信待機を停止し、電子

キーの電池の消耗を抑えることができ
ます。

電子キーの を押しながら、

を 2回押し、電子キーのインジ

ケータが 4回光ることを確認してくださ
い。

節電モード中は、スマートエントリー &
スタートシステムを使用できません。節
電モードを解除するには、電子キーのい
ずれかのスイッチを押してください。

●長期間使用しない電子キーは、節電
モードにしておくことをおすすめしま
す

■電子キーの機能が停止するとき

電子キーを置いたままにするなど、一定
時間電子キーの位置に変化がなかった場
合、電池の消耗を抑えるために電子キー
の機能が停止します。
この場合は、電子キーを持ち上げるなど
して位置を動かすことで、自動的に復帰
します。

■機能が正常に働かないおそれのある状
況

スマートエントリー＆スタートシステム
は微弱な電波を使用しています。次のよ
うな場合は電子キーと車両間の通信をさ
またげ、スマートエントリー＆スタート
システムやワイヤレスリモコン、イモビ
ライザーシステムが正常に作動しない場
合があります。

●電子キーの電池が消耗しているとき

●近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス

状況 対処方法

運転席ドアが開いてい
る状態でパワースイッ
チを ACCにした（パ
ワースイッチが ACC の
とき運転席ドアを開い
た）

パワースイッチ
をOFF にした
あと、運転席ド
アを閉める
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タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

●電子キーが、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CD や DVDなどのメディア

●近くで他の電波式ワイヤレスリモコン
を使用しているとき

●電子キーを、次のような電波を発信す
る製品と同時に携帯しているとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器

･ 他の電子キーや電波式ワイヤレスリモ
コン

･ パソコンや携帯情報端末（PDA など）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

●リヤウインドウガラスに金属を含む
フィルムなどが貼ってあるとき

●充電器など電子機器の近くに電子キー
を置いたとき

●コインパーキングなど通信をさまたげ
る電波がある場所に駐車したとき

スマートエントリー＆スタートシステム
でドアを施錠・解錠できない場合は、次
の方法を試してください。

●ドアハンドルに電子キーを近付けて操
作する

●ワイヤレス機能を使用する

上記の方法でも施錠・解錠できない場合
は、メカニカルキーを使用してください。
（P.469）

また、スマートエントリー＆スタートシ
ステムで EV システムが始動できない場

合は、P.471 を参照してください。

■ご留意いただきたいこと

●電子キーが作動範囲内（検知エリア内）
にあっても、次のような場合は正しく
作動しないことがあります。

･ ドアの施錠・解錠時に電子キーがドア
ガラスやドアハンドルに近付きすぎて
いる、または地面の近くや高い場所に
ある

･ EV システム始動時またはパワースイッ
チの切りかえ時に、電子キーがインス
トルメントパネルやフロア上・ラゲー
ジルーム・ドアポケット・またはグ
ローブボックス内などに置かれている

･ ドア解錠時に電子キーと車両との間を
体でさえぎっている

●インストルメントパネル上面やドアポ
ケット付近に電子キーを置いたまま車
外に出ると、電波の状況によっては車
外アンテナに検知され車外から施錠で
き、電子キーが車内に閉じ込められる
おそれがあります。

●電子キーが作動範囲内にあれば、電子
キーを携帯している人以外でも施錠・
解錠できます。ただし、電子キーを検
知しているドア以外では解錠できませ
ん。

●車外でも電子キーがドアガラスに近付
いていると、EV システムを始動できる
ことがあります。

●電子キーが作動範囲内にあるとき、洗
車や大雨などでドアハンドルに大量の
水がかかると、ドアが施錠・解錠する
ことがあります。（ドアの開閉操作がな
ければ、解錠されても約 30秒後に自
動で施錠します）

●ワイヤレスリモコンなどでの施錠時に
キーが車両の近くにあると、スマート
エントリー＆スタートシステムでの解
錠ができないことがあります。（ワイヤ
レスリモコンを使用すると解錠できま
す）
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●手袋を着用していると施錠・解錠しな
いことがあります。

●ロック操作は、連続で 2回まで有効で
す。3回目以降はロック動作しません。

●電子キーを携帯したまま洗車をすると、
水がドアハンドルにかかったときに施
錠・解錠をくり返すことがあります。
その場合は次のような処置をしてくだ
さい。

･ キーを車両から約 2m以上離れた場所
に置く（盗難に注意し保管してくださ
い）

･ キーを節電モードに設定してスマート
エントリー＆スタートシステムの作動
を停止する（P.186）

●洗車機での洗車中にキーが車内にある
と、水がドアハンドルにかかったとき
に、マルチインフォメーションディス
プレイに警報が表示され車外のブザー
が吹鳴することがあります。すべての
ドアを施錠すると警報は止まります。

●ロックセンサーの表面に氷や雪、泥が
付着すると、センサーが反応しないこ
とがあります。その場合は氷や雪、泥
を取り除いて再度操作してください。

●すばやいドアハンドル操作や、車外ア
ンテナの作動範囲内へ入ってすぐのド
アハンドル操作では、解錠しないこと
があります。センサーにふれ解錠した
ことを確認してからドアハンドルを引
いてください。

●作動範囲内に他の電子キーがあると、
解錠に時間がかかることがあります。

■降車オートロック機能※1についてご留

意いただきたいこと

●洗車機などの大きな金属物が動くよう
な場所では、電子キーの位置が正しく
検知されないおそれがあります。降車
オートロック機能の誤作動を防ぐため
に、車から離れるときは車内に電子
キーを残さないでください。

●すべてのドアを閉めたあと（パワー

バックドア閉作動中も含む※2）に次の
操作をすると、降車オートロック機能
が解除されます。

･ ブレーキペダルを踏む
･ パワースイッチを押す
･ 降車オートロック機能以外で施錠・解
錠する

降車オートロック機能を作動させるには、
いずれかのドアを開閉（パワーバックド

ア閉作動も含む※2）してください。

●電子キーのスイッチを押し続けている
場合、降車オートロック機能が正常に
作動しないおそれがあります。

●降車オートロック待機状態のときにい

ずれかのドアを開けると、降車オート

ロック機能が解除されます。※2

●すべてのドアが閉じたときに電子キー

が作動範囲内にない場合でも、一定時
間内に電子キーが作動範囲内に入ると
降車オートロック機能が作動しま

す。※2

●電池残量が少ないときは、降車オート
ロック機能が正常に作動しないおそれ
があります。

※1レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

※2パワーバックドア閉作動中降車オート
ロック機能（P.165）の設定を有効
にしている場合は同様にご留意くださ
い。

■長期間運転しないとき

●盗難防止のため、電子キーを車両から
2m以上離しておいてください。

●あらかじめスマートエントリー＆ス
タートシステムを非作動にすることが
できます。（P.486）

●電子キーを節電モードに設定すると、
電池の消耗を抑えることができます。
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（P.186）

■システムを正しく作動させるために

電子キーを必ず携帯した上で作動させて
ください。また、車外から操作する場合
は電子キーを車両に近付けすぎないよう
にしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方によっ
ては、電子キーが正しく検知されず、シ
ステムが正しく作動しないことがありま
す。（誤って警報が鳴ったり、キー閉じ込
み防止機能が働かないこともあります）

■電子キーが正常に働かないときは

●ドアの解錠・施錠（P.469）

●EV システムの始動（P.471）

■カスタマイズ機能

スマートエントリー＆スタートシステム
を非作動にするなどの変更ができます。
（カスタマイズ一覧：P.483）

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、次の操作の説明を参照してください。

●ドアの施錠・解錠：ワイヤレス機能、
またはメカニカルキーを使ってドアの
施錠・解錠ができます。（P.165, 
469）

●EV システムの始動・パワースイッチの
モード切りかえ：P.471

●EV システムの停止：P.218

警告

■電波がおよぼす影響について（ス
マートエントリー＆スタートシステ
ムアンテナ）

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータまたは植込み型除細動器を装
着されている方は、スマートアンテ
ナ（P.185）から 22cm 以内に植
込み型心臓ペースメーカー、植込み
型両心室ペーシングパルスジェネ
レータまたは植込み型除細動器が近
づかないようにしてください。電波
により植込み型心臓ペースメーカー、
植込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレータまたは植込み型除細動
器の作動に影響を与える場合があり
ます。

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータまたは植込み型除細動器以外
の医療用電気機器を使用される場合
には、電波による影響について個別
に医療用電気機器メーカーなどにご
確認ください。電波により医療用電
気機器の動作に影響を与える場合が
あります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムを作動しないようにすることもでき
ます。詳しくはレクサス販売店にご相
談ください。
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4-3. シートの調整

前後位置調整

クッション前端の上下調整

リクライニング調整

シート全体の上下調整

腰部調整（ランバーサポート）

（運転席のみ）

知識

■シートを調整するときは

●周囲の人やものがシートに挟まれない
よう注意してください。

●ヘッドレストが天井にあたらないよう
に注意してください。

フロントシート

スイッチ操作により、シートの前
後・上下位置などの調整ができま
す。正しい運転姿勢がとれるよう
調整してください。（P.27）

調整するには

A

B

C

D

E

警告

■シートを調整するとき

●同乗者がシートにあたってけがをし
ないように注意してください。

●シートの下や動いている部分に手を
近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

●足元のスペースを確保し足を挟まな
いように注意してください。

■リクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでくだ
さい。
必要以上に倒しすぎると、事故のとき
に体がシートベルトの下にもぐり、腹
部などに強い圧迫を受けたり肩部ベル
トが首にかかるなどして、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。
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■ 操作する前に

1 車を安全な場所に駐車する

しっかりとパーキングブレーキをかけ、
シフトポジションを P にします。
（P.226）

2 フロントシートの位置・背もたれ
の角度を調整する（P.190）

フロントシートの位置によっては、背も
たれが後方に倒れていると、リヤシート
の操作時にあたる場合があります。

3 リヤシートのヘッドレストを下げ
る（P.192）

4 リヤシートのアームレストを引き
出している場合は、格納する
（P.380）

助手席側のシートのみを操作する場合、
この手順は不要です。

■ 前に倒すときは

ロック解除レバーを引きながら、背
もたれを倒す

■ 背もたれをもとにもどすときは

シートベルトをシートベルトガイド

にかけて、シートとボデーのあい

だに挟まれないように操作してくだ
さい。また、背もたれがロックされ
るまで確実にもどしてください。

リヤシート

レバー操作により、リヤシートの
背もたれを倒すことができます。

背もたれを倒すには

警告

■背もたれを前倒しするときや、前倒
ししたあとは

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●走行中に前倒しをしない

●平坦な場所で確実にパーキングブ
レーキをかけ、シフトポジションを
Pにする

●倒した背もたれの上やラゲージルー
ムに人を乗せて走行しない

●お子さまがラゲージルームに入らな
いよう注意する

●シートに人が乗っている状態で背も
たれを操作しない

●操作中は、可動部や結合部に手足を
挟まないように注意する

●お子さまに操作させない

A
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■ フロント席

1 上げる

2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しな

がら操作します。

警告

■背もたれをもとの位置にもどしたあ
とは

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●シートを前後に軽くゆさぶり、確実
に固定する

背もたれが確実に固定されていないと
きは、レバーに赤色が見えます。赤色
が見えていないことを確認してくださ
い。

●シートベルトがねじれたり、挟み込
まれていないか確認する

ヘッドレスト

ヘッドレストはすべてのシートに
装備されています。

警告

■ヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●ヘッドレストは、それぞれのシート
専用のものを使用する

●ヘッドレストを必ず正しい位置に調
整する

●ヘッドレストを調整したあとは、
ヘッドレストを押し下げて固定され
ていることを確認する

●ヘッドレストをはずしたまま走行し
ない

上下調整するには

A
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■ リヤ席

1 上げる

2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しな

がら操作します。

知識

■ヘッドレストの高さについて（フロン
ト席）

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちば
ん上のあたりになるよう調整してくださ
い。

■リヤ席について

使用するときは、常に格納位置から一段
上げた位置にしてください。

解除ボタン を押しながらヘッドレ

ストを引き上げます。
ヘッドレストが天井にあたって取り
はずしにくいときは、シートの高さ
や角度をかえてください。

（P.190, 191）

ヘッドレストを取り付け穴に合わせ
て、ロック位置まで押し下げてくだ
さい。
さらに下げるときは、解除ボタン

を押しながら操作してください。

ヘッドレストを取りはずすには

A

A

ヘッドレストを取り付けるには

A



194 4-4. ハンドル位置・ミラー

4-4. ハンドル位置・ミラー

スイッチを操作すると、ハンドルを
次の方向に動かします。

1 上方へ

2 下方へ

3 手前へ

4 前方へ

知識

■ハンドル位置調整の作動条件

パワースイッチが ACC、または ONのと

き※

※運転席シートベルトを装着していれば、
パワースイッチのモードにかかわらず、
ハンドルの調整ができます。

■運転席への乗降をしやすくする（オー
トアウェイ＆オートリターン機構）

パワースイッチを OFF にすると、乗降が
しやすくなるように、ハンドルが動きま
す。

パワースイッチを ACCまたはONにする
と、もとの位置にもどります。

■カスタマイズ機能

オートアウェイ＆オートリターン機構の
設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧：P.487）

ハンドルの 周辺部を押すと
ホーンが鳴ります。

ハンドル

調整のしかた

警告

■走行中の留意事項

走行中はハンドル位置の調整をしない
でください。
運転を誤り、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

ホーン（警音器）を使うには
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運転姿勢に合わせてインナーミラー
の高さを調整することができます。

インナーミラー本体を持って、上下
方向に調整する

後続車のヘッドランプのまぶしさに
応じて反射光を自動的に減少させま
す。

知識

■センサーの誤作動防止

センサーの誤作動を防ぐため、センサー
にふれたりセンサーを覆ったりしないで

ください。インナーミラー

後方を十分に確認できるようにミ
ラーの位置を調整することができ
ます。

上下調整するには

警告

■走行中の留意事項

走行中はミラーの調整をしないでくだ
さい。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

防眩機能を使うには
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知識

■寒冷時にドアミラーを使用するとき

寒冷時にドアミラーが凍結していると、
ドアミラーの格納・復帰や鏡面の調整が
できない場合があります。ドアミラーに
付着している氷や雪などを取り除いてく
ださい。

1 調整するミラーを選ぶ

左

右

もう一度押すと、選択が解除されます。

2 ミラーの鏡面を調整するにはス
イッチを押す

上

左

下

右

知識

■鏡面調整の作動条件

パワースイッチが ACC またはONのとき

■ミラーが曇ったとき

リヤウインドウデフォッガーを作動させ

ドアミラー

安全に運転していただくためには、
運転する前に視界が確保できるよ
うミラーの角度を調整してくださ
い。

警告

■走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、運転を誤って
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●ミラーの調整をしない

●ドアミラーを格納したまま走行しな
い

●走行前に必ず、運転席側および助手
席側のミラーをもとの位置にもどし
て、正しく調整する

調整するには

A

B

A

B

C

D
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ると、ミラーヒーターが同時に作動し、
曇りを取ることができます。（P.350）

■自動防眩機能

インナーミラーを自動モードにしておく
と、運転席側のドアミラーも連動して防
眩機能が作動します。（P.195）

■ マニュアル作動での格納・復帰

ボタンを押す

もう一度押すと元に戻ります。

■ オート作動での格納・復帰

スマートエントリー＆スタートシス
テムやワイヤレスリモコンによるド
アの施錠・解錠に連動して、ドアミ
ラーを自動的に格納・復帰させるこ
とができます。

ボタンを押す

ボタンを押すと、インジケーター

が点灯します。

もう一度ボタンを押すとマニュアル
作動にもどります。

知識

■カスタマイズ機能

オート電動格納の設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧：P.487）

ミラー選択スイッチの L またはR ど
ちらかが選択されているときは、後
退時に鏡面が下向きになり、下方が
見やすくなります。
この機能を使用しないときは、ミ
ラー選択スイッチを中立の位置（L・
Rともに選択していない状態）にし
てください。

■ 後退時に下向きになる角度を調整
するときは

シフトポジションをR にした状態
で、鏡面位置を調整することで、下
向きに動く角度を調整できます。

次回からシフトポジションをR にす
るたびに、その角度で作動します。

通常時（シフトポジションが R以外のと
き）の鏡面位置を基準に下向きに動く角

警告

■ミラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの鏡面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。

ドアミラーを格納するには

A

警告

■ミラーが動いているとき

手をふれないでください。
手を挟んでけがや、ミラーの故障など
の原因になるおそれがあります。

リバース連動機能
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度を記憶するため、調整後に通常時の鏡
面位置を変更すると、それに伴って後退
時の鏡面位置も変化します。通常時の鏡
面位置を変更したときは、後退時に下向
きになる角度も調整してください。
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4-5. ドアガラス・ムーンルーフの開閉

スイッチを操作し、ドアガラスを開
閉できます。

1 閉める

2 自動全閉※

3 開ける

4 自動全開※

※途中で停止するときは、スイッチを反
対側へ操作します。

知識

■作動条件

パワースイッチが ONのとき

■EV システム停止後の作動

パワースイッチを ACCまたはOFF にし
たあとでも、約 45秒間はドアガラスを
開閉できます。ただし、そのあいだに運
転席ドアを開閉すると作動しなくなりま
す。

■音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、ドアガラ
スを開閉することができます（ウィンド
ウロックスイッチがOFF のときのみ操作
可能）。

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

■挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、窓枠と
ドアガラスのあいだに異物が挟まると、
作動が停止し、少し開きます。

■巻き込み防止機能

ドアガラスを開けているときに、異物が
ドアガラスとドアのすき間に巻き込まれ
ると、作動が停止します。

■ドアガラスを開閉することができない
ときは

挟み込み防止機能や巻き込み防止機能が
異常に作動してしまい、ドアガラスを開
閉することができないときは、開閉する
ことができないドアのパワーウインドウ
スイッチで、次の操作を行ってください。

●車を停止し、パワースイッチを ONの状
態で、挟み込み防止機能や、巻き込み
防止機能が作動したあと約 4秒以内に、
パワーウインドウスイッチを「自動全
閉」の位置で引き続ける。または、「自
動全開」の位置で押し続けることでド
アガラスを開閉することができます。

●上記の操作を行ってもドアガラスが開
閉できない場合、機能の初期化を次の
手順で実施してください。

1 パワースイッチを ONにする

2 パワーウインドウスイッチを「自動全
閉」の位置で引き続け、ドアガラスを
全閉にする

3 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全閉」の位置で約 6
秒以上引き続ける

4 パワーウインドウスイッチを「自動全
開」の位置で押し続け、ドアガラスを
全開にしたあと、さらにスイッチを約
1秒以上押し続ける

パワーウインドウ

ドアガラスを開閉するには
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5 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全開」の位置で約4
秒以上押し続ける

6 再度、パワーウインドウスイッチを
「自動全閉」の位置で引き続け、ドア
ガラスを閉めたあと、さらにスイッチ
を約 1秒以上引き続ける

ドアガラス作動途中でスイッチから手を
離すと、最初からやり直しとなります。
以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない、または全開にならない場合は、
レクサス販売店で点検を受けてください。

■ドアロック連動ドアガラス開閉機能

●メカニカルキーでドアガラスを開閉で

きます。※（P.470）

●ワイヤレスリモコンでドアガラスを開

閉できます。※（P.165）

●オートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動ドアガラス開閉
機能でドアガラスを閉めると、オート
アラームが作動することがあります。
（P.55）
※レクサス販売店での設定が必要です。

■窓開警告ブザー

パワースイッチが OFF でドアガラスが開
いていると、運転席ドアを開けたときに
ブザーが鳴り、メーター内のマルチイン
フォメーションディスプレイに“窓が開
いています”が表示されます。

■カスタマイズ機能

ドアロック連動ドアガラス開閉機能など
の設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧：P.487）

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■ドアガラスを開閉するときは

●運転者は、乗員の操作を含むすべて
のドアガラス開閉操作について責任
があります。特にお子さまの誤った
操作による事故を防ぐため、お子さ
まにはドアガラスの操作をさせない
でください。お子さまや他の人がド
アガラスに挟まれたり巻き込まれた
りするおそれがあります。また、お
子さまが同乗するときはウインドウ
ロックスイッチを使用することをお
すすめします。（P.201）

●ドアガラスを開閉するときは、乗員
の手・腕・頭・首などを挟んだり巻
き込んだりしないようにしてくださ
い。特にお子さまへは手などを出さ
ないよう声かけをしてください。

●ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってドアガラスを操作する
ときは、ドアガラスに人が挟まれる
おそれがないことを確認してから操
作してください。またお子さまには、
ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーによる操作をさせないでくださ
い。お子さまや他の人がドアガラス
に挟まれたり巻き込まれたりするお
それがあります。
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お子さまが誤ってドアガラスを開閉
することを防止できます。

スイッチを押すと、インジケーター

が点灯し、運転席以外のドアガラ
スが非作動になります。

知識

■作動条件

パワースイッチがONのとき

■補機バッテリーをはずしたとき

ウインドウロックスイッチが OFF になる
ため、補機バッテリーを接続したあと、
再度ウインドウロックスイッチをON に
する必要があります。

警告

●車から離れるときはパワースイッチ
をOFF にし、キーを携帯してお子さ
まも一緒に車から離れてください。
いたずらなどによる誤った操作によ
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

■挟み込み防止機能

●挟み込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・頭・首など
を挟んだりしないでください。

●挟み込み防止機能は、ドアガラスが
完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。また、挟
み込み防止機能は、スイッチを引き
続けた状態では作動しません。指な
どを挟まないように注意してくださ
い。

■巻き込み防止機能

●巻き込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・服などを巻
き込ませたりしないでください。

●巻き込み防止機能は、ドアガラスが
完全に開く直前に異物を巻き込むと
作動しない場合があります。手・
腕・服などを巻き込まないように注
意してください。

誤操作を防止するには（ウイン
ドウロックスイッチ）

A
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ ムーンルーフを開閉するには

1 開ける※

チルトアップしてから開きます。

2 閉める※

※途中で停止するときは、ムーンルーフ
スイッチを軽く押します。

■ チルトアップ／ダウンするには

1 チルトアップする※

2 チルトダウンする※

※途中で停止するときは、ムーンルーフ

スイッチを軽く押します。

知識

■作動条件

パワースイッチがONのとき

■EV システム停止後の作動

パワースイッチを ACC またはOFF にし
たあとでも、約 45 秒間は操作できます。
ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉
すると作動しなくなります。

■音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、ムーン
ルーフの開閉をすることができます。

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

■挟み込み防止機能

ムーンルーフを閉めるとき、またはチル
トダウンするときに、ムーンルーフが異
物の挟み込みを感知すると、作動が停止
し少し開きます。

■サンシェード

手動で開閉できます。また、ムーンルー
フが開くと連動して開きます。

■ドアロック連動ムーンルーフ開閉機能

●メカニカルキーでムーンルーフを開閉

できます。※（P.470）

●ワイヤレスリモコンでムーンルーフを

開閉できます。※（P.161）

●オートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動ムーンルーフ開
閉機能でムーンルーフを閉めると、
オートアラームが作動することがあり
ます。（P.55）

※レクサス販売店での設定変更が必要で

ムーンルーフ★

頭上のスイッチでムーンルーフを
開閉・チルトアップ／ダウンでき
ます。

ムーンルーフを操作するには
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す。

■ムーンルーフが正常に閉まらないとき

次の操作を行ってください。

1 車を停止する

2 スイッチの“CLOSE”側を押し続け

る※

ムーンルーフが閉じ、再び開き、10 
秒間停止します。その後再び閉じ、全
閉位置で停止します。

3 ムーンルーフが完全に閉まったことを
確認し、スイッチから手を離す

※途中でスイッチから手を離すと、最初
からやり直しとなります。

以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない場合は、レクサス販売店で点検を受
けてください。

■ムーンルーフが正常に働かないとき

ムーンルーフの開閉操作や自動全開機能
が正常に働かないときは、次の手順で初
期化を行ってください。

1 車を停止する

2 スイッチの“DOWN” 側を押し続け

る※

ムーンルーフがチルトアップ位置で停止
します。その後開いて閉じ、チルトアッ
プしたあとチルトダウンして全閉位置で
停止します。

3 ムーンルーフが完全に閉まったことを
確認し、スイッチから手を離す

※途中でスイッチから手を離すと、最初
からやり直しとなります。

以上の操作を行っても開閉操作や自動全
開機能が正常に働かない場合は、
レクサス販売店で点検を受けてください。

■ムーンルーフ開警告ブザー

パワースイッチが OFF でムーンルーフが
開いていると、運転席ドアを開けたとき
にブザーが鳴り、メーター内のマルチイ
ンフォメーションディスプレイに“ムー

ンルーフが開いています”が表示されま
す。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.487）

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

■ムーンルーフを開けているときは

●走行中はルーフから手や顔を出さな
い

●開口部に腰かけない

■ムーンルーフを開閉するときは

●運転者は、ムーンルーフの開閉操作
について責任があります。特にお子
さまの誤った操作による事故を防ぐ
ため、お子さまにはムーンルーフの
操作をさせないでください。お子さ
まや他の人がムーンルーフに挟まれ
たり巻き込まれたりするおそれがあ
ります。



204 4-5. ドアガラス・ムーンルーフの開閉

警告

●ムーンルーフを開閉や、チルトダウ
ンするときは、乗員の手・腕・頭・
首を挟んだり巻き込んだりしないよ
うに注意してください。

●ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってムーンルーフを操作す
るときは、ムーンルーフに人が挟ま
れるおそれがないことを確認してか
ら操作してください。
またお子さまには、ワイヤレスリモ
コンやメカニカルキーによる操作を
させないでください。お子さまや他
の人がムーンルーフに挟まれたり巻
き込まれたりするおそれがあります。

●車から離れるときはパワースイッチ
をOFF にし、キーを携帯してお子さ
まも一緒に車から離れてください。
いたずらなどによる誤った操作によ
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

■挟み込み防止機能

●挟み込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・頭・首など
を挟んだりしないでください。

●挟み込み防止機能は、ムーンルーフ
が完全に閉まる直前に異物を挟むと
作動しない場合があります。また、
挟み込み防止機能は、スイッチを押
し続けた状態では作動しません。指
などを挟まないように注意してくだ
さい。
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次の認証デバイスから個人を特定し
ます。

● 電子キー

スマートエントリー＆スタートシステム
が電子キーを検出することで個人を特定
します。（P.185）

● デジタルキー★

スマートエントリー＆スタートシステム
がデジタルキーを検出することで個人を
特定します。（P.162）

● Bluetooth デバイス

ハンズフリー電話で利用する、前回乗車

時と同じ Bluetooth® デバイスがマルチ
メディアシステムに接続されることで個
人を特定します。

電子キーを検出して個人を特定したとき

は、Bluetooth® デバイスでの個人の特定
はしません。

Bluetooth® ワードマークおよびロゴは登
録商標であり、Bluetooth SIG, Inc. が所
有権を有します。
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

認証デバイスから個人が特定された
とき、次の機能の設定を再生します。

● メーター表示 ／ヘッドアップディ

スプレイ★表示 ／マルチメディア

設定※

個人が特定されると、前回パワースイッ
チをOFF にしたときの表示設定を再生
します。

● センターディスプレイで設定可能

な車両設定※

個人が特定されると、前回パワースイッ
チをOFF にしたときの車両設定を再生
します。

● 安全運転支援機能※

個人が特定されると、前回パワースイッ
チをOFF にしたときの車両設定を再生
します。
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。
※一部の設定項目を除く

マイセッティング

電子キーなどのデバイスから個人
を特定し、運転者ごとの車両設定
を記憶しておくことで、次回乗車
時に再生します。

あらかじめ認証デバイスを割り当
てておくことで、運転者に合わせ
たお好みの設定で乗車することが
できます。

マイセッティングには、運転者3 
名分の設定を記憶することができ
ます。

認証デバイスの割り当て／削除、
ドライバー名の設定、初期化方法、
運転者の手動切りかえ、記憶して
あるドライバーの削除については
別冊「マルチメディア取扱説明書」
を参照してください。

割り当てる認証デバイスの種類

再生される機能
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■ 乗車前の確認事項

充電ケーブルが車両に接続されてい
ないことを確認する（P.90, 97）

■ EV システムを始動する

P.216

■ 発進する

1 ブレーキペダルを踏んだまま、シ
フトポジションを Dにする

シフトポジション表示灯が Dであること
をメーターで確認します。

2 パーキングブレーキがかかってい
るときは、パーキングブレーキを
解除する（P.226）

3 ブレーキペダルから徐々に足を離
し、アクセルペダルをゆっくり踏
み発進する

■ 停車する

1 ブレーキペダルを踏む

2 必要に応じて、パーキングブレー
キをかける

長時間停車する場合は、シフトポジショ
ンを Pにします。（P.220）

■ 駐車する

1 ブレーキペダルを踏み、車を完全
に停止させる

2 パーキングブレーキが解除されて
いるときは、パーキングブレーキ
をかける（P.226）

3 シフトポジションを Pにする
（P.220）

シフトポジション表示灯が Pであること
と、パーキングブレーキ表示灯が点灯し
ていることを確認します。

4 パワースイッチを押して EV シス
テムを停止する

5 ブレーキペダルからゆっくり足を
離す

6 電子キーを携帯していることを確
認し、ドアを施錠する

坂道の途中で駐車する場合は、必要に応

じて輪止め※を使用してください。
※輪止めはレクサス販売店で購入するこ
とができます。

■ 上り坂で発進する

1 ブレーキペダルをしっかり踏み、
シフトポジションをDにする

ヒルスタートアシストコントロールが作
動します。

2 パーキングブレーキをかける
（P.226）

3 ブレーキペダルから足を離し、ア
クセルペダルをゆっくり踏み車を
発進する

4 車が動き出す感触を確認したら、
パーキングブレーキを解除する
（P.226）

知識

■上り坂発進について

ヒルスタートアシストコントロールを使
用することができます。（P.338）

■雨の日の運転について

●雨の日は視界が悪くなり、またガラス
が曇ったり、路面がすべりやすくなっ
たりするので、慎重に走行してくださ

運転にあたって

安全運転を心がけて、手順に従っ
て走行してください。

安全に走行するには
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い。

●雨の降りはじめは路面がよりすべりや
すいため、慎重に走行してください。

●雨の日の高速走行などでは、タイヤと
路面のあいだに水膜が発生し、ハンド
ルやブレーキが効かなくなるおそれが
あるので、スピードは控えめにしてく
ださい。

■EV システム出力の抑制について（ブ
レーキオーバーライドシステム）

●アクセルペダルとブレーキペダルが同
時に踏まれたとき、EV システム出力を
抑制する場合があります。

●ブレーキオーバーライドシステム作動
中は、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。

■運転標識の取り付けについて

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者標
識などを樹脂バンパーやアルミボデー部
に取り付けることはできません。

■カスタマイズ機能

後退速度の抑制制御の設定を変更するこ
とができます。（カスタマイズ一覧： 
P.483）

警告

次の警告をお守りください。お守りい
ただかないと重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■発進するとき

READY インジケーターが点灯している
状態で停車しているときは、常にブ
レーキペダルを踏んでください。ク
リープ現象で車が動き出すのを防ぎま
す。

■運転するとき

●踏み間違いを避けるため、ブレーキ
ペダルとアクセルペダルの位置を十
分把握した上で運転してください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと
間違えて踏むと、車が急発進して思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

･ 後退するときは体をひねった姿勢と
なるため、ペダルの操作がしにくく
なります。ペダル操作が確実にでき
るよう注意してください。

･ 車を少し移動させるときも正しい運
転姿勢をとり、ブレーキペダルとア
クセルペダルが確実に踏めるように
してください。

･ ブレーキペダルは右足で操作してく
ださい。左足でのブレーキ操作は緊
急時の反応が遅れるなど、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●電気自動車は電気モーターで走行す
るためエンジン音がありません。そ
のため、周囲の人が車両の接近に気
が付かない場合があります。車両接
近通報装置が装備されていても、周
囲の騒音などが大きい場合は、車両
の接近に気が付かないことがありま
すので、十分注意して運転してくだ
さい。
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警告

●通常走行時は、走行中に EV システム
を停止しないでください。走行中に
EV システムを停止してもハンドルや
ブレーキの操作は可能ですが、補機
バッテリーの残量や使用状況によっ
ては、車両が停止する前にハンドル
の操作力補助がなくなり、ハンドル
操作が困難になります。安全を確認
した上で、すみやかに道路脇に停車
してください。
なお、通常の方法で車両を停止する
ことができないような緊急時は、
P.434 を参照してください。

●急な下り坂では、回生ブレーキを使
用してスピードを下げてください。
フットブレーキを連続して使いすぎ
ると、ブレーキが過熱して正常に機
能しなくなります。（P.220）

●マルチインフォメーションディスプ
レイに“回生ブレーキ制限中 減速
時は ブレーキを踏んでください” 
が表示されたときは、ブレーキペダ
ルをしっかり踏んで減速してくださ
い。（P.451）

●走行中はハンドル・シート・ドアミ
ラー・インナーミラーの調整をしな
いでください。運転を誤るおそれが
あります。

●すべての乗員は頭や手、その他の体
の一部を車から出さないようにして
ください。

●渡河などの水中走行はしないでくだ
さい。
電装品のショートや EV システムの
破損など、重大な車両故障の原因に
なるおそれがあります。

■すべりやすい路面を運転するとき

●急ブレーキ・急加速・急ハンドルは
タイヤがスリップし、車両の制御が
できなくなるおそれがあります。

●急激なアクセル操作、シフト操作に
よる回生ブレーキで車が横すべりす
るなどのおそれがあります。

●水たまり走行後はブレーキペダルを
軽く踏んでブレーキが正常に働くこ
とを確認してください。ブレーキ
パッドがぬれるとブレーキの効きが
悪くなったり、ぬれていない片方だ
けが効いたりしてハンドルをとられ
るおそれがあります。

■シフトポジションを変更するとき

●前進側のシフトポジションのまま惰
性で後退したり、R のまま惰性で前
進することは絶対にやめてください。
思わぬ事故や故障の原因になるおそ
れがあります。

●車両が動いているあいだは、Pポジ
ションスイッチを押さないでくださ
い。トランスミッションにダメージ
を与えたり、車両のコントロールが
できなくなるおそれがあります。

●車両が前進しているあいだは、シフ
トポジションを Rにしないでくださ
い。トランスミッションにダメージ
を与えたり、車両のコントロールが
できなくなるおそれがあります。

●車両が後退しているあいだは、シフ
トポジションを前進側のシフトポジ
ションにしないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

●走行中にシフトポジションをNにす
ると、EV システムの動力伝達が解除
され、回生ブレーキが効かなくなり
ます。
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警告

●アクセルペダルを踏み込んだままシ
フト操作をしないように気を付けて
ください。シフトポジションが P ま
たは N 以外にあると、車が急発進し
て思わぬ事故につながるおそれがあ
り危険です。シフトポジションの変
更後は、メーター内のシフトポジ
ション表示灯で現在のシフトポジ
ションを必ず確認してください。

■継続的にブレーキ付近から警告音
（キーキー音）が発生したとき

できるだけ早くレクサス販売店で点検
を受け、ブレーキパッドを交換してく
ださい。必要なときにパッドの交換が
行われないと、ディスクローターの損
傷につながる場合があります。

パッドやローターなどの部品は、役割
を果たすと共に摩耗していきます。摩
耗の限界をこえて走行すると故障を引
き起こすばかりでなく、事故につなが
るおそれがあります。

■停車するとき

●不必要にアクセルペダルを踏み込ま
ないでください。
シフトポジションが P または N 以外
にあると、車が急発進して思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●車が動き出すことによる事故を防ぐ
ため、READY インジケーターが点灯
しているときは常にブレーキペダル
を踏み、必要に応じてパーキングブ
レーキをかけてください。

●坂道で停車するときは、前後に動き
出して事故につながることを防ぐた
め、常にブレーキペダルを踏み、必
要に応じてパーキングブレーキをか
けてください。

■駐車するとき

●炎天下では、メガネ・ライター・ス
プレー缶・炭酸飲料の缶などを車内
に放置しないでください。
放置したままでいると、次のような
ことが起こるおそれがあり危険です。

･ ライターやスプレー缶からガスがも
れたり、出火する

･ プラスチックレンズ・プラスチック
素材のメガネが、変形またはひび割
れを起こす

･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚し
たり、電気部品がショートする原因
になる

●ライターを車内に放置したままにし
ないでください。ライターをグロー
ブボックスなどに入れておいたり、
車内に落としたままにしておくと、
荷物を押し込んだりシートを動かし
たときにライターの操作部が誤作動
し、火災につながるおそれがあり危
険です。

●フロントウインドウガラスなどには
吸盤を取り付けないでください。ま
た、インストルメントパネルやダッ
シュボードの上に芳香剤などの容器
を置かないでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、
車両火災につながるおそれがあり危
険です。

●シルバー色などの金属蒸着フィルム
を曲面ガラスに貼った場合は、ドア
やドアガラスを開けたまま放置しな
いでください。直射日光が曲面ガラ
スの内側に反射し、レンズの働きを
して火災につながるおそれがあり危
険です。
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警告

●車から離れるときは、必ずパーキン
グブレーキをかけ、シフトポジショ
ンを Pにし、EV システムを停止し、
施錠してください。
READY インジケーターが点灯してい
るあいだは、車から離れないでくだ
さい。
パーキングブレーキをかけずにシフ
トポジションを P にした状態では、
車が動き思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

■仮眠するとき

必ず EV システムを停止してください。
READY インジケーターが点灯した状態
のまま仮眠すると、無意識にシフトレ
バーを動かしたり、アクセルペダルを
踏み込んだりして、車が発進して事故
につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■ブレーキをかけるとき

●ブレーキがぬれているときは、普段
よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離
が長くなり、ブレーキのかかりに、
左右の違いが出るおそれがあります。
また、パーキングブレーキがしっか
りとかからないおそれもあります。

●電子制御ブレーキシステムが機能し
ないときは、他の車に近付いたりし
ないでください。また、下り坂や急
カーブを避けてください。
この場合ブレーキは作動しますが、
通常よりもブレーキペダルを強く踏
む必要があります。また制動距離も
長くなります。ただちにブレーキの
修理を受けてください。

●ブレーキシステムは 2 つ以上の独立
したシステムで構成されており、1
つの油圧システムが故障しても、残
りは作動します。この場合、ブレー
キペダルを通常より強く踏む必要が
あり、制動距離が長くなります。た
だちにブレーキの修理を受けてくだ
さい。

注意

■運転しているとき

●運転中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏むと、EVシステム出力を抑
制する場合があります。

●坂道で停車するために、アクセルペ
ダルを使ったり、アクセルペダルと
ブレーキペダルを同時に踏んだりし
ないでください。

■部品の損傷を防ぐために

●パワーステアリングモーターの損傷
を防ぐため、ハンドルをいっぱいに
まわした状態を長く続けないでくだ
さい。

●ディスクホイールなどの損傷を防ぐ
ため、段差などを通過するときは、
できるだけゆっくり走行してくださ
い。

■走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損
傷が考えられます。ハンドルをしっか
り持って徐々にブレーキをかけ、ス
ピードを落としてください。

●ハンドルがとられる

●異常な音や振動がある
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■ 急発進の抑制制御

アクセルペダルを踏み込んだまま、
次のようにシフトポジションを切り
かえたとき、EV システム出力を抑制
することがあります。

● Rに切りかえたとき※

● PまたはRから、Dなどの前進シフ

トポジションに切りかえたとき※

この場合、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。表示された画面の指示に従ってくだ
さい。
※状況によっては操作できない場合があ
ります。

■ 後退速度の抑制制御

後退時の速度が所定以下となるよう

に EV システム出力を抑制※しま
す。

後退速度の抑制制御が作動している
ときは、マルチインフォメーション
ディスプレイに“速度抑制中”が
表示されます。
※状況によっては所定の速度以下に抑制
できない場合があります。

注意

●車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は
P.456 をご覧ください。

■冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のよ
うな重大な損傷を与えるおそれがある
ため、走行しないでください。

●電装品がショートする

●水の侵入による駆動用電池の破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に
浸かってしまったときは必ずレクサス
販売店で次の点検をしてください。

●ブレーキの効き具合

●トランスミッションフルードなどの
量および質の変化

●各ベアリング・各ジョイント部など
の潤滑不良

●駆動用電池に接続されている構成部
品

冠水によりシフト制御システムが損傷
すると、シフトポジションが Pに切り
かえられない、または Pから他のシフ
トポジションに切りかえられなくなる
可能性があります。その場合は
レクサス販売店へご連絡ください。

■駐車するとき

必ずパーキングブレーキをかけ、シフ
トポジションを Pにしてください。
パーキングブレーキをかけ、シフトポ
ジションを Pにしておかないと、車が
動き出したり、誤ってアクセルペダル
を踏み込んだときに急発進するおそれ
があります。

■事故にあったとき

駆動用電池や周辺部品が損傷すると、
誤作動の原因になる可能性があります。 
軽度の事故であっても、レクサス販売
店で点検を受けてください。

急発進および後退速度の抑制
（ドライブスタートコントロー
ル）
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知識

■ドライブスタートコントロールについ
て

●TRC の作動を停止（P.339）すると、
急発進の抑制制御も停止します。急発
進の抑制制御により、ぬかるみや新雪
などからの脱出が困難な場合は、TRC
の作動を停止してください。
（P.339）

●タイヤがスリップ（空転）していると、
後退速度の抑制制御が作動することが
あります。

●後退速度の抑制制御の ON（作動）／
OFF（非作動）を切りかえることがで
きます。（P.483）

･ パワースイッチを ONにしたときは、
後退速度の抑制制御は常に ON（作動）
になっています。

･ 後退速度の抑制制御を OFF（非作動）
にしても、急発進の抑制制御は作動し
ます。

荷物を積むときの注意

安全で快適なドライブをするため
に、荷物を積むときは次のことを
お守りください。

警告

■積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそ
れがあり危険です。

●燃料が入った容器

●スプレー缶

■荷物を積むとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、ブレーキペダ
ル・アクセルペダルを正しく操作でき
なかったり、荷物が視界をさえぎった
り、荷物が乗員に衝突したりして、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

●できるだけ荷物はラゲージルームに
積んでください。

●シート背もたれより高いものをラ
ゲージルームに積まないでください。

●後席のシート背もたれを折りたたん
で荷物を積むときは、荷物を積み重
ねないでください。

●後席のシート背もたれを折りたたん
で、寸法が長い荷物を積むときは、
できるだけ前席シート背もたれの真
うしろには積まないでください。

●ラゲージルームに人を乗せないでく
ださい。乗員用には設計されていま
せん。乗員は、適切にシートベルト
を着用させ、座席に座らせてくださ
い。
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警告

●次の場所には荷物を積まないでくだ
さい。

･ 運転席足元

･ 助手席やリヤ席（荷物を積み重ねる
場合）

･ トノカバー

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

･ センターディスプレイの前

●室内に積んだ荷物はすべてしっかり
と安定させてください。

●ルーフレール装着車：ルーフレール
には直接荷物を置かないでください。
荷くずれを起こしたりして思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

■荷物の重量・荷重のかけ方について

●荷物を積み過ぎないでください。

●荷重を不均等にかけないようにして
ください。

これはタイヤに負担をかけるだけでな
く、ハンドル操作性やブレーキ制御の
低下により思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

■ルーフレール★を使用するときは

ルーフレールをルーフラゲージキャリ
アとして使用するときは、2 つ以上の
レクサス純正キャリアを装着してくだ
さい。レクサス純正品以外を装着され
る場合は、レクサス純正品に相当する
ものを装着してください。

ルーフラゲージキャリアに荷物を積む
ときは、次のことをお守りください。

●車両に荷重が均等になるように荷物
を積んでください。

●車両の大きさ（全長、全幅）をこえ
る荷物を積まないでください。

●走行する前に、荷物が確実に固定さ
れていることを確認してください。

●ルーフラゲージキャリアに荷物を積
むと、車両の重心が高くなります。
高速走行、急加速、急旋回、急ブ
レーキなどは避けてください。車両
を適切に操作することができなくな
ることで横転し、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●長距離走行、荒れた路面での走行、
高速走行をするときは、時おり車両
を止めて、荷物が固定した位置にあ
ることを確認してください。

●80kg以上の荷物を積まないでくださ
い。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

注意

■荷物を積むとき

ムーンルーフ★に荷物がふれないよう
にしてください。お守りいただかない
と傷が付いたり割れたりするおそれが
あります。
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。
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1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認するため、パーキン
グブレーキスイッチを押す
（P.226）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 ブレーキペダルをしっかり踏む

マルチインフォメーションディスプレイ

に とメッセージが表示されます。

表示されないと、EV システムは始動し
ません。

シフトポジションがN と表示されている
ときは、EV システムを始動できません。
EV システムの始動時は、シフトポジ
ションを P にしてください。（P.220）

3 パワースイッチを短く確実に押す

短く確実に押せば、押し続ける必要はあ
りません。

READY インジケーターが点灯すれば、
EV システムは正常に始動しています。

READY インジケーターが点灯するまで
ブレーキペダルを踏み続けてください。

パワースイッチのどのモードからでも

EV システムを始動できます。

4 READY インジケーターが点灯し
たことを確認する

READY インジケーターが消灯している
状態では走行できません。

プラスサポート★をご使用の方は、
P.331 も併せて参照してください。
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

知識

■パワースイッチ照明

状況に応じて、次のようにパワースイッ
チ照明が切りかわります。

●運転席または、助手席のドアが開いて
いるとき、もしくはパワースイッチを
ACC またはON から OFF にしたとき
は、パワースイッチ照明が暗く点灯し
ます。

●電子キーを携帯したままブレーキペダ
ルを踏むと、パワースイッチ照明が明
るく点灯します。

●パワースイッチがACCまたはONのとき
は、パワースイッチ照明が点灯します。

■EV システムが始動しないときは

●イモビライザーシステムが解除されて
いない可能性があります。（P.54）
レクサス販売店へご連絡ください。

●始動操作に関するメッセージがマルチ
インフォメーションディスプレイに表

パワー（イグニッション）
スイッチ

電子キーを携帯して次の操作を行
うことで、EV システムの始動ま
たはパワースイッチのモードを切
りかえることができます。

EV システムを始動するには
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示されている場合は、画面の指示に
従ってください。

●メカニカルキーを使ってドアを解錠し
た場合は、スマートエントリー＆ス
タートシステムで EV システムを始動
することができません。EV システムを
始動するには、P.471 を参照してくだ
さい。または、乗車中に電子キーを携
帯し、施錠した場合（P.168）は EV 
システムを始動できます。

■外気温が低いときは

●EV システム始動時に READY インジ
ケーターの点滅時間が長くなることが
あります。READY インジケーターが点
灯すれば走行可能になりますので点灯
するまでそのままお待ちください。

●極寒の環境などで駆動用電池の温度が
著しく低くなっている場合（およそ－
30 ℃以下）、EV システムが始動できな
くなることがあります。その場合は気
温の上昇を待つなど、駆動用電池の温
度が上がってから再度始動操作をして
ください。

■EV 車特有の音と振動について

P.61

■補機バッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステム
で EV システムを始動することができま
せん。EV システムを始動するには、
P.472 を参照してください。

■電子キーの電池の消耗について

P.158

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に働かないおそれのある状況

P.186

■ご留意いただきたいこと

P.187

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“スマートエントリー＆スタート
システム故障 取扱書を確認” が表示
されたときは

システムに異常があるおそれがあります。
ただちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

■万一、READY インジケーターが点灯し
ないときは

正しい手順で始動操作を行っても READY
インジケーターが点灯しない場合は、た
だちにレクサス販売店へご連絡ください。

■EV システムに異常があるときは

P.66

■電子キーの電池交換

P.424

■パワースイッチの操作について

●スイッチを短く確実に押せてない場合
は、モードの切りかえや EV システム
の始動ができない場合があります。

●パワースイッチOFF 後、すぐに再始動
した場合は、EV システムが始動しない
場合があります。パワースイッチOFF
後の再始動は、数秒待ってから操作し
てください。

■カスタマイズ機能

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、P.469 を参照してください。

警告

■EV システムを始動するとき

必ず運転席に座って行ってください。
このとき決してアクセルペダルは踏ま
ないでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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1 車両を完全に停止させる

2 パーキングブレーキをかける
（P.226）

3 P ポジションスイッチを押す
（P.220）

シフトポジション表示灯が P であること
と、パーキングブレーキ表示灯が点灯し
ていることを確認します。

4 パワースイッチを押す

EV システムが停止し、メーター表示が
消えます。（シフトポジション表示灯は、
メーター表示が消えたあとも数秒間表示
されています）

5 ブレーキペダルから足を離して、
メーターの“アクセサリー”や
“パワーON”の表示が消灯し
ていることを確認する

知識

■シフト制御システムについて

シフト制御システムが故障すると、パ
ワースイッチを操作して OFF にしようと
してもOFF にならないことがあります。
その場合は、パーキングブレーキをかけ
てからパワースイッチを操作するとOFF 
にすることができる場合があります。

システムが故障した場合は、すみやかに
お近くのレクサス販売店で点検を受けて
ください。

ブレーキペダルを踏まずにパワース
イッチを押すと、モードを切りかえ
ることができます。（スイッチを押す
ごとにモードが切りかわります）

注意

■EV システムを始動するとき

もし EV システムが始動しにくい場合
は、ただちにレクサス販売店で点検を
受けてください。

■パワースイッチの操作について

パワースイッチ操作時に引っかかりな
どの違和感があるときは、故障のおそ
れがあります。すみやかにレクサス販
売店にご連絡ください。

EV システムを停止するには

警告

■緊急時の EVシステム停止方法

●走行中にEVシステムを緊急停止した
い場合には、パワースイッチを 2秒
以上押し続けるか、素早く 3回以上
連続で押してください。（P.434）
ただし、緊急時以外は走行中にパ
ワースイッチにふれないでください。
走行中に EVシステムを停止しても
ハンドルやブレーキの操作は可能で
すが、補機バッテリーの残量や使用
状況によっては、車両が停止する前
にハンドルの操作力補助がなくなり、
ハンドル操作が困難になります。安
全を確認した上で、すみやかに道路
脇に停車してください。

●走行中にパワースイッチを操作する
と、マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示さ
れ、警告ブザーが鳴ります。

●走行中にEVシステムの緊急停止した
あと、走行中に EV システムを再始
動させる場合は、パワースイッチを
押してください。

パワースイッチを切りかえるに
は
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“ アクセサリー”

“パワーON”

1 OFF
非常点滅灯が使用できます。

2 ACC※

オーディオなどの電装品が使用できます。

メーターに“アクセサリー”が表示さ
れます。

3 ON
すべての電装品が使用できます。

メーターに“パワーON”が表示され
ます。
※カスタマイズメニューで ON/OFF を切
りかえることができます。

知識

■ACC カスタマイズが“OFF” のとき

パワースイッチ OFF の状態でも、節電機
能が働くまでの一定時間はマルチメディ
アシステムが使用できます。

■自動電源 OFF 機能

●シフトポジションが P にあるとき、約
20 分以上パワースイッチを ACC また
は ON（EV システムが始動していない
状態）のままにしておくと、パワース

イッチが自動でOFF になります。

●シフトポジションが P およびパワース
イッチが ACC またはON（EV システ
ムが始動していない状態）のときに補
機バッテリーの残量が少なくなると、
ブザーが鳴りマルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示さ
れます。そのままの状態を続けると、
パワースイッチが自動で OFF になりま
す。

ただし、自動電源OFF 機能は、補機バッ
テリーあがりを完全に防ぐものではあり
ません。EV システムが作動していないと
きは、パワースイッチを ACC または ON 
したまま長時間放置しないでください。A

B
注意

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

●EVシステム停止中は、パワースイッ
チを ACC または ONにしたまま長時
間放置しないでください。

●EVシステム停止中に、マルチイン
フォメーションディスプレイの“ア
クセサリー”または“パワー
ON”の表示が消灯していない場合、
パワースイッチがOFF になっていま
せん。パワースイッチをOFF にして
から車両を離れてください。
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知識

■急発進の抑制について（ドライブス
タートコントロール）

P.213

■シフト操作に関するメッセージがマル
チインフォメーションディスプレイに
表示されたとき

誤操作やシステムの状況等によりシフト
ポジションが切りかわらない、またはシ
フト操作が無効にされたときには、切り
かえができない原因や、正しい操作方法
などに関するメッセージが、マルチイン
フォメーションディスプレイに表示され
ます。その場合は、メッセージに従って
操作し直してください。

■補機バッテリーを脱着したとき

P.474

シフトレバー

シフトポジション

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的に
ついて

シフトポジ
ション

目的および状態

P
駐車または EV システムの

始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行

B
回生ブレーキ力選択モード

走行

警告

■すべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作を行わないでくださ
い。横すべりやスピンの原因になりま
すので注意してください。

注意

■シフト制御システムの異常が考えら
れるとき

次のような状態になったときは、シフ
ト制御システムの異常が考えられます。
安全で平坦な場所に停車し、パーキン
グブレーキをかけて、レクサス販売店
にご連絡ください。

●マルチインフォメーションディスプ
レイにシフト制御システムに関する
警告メッセージが表示されたとき
（P.449）

●シフトポジションが選択されていな
い表示状態が、数秒以上続いている
とき

シフトポジションの切りかえ方
法と表示について

A
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シフトレバーは、シフトポジション表示
灯の矢印に従って、ゆっくり確実に操作
してください。

N に切りかえるときは、矢印に従って操
作したあと、しばらく保持します。

シフトレバーを操作したあとは、シフト
レバーから手を離してください。シフト

レバーが定位置（ ）にもどります。

Bへの切りかえは、シフトポジションが
Dのときのみ可能です。

Pから N・D・R、および N・D・B・R
から Pへ、または D・Bから R、および
Rから Dへ切りかえるときは、ブレーキ
ペダルを踏み、車が完全に停止している
状態で行ってください。

シフトポジション表示灯

メーター表示：

現在のシフトポジションが表示されます。

シフトレバー表示：

現在のシフトポジションが点灯表示され
ます。

シフトレバーを操作したあとは、シフト
ポジション表示灯で、目的のシフトポジ
ションに切りかわったことを必ず確認し
てください。

Pポジションスイッチ

Pポジションに切りかえるには、車を完
全に停止させ、パーキングブレーキをか
け、P ポジションスイッチを押してくだ
さい。

シフトポジションを P にすると、スイッ
チが点灯します。

シフトポジション表示灯が Pであること
を必ず確認してください。

知識

■パワースイッチの各モードにおけるシ
フトポジション切りかえ

●パワースイッチがOFFまたはACCのと

きはシフトポジションの切りかえはで
きません。

●パワースイッチがONで、READY イン
ジケーターが消灯しているときは、N
のみに切りかえが可能です。

●READY インジケーターが点灯中は、P
から、D・N・R を選択できます。

●READY インジケーターが点滅している
ときは、シフトレバーを操作しても、P
から他のシフトポジションへ切りかえ
ることはできません。READY インジ
ケーターが点滅から点灯にかわってか
ら、再度シフトレバーを操作してくだ
さい。

■Pから他のシフトポジションに切りかえ
る

●ブレーキペダルをしっかり踏みながら、
シフトレバーを操作します。（ブレーキ
ペダルを踏まずにシフトレバーを操作
すると、ブザーが鳴りシフトポジショ
ンの切りかえができません）

●操作後は、シフトポジション表示灯で、
目的のシフトポジションに切りかわっ
たことを必ず確認してください。

●P から直接、シフトポジションを Bに切
りかえることはできません。

■シフトポジションを切りかえられな
かった場合

次の操作を行うとブザーが鳴り、シフト
ポジションが切りかえられなかったこと
をお知らせします。適切な操作で、再度
シフトポジションを切りかえてください。

●ブレーキペダルを踏まずに、Pからシフ
トレバーを操作したとき

●アクセルペダルを踏んだまま、Pからシ
フトレバーを操作したとき

●ブレーキペダルを踏まずに、停車中ま
たは極低速走行中に Nからシフトレ
バーを操作したとき

B

C
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●アクセルペダルを踏んだまま、停車中
または極低速走行中に Nからシフトレ
バーを操作したとき

●P または Nから、Bを選択した

●走行中に、Pポジションスイッチを押し
た
極低速走行時は、Pに切りかわること
があります

■シフトポジションが自動的にNに切りか
わった場合

次の操作を行うとブザーが鳴り、シフト
ポジションが Nに切りかわったことをお
知らせします。適切な操作で、再度シフ
トポジションを切りかえてください。

●車両が前進しているときに R を選択し
た
低速走行時は Rに切りかわることがあ
ります。

●車両が後退しているときにDを選択した
低速走行時は Dに切りかわることがあ
ります。

●R から Bを選択した

■走行中に Nを選択した場合

一定以上の速度で走行中に Nを選択した
場合、シフトレバーをNの位置で保持し
なくてもNに切りかわります。この場合
はブザーが鳴り、マルチインフォメー
ションディスプレイに確認メッセージが
表示され、Nにかわったことを運転者に
知らせます。

■リバース警告ブザー

シフトポジションを R にするとブザーが
鳴り、R にあることを運転者に知らせま
す。

■自動Pポジション切りかえ機能について

次のときは、自動的にシフトポジション
が Pに切りかわります。

●パワースイッチが ON、かつシフトポジ

ションが P以外の状態で、車両を停止

させパワースイッチを押したとき（シ
フトポジションが Pに切りかわったあ
と、パワースイッチがOFF になりま

す）※

●シフトポジションが P以外の状態で、万
が一、運転席ドアを開け、次の条件を
すべて満たしているとき

･ パワースイッチがON
･ 運転席シートベルトを着用していない
･ ブレーキペダルを踏んでいない

シフトポジションが Pに切りかわったあ
と、車両を発進させるときは、シフトレ
バーを操作してください。

●走行中に EV システムを緊急停止したあ
と、停車したとき

●シフトポジションが P以外の状態で、補
機バッテリーの電圧が低下したとき

※停車直前など、極低速走行時にパワー
スイッチを押すと、自動的にシフトポ
ジションが Pに切りかわる場合があり
ます。必ず車両が完全に停止している
状態でパワースイッチを押してくださ
い。

■シフトポジションがPから切りかわらな
い場合は

補機バッテリーあがりの可能性がありま
す。補機バッテリーがあがってしまった
場合の対処法は、P.472 を参照してくだ
さい。

警告

■シフトレバーについて

●シフトレバーのノブを取りはずした
り、純正品以外のノブを取り付けた
りしないでください。また、ものを
ぶら下げたりしないでください。シ
フトレバーが定位置にもどらなく
なって、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。
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● 次の操作を行うと、シフトポジ
ションが Pに切りかわるまでのあ

いだ、自動 Pポジション切りかえ
機能を作動させずに、シフトポジ
ションをNに保持することができ
ます。

1 EV システムが始動しているとき
にシフトレバーを操作し、シフト
ポジションをNに切りかえる

2 シフトレバーを定位置（ ）に

もどす

3 シフトレバーをNの位置に操作
しブザーが鳴るまで保持する

4 ブザーが鳴ったあと、5秒以内に
パワースイッチを押す

シフトポジションがNのまま EV システ

ムが停止します。※

ブザーが鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに“N保持中 解除する
には Pスイッチを押してください” が
表示されたことを必ず確認してください。

● シフトポジションをN以外にする
には、Pポジションスイッチを押
して、一旦シフトポジションを P
に切りかえてください

● 必ずEV システムが始動している
状態で操作してください。
EV システム停止状態では、シフ
トポジションをNに保持できない
場合があります。

※この状態を維持したい場合は、パワー
スイッチを操作しないでください。パ
ワースイッチを繰り返し操作すると、
自動的にシフトポジションが P に切り
かわったあと、パワースイッチが OFF 
になります。

■ ドライブモード

P.336

警告

●意図せぬシフトポジションの切りか
わりを防止するため、操作時以外は
シフトレバーにふれないでください。

■Pポジションスイッチについて

●車が動いているときは、Pポジション
スイッチにふれないでください。
停車直前など、極低速走行中に Pポ
ジションスイッチを押すと、シフト
ポジションが Pに切りかわることが
あるため、車が急停止して思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●意図せぬシフトポジションの切りか
わりを防止するため、操作時以外は
Pポジションスイッチにふれないで
ください。

注意

■シフトポジションの切りかえ操作に
ついて

P から P 以外、および P 以外から P へ
の切りかえ操作を短時間にくり返し行
わないでください。そのような操作を
行うと、システム保護のため、一定時
間 P からの切りかえができなくなるこ
とがあります。その場合は、時間をお
いてから操作し直してください。

■車を降りるとき（運転席のみ）

シフトポジション表示灯が Pであるこ
とと、パーキングブレーキ表示灯が点
灯していることを確認してから、ドア
を開け、降車してください。

自動Pポジション切りかえ機能
を作動させずに、シフトポジ
ションをNに保持したいとき
は 走行モードの選択
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シフトポジションを B にして、パド
ルシフトスイッチを操作することで、
アクセルベダルを離したときまたは、
ブレーキペダルを踏んだときの回生
ブレーキ力を固定した走行ができま
す。

回生ブレーキ力は4段階から選択で
きます。

メーター内の （回生ブレーキ力イ

ンジケーター）の の数が多いほど

回生ブレーキ力が強くなります。

知識

■一時的に強い回生ブレーキ力にするに
は

シフトポジションがD で走行中、パドル
シフトスイッチの“－”側を操作する
ことにより、現状より強い回生ブレーキ
力にすることができます。このとき、
メーター内に回生ブレーキ力インジケー
ターが表示されます。

次のとき、一時的に強い回生ブレーキ力
は、自動的に解除されます。

●停車したとき

●アクセルペダルを一定時間以上踏み続
けたとき

●シフトポジションを D以外にしたとき

●パドルシフトスイッチの“＋” 側を長
押ししたとき

■回生ブレーキについて

●高速走行時は、通常の車にくらべて回
生ブレーキによる減速感が小さくなり
ます。

●マルチインフォメーションディスプレ
イに“回生ブレーキ制限中　減速時は
ブレーキを踏んでください”が表示さ
れたときは、ブレーキペダルをしっか
り踏んで減速してください。
（P.451）

回生ブレーキ力選択モードでの
操作方法
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レバー操作により、次のように運転
者の意思を表示することができます。

1 左折

2 左側へ車線変更
（レバーを途中まで動かして離す）

左側方向指示灯が 5回点滅します。

3 右側へ車線変更
（レバーを途中まで動かして離す）

右側方向指示灯が 5回点滅します。

4 右折

知識

■作動条件

パワースイッチが ONのとき

■表示灯の点滅が異常に速くなったとき
は

方向指示灯の電球が切れていないか確認

してください。方向指示レバー

操作のしかた
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■ マニュアルモード

手動でパーキングブレーキをかけ
る・解除することができます。

1 スイッチを押し、パーキングブ
レーキをかける

作動後、パーキングブレーキ表示灯が点
灯します。（P.227）

緊急時、走行中にパーキングブレーキを
かける必要があるときは、スイッチを押
し続けてください。

2 スイッチを引き、パーキングブ
レーキを解除する

･ ブレーキペダルを踏みながら操作して
ください。

･ パーキングブレーキ自動解除機能によ
り、アクセルペダルを踏むことでパー
キングブレーキを解除することができ
ます。アクセルペダルを踏むときは
ゆっくり踏んでください。

解除後、パーキングブレーキ表示灯が消
灯します。

■ オートモードをONにする

停車中に、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが出る
までスイッチを押し続ける

オートモードをONにすると、パー
キングブレーキが次のように作動し
ます。

● シフトポジションをP からP以外 
にすると、パーキングブレーキが
解除され、パーキングブレーキ表
示灯が消灯します。

● シフトポジションをP 以外からP 
にすると、パーキングブレーキが
かかり、パーキングブレーキ表示
灯が点灯します。

シフトポジションおよび Pポジションス
イッチは、停車した状態でブレーキペダ
ルを踏みながら操作してください。

■ オートモードをOFFにする

停車中に、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが出る

パーキングブレーキ

自動または手動でパーキングブ
レーキをかける・解除することが
できます。

オートモードのときは、シフトポ
ジションの操作に応じてパーキン
グブレーキが自動で作動します。
また、オートモードのときでも手
動でパーキングブレーキをかけ
る・解除することができます。

操作のしかた
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までスイッチを引き続ける

知識

■パーキングブレーキの作動

●パワースイッチが ON以外では、パーキ
ングブレーキスイッチによる解除はで
きません。

●パワースイッチが ON以外では、オート
モードによる作動（かける・解除する）
はできません。

■パーキングブレーキ自動解除について

オートモード：

シフトポジションを P から P 以外 にする
と、パーキングブレーキが自動的に解除
されます。

マニュアルモード：

次の条件をすべて満たしたとき、アクセ
ルペダルを踏むことによりパーキングブ
レーキを解除することができます。

●運転席ドアが閉まっているとき

●運転席シートベルトを着用していると
き

●シフトポジションがD、Bまたは Rのと
き

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“EPB が連続で操作されました　
しばらくお待ちください”と表示され
たときは

短時間に作動をくり返すと、システム過
熱防止のために作動制限することがあり

ます。その場合は、操作を控えてくださ
い。1分程度でもとの状態にもどります。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“EPB 動作が途中で停止しました
”または“EPB 現在使用できません
”と表示されたときは

パーキングブレーキスイッチを操作して
ください。何度か操作しても表示が消え
ない場合は、システムに異常があるおそ
れがあります。レクサス販売店で点検を
受けてください。

■パーキングブレーキの作動音

パーキングブレーキが作動するとき、
モーターの音（“ウィーン”という音）
が聞こえることがありますが、異常では
ありません。

■パーキングブレーキ表示灯について

●パーキングブレーキをかけたとき、パ
ワースイッチのモードによって、次の
ようにパーキングブレーキ表示灯が点
灯します。
ON：パーキングブレーキを解除するま
で点灯します。
ON以外：約 15秒間点灯します。

●パーキングブレーキをかけた状態でパ
ワースイッチをOFF にしたとき、パー
キングブレーキ表示灯が約 15 秒間点
灯したままになりますが、異常ではあ
りません。

■パーキングブレーキスイッチが故障し
たとき

自動的にオートモードが ONになります。

■駐車するとき

P.208

■パーキングブレーキ未解除警告ブザー

パーキングブレーキをかけたまま走行す
ると、警告ブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに“EPB が
ロックされています”と表示されます
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（車速が 5km/h をこえたとき）

■ブレーキ警告灯が点灯したとき

P.443

■冬季のパーキングブレーキの使用につ
いて

P.345

スイッチを押して、ブレーキホール
ドシステムをONにする

ブレーキホールドスタンバイ表示灯（緑）

が点灯します。ブレーキ保持中はブ

レーキホールド作動表示灯（黄） が点

灯します。

知識

■システムの作動条件

次のときはブレーキホールドシステムを
ONにできません。

●運転席ドアが閉まっていない

●運転席シートベルトを着用していない

ブレーキホールドシステムが ONのとき
に上記いずれかを検出したときは、シス
テムがOFF になり、ブレーキホールドス

警告

■駐車するとき

お子さまだけを車の中に残したままに
しないでください。お子さまが誤って
パーキングブレーキを解除し、車が動
き出して思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意

■駐車するとき

車から離れるときは、パーキングブ
レーキをかけ、シフトポジションを P
にし、車が動かないことを確認してく
ださい。

■システムに異常が発生したら

安全な場所に車を停め、警告メッセー
ジを確認してください。

■故障などでかかったままになったと
き

パーキングブレーキがかかったまま走
行すると、ブレーキ部品が過熱し、ブ
レーキの効きが悪くなったり、早く摩
耗したりするおそれがあります。この
場合は、ただちにレクサス販売店で点
検を受けてください。

ブレーキホールド

シフトポジションがD・B・N ま
たは Pでブレーキホールドシステ
ムがON のとき、ブレーキペダル
を踏んで停車するとブレーキがか
かったまま保持されます。シフト
ポジションがDまたはBのとき、
アクセルペダルを踏むと同時に解
除され、スムーズに発進できます。

システムを作動させるには

A

B
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タンバイ表示灯（緑）が消灯します。ブ
レーキ保持中に検出した場合は、さらに
警告音と共にマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示され、
自動的にパーキングブレーキがかかりま
す。

■ブレーキ保持について

●ブレーキ保持中にブレーキペダルが踏
まれていない状態が約 3分継続すると、
自動的にパーキングブレーキがかかり
ます。このときはブザーが鳴り、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

●急坂路ではブレーキ保持できないこと
があり、その場合運転者が、ブレーキ
をかける必要があります。このときブ
ザーが鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示さ
れます。表示された画面の指示に従っ
てください。

●ブレーキ保持中にシステムを OFF にす
るときは、ブレーキペダルをしっかり
踏み、もう一度スイッチを押してくだ
さい。

●パーキングブレーキを自動的に作動さ
せたくない場合は、ブレーキホールド
スイッチを押してスタンバイ表示灯
（緑）が消灯したのを確認してからパ
ワースイッチを OFF にしてください。

■ブレーキ保持中にパーキングブレーキ
が自動的にかかったとき

発進時は次のいずれかの操作でパーキン
グブレーキを解除してください。

●運転席シートベルトを着用した状態で
アクセルペダルを踏む

●ブレーキペダルを踏みながら、パーキ
ングブレーキスイッチを操作して手動
で解除する

操作したあとパーキングブレーキ表示灯
が消灯したことを確認してください。

（P.226）

■レクサス販売店で点検が必要なとき

ブレーキホールドシステムの作動条件を
満たしているときに、ブレーキホールド
スイッチを押してもブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が点灯しないとき
はシステムの異常が考えられます。ただ
ちにレクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“BrakeHold 故障”が表示され
たときは

システムに異常があるおそれがあります。
ただちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

■警告メッセージ・警告ブザーについて

操作に関して注意が必要な場合や、シス
テムに異常が発生したときには、警告
メッセージ・警告ブザーで注意をうなが
します。マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示された
ときは、表示された画面の指示に従って
ください。

■ブレーキホールド作動表示灯（黄）が
点滅したときは

P.444

警告

■急坂路では

急坂路でブレーキホールドシステムを
使用するときは注意してください。急
坂路ではブレーキホールドシステムに
てブレーキを保持できないことがあり
ます。
また、勾配によってはシステム自体が
作動しないことがあります。
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ASC スイッチを押す

ONのときはスイッチ上のインジケー
ターが点灯します。

OFF にするには、再度スイッチを押しま
す。

警告

■すべりやすい路面では

タイヤのグリップ限界をこえて停車さ
せることはできません。すべりやすい
路面での使用は控えてください。

注意

■駐車するとき

ブレーキホールドは長時間駐車するた
めの機能ではありません。ブレーキ保
持中にパワースイッチを OFF にする
と、保持が解除されて車が動き出す場
合があります。パワースイッチを操作
するときは、ブレーキペダルを踏み、
シフトポジションを P にして、パーキ
ングブレーキをかけてください。

ASC（アクティブサウンド
コントロール）

ASC は、車室の前方から車内に向
けて特殊な音を付加し、実際の電
気モーター音などと協調させるこ
とで、運転者が加速感を、より実
感しやすくするためのシステムで
す。

設定のしかた
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5-3. ランプのつけ方・ ワイパーの使い方

次のように スイッチを操作すると、ランプが点灯します。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動的に 2 の位置へ戻ります。

上記の表のスモールランプは、車幅灯・尾灯・インストルメントパネルラン
プを意味します。

※1操作するたびに、2 による点灯状態と 3 による点灯状態が切りかわります。

※2停車中のみ点灯可能。車両を発進させると 2 による点灯状態に切りかわります。

スイッチを 3 の位置で1秒以上保持すると、次のように作動しま

す。

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプなどを点灯・消灯できます。

点灯のしかた

ポジション
点灯状態

周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

1 ヘッドランプ・スモールランプが点灯

2 ※1 デイタイムランニングランプ
（P.232）が点灯

ヘッドランプ・スモールランプ
が点灯

3 ※1 スモールランプが点灯 スモールランプが点灯※2

消灯のしかた
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消灯中に 1 か 3 の位置へ操作すると消灯状態が解除されます。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動的に 2 の位置へ戻ります。

※停車中のみ消灯可能。車両を発進させると消灯状態が解除されます。

知識

■AUTOモードの作動条件

パワースイッチが ONのとき

■デイタイムランニングランプ

日中での走行時、自車が他の運転者から
見やすくなるように、EV システム始動
後、パーキングブレーキを解除して、ラ
ンプスイッチを AUTO にすると、デイタ
イムランニングランプが自動で点灯しま
す。（車幅灯より明るく点灯します）
デイタイムランニングランプは夜間の使
用を意図したものではありません。

■自動で点灯 / 消灯する明るさについて

周囲の明るさに応じて自動的にランプが
点灯／消灯します。日中走行中でも周囲
の環境や明るさによって、ヘッドランプ
が自動点灯する場合があります。

■ライトセンサーについて

センサーの上にものを置いたり、セン
サーをふさぐようなものをフロントウイ
ンドウガラスに貼らないでください。周
囲からの光がさえぎられると、自動点灯・
消灯機能が正常に働かなくなります。

■ランプ消し忘れ防止機能

パワースイッチをOFF にするとすべての
ランプが自動的に消灯します。

再びランプを点灯する場合は、パワース
イッチを ONにするか、一度ランプス

イッチを AUTOにしてから または

ポジション
点灯状態

周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

3
ヘッドランプ・スモールラン
プ・デイタイムランニングラン

プ（P.232）が消灯

ヘッドランプ・スモールランプ

が消灯※
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の位置にします。

■オートレベリングシステム

通行人や対向車がまぶしくないように、
乗車人数・荷物の量などによる車の姿勢
の変化に合わせて、ヘッドランプの光軸
を自動で調整します。

■節電機能

車両の補機バッテリーあがりを防止する
ため、パワースイッチが OFF の状態で
ヘッドランプまたは尾灯が点灯している
場合、節電機能が働き約 20 分後すべて
のランプが自動消灯します。

パワースイッチを ONにすると節電機能
は解除されます。

次のいずれかを行った場合、節電機能は
いったん解除され、再度節電機能が働き
約 20分後すべてのランプが自動消灯し
ます。

●ランプスイッチを操作したとき

●ドアを開閉したとき

■おもてなし照明

ランプスイッチが AUTOの位置で車両周
辺が暗いとき、スマートエントリー＆ス
タートシステムまたはワイヤレスリモコ
ンでドアを解錠すると、車幅灯が自動で
点灯します。

■ワイパー連動ヘッドランプ点灯機能

日中での走行時、ランプスイッチが
AUTOでワイパーを作動してしばらくす
ると、自車が他車から見やすくなるよう
にヘッドランプが自動点灯します。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“ ヘッドランプシステム故障 販
売店で点検してください” が表示され
たときは

システムに異常があるおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてください。

■カスタマイズ機能

ライトセンサーの感度の設定などを変更
できます。（カスタマイズ一
覧：P.483）

1 ヘッドランプ点灯時ハイビームに
切りかえ

レバーをもとの位置へもどすとロービー
ムにもどります。

2 レバーを引いているあいだ、ハイ
ビームを点灯

ランプが消灯していても、ハイビームが
点灯します。レバーを離すと、ロービー
ムにもどる、または消灯します。

ヘッドランプ（ロービーム）点灯時
に次のいずれかの条件を満たしたと
き、夜間走行時の交差点や駐車時に
優れた視認性を確保するため、コー
ナリングランプが追加点灯し車両進
行方向を照射します。

● ハンドルを操作したとき

注意

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

EV システムを停止した状態でランプ類
を長時間点灯しないでください。

ハイビームにするには

コーナリングランプ
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● 方向指示レバーを操作したとき

● シフトポジションがRのとき（左
右両側のコーナリングランプが点
灯）

知識

■コーナリングランプ制御について

●車速が約 30 km/h 以下のときに点灯し
ます。ただし、約 35 km/h 以上になる
と消灯します。

●点灯した状態で 30 分間経過すると、自
動で消灯します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

● 車速に応じて、ハイビームの明る
さと照らす範囲を調整します。

● カーブを走行しているとき、進行
方向側をハイビームでより明るく
照らします。

● 前方車両の周辺を遮光したハイ
ビームを点灯します。（遮光ハイ
ビーム）

前方車両へのまぶしさを緩和しつつ、前
方視界の確保を補助します。

AHS（アダプティブハイ
ビームシステム）★

アダプティブハイビームシステム
は、フロントウインドウガラス上
部に設置された前方カメラにより
前方車両のランプや街路灯などの
明るさを判定し、ヘッドランプの
配光を制御します。

警告

■安全にお使いいただくために

アダプティブハイビームシステムを過
信しないでください。運転者は常に自
らの責任で周囲の状況を把握し、安全
運転を心がけ、必要に応じて手動でハ
イビームとロービームを切りかえてく
ださい。

■アダプティブハイビームシステムの
誤作動を防ぐために

●システムをOFF にする必要があると
き：P.249

システムの制御
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ハイビームで照らす範囲

ロービームで照らす範囲

● 先行車との距離に応じて、ロー
ビームの照らす範囲を調整しま
す。

1 アダプティブハイビームシステム
スイッチを押す

2 ランプスイッチを または

の位置にする

レバーがロービームの位置にあるとき、
アダプティブハイビームシステムが作動

し、AHS 表示灯が点灯します。

知識

■システムの作動条件

●次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムが点灯し、システムが作動します。

･ 車速が約 15km/h 以上※

･ 車両前方が暗い
※車速が約 30km/h 以上になると、カー
ブ走行時に進行方向側を明るく照らし
ます。

●次の条件をすべて満たすと、前方車両
の位置に応じて遮光ハイビームに切り
かわります。

･ 車速が約 15km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいる
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が少
ない

●次の条件のいずれかのとき、ロービー
ムに切りかわります。

･ 車速が約 12km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両の台数が多い
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が多
い

■前方カメラの検知について

●次のような状況では、ハイビームが自
動で遮光ハイビームに切りかわらない
場合があります。

･ 車両が割り込んできたとき
･ 他車が前方を横切ったとき

アダプティブハイビームシステ
ムを使うには

A

B
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･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき

･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき

･ 前方車両が遠方を走行しているとき
･ 前方車両が無灯火のとき
･ 前方車両のランプ類の照度が低いとき
･ 前方車両が自車のヘッドランプなどの
強い光を反射しているとき

･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.253

●前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームが遮光ハイビームに切りかわる
場合があります。

●街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板・反射板（リフレクター）
などの反射物によりハイビームが遮光
ハイビームに切りかわる場合や切りか
わらない場合、または遮光範囲が変化
する場合があります。

●次の原因により、遮光範囲の追従速度
やロービームへの切りかえのタイミン
グが変化する場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両との車間距離
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）

･ 乗車人数や荷物の量

●ヘッドランプの配光制御が運転者の感
覚に合わない場合があります。

●自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

●次のような状況では、周囲の明るさが
正確に検知されず、ハイビームが歩行
者や前方車両などの迷惑になる場合や、
ロービームが継続する場合があります。
このような場合は、手動でハイビーム
とロービームを切りかえてください。

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき

･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの点灯が不適切と思われる
とき、またはほかの運転者・付近の歩
行者の迷惑になると思われるとき

･ システムを OFF にする必要があると
き：P.249

･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.253

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧：P.483）

■ ハイビームへの切りかえ

レバーを前方へ押す

AHS 表示灯が消灯し、ハイビーム表示灯
が点灯します。

アダプティブハイビームシステムにもど
すには、再度レバーをもとの位置にもど
します。

■ ロービームへの切りかえ

アダプティブハイビームシステムス
イッチを押す

AHS 表示灯が消灯します。

手動制御に切りかえるには



237

5

5-3. ランプのつけ方・ ワイパーの使い方
運
転

アダプティブハイビームシステムにもど
すには、再度スイッチを押します。

ハイビームの使用に問題がある、ま
たは他の運転者・付近の歩行者の迷
惑になると思われるときに使用しま
す。

レバーを手前に引き、もとの位置に
もどす

レバーを引いているあいだはハイビーム
が点灯しますが、レバーがもとの位置に
もどるとしばらくのあいだロービームが
点灯します。その後、再度アダプティブ
ハイビームシステムが作動します。

1 オートマチックハイビームスイッ
チを押す

一時的なロービームへの切りか
え

AHB（オートマチックハイ
ビーム）

オートマチックハイビームは、フ
ロントウインドウガラス上部に設
置された前方カメラにより前方車
両のランプや街路灯などの明るさ
を判定し、自動的にハイビームと
ロービームを切りかえます。

警告

■安全にお使いいただくために

オートマチックハイビームを過信しな
いでください。運転者は常に自らの責
任で周囲の状況を把握し、安全運転を
心がけ、必要に応じて手動でハイビー
ムとロービームを切りかえてください。

■オートマチックハイビームの誤作動
を防ぐために

●システムをOFF にする必要があると
き：P.249

オートマチックハイビームを使
うには
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2 ランプスイッチを または

の位置にする

レバーがロービームの位置にあるとき、
オートマチックハイビームシステムが作
動し、AHB 表示灯が点灯します。

知識

■ハイビームとロービームの自動切りか
え条件

●次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムを点灯します。

･ 車速が約 30km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいない
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が少ない

●次の条件のいずれかのときはロービー
ムが点灯します。

･ 車速が約 25km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両がランプを点灯している
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が多い

■前方カメラの検知について

●次のような状況では、ハイビームが自
動でロービームに切りかわらない場合
があります。

･ 車両が割り込んできたとき
･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき

･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき

･ 前方車両が遠方を走行しているとき
･ 前方車両が無灯火のとき
･ 前方車両のランプ類の照度が低いとき
･ 前方車両が自車のヘッドランプなどの
強い光を反射しているとき

･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.253

●前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
があります。

●街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板などの反射物によりハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
や、ロービームが継続する場合があり
ます。

●次の原因により、ハイビームとロー
ビームの切りかえのタイミングが変化
する場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両との車間距離
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）

･ 乗車人数や荷物の量

●ハイビームとロービームが運転者の感
覚に合わず切りかわる場合があります。

●自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

●次の状況では、周囲の明るさが正確に
検知されず、ハイビームが歩行者や前
方車両などの迷惑になる場合や、ロー
ビームが継続する場合があります。こ
のような場合は、手動でハイビームと
ロービームを切りかえてください。

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき
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･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの点灯が不適切と思われる
とき、またはほかの運転者・付近の歩
行者の迷惑になると思われるとき

･ システムを OFF にする必要があると
き：P.249

･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.253

■ ハイビームへの切りかえ

レバーを前方へ押す

AHB 表示灯が消灯し、ハイビーム表示灯
が点灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度レバーをもとの位置にもどします。

■ ロービームへの切りかえ

オートマチックハイビームスイッチ
を押す

AHB 表示灯が消灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度オートマチックハイビームスイッチ
を押します。

ハイビームの使用に問題がある、ま
たは他の運転者・付近の歩行者の迷
惑になると思われるときに使用しま
す。

レバーを手前に引き、もとの位置に
もどす

レバーを引いているあいだはハイ
ビームが点灯しますが、レバーがも
との位置にもどるとしばらくのあい
だロービームが点灯します。その後、
再度オートマチックハイビームが作
動します。

手動制御に切りかえるには 一時的なロービームへの切りか
え
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

 フロントフォグランプ装着車

1 消灯する

2 点灯する

 フロント＆リヤフォグランプ装着
車

1 消灯する

2 フロントフォグランプを点灯

する

3 フロント＆リヤフォグランプ

を点灯する

手を離すと の位置までもどります。

再度操作すると、リヤフォグランプのみ
消灯します。

知識

■点灯条件

フロントフォグランプ装着車

ヘッドランプまたは車幅灯が点灯してい
るときに使用できます。

フロント＆リヤフォグランプ装着車

フロントフォグランプ：ヘッドランプま
たは車幅灯が点灯しているときに使用で

フォグランプスイッチ★

雨や霧などの悪天候下では、前方
の視界を確保するためにフロント
フォグランプを、後続車に自車の
存在を知らせるためにリヤフォグ
ランプ★を点灯させます。

操作のしかた
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きます。

リヤフォグランプ：フロントフォグラン
プが点灯しているときのみ使用できます。

■リヤフォグランプ★について

●リヤフォグランプが点灯しているとき
は、メーター内の表示灯が橙色に点灯
します。

●雨や霧、雪などで視界が悪いときに後
続車に自分の車の存在を知らせるため
に使用します。視界が悪いとき以外に
使用すると後続車の迷惑になる場合が
あります。必要なとき以外は使用しな
いでください。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

次のように レバーを操作する

と、ワイパーまたはウォッシャーが
作動します。

AUTOを選択しているとき、雨滴量と車
速に応じてワイパーが作動します。

注意

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

EV システムを停止した状態でランプ類
を長時間点灯しないでください。

ワイパー& ウォッシャー
（フロント）

レバー操作で、ワイパーの作動を
自動／手動に切りかえたり、
ウォッシャーを作動させたりする
ことができます。

注意

■フロントウインドウガラスが乾いて
いるときは

ワイパーを使わないでください。

ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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1 停止

2 AUTO モード

3 低速作動

4 高速作動

5 一時作動

が選択されているときは、次の

ようにツマミをまわして、雨滴セン
サーの感度を調整できます。

6 雨滴センサーの感度調整（高）

7 雨滴センサーの感度調整（低）

8 ウォッシャー液を出す

レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。

（数回作動したあと、液だれ防止としてさ
らに 1回作動します。ただし、走行中は
液だれ防止作動は働きません。）

ヘッドランプクリーナー装着車：
ヘッドランプが点灯しているときに 5回

連続で手前に引くとヘッドランプクリー
ナーが作動します。

知識

■作動条件

パワースイッチがONのとき

■音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して次の操作を
することができます。

●ワイパーを 1 回のみ作動

●フロントウインドウガラス洗浄用の
ウォッシャー液を出す（停車中のみ操
作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

■車速による作動への影響

車速によってワイパー作動の間欠時間へ
の影響があります。

■雨滴感知センサー

●雨滴感知センサーが雨滴量を判定しま
す。

光学センサーを使用しているため、フロ
ントウインドウガラスに朝日や夕日が断
続的にあたるときや、虫などで汚れたと
きに、正しく作動しないことがあります。

●パワースイッチがONのときにワイパー

スイッチを にすると、動作確認の
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ためワイパーが 1 回作動します。

●雨滴感知センサーの温度が90℃以上ま

たは－ 15 ℃以下のときは、AUTO作
動しないことがあります。その場合は、

以外でワイパーを使用してくださ

い。

■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

■ドア開連動ワイパー停止機能

AUTO モード選択中にシフトポジション
が Pの状態でワイパーが作動していると
きにフロントドアを開けると、ワイパー
の水しぶきが車両の近くにいる人にかか
るのを防ぐためにワイパーの作動が停止
します。フロントドアを閉めると作動を
再開します。

ワイパーは使用していないとき、ボ
ンネット下に格納されています。

寒冷時やワイパーゴムを交換すると
きは、ワイパーの停止位置を格納位
置からサービスポジションに切りか
えた上でワイパーを立ててください。

■ サービスポジションへ切りかえる

パワースイッチをOFF にしたあと、
約 45秒以内にワイパースイッチを

の位置で約2秒以上保持する

ワイパーがサービスポジションに移動し
ます。

警告

■AUTO モード時のワイパー作動につ
いて

AUTO モードでは、センサーにふれた
り、フロントウインドウガラスに振動
があるなどの要因で不意にワイパーが
作動するおそれがあります。ワイパー
で指などを挟まないように注意してく
ださい。

■ウォッシャーを使用するとき

寒冷時はフロントウインドウガラスが
暖まるまでウォッシャー液を使用しな
いでください。ウォッシャー液がフロ
ントウインドウガラスに凍りつき、視
界不良を起こして思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意

■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。

ポンプが故障するおそれがあります。

■ノズルがつまったときは

ノズルがつまったときはレクサス販売
店へご連絡ください。

ピンなどで取り除かないでください。

ノズルが損傷するおそれがあります。

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

EV システムを停止した状態でワイパー
を長時間作動しないでください。

ワイパーの停止位置切りかえ／
ワイパーの立て方
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■ ワイパーを立てる

ワイパーアームのフック部 を持っ

てガラス面から引き上げる

知識

■ワイパーを格納位置にもどすには

ワイパーを倒した状態でパワースイッチ
を ONにし、いずれかのワイパー操作を
してください。作動後は格納位置で停止
します。パワースイッチがOFF のときに
ワイパーがずれてしまっていても、作動
後は正常な位置にもどります。

■音声対話サービスでの操作★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、サービス
ポジションへ切りかえることができます。

（停車中およびワイパースイッチが の

位置のみ操作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

A

注意

■ワイパーを立てるときは

●ワイパーがボンネット下の格納位置
にあるときは、ワイパーを立てない
でください。格納位置でワイパーを
立てるとボンネットに干渉し、傷が
付くおそれがあります。

●ワイパーブレードのみを持ってワイ
パーを立てないでください。ブレー
ドが変形するおそれがあります。

●ワイパーを立てた状態でワイパーを
作動させないでください。ワイパー
がボンネットに干渉し、傷が付くお
それがあります。
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次のように スイッチを操作す

ると、リヤワイパーが作動します。

1 停止

2 間欠作動

3 通常作動

4 ウォッシャー液を出す

レバーを前方へ押すとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。

知識

■作動条件

パワースイッチがONのとき

■音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して次の操作を
することができます。

●リヤワイパーを 1 回のみ作動

●ウォッシャー液を出す（停車中のみ操
作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

■リバース連動機能

フロントワイパーが作動中、シフトポジ
ションを Rにするとリヤワイパーが 1回
作動します。

■バックドア開連動リヤワイパー停止機
能

停車状態でリヤワイパーが作動している

ワイパー& ウォッシャー
（リヤ）

レバー・スイッチ操作でリヤワイ
パーやウォッシャーを作動させる
ことができます。

注意

■リヤウインドウガラスが乾いている
ときは

ワイパーを使わないでください。

ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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ときにバックドアを開けると、ワイパー
の水しぶきが車両の近くにいる人にかか
るのを防ぐためにワイパーの作動が停止
します。バックドアを閉めると作動を再

開します。※

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

■カスタマイズ機能

リバース連動機能などの設定を変更でき
ます。（カスタマイズ一覧：P.483）

注意

■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。

ポンプが故障するおそれがあります。

■ノズルがつまったときは

ノズルがつまったときはレクサス販売
店へご連絡ください。

ピンなどで取り除かないでください。

ノズルが損傷するおそれがあります。

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

EV システムを停止した状態でワイパー
を長時間作動しないでください。
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5-4. 運転支援装置について

本取扱説明書では、Ver.2までの情
報を記載しています。Lexus Safety 
System + 各機能の制御内容・取り
扱い・警告／注意事項などの最新情
報については、レクサス公式Web
サイトにあるデジタル取扱説明書で
確認することができます。

納車後にソフトウェア更新がされた
場合は、ご使用前に必ずシステムの
ソフトウェアバージョンに合った取
扱説明書をお読みください。

知識

■ご使用にあたっての留意事項

●お客様の安全に関わる問題や法規上の
問題が発生したときは、一時的に一部
の機能を作動不可にすることがありま
す。あらかじめご了承ください。

●G-Link 利用契約が未契約／未更新の場
合、無線通信によるソフトウェアアッ
プデートは行われません。

納車後にソフトウェア更新をされた
場合には、システムのソフトウェア
バージョンを確認した上で、
レクサス公式Web サイトにアクセ
スする必要があります。

■ センターディスプレイでバージョ
ンを確認する

運転支援機能の更新に関するお知ら
せ、または運転支援アップデートア
プリケーションから現在のソフト
ウェアバージョンを確認することが
できます。

1 メインメニューの にタッチす
る

2 “運転支援アップデート”に
タッチする

ソフトウェアアップデート
を確認する（Lexus 
Safety System + 装着車）

G-Link ご利用契約中のお客様は通
信モジュール（DCM）を使ってソ
フトウェアアップデートを実施す
ることで、システムのアップデー
ト・機能の変更／追加ができます。

警告

■安全にお使いいただくために

●Lexus Safety System + は、ソフト
ウェアを更新することで各機能の取
り扱い方法が変わることがあります。
正しい取り扱い方法を知らずにシス
テムを使用すると、思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●レクサス公式Web サイトにある、シ
ステムのソフトウェアバージョンに
合ったデジタル取扱説明書をお読み
いただいた上でご使用ください。

Lexus Safety System + の取
扱説明書での記載内容について

自車の Lexus Safety System 
+ のバージョンに合った取扱方
法をお読みいただくには
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■ 自車のLexus Safety System +の
バージョンに合った取扱方法を読
む

1 パソコンやスマートフォンから、
以下URLにアクセスする

https://manual.lexus.jp/
replace.html?param=m76695.
ux300e.2401.bev.vh

2 事前に確認したバージョンが含ま
れたファイルを選択する

知識

■デジタル取扱説明書について

ご希望の場合、印刷した冊子を購入する
こともできます。詳しくはレクサス販売
店にお問い合わせください。

ソフトウェアアップデートがある場
合、センターディスプレイに通知画
面が表示されます。画面の指示に
従ってください。

ソフトウェアを更新することで、各
機能の取り扱い方法が変わったり、
機能が追加されたりすることがあり
ます。

変更・追加された内容は、レクサス
公式Webサイトにあるデジタル取
扱説明書で確認することができます。

知識

■ソフトウェアアップデートについて留
意事項

●一度ソフトウェアアップデートを実施
すると、前のバージョンにもどすこと
はできません。

●通信環境や更新内容によって、ソフト
ウェアアップデートに数時間かかるこ
とがあります。パワースイッチを OFF
にすると更新は中断されますが、再度
ONにすると前回の続きから再開しま
す。

●ソフトウェアアップデートの実施中で
も Lexus Safety System + を使用する
ことができます。

●次のようなときは自動でソフトウェア
アップデートを実施することがありま
す。

･ システムの不具合など、お客様の安全

に関わる問題が発生したとき※

･ 法規上の問題が発生したとき※

･ 取り扱い方法や性能に影響がない、軽
微な修正を行うとき

※すべての更新内容がインストールされ、
ソフトウェアが最新の状態になること
があります。

■運転支援機能の更新通知で確認できる
こと

次の項目を確認、または実行できます。

●ソフトウェアのバージョン、更新内容、
注意事項、使い方などの表示

●ソフトウェアの更新履歴表示へのリン
ク

●ソフトウェアの更新

ソフトウェアを更新する
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Lexus Safety System +

Lexus Safety System + は、運転
支援装置によって運転者を補助し、
安全で快適なドライブを支援しま
す。

警告

■Lexus Safety System + について

Lexus Safety System + は運転者の安
全運転を前提としたシステムであり、
事故被害や運転負荷の軽減に寄与する
ことを目的としています。
本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

■安全にお使いいただくために

●システムを過信しないでください。
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、安全運転を心がけてく
ださい。本システムはあらゆる状況
で動作するものではなく、支援には
限界があります。システムに頼った
り、安全を委ねる運転をしたりする
と思わぬ事故につながり、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

●お客様ご自身で作動テストを行わな
いでください。

対象や状況によってはシステムが正常
に作動せず、思わぬ事故につながるお
それがあります。

●走行操作に関して注意が必要な場合
や、システムに異常が発生したとき
には、警告メッセージ・警告ブザー
で注意をうながします。ディスプレ
イに警告メッセージが表示されたと
きは、表示された画面の指示に従っ
てください。

●外部の騒音やオーディオの音などに
より、警報ブザーが聞きとりにくい
場合があります。また、路面状況な
どにより、システムの作動を感じに
くい場合があります。

■システムをOFF にする必要があると
き

次のときは、システムを OFF にしてく
ださい。
システムが正常に作動せず、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●過積載やパンクで車両が傾いている
とき

●過度な高速走行をしているとき

●けん引時

●トラック／船舶／列車などに積載す
るとき

●車両をリフトで上げ、タイヤを空転
させるとき

●点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

●オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

●洗車機を使用するとき

●センサーやセンサー周辺への衝撃な
どによりセンサーの向きがずれてい
るとき、変形しているとき

●センサーやライトをさえぎるような
装備品を装着しているとき
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■ AHS（アダプティブハイビームシ
ステム）★

P.234

■ AHB（オートマチックハイビー
ム）★

P.237

■ PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

P.255

■ LTA（レーントレーシングアシス
ト）

P.264

■ LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

P.268

■ PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

P.273

■ 発進遅れ告知機能

P.278

■ RSA（ロードサインアシスト）

P.280

■ レーダークルーズコントロール

P.283

■ クルーズコントロール

P.292

■ ドライバー異常時対応システム

P.295
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

複数のセンサーにより、システムの
作動に必要な情報を認識します。

■ 周囲の状況を検出するセンサー

 フロント

前方レーダー

前方カメラ

 リヤ

警告

●応急用タイヤ・タイヤチェーンなど
を装着しているとき、タイヤパンク
応急修理キットで修理したとき

●タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

●メーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

●事故や故障などにより走行不安定な
とき

運転支援装置

Lexus Safety System+で使
用するセンサー

A

B
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後側方レーダー

警告

■レーダーの故障や誤作動を防ぐため
に

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、レーダーが正
常に作動せず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●レーダーとレーダー専用カバーは常
にきれいにしておく

レーダー前面やレーダー専用カバー前
後面に汚れ・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

お手入れをする際は、レーダーやレー
ダー専用カバーを傷付けないよう、や
わらかい布で汚れをふき取ってくださ
い。

レーダー

レーダー専用カバー

●レーダーやレーダー専用カバー周辺
にアクセサリーを付けたり、ステッ
カー（透明なものを含む）などを
貼ったりしない

●レーダー周辺への衝撃を避ける
レーダー／フロントグリル／フロン
トバンパーに衝撃を受けた際は、必
ずレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

●レーダーを分解しない

A

A

B

●レーダーやレーダー専用カバーを改
造、塗装したりしない。純正部品以
外に交換しない。

●次のようなときは、レーダーの再調
整が必要です。詳しくはレクサス販
売店にご相談ください。

･ レーダーを脱着や交換したとき

･ フロントバンパー／フロントグリル
を交換したとき

■前方カメラの故障や誤作動を防ぐた
めに

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、前方カメラが
正常に作動せず、思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●フロントウインドウガラスは常にき
れいにしておく

･ フロントウインドウガラス外側に汚
れ・油膜・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

･ フロントウインドウガラスにガラス
コーティング剤を使用していても、
前方カメラ前部に水滴などが付着し
た場合は、ワイパーでふき取ってく
ださい。

･ フロントウインドウガラス内側の前
方カメラ取り付け部が汚れた場合は、
レクサス販売店にご相談ください。



252 5-4. 運転支援装置について

警告

●フロントウインドウガラスの前方カ
メラ前部（図に示す範囲内）にス
テッカー（透明なものを含む）など
を貼り付けない

約 4cm

約 4cm

●前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスが曇ったり、結露したり、
凍結したりした場合は、エアコンの
機能を使用する

●前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスの水滴をワイパーが正しく
ふき取れないときは、ワイパーゴム
またはワイパーブレードを交換する

●フロントウインドウガラスにフィル
ムを貼らない

●フロントウインドウガラスに傷・ひ
びなどが生じた場合は、そのまま放
置せずに交換する
フロントウインドウガラスの交換後
は、前方カメラの再調整が必要です。
詳しくはレクサス販売店にご相談く
ださい。

●前方カメラに液体をかけない

●前方カメラに強い光を照射しない

A

B

●前方カメラのレンズを汚したり、傷
を付けたりしない
フロントウインドウガラス内側を掃
除するときは、ガラスクリーナーが
レンズに付着しないようにしてくだ
さい。また、レンズにはふれないで
ください。
レンズに汚れ・傷がある場合は、
レクサス販売店にご相談ください。

●前方カメラに強い衝撃を加えない

●前方カメラの取り付け位置や向きを
変更したり、取りはずしたりしない

●前方カメラを分解しない

●インナーミラーなどの前方カメラ周
辺部品や天井を改造しない

●ボンネット・フロントグリル・フロ
ントバンパーに、前方カメラの視界
をさえぎる可能性のあるアクセサ
リーを取り付けない
詳しくはレクサス販売店にご相談く
ださい。

●ルーフ上に全長の長い荷物（サーフ
ボードなど）を積むときは、前方カ
メラの視界をさえぎらないようにす
る

●ヘッドランプなどのランプ類を改造
しない

■フロントウインドウガラスの前方カ
メラ取り付け部について

フロントウインドウガラスが曇る可能
性があるとシステムが判断した場合、
ヒーターにより前方カメラ周辺のフロ
ントウインドウガラスの曇り取りが自
動的に作動します。お手入れなどで前
方カメラ周辺にふれるときは、十分に
フロントガラスが冷めてからにしてく
ださい。やけどをするおそれがありま
す。
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知識

■センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき

●車両の高さや傾きが変わるような改造
をしているとき

●フロントウインドウガラスが汚れてい
るときや、曇っているとき、ひび割れ
や破損があるとき

●外気温が高温または低温のとき

●センサー前面に泥、雨滴、雪、虫、ゴ
ミなどが付着したとき

●悪天候時（雨・霧・雪・砂嵐など）

●前方に水／雪／土ぼこりなどの巻き上
げや水蒸気・煙があるとき

●夜間やトンネル内など暗い場所でヘッ
ドランプを点灯していないとき

●ヘッドランプのレンズが汚れて照射が
弱いとき

●ヘッドランプの光軸がずれているとき

●ヘッドランプが故障しているとき

●対向車のヘッドランプ光／太陽光／反
射光などが前方カメラに入射している
とき

●急激な明るさの変化があるとき

●テレビ塔／放送局／発電所／レーダー
搭載車両など、強い電波やノイズが発
生する場所の近くを走行するとき

●ワイパーブレードがセンサーの視界を
さえぎっているとき

●周囲に次のようなレーダーの電波を反
射するものがあるとき

･ トンネル
･ トラス橋
･ 砂利道
･ 轍のある雪道
･ 壁
･ 大型トラック
･ マンホール

･ ガードレール
･ 鉄板

●周囲に段差や突起物があるとき

●超小型モビリティなどのように対象車
両の全幅が狭いとき

●空荷のトラックなど対象車両の前端・
後端面積が小さいとき

●低床トレーラーなど対象車両の前端・
後端が低い位置にあるとき

●対象車両の最低地上高が極端に高いと
き

●対象車両の荷台から荷物がはみ出して
いるとき

●対象車両の一部が布で覆われているな
ど金属の露出が少ない車両のとき

●トラクター・サイドカーなど対象車両
が特殊な形状のとき

●対象車両との車間距離が極端に短く
なったとき

●対象車両の位置がずれているとき

●対象車両に雪や泥などが付着している
とき

●次のような道路を走行しているとき
･ 急なカーブや曲がりくねった道
･ 急な上り坂や下り坂など、路面勾配が
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変化する道
･ 左右に傾きのある道
･ 路面に深いわだちがある道
･ 整備されていない荒れた道
･ 起伏や段差が多い道路

●ハンドル操作が不安定なとき

●車線内での自車の位置が一定でないと
き

●本システム部品もしくはブレーキ等の
関連部品が冷えている・過熱している・
ぬれているなど

●ホイールアライメントがずれていると
き

●凍結路・積雪路・砂利道などのすべり
やすい路面を走行するとき

●カーブの形状とは異なる経路で走行す
るとき

●カーブに対して進入速度が過度に高い
とき

●駐車場や車庫、カーエレベータなどに
出入りするとき

●駐車場内を走行するとき

●生い茂った草・垂れ下がった枝・垂れ
幕など自車に覆い被さるような障害物
がある場所を走行するとき

●風が強いとき

■車線を検知できないおそれがあるとき

●車線の幅が極端に狭い、または広いと
き

●車線変更をした直後、または交差点を
通過した直後

●工事によって規制された車線、または
仮設の車線を走行しているとき

●周囲に車線もしくは類似の構造物、模
様、影があるとき

●同一車線上に複数の白線があるとき

●車線が明瞭でないとき、濡れた路面を
走行しているとき

●車線が縁石等の上に引かれているとき

●コンクリート路のような照り返しなど
で明るい路面を走行しているとき

■システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき

●本システムもしくはブレーキ、ステア
リング等関連システムに異常検出時

●VSC、TRC 等の安全システムが作動時

●VSC、TRC 等の安全システムがOFF の
とき

■ブレーキの作動音や踏み応えの変化に
ついて

●ブレーキが作動したときにブレーキの
作動音が聞こえたり、ブレーキペダル
の踏み応えがかわったりすることがあ
りますが異常ではありません。

●システムの制御によるブレーキ作動中
はブレーキペダルがお客様の想定より
も固く感じられたり、ブレーキペダル
が沈みこんだりすることがあります。
どちらの場合もブレーキの踏み増しは
可能です。必要に応じてブレーキを踏
み増ししてください。

■レーダーの取り扱い
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システムは次のものを作動対象とし
て検出しています。（機能によって、
作動対象が異なります）

● 車両

● 自転車※

● 歩行者

● 自動二輪車※

● 壁
※人が乗車している場合のみを作動対象
としています。

■ 衝突警報

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、“ピピピ・・・”とブ
ザー音が鳴り、マルチインフォメー
ションディスプレイにアイコンと
メッセージを表示し、回避操作をう

PCS（プリクラッシュセー
フティ）

進路上の作動対象（P.255）を
センサーで検出し、衝突の可能性
が高いとシステムが判断したとき
に、警報やブレーキ力制御により
運転者の衝突回避操作を補助しま
す。また、衝突の可能性がさらに
高まったと判断したときは、自動
的にブレーキを作動させることで、
衝突回避を支援、あるいは衝突被
害の軽減に寄与します。

必要に応じて、プリクラッシュ
セーフティのON／OFFや、警報
タイミングを切りかえることがで
きます。（P.263）

警告

■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
プリクラッシュセーフティを日常の
ブレーキ操作のかわりには絶対に使
用しないでください。本システムは
あらゆる状況で衝突を回避または衝
突の被害を軽減するものではありま
せん。システムに頼ったり、安全を
委ねる運転をしたりすると思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●プリクラッシュセーフティは衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。
次の項目をお読みいただき、システ
ムを過信せず安全運転に努めてくだ
さい。

･ 安全にお使いいただくために： 
P.249

■プリクラッシュセーフティをOFF に
するとき

システムを OFF にする必要があると
き：P.249

システムの作動対象

機能一覧
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ながします。

作動対象が車両の場合、緩ブレーキ
による警告も行います。

アクセルが強く踏み込まれていると
システムが判断した場合は、図で示
すアイコンとメッセージがマルチイ
ンフォメーションディスプレイに表
示されます。

■ プリクラッシュブレーキアシスト

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、運転者のブレーキ操作
で不足しているブレーキ力を増強し
ます。

■ プリクラッシュブレーキ

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したときは、ブレーキが自動でか
かり、衝突回避を支援、あるいは衝
突被害の低減に寄与します。

■ 緊急時操舵支援

システムが次の条件を全て満たした

と判断した場合、操舵支援を行い、
車両の安定性確保と車線逸脱の抑制
に寄与します。

作動時には衝突警報に加え、図で示
すシンボルがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示されます。

● 衝突する可能性が高い

● 自車線内に回避するための十分な
スペースがある

● 運転者の回避操舵があった

作動時には衝突警報とディスプレイ
表示で注意喚起を行います。

■ 交差点衝突回避支援（右左折）

次のような状況において衝突の可能
性が高いとシステムが判断したとき、
衝突警報およびプリクラッシュブ
レーキによる支援を行います。

交差点の形状によっては正しく支援
できない場合があります。

● 交差点で右折して対向車の進路を
横切るとき
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● 右左折中に、横断歩行者や、自転
車を検出したとき

■ 交差点衝突回避支援（出合頭車
両）

交差点など、側方から接近する車両
や自動二輪車との衝突の可能性が高
いとシステムが判断したとき、衝突
警報およびプリクラッシュブレーキ
による支援を行います。

交差点の形状によっては正しく支援
できない場合があります。

■ 低速時加速抑制

低速走行時にアクセルペダルが強く

踏み込まれ、衝突の可能性があると
システムが判断したとき、EVシステ
ム出力を抑制または弱いブレーキを
かけることで加速を抑制します。作
動時には、ブザー音が鳴り、マルチ
インフォメーションディスプレイに
図で示すアイコンとメッセージを表
示します。

警告

■プリクラッシュブレーキについて

●プリクラッシュブレーキが作動した
ときは、強いブレーキがかかります。

●プリクラッシュブレーキは停止状態
を保持する機能ではありません。プ
リクラッシュブレーキの作動により
車両が停止したときは、必要に応じ
て速やかに運転者自らブレーキをか
けてください。

●プリクラッシュブレーキは運転者の
操作状態によっては作動しません。
運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを操作したりし
ていると、運転者の回避操作とシス
テムが判断し、プリクラッシュブ
レーキが作動しない、または作動が
解除される場合があります。

●ブレーキペダルを踏んでいるときは、
運転者の回避操作とシステムが判断
し、プリクラッシュブレーキの作動
開始タイミングが遅れる場合があり
ます。
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知識

■プリクラッシュセーフティ各機能の作動条件

プリクラッシュセーフティが ON で、前方の作動対象と衝突の可能性が高いとシステム
が判断したときに作動します。

ただし、次のときシステムは作動しません。

●補機バッテリー端子を脱着したあと、しばらく走行するまでのあいだ

●シフトポジションが R のとき

警告

■低速時加速抑制について

運転者がハンドルを操作していると、
回避操作とシステムが判断し、低速時
加速抑制が作動しない、または作動が
解除される場合があります。

■緊急時操舵支援について

●緊急時操舵支援は車線逸脱抑制制御
が完了したとシステムが判断した段
階で作動を解除します。

●緊急時操舵支援は運転者の操作状態
によっては作動しない、または作動
中に解除される場合があります。

･ 運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを大きく操作し
たり、ブレーキを踏んでいたり、方
向指示レバーを操作すると、運転者
の回避操作とシステムが判断し、緊
急時操舵支援が作動しない場合があ
ります。

･ 緊急時操舵支援作動中に、アクセル
ペダルを強く踏んだり、ハンドルを
大きく操作したり、ブレーキを踏ん
でいると、運転者の回避操作とシス
テムが判断し、緊急時操舵支援の作
動が解除される場合があります。

･ 緊急時操舵支援作動中に、ハンドル
を保持したりシステムと逆方向にハ
ンドル操作した場合には、緊急時操
舵支援の作動が解除されます。
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●VSC OFF 表示灯が点灯しているとき（衝突警報のみ作動可能状態になります）

各機能の作動速度、作動解除は次のとおりです。

●衝突警報

衝突警報が作動中にハンドルを大きく操作するか、すばやく操作すると、衝突警報が解
除される場合があります。

●プリクラッシュブレーキアシスト

●プリクラッシュブレーキ

プリクラッシュブレーキ作動中に次の操作をすると、プリクラッシュブレーキの作動が
解除される場合があります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約 5 ～ 180km/h 約 5 ～ 180km/h

対向車両 約 30 ～ 180km/h 約 80 ～ 220km/h

自転車 約 5 ～ 80km/h 約 5 ～ 80km/h

歩行者 約 5～ 80km/h 約 5 ～ 80km/h

先行自動二輪車、静止自動
二輪車

約 5～ 180km/h 約 5 ～ 80km/h

対向自動二輪車 約 30～ 180km/h 約 30 ～ 180km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約 30 ～ 180km/h 約 10 ～ 180km/h

自転車 約 30 ～ 80km/h 約 30 ～ 80km/h

歩行者 約 30 ～ 80km/h 約 30～ 80km/h

先行自動二輪車、静止自動
二輪車

約 30～ 180km/h 約 10～ 80km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約 5～ 180km/h 約 5～ 180km/h

対向車両 約 30～ 180km/h 約 80 ～ 220km/h

自転車 約 5～ 80km/h 約 5 ～ 80km/h

歩行者 約 5～ 80km/h 約 5 ～ 80km/h

先行自動二輪車、静止自動
二輪車

約 5～ 180km/h 約 5 ～ 80km/h

対向自動二輪車 約 30～ 180km/h 約 30 ～ 180km/h
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･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

●緊急時操舵支援

方向指示灯が点滅しているときは、緊急時操舵支援が作動しません。

緊急時操舵支援作動中に次の操作をすると、緊急時操舵支援の作動が解除される場合が
あります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

･ ブレーキペダルを踏む

●交差点衝突回避支援（右左折）

方向指示灯が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折支援が作動しませ
ん。

●交差点衝突回避支援（出合頭車両）

●低速時加速抑制

方向指示灯が点滅しているときは、低速時加速抑制が作動しません。

低速時加速抑制の作動中に次の動作をすると、低速時加速抑制の作動が解除されます。

･ アクセルペダルを離す

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両、自転
車、歩行者、自動二輪車

約 40 ～ 80km/h 約 40～ 80km/h

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度

対向車両 約 5～ 40km/h 約 5 ～ 75km/h 約 10～ 115km/h

歩行者 約 5～ 30km/h  約 5～ 40km/h

自転車 約 5～ 30km/h  約 5～ 50km/h

対向自動二輪車 約 5～ 40km/h 約 5 ～ 75km/h 約 10～ 115km/h

作動対象 自車速度 相手車速度 相対速度

車両、自動二輪車
（側面）

約 5～ 60km/h
･ 自車速度以下

･ 約 40km/h 以下
約 5～ 60km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両、歩行
者、自転車、壁

約 0～ 15km/h 約 0 ～ 15km/h
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■作動対象の検出

大きさ・輪郭・動きなどから検出します。
周囲の明るさや、作動対象の動き・姿勢・
角度などによっては、作動対象を検出で
きず、システムが正常に作動しないおそ
れがあります。
図は作動対象として検出する対象のイ
メージです。

■衝突の可能性が高くなくてもシステム
が作動するおそれがあるとき

●例えば次のような状況では、システム
が衝突の可能性が高いと判断し、作動
するおそれがあります。

･ 作動対象などのすぐそばを通過すると
き

･ 車線を変更して作動対象などを追いこ
すとき

･ 作動対象などに急接近したとき
･ 道路脇の作動対象や物体（ガードレー
ル・電柱・木・壁など）に近付いたと
き

･ カーブ入り口の道路脇に作動対象や物
体などが存在するとき

･ 自車の前方に作動対象との区別がつき
にくい模様・ペイントがあるとき

･ 車線変更や右左折している作動対象な
どを追い抜くとき

･ 右左折待ちの作動対象などとすれ違う
とき

･ 作動対象などが自車進路内に入る手前
で停止または進路変更したとき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき

･ ETC ゲートや駐車場のゲートなどの開
閉バーに接近したとき

･ 右左折中に、対向車／対向二輪車／横
断歩行者／横断自転車が自車の前方を
通過したとき

･ 右左折中に、対向車／対向二輪車／横
断歩行者／横断自転車の手前を通過し
ようとしたとき

･ 右左折中に、対向車／対向二輪車／横
断歩行者／横断自転車が自車進路に入
る手前で停止や進路変更したとき

･ 交差点内で右折中、対向車が右折して
いるとき、または左折しているとき
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･ 対向車の進路に接近するようにハンド
ルを操作したとき

･ 道路上方／下方を移動するものがある
とき

■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

●例えば次のような状況では、前方セン
サーが作動対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しないおそれがありま
す。

･ 自車に向かって作動対象が近付いてく
るとき

･ 自車や作動対象がふらついているとき
･ 作動対象が急な動きをしたとき（急ハ
ンドル・急加速・急減速など）

･ 作動対象に急接近したとき
･ 作動対象が壁やフェンス・ガードレー
ル・マンホール・路面の鉄板、他の車
両などのそばにいるとき

･ 上方に構造物がある場所の下に作動対
象がいるとき

･ 作動対象の一部が他のもので隠れてい
るとき（大きな荷物や傘、またはガー
ドレールなど）

･ 作動対象が複数重なっているとき
･ 作動対象が太陽光などの強い光を反射
しているとき

･ 作動対象の色合いが白系統で、極端に

明るく見えるとき
･ 作動対象の色合いや明るさが背景に溶
け込んでいるとき

･ 作動対象が割り込んできたり、飛び出
してきたりしたとき

･ 斜めを向いている前方車両に近付いた
とき

･ 子供用自転車、大きい荷物を載せた自
転車、2人以上乗車している自転車、
前傾姿勢で乗車している自転車、また
は特殊な形状の自転車（チャイルド
シート装着車・タンデム自転車など）

･ 歩行者・自転車の大きさが約 1m 以下、
または約 2m 以上のとき

･ 歩行者・自転車の全身の輪郭があいま
いなとき（レインコート・ロングス
カートを着用している場合など）

･ 歩行者が前かがみになっている、また
はしゃがんでいるとき

･ 歩行者・自転車の移動速度が速いとき
･ 歩行者がベビーカー・車いす・自転車
などを押しているとき

･ 周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、また
は周囲が暗い（夜間やトンネル内など）
など、作動対象が背景に溶け込んでい
るとき

･ EV システムを始動したあと、走行を開
始してしばらくのあいだ

･ 右左折中および右左折後の数秒間
･ カーブ走行中およびカーブを曲がり
きってからの数秒間

･ 右折中に、対向車が自車の走行する車
線よりも 3 つ以上離れた車線を走行し
ているとき

･ 右折中に、自車の向きが対向車線に対
する正対方向から大きく外れていると
き
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･ 右左折中に、歩行者や自転車が自車の
後方から追い抜くように前方にでてく
るとき

･ 交差点で出会い頭に大型トラック／け
ん引トレーラーなど全長の長い車両が
接近してくるとき

●上記に加えて、例えば次のような状況
では緊急時操舵支援が作動しないおそ
れがあります。

･ 作動対象に近づきすぎたとき
･ 回避するための十分なスペースがない、
または回避先に物があるとき

･ 対向車がいるとき

●上記に加えて、例えば次のような状況
では壁を作動対象として検知できず、
低速時加速抑制が作動しないおそれが
あります。

･ ガラス扉や網目状のフェンスなど壁の
背面が透けているとき

･ 壁が傾いていたり、高さが低いとき
･ 壁がポールなど幅の狭いもののとき
･ 壁が生垣など草木のとき
･ 壁に路面などが映りこんでいるとき
･ 自車が壁に斜めに近づくとき

● PCSの作動／非作動は、カスタマ
イズメニューから切りかえること
ができます。（P.489）

パワースイッチがONになるとシステム
は ON になります。

● システムをOFFにすると、PCS警
告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

● カスタマイズ設定から、PCS の設
定を変更することができます。
（P.489）

● 衝突警報の作動タイミングを変更
すると、緊急時操舵支援のタイミ
ングも変更されます。
“遅い”を選択した場合、緊急
時操舵支援はほとんどの場合作動
しません。

● レーダークルーズコントロール制
御中はユーザー設定に関わらず、
衝突警報が“早い”のタイミン
グで作動します。

PCS の設定を変更する
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● 車線が整備された道路を走行中か
つ、レーダークルーズコントロー
ルの作動中に、車線や先行車／周
辺車を前方カメラやレーダーで認
識し、車線維持に必要なハンドル
の操作を支援します。

高速道路や自動車専用道路で使用してく
ださい。

レーダークルーズコントロールが作動し
ていないとき LTA は作動しません。

渋滞のときなど車線が見えにくい、また
は見えない場合、先行車／周辺車の軌跡
を利用して支援を行います。

ハンドル操作をしなかったり、ハンドル
をしっかり握っていない状態での運転が
続いたりしたときは注意喚起が行われ、
機能が一時的に解除されます。

機能が解除されたときはハンドルをしっ
かり握り直してください。

● 車両が車線から逸脱した場合、
ディスプレイの表示および、ブ
ザーにより注意をうながします。

ブザー吹鳴時は、道路状況を確認の上、
ハンドルを慎重に操作して、車線内の中
央付近にもどってください。

LTA（レーントレーシング
アシスト）

LTA の機能
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知識

■機能の作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。

●システムが車線を認識しているとき、
または先行車／周辺車の軌跡を認識し
ているとき

●レーダークルーズコントロールが作動
しているとき

●車線の幅が約 3～ 4mのとき

●方向指示レバーを操作していないとき

●急カーブを走行していないとき

●一定以上の加減速がないとき

●大きな操舵力でハンドルを操作してい
ないとき

●手放し運転に対する注意喚起
（P.265）が行われていないとき

●車線中央付近を走行しているとき

■機能の一時解除

●機能の作動条件（P.265）が満たさ
れなくなった場合、一時的に機能が解
除されますが、ふたたび作動条件が満
たされると、自動的に復帰します。

●機能作動中に、作動条件が満たされな
くなった場合、“ピピッ”とブザー音
で、一時的に機能が解除されたことを
お知らせする場合があります。

●機能によるステアリング制御は、運転
者のハンドル操作によって修正するこ
とができます。

■LTA 中の車線逸脱警報について

●LDA の警報手段をハンドル振動に変更
していても、LTA 作動中は車線逸脱時
にブザーによる警報を実施します。

●車線変更に相当するハンドル操作を検
知した場合、システムは車線逸脱とは
判断せず、警報も作動しません。

■手放し運転に対する注意喚起について

●手放し運転をしているとシステムが判
断したとき、ハンドル保持をうながす
メッセージと図で示すシンボルがマル
チインフォメーションディスプレイに
表示され注意喚起を行います。ハンド
ルを握ったとシステムが判断すると、
注意喚起を停止します。システムを使
用する際は注意喚起にかかわらず、常
にハンドルをしっかりと握ってくださ
い。

●操作しない状態が続くと注意喚起が行
われ、機能が一時的に解除されます。
運転者のハンドル操作が小さい状態が

警告

■LTA をお使いになる前に

●LTA を過信しないでください。LTA
は自動で運転する装置でも前方への
注意を軽減する装置でもないため、
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、ハンドル操作で進路を
修正し、安全運転を心がけてくださ
い。また、長時間の運転などによる
疲労時は適切に休憩をとってくださ
い。

●適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

●LTA を使用しないときは、LTA ス
イッチでシステムを OFF にしてくだ
さい。
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続いたときも同様に注意喚起が行われ
ます。

■手放し運転に対する注意喚起が正常に
作動しないおそれがあるとき

●車両の状態やハンドル操作状態、路面
状況によっては注意喚起が行われない
おそれがあります。

LTA の ON／ OFF を切り替えるに
は LTA スイッチを押す

LTA が ONのときは LTA 表示灯が点灯し
ます。

システムのON／OFF を変更
する

警告

■機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。

●先行車／周辺車が車線変更したとき
（先行車／周辺車の動きに合わせて自
車も車線変更するおそれがあります）

●先行車／周辺車がふらついたとき
（先行車／周辺車の動きに合わせて自
車もふらついて走行しレーンをはみ
出すおそれがあります）

●先行車／周辺車が車線から逸脱した
とき（先行車／周辺車の動きに合わ
せて自車も車線から逸脱するおそれ
があります）

●先行車／周辺車がレーン内を右、ま
たは左に片寄って走行したとき（先
行車／周辺車の動きに合わせて自車
も片寄って走行しレーンをはみ出す
おそれがあります）

●周囲に移動物、構造物があるとき
（移動物、構造物と自車の位置によっ
ては自車がふらついて走行するおそ
れがあります）

●横風を受けているときなど、周辺車
両の走行によって発生する風の影響
を受けているとき

●センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.253

●車線を検知できないおそれがあると
き：P.254

●システムをOFF にする必要があると
き：P.249
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LTA の作動状態を示しています。

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 車線表示
ステアリング
アイコン

状態

白色 灰色／白色 灰色

LTAがスタンバイ中

緑色 緑色 緑色

LTAが作動中

黄色点滅 黄色点滅 緑色

車両が点滅している側の車線から逸脱し
ている
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車線または走路※からの逸脱の可能
性を警告するとともに、車線または

走路※からの逸脱を避けるためのハ
ンドル操作の一部を支援します。

車線または走路※を前方カメラで認
識します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

■ 車線逸脱警報機能

車両が車線または走路※から逸脱す
る可能性がある場合にディスプレイ
の表示および、警報ブザーまたはハ
ンドルの振動により注意をうながし
ます。

道路状況を確認の上、ハンドルを慎重に

操作して、車線または走路※内の中央付
近にもどってください。

方向指示灯の点滅中であっても、となり
の車線を走行中の車両と衝突する可能性
があるとシステムが判断した場合、車線
逸脱警報機能が作動します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

■ 車線逸脱抑制機能

車両が車線または走路※から逸脱す
る可能性がある場合に、逸脱を避け
るために必要なハンドル操作の一部
を支援します。

ハンドル操作をしなかったり、ハンドル
をしっかり握っていない状態での運転が
続いたりしたときは、一定時間ディスプ
レイの表示と警報ブザーで注意喚起が行
われます。

方向指示灯の点滅中であっても、となり
の車線を走行中の車両と衝突する可能性
があるとシステムが判断した場合、車線
逸脱抑制機能が作動します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

LDA（レーンディパー
チャーアラート）

基本機能
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■ 休憩提案機能

車両がふらついて走行しているとき
に、ディスプレイの表示およびブ
ザーにより休憩をうながします。

知識

■各機能の作動条件

●車線逸脱警報／抑制機能

次の条件をすべて満たしたときに作動し
ます。
･ 車速が約 50km/h 以上のとき

車線の周囲に車両、自動二輪車、自転車、
歩行者を検知した場合は約 40km/h 以上
のときに作動することがあります。

対象が縁石、ガードレールなどの構造体
の場合は約 35km/h 以上のときに作動し
ます。（カスタマイズメニューで低車速支
援を作動にしたとき）

･ システムが車線または走路※を認識し

ているとき（車線または走路※が片側
しかないとき、認識している方向のみ
作動します）

･ 車線の幅が約 3m以上のとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
（方向指示灯方向に車両がいる場合は除
く）

･ 急カーブを走行していないとき
･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ
ンドルを操作していないとき

警告

■LDAをお使いになる前に

●LDAを過信しないでください。LDA
は自動で運転する装置でも前方への
注意を軽減する装置でもないため、
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、ハンドル操作で進路を
修正し、安全運転を心がけてくださ
い。また、長時間の運転などによる
疲労時は適切に休憩をとってくださ
い。

●適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。
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･ VSC または TRC を OFF にしていない
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

■機能の一時解除

作動条件（P.269）が満たされなく
なった場合、一時的に機能が解除されま
すが、ふたたび作動条件が満たされると、
自動的に復帰します。

■車線逸脱警報／抑制機能の作動につい
て

●車速や路面の状況、逸脱の程度などに
より、車線逸脱抑制機能の作動を感じ
なかったり、車線逸脱抑制機能が作動
しなかったりすることがあります。

●カスタマイズで振動を選択していても
状況によって警報ブザーが吹鳴する場
合があります。

●走路※がはっきり見えない場合、または

直線的でない場合は走路逸脱に対する
警報、抑制が作動しない場合がありま
す。

●意図的に歩行者や駐車車両を避けたと
判断した場合に警報、抑制が作動しな
い場合があります。

●となりの車線を走行中の車両と衝突す
る可能性を判断できない場合がありま
す。

●車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵
支援は、運転者のハンドル操作によっ
て修正することができます。

※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

■手放し運転に対する注意喚起について

次の状況では、ハンドル操作をうながす
メッセージとアイコンのディスプレイの
表示、および警報ブザーにより注意喚起
を行います。システムを使用する際は注
意喚起にかかわらず、常にハンドルを
しっかりと握ってください。

●車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵
支援中にハンドル操作をしなかったり、
ハンドルをしっかり握っていない状態
だとシステムが判断したとき

ハンドル操舵支援の回数が増えるごとに、
警報ブザーの継続時間が長くなります。
ハンドルを操作したとシステムが判断し
ても一定時間警報ブザーが鳴り続けます。

■休憩提案機能について

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。

●車速が約 50km/h 以上のとき

●車線の幅が約 3m以上のとき

車両の状態や路面状況によっては休憩提
案が行われない場合があります。

メーター操作スイッチの を押して

メッセージを非表示にします。

を押すまで、休憩提案のメッセージ

は表示されたままになります。

● LDAの作動／非作動は、カスタマ
イズメニューから切りかえること
ができます。（P.489）

LDA の設定を変更する
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● カスタマイズ設定から、LDAの設
定を変更することができます。
（P.489）

車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵支援、または車線逸脱警報の作動状態
をディスプレイ表示で示します。

警告

■機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。

●アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体が
不明瞭または直線的でないとき

●横風を受けているときなど、周辺車
両の走行によって発生する風の影響
を受けているとき

●車線を検知できないおそれがあると
き：P.254

●センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.253

●システムの一部もしくは全てが作動
しないとき：P.254

●システムをOFF にする必要があると
き：P.249

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 車線表示
ステアリング
アイコン

状態

黄色点灯

消灯 消灯 システムが非作動

消灯
灰色

消灯 システムが車線を認識していない

消灯

白色

消灯 システムが車線を認識している

黄色点滅 黄色点滅

消灯
点滅している側の車線に対して車線逸脱
警報機能が作動中
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緑色 緑色 緑色

点灯している側の車線に対して車線逸脱
抑制機能が作動中

黄色点滅 黄色点滅 緑色

点滅している側の車線に対して車線逸脱
警報機能／抑制機能が作動中

表示灯 車線表示
ステアリング
アイコン

状態
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プロアクティブドライビングアシストは、次のように自車が走行中の状況に

PDA（プロアクティブドラ
イビングアシスト）

プロアクティブドライビングアシ
ストは、作動対象（P.273）を
検出した場合、対象に近づきすぎ
ないように、ブレーキやハンドル
の操作を支援します。

警告

■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。

●プロアクティブドライビングアシス
トは日常のブレーキ操作、ステアリ
ング操作の一部を支援し、作動対象
に近づきすぎないように支援するこ
とを目的としていますが、支援の範
囲には限りがあります。

必要に応じて運転者自らブレーキやス
テアリング操作を行ってください。次
の項目をお読みいただき、システムを
過信せず安全運転に努めてください。
（P.275）

●プロアクティブドライビングアシス
トは前方への注意を軽減する装置で
はありません。システムが正常に機
能していても運転者が認識している
周囲の状況とシステムが検知してい
る状況が異なる場合があります。注
意義務は運転者にあり、危険性の判
断・安全の確保は運転者が行う必要
があります。システムに頼ったり、
安全を委ねる運転をしたりすると思
わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡事故につ
ながる恐れがあります。

●わき見運転やぼんやり運転などを許
容するシステムでも、視界不良を補
助するシステムでもありません。運
転者自らが周囲の状況に注意を払う
必要があります。周囲の状況を把握
し、安全運転を心がけてください。

■プロアクティブドライビングアシス
トをOFF にするとき

●センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.253

●システムをOFF にする必要があると
き：P.249

システムが作動する状況と対象
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応じて、作動内容と作動対象を切りかえます。

知識

■システムの作動車速

●道路を横断する作動対象に対する支援

約 30km/h ～ 60km/h

●道路脇の作動対象に対する支援

約 30km/h ～ 60km/h

●先行車に対する減速支援

約 20km/h 以上

●カーブに対する減速支援

約 20km/h 以上

●信号のある交差点に対する右左折時の

減速支援

約 30km/h ～ 80km/h（信号のある交差
点で方向指示レバーを操作したとき）

●車線に対する操舵支援

約 10～ 140km/h

■システムの作動が停止するとき

●次のときシステムは作動を停止します。
･ レーダークルーズコントロール、また
はクルーズコントロールをセットした
とき

･ PCS が OFF のとき
･ システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.254

機能 状況 作動内容 作動対象

障害物先読みア
シスト
（OAA）

道路を横断中の作動
対象を検知したとき

衝突の可能性を軽減するため、
ブレーキ操作の一部を支援しま
す。

●歩行者

●自転車運転者

道路脇の作動対象を
検知したとき

作動対象に近づきすぎないよ
う、周囲の状況に応じてハンド
ル操作やブレーキ操作の一部を
支援します。

●歩行者

●自転車運転者

●駐車車両ハンドル操作の支援は自車線か
ら逸脱しない範囲で行います。

減速アシスト
（DA）

先行車を検出したと
き、または隣接車の
割り込みを検出した
とき

車間距離が近づきすぎないよう
にブレーキ操作の一部を支援し
ます。

●先行車

●自動二輪車

自車前方にカーブを
検出したとき

前方のカーブに対して自車の速
度が速いと判定した場合、ブ
レーキ操作の一部を支援しま
す。

なし

信号のある交差点で
右左折するとき

右左折する交差点に対して自車
の速度が速いと判定した場合、
ブレーキ操作の一部を支援しま
す。

なし

操舵アシスト
（SA）

車線を認識している
とき

運転操作を先読みして、ハンド
ル操作を支援します。

なし
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･ シフトポジションが P、RまたはNの
とき

･ 運転席シートベルトを着用していない
とき

●次のときブレーキ操作の支援は作動を
停止します。

･ 車速が約 15km/h 以下のとき
･ 周囲の状況からシステムが判断した目
標の速度に到達したとき

●次のときシステムは作動を停止する場
合があります。

･ 運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドラ
イブスタートコントロール）

･ 作動対象が遠ざかったとシステムが判
断した場合

･ 車線が検出できなくなった場合
･ ブレーキ操作を行った場合
･ アクセル操作を行った場合
･ 一定以上の操舵力でハンドルを操作し
た場合

･ 方向指示レバーを左折または右折の位
置へ操作したとき（信号のある交差点
に対する右左折時の減速支援を除く）

警告

■システムが正常に作動しないおそれ
があるとき

●車線を検知できないおそれがあると
き：P.254

●作動対象などが自車進路内に入る手
前で停止したとき

●ガードレールや柵などの奥にいる作
動対象のすぐそばを通過するとき

●車線を変更して作動対象などを追い
こすとき

●車線変更や右左折している作動対象
などを追い抜くとき

●物体（ガードレール・電柱・木・壁、
柵、ポール、工事用コーン、ポスト
など）が周囲に存在するとき

●自車の前方に作動対象との区別がつ
きにくい模様・ペイントがあるとき

●道路上方に構造物（天井の低いトン
ネル・道路標識・看板など）がある
場所を走行するとき

●雪道、轍のある道路や凍結路を走行
するとき

●自車に向かって作動対象が近づいて
くるとき

●自車や作動対象がふらついていると
き

●作動対象の動きが変化したとき（方
向転換、急加速、急減速など）

●作動対象に急接近したとき

●先行車・自動二輪車が自車の中心軸
からずれているとき

●上方に構造物がある場所の下に作動
対象がいるとき

●作動対象の一部が他のもので隠れて
いるとき（大きな荷物や傘、または
ガードレールなど）

●作動対象が複数重なっているとき

●作動対象が太陽光や他車両からの
ヘッドランプなどの強い光を反射し
ているとき

●作動対象の色合いが白系統で、極端
に明るく見えるとき

●作動対象の色合いや明るさが背景に
溶け込んでいるとき

●作動対象が割り込んできたり、飛び
出してきたりしたとき

●横向き、斜め、または自車方向を向
いている前方車両に近付いたとき

●駐車車両が横向き、斜め向きのとき
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● プロアクティブドライビングアシ
ストの作動／非作動は、カスタマ
イズ設定から切りかえることがで
きます。（P.490）

● プロアクティブドライビングアシ
ストの設定は、カスタマイズ設定
から変更することができます。
（P.490）

状況に応じて、ディスプレイに次のような表示灯やアイコンを表示します。

アイコンの種類によっては、ディスプレイを運転支援機能情報に切り替えな
いと表示されません。

警告

●子供用自転車、大きい荷物を載せた
自転車、2人以上乗車している自転
車、または特殊な形状の自転車
（チャイルドシート装着車・タンデム
自転車など）

●歩行者・自転車運転者の大きさが約
1m 以下、または約 2m以上のとき

●歩行者・自転車運転者の全身の輪郭
があいまいなとき
（レインコート・ロングスカートを着
用している場合など）

●歩行者・自転車運転者が前かがみに
なっている、またはしゃがんでいる
とき

●歩行者・自転車運転者の移動速度が
速いとき

●歩行者がベビーカー・車いす・自転
車などを押しているとき

●周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、お
よび周囲が暗い（夜間やトンネル内
など）ため、作動対象が周囲に溶け
込んでいるとき

●車線幅が約 4m以上あるとき

●車線幅が約2.5m 以下のとき

●EVシステムを始動したあと、走行を
開始してしばらくのあいだ

●右左折中および右左折後の数秒間

●進路変更中および進路変更後の数秒
間

●作動対象がカーブ進入前、カーブ走
行中およびカーブを曲がり切ってか
らの数秒間に存在するとき

●信号機の灯色が黄色のとき

●信号機が一灯式や二灯式のとき

プロアクティブドライビングア
シストの設定を変更する

システムの作動表示
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知識

■手放し運転に対する注意喚起について

次の状況では、ハンドル保持をうながす
メッセージと図で示すシンボルがディス
プレイに表示され注意喚起を行います。
ハンドルを握ったとシステムが判断する
と、注意喚起を停止します。システムを
使用する際は注意喚起にかかわらず、常
にハンドルをしっかりと握ってください。

●道路を横断する作動対象に対する支援
または道路脇の作動対象に対する支援
が作動中に、手放し運転をしていると
システムが判断したとき

表示 意味

●白色：作動対象監視中

●緑色：道路を横断する作動対象に対する支援または道路脇の
作動対象に対する支援が作動中

道路を横断中、または道路脇の歩行者を検知して、ブレーキま
たはハンドルの操作を支援している

道路脇の車両を検知して、ブレーキまたはハンドルの操作を支
援している

●道路脇の作動対象へ近づきすぎないように、ハンドルの操作
を支援している

●操舵支援が作動中

先行車に対する減速支援が作動中

適正な車間距離を確保するよう注意喚起している

カーブに対する減速支援が作動中

信号のある交差点に対する減速支援が作動中
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さらに操作しない状態が続くとブザーが
鳴り、注意喚起が行われます。運転者の
ハンドル操作が小さい状態が続いたとき
も同様に注意喚起が行われます。

■先行車への減速支援終了後の注意喚起
について

先行車への減速支援が終了後、ドライ
バーによるブレーキまたはアクセル操作
が無く、先行車へ接近したとき、ディス
プレイ表示の点滅とブザーによって注意
喚起し、減速をうながします。ドライ
バーがブレーキまたはアクセルを操作し
たとシステムが判断した場合、注意喚起
を停止します。

前の車に続いて停止中、先行車が発
進しても停止し続けた場合にお知ら
せします。

交差点の先頭で停止中、信号が青
（方向指示器と同一方向の青矢印信号
も含む）にかわっても停止し続けた
場合にお知らせします。

知識

■作動条件

次のいずれかの条件を満たしたときに作
動します。

●シフトポジションが P・R 以外でブレー
キペダルを踏んで、停止している、ま
たはシフトポジションが N で停止して
いるとき

●ブレーキホールドが作動中のとき

●レーダークルーズコントロールが作動
していて、制御停車中のとき

■発進遅れ告知機能が正しく作動しない
恐れがある状況

例えば次のような状況では、前方カメラ
とレーダーが対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しない場合があります。

●先行車がオートバイ・自転車などのと
き

発進遅れ告知機能

先行車の発進または信号が青にか
わったあと、自車が停止し続けた
場合、告知音とマルチインフォ
メーションディスプレイの表示で
お知らせする機能です。

先行車発進告知機能

信号切替り告知機能
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●車両や樹木、看板などにより信号を正
しく認識できないとき

●右左折や車線変更などのために、ハン
ドルを大きくまわしたとき

●センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.253

■先行車が発進していなくても告知する
場合があるとき

例えば次のような状況では、先行車が発
進したと判断し、システムが作動する場
合があります。

●先行車がいない状態での停止時に、交
差点の先にいる車両や自車の正面を横
切る車両などを先行車として認識した
とき

●自車と先行車とのあいだに、ほかの車
両が割り込んだり通過したりしたとき

■信号機が青にかわっていなくても告知
する場合があるとき

例えば次のような状況では、信号が青に
かわったと判断し、システムが作動する
場合があります。

●道路標識や看板などの信号機でないも
のを信号機と認識したとき

●歩行者用、または自転車用の信号機の
形状が自動車用と似ているとき

●交差側や遠くの交差点にある信号機な
ど、自車の対象ではない信号機を認識
したとき

●日照条件などにより、正しく自車対象
の信号機を判別できないとき

発進遅れ告知機能の作動／非作動は、
カスタマイズメニューから切りかえ
ることができます。（P.490）

カスタマイズ設定から発進遅れ告知
機能の設定を切りかえることができ
ます。（P.490）

システムのON／OFF を変更
する

発進遅れ告知機能の設定を変更
する
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● 前方カメラまたはナビゲーション
システム（情報を取得した場合）
によって道路標識などを認識する
と、ディスプレイに表示します。

● 複数の道路標識を表示できます。

車の仕様によっては表示される標識が制
限される場合があります。

知識

■標識表示の作動条件

次の条件を満たしたとき、標識の表示を
行います。

●システムが標識を認識しているとき

次の状況では、標識の表示が消えること
があります。

●一定の距離を走行中、新しい標識が認
識されないとき

●右左折等により走行する道路が変わっ
たとシステムが判定したとき

●終わりを示す補助標識を認識したとき

■表示機能が正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況では、システムが正常に
標識を認識できず、正しい標識の表示が
されない場合があります。

●標識に汚れ・色あせ・傾きや曲がりが
あるとき

●電光標識のコントラストが低いとき

●標識の全体または一部が、木・電柱な
どで隠れているとき

●前方カメラが標識を認識する時間が短
いとき

●運転の状況（曲がる・車線変更等）が
誤って判断されたとき

●標識が高速道路の分岐した直後、また
は合流直前の隣の車線にあるとき

●先行車の後部分にステッカーが貼って
あるとき

●システムが対応している標識と類似し
た標識が認識されたとき

●側道の速度標識が前方カメラの認識範
囲内に入ったとき

●ロータリー（環状交差路）を走行して
いるとき

RSA（ロードサインアシス
ト）

前方カメラまたはナビゲーション
システム（情報を取得した場合）
を使って特定の道路標識や信号な
どを認識し、ディスプレイ表示や
ブザーで運転者にお知らせします。

警告

■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

●RSA は、道路標識などの情報を知ら
せることで運転の支援を行いますが、
支援の範囲には限りがあります。運
転者は常に道路標識などに従い、ご
自身で適切な運転操作をしてくださ
い。

■RSA を使用してはいけない状況

システムを OFF にする必要があると
き：P.249

■機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.253

ディスプレイ表示機能
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●トラックなどの車両を対象にした標識
を認識したとき

●補助標識（区間の終わり、曜日、時間
など）があるとき

●工事などの通行規制区間に標識がある
とき

●標識の後ろに木・電柱・建物・看板な
どがあるとき

●ナビゲーションシステムの地図情報が
古いとき

●ナビゲーションシステムを利用できな
いとき

マルチインフォメーションディスプレイ
とナビゲーションシステムに表示される
最高速度標識が異なる場合があります。

次の状況では、システムが運転者に
告知（例えば、強調表示やブザー吹
鳴）します。

● 速度超過告知：自車の車速がディ
スプレイに表示されている制限速
度より一定の速度を超過したとき
には、強調表示やブザーにより注
意をうながします。

● 車両進入禁止告知：進入禁止の標
識を認識し、自車が進入禁止区域
に進入したとシステムが判定した
ときには、強調表示やブザーによ
り注意をうながします。

● 赤信号告知：赤信号を認識してい
る場合に、信号を見落として交差
点に進入する可能性があるとシス
テムが判定したときには、強調表
示やブザーにより注意をうながし
ます。

知識

■告知機能の作動条件

●速度超過告知に対する作動条件

次の条件を満たしたとき作動します。
･ 最高速度を表示しているとき

●車両進入禁止告知に対する作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ 進入禁止標識を 2つ以上認識している
とき

･ 進入禁止標識の間を通過するとき

●赤信号告知に対する作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ システムが信号機や路面ペイントを認
識しているとき

･ 車速が約 20～ 70km/h のとき
･ 一定以上の減速がないとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
･ 一定以上のハンドル操作をしていない
とき

･ 先行車がいないとき

■告知機能が正常に作動しないおそれの
ある状況

●表示機能の項目に加えて、次のような
状況では告知対象があるのにシステム
が作動しないおそれがあります。

･ 右左折等により標識が検知できないと
き

･ 信号機が矢印信号のとき
･ 信号機が点滅信号のとき
･ 信号機の庇で発光部の一部が隠れてい
るとき

･ ルーバー信号機で発光部が見えづらい
とき

･ 停止線などの路面ペイントが先行車な
どで隠れているとき

･ 停止線などの路面ペイントがかすれて
いるとき

･ 停止線に対し信号機が遠くにあるとき

告知機能
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･ 交差点間の距離が近いとき

●表示機能の項目に加えて、次のような
状況では告知対象がないのにシステム
が作動するおそれがあります。

･ 標識が通常とは異なる大きさのとき
･ 標識や信号機が多数あるとき
･ 自車が走行するレーンではない側道や
分岐地点などの標識や信号機を認識し
たとき

･ 作動対象の標識、信号機や路面ペイン
トとは区別がつきにくい模様・光源・
ペイントがあるとき

･ 信号機の灯色が黄色のとき
･ 信号機が矢印信号のとき
･ 予告信号があるとき

● 次の種類の道路標識を表示しま
す。

ただし、規定外の道路標識、新しく導入
された道路標識は表示されない場合があ
ります。

● 車の仕様によっては、表示される
標識が一か所に重複する場合があ
ります。

RSAの設定は、カスタマイズ設定か
ら変更することができます。
（P.490）ディスプレイ表示および告知さ

れる道路標識などの種類

最高速度

はみ出し通行禁止

車両進入禁止

転回禁止

一時停止

赤信号

RSA の設定を変更する
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レーダークルーズコント
ロール

車両前方の先行車の有無・先行車
との車間距離を判定して、先行車
との適切な車間距離を確保する制
御をします。また、車間距離切り
かえスイッチを操作して、希望の
車間距離に設定することもできま
す。

高速道路や自動車専用道路で使用
してください。

警告

■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

●レーダークルーズコントロールは運
転者の操作の一部を支援し、操作負
担を軽減するためのシステムで、支
援の範囲には限りがあります。

次の項目をお読みいただき、システム
を過信せず安全運転に努めてください。

システムが正しく作動しないおそれの
ある状況：P.288

●設定速度は、制限速度・交通の流
れ・路面環境・天候などを考慮して
適切に設定してください。設定速度
の確認は、運転者が行う必要があり
ます。

●システムが正常に機能していても、
運転者が認識している先行車の状況
とシステムが検知している状況が異
なる場合があります。従って注意義
務・危険性の判断・安全の確保は運
転者が行う必要があります。システ
ムに頼ったり、安全を委ねる運転を
したりすると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

■システムの支援内容に関する注意点

システムの支援には限界があるため、
次の点に注意してください。システム
を過信すると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●運転者が見る過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、自
車と設定された先行車との車間距離を
検知するのみであり、わき見やぼんや
り運転を許容するシステムでも、視界
不良を補助するシステムでもありませ
ん。

走行中に限らず、運転者自らが周囲の
状況に注意を払う必要があります。

●運転者が判断する過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、自
車と設定された先行車との車間距離が
適正かどうかを判断しており、それ以
外の判断はしません。このため、危険
性があるかどうかなど運転者は自ら安
全の判断をする必要があります。

●運転者が操作する過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、先
行車への追突を防止する機能はありま
せん。このため、危険性があれば運転
者自らが安全を確保する必要がありま
す。
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定速走行：
先行車がいないとき

警告

■レーダークルーズコントロールを使
用してはいけない状況

次の状況では、レーダークルーズコン
トロールを使用しないでください。適
切な制御が行われず、思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

●歩行者や自転車等が混在している道

●高速道路や自動車専用道路の出入り
口

●接近警報がひんぱんに鳴るとき

●センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.253

●システムを OFF にする必要があると
き：P.249

基本機能

A
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運転者が設定した速度で定速走行します。

下り坂走行で設定車速を超えた時、設定車速が点滅し警報ブザーが吹鳴します。

減速走行ー追従走行：

設定した速度より、遅い先行車が現れたとき
先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがかかりま
す（このとき制動灯が点灯します）。先行車の車速変化に合わせて、運転者の設定した
車間距離になるように追従走行します。十分に減速できない状態で先行車に接近した場
合は、接近警報を鳴らします。

加速走行：

設定した速度より、遅い先行車がいなくなったとき
設定速度まで加速し、定速走行にもどります。

発進：

先行車が停止したときは、続いて停止します（制御停車）。先行車の発進
後、RESスイッチを押すか、アクセルペダルを踏むと追従走行にもどりま
す（発進操作）。自車が発進操作を行わなかった場合は、制御停車を続け
ます。

■ メーター表示

マルチインフォメーションディス
プレイ

設定速度

表示灯

■ 操作スイッチ

走行支援モード選択スイッチ

走行支援スイッチ

+スイッチ、RES スイッチ

－スイッチ

キャンセルスイッチ

車間距離切りかえスイッチ

B

C

D

システムの構成部品

A

B

C

A

B

C

D

E

F
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■ 速度を設定する

1 走行支援モード選択スイッチを押
して、レーダークルーズモードを
選択する

レーダークルーズコントロール表示灯が
点灯します。

2 希望の車速（約30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速／
減速し、走行支援スイッチを押し
て速度を設定する

マルチインフォメーションディスプレイ
に設定した速度が表示されます。

スイッチを離したときの車速で定速走行
できます。

■ 設定速度をかえる

● スイッチで設定速度をかえる

設定速度をかえるには、希望の速度
が表示されるまで+スイッチまたは

－スイッチを押します。

1 速度を上げる

2 速度を下げる
短押し調整：スイッチを押す

長押し調整：スイッチを押し続けて速度
をかえ、希望の速度で手を離す

設定速度は、次のとおりに増減され
ます：

短押し調整：スイッチを操作するごとに
1km/h

長押し調整：スイッチを押し続けている
あいだ、5km/h ずつ

カスタマイズメニューから、設定速度の
変化量を変更することができます。

● アクセルペダルで設定速度を上げ
る

1 設定したい車速になるまで、アク
セルペダルを踏んで加速する

2 + スイッチを押す

■ 制御を解除する・復帰させる

1 制御を解除するには、キャンセル
スイッチまたは走行支援スイッチ
を押す

ブレーキペダルを踏んだときも解除され
ます。（制御停車中は、ブレーキペダルを

レーダークルーズコントロール
を使用する
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踏んでも解除されません）

2 制御を復帰させるには、RESス
イッチを押す

■ 車間距離を変更する

スイッチを押すごとに次のように車
間距離を切りかえます。

先行車がいる場合、先行車マーク も

表示されます。

車速に応じて実際の車間距離は増減しま
す。また、制御停車時は設定にかかわら
ず状況に応じた車間距離で停車します。

■ 音声対話サービスでの操作

音声対話サービスを使用して、次の

操作を音声で行うことができます。
音声対話サービスについては、別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照
してください。

● 設定速度の変更

● 車間距離の変更

知識

■設定条件について

●シフトポジションがDのとき設定できま
す。

●車速が約 30km/h 以上のとき、希望の設
定速度に設定できます。

･ 車速が約 30km/h 未満のときに設定す
ると、約 30km/h に設定されます。

･ 車速がシステムの上限を超えていると
きに設定すると、設定速度の上限に設
定されます。

■車速設定後の加速について

通常走行と同様にアクセルペダル操作で
加速できます。加速後、車速が設定速度
にもどります。ただし、車間制御モード
時は先行車との距離を保持するため車速
が設定速度以下になることもあります。

■追従走行中の停車制御について

●制御停車中に RES スイッチを押した場
合、約 3秒以内に先行車が発進すれば
追従走行にもどります。

●先行車に続いて停車したあと約3秒以内
に先行車が発進した場合、追従走行に
もどります。

■車間制御モードの自動解除

次のとき、自動的に車間制御モードが解
除されます。

●運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドラ
イブスタートコントロール）

イラスト
番号

車間距
離

距離の目安（車速
100km/h の場合）

1 最長 約 70m

2 長 約 60m

3 中 約 45m

4 短 約 30m

A



288 5-4. 運転支援装置について

●パーキングブレーキが作動したとき

●走行中に運転席シートベルトを着用し
ていないとき

●プリクラッシュセーフティが OFF のと
き

●急坂路で制御停車したとき

●制御停車中に次を検出したとき
･ 運転席シートベルトを着用していない
･ 運転席ドアが開いた
･ 車両が停止したあと約 3分経過した

自動でパーキングブレーキがかかること
があります。

●システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.254

■レーダークルーズコントロールの警告
メッセージ・警告ブザー

安全にお使いいただくために：P.249

■センサーが正しく検知しないおそれの
ある先行車

次のような場合にシステムによる減速が
不十分な場合はブレーキペダルを、加速
が必要な場合はアクセルペダルを、状況
に応じて操作してください。

センサーが正しく車両を検知できず、接
近警報（P.288）も作動しないおそれ
があります。

●割込み車両、離脱車両の車線変更が極
端に速い、または遅いとき

●自車が車線変更しているとき

●先行車が低速で走行中のとき

●同じ車線に停車中の車がいるとき

●同じ車線を二輪車が走行中のとき

■システムが正しく作動しないおそれの
ある状況

次の状況では、必要に応じてブレーキペ
ダルで減速（場合によってアクセルペダ
ルを操作）してください。

センサーが正常に車両を検知できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

●先行車が急ブレーキをかけたとき

●渋滞時等、低速で車線変更したとき

追従走行中の他車の割り込みなど、
十分な減速ができない状態で先行車
に接近したときは、表示の点滅とブ
ザーで運転者に注意をうながします。
その場合は、ブレーキペダルを踏む
など適切な車間距離を確保してくだ
さい。

■ 警報されないとき

車間距離が短くても、次のような場
合は警報されないことがあります。

● 先行車と自車の車速が同じか先行
車の方が速いとき

● 先行車が極端な低速走行をしてい
るとき

● 速度を設定した直後

● アクセルペダルを踏んだとき

カーブを認識すると車速の抑制を開
始します。カーブが終了すると車速
の抑制が終了します。

状況に応じて設定速度まで復帰します。

先行車に割り込まれる等で、追従走行が
優先された場合も車速抑制は終了します。

接近警報

カーブ速度抑制機能
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知識

■カーブ速度抑制機能が作動しないおそ
れがある状況

次のような状況では、カーブ速度抑制機
能が作動しない場合があります。

●緩やかなカーブを走行しているとき

●アクセルペダルを操作しているとき

●極端に短いカーブを走行しているとき

約 80km/h 以上で走行中に追い越し
車線側へ車線変更する場合、方向指
示レバーの操作と連動して設定速度
まで加速することで、追い越しを支
援します。

約 80km/h 以上で走行中に自車より遅い
車両の後方へ車線変更する場合、方向指
示レバーの操作と連動して緩減速するこ
とで、車線変更を補助します。

先行車の加減速の情報を通信で取得
することにより、先行車の加減速に
素早く追従して車間距離や速度の変
動を抑制し、スムーズな追従走行に
寄与します。また、先行車が認識で

きなくなった場合は自動的に通常の
レーダークルーズコントロールに切
りかわります。

先行車も通信利用型レーダークルー
ズコントロールに対応している場合
に自動的に作動します。

先行車通信マーク

車間距離表示

知識

■通信利用型レーダークルーズコント
ロールについて

●本機能によって、車間制御モードの速
度や車間距離設定が変更されることは
ありません。

●先行車が通信利用型レーダークルーズ
コントロールに対応していないときは、
本機能は作動しません。

●先行車や周囲の車両の走行状態によっ
ては、スムーズな追従走行が行われな
い場合や、自車の速度や先行車との車
間距離に影響がおよぶ場合があります。
必要に応じてブレーキ・アクセルを操
作してください。

■通信利用型レーダークルーズコント
ロールが作動しないおそれがある状況

次のような状況では、通信利用型レー
ダークルーズコントロールが作動しない、
または通信利用型レーダークルーズコン
トロールから通常のレーダークルーズコ

車線変更時の補助機能

通信利用型レーダークルーズコ
ントロール（ITS Connect 装
着車）

A

B
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ントロールに切りかわる場合があります。

●先行車との通信が途絶したとき

●センサーが先行車を誤って検知したと
き

●トンネルやビル街などで、自車または
先行車の GPS 受信状態や通信状態が悪
化しているとき

●追従していた先行車が車線変更などで
離脱したとき

●通信していた先行車とのあいだに、通
信利用型レーダークルーズコントロー
ルに対応していない車両が割りこんで
きたとき

レーダークルーズコントロールの設
定は、カスタマイズ設定から変更す
ることができます。（P.489）

レーダークルーズコントロールの作動状態を示しています。

レーダークルーズコントロール
の設定を変更する

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態

白色

設定車間距離：灰色
レーダークルーズコ
ントロール OFF

緑色

設定車間距離：青色

設定速度：緑色
定速走行

緑色

設定車間距離：青色

設定速度：緑色

先行車：白色

追従走行
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緑色

設定車間距離：橙色
点滅

設定速度：緑色

先行車：橙色点滅

接近警報

緑色

設定車間距離：灰色

設定速度：白色

先行車：灰色

アクセルペダルによ
る加速中

緑色

設定速度：緑色反転
表示

設定速度超過時

緑色

設定車間距離：灰色

設定速度：白色

先行車：灰色

制御停車

表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態
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■ メーター表示

設定速度

クルーズコントロール表示灯

■ 操作スイッチ

走行支援モード選択スイッチ

走行支援スイッチ

+スイッチ、RES スイッチ

－スイッチ

キャンセルスイッチ

■ 速度を設定する

1 走行支援モード選択スイッチを押
してクルーズコントロールモード
を選択する

クルーズコントロール

アクセルペダルを踏まなくても、
一定の車速で走行できます。

高速道路や自動車専用道路で使用
してください。

警告

■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

●設定速度は、制限速度・交通の流
れ・路面環境・天候などを考慮して
適切に設定してください。設定速度
の確認は、運転者が行う必要があり
ます。

■クルーズコントロールを使用しては
いけない状況

次の状況では、クルーズコントロール
を使用しないでください。適切な制御
が行われず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●急カーブのある道

●曲がりくねった道

●雨天時や、凍結路・積雪路などのす
べりやすい路面

●急な下り坂や急で勾配の変化が激し
い坂

急な下り坂では車速が設定速度以上に
なることがあります。

●システムを OFF にする必要があると
き：P.249

システムの構成部品

クルーズコントロールを使用す
る

A

B

A

B

C

D

E
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クルーズコントロール表示灯が点灯しま
す。

2 希望の車速（約30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速／
減速し、走行支援スイッチを押し
て速度を設定する

スイッチを離したときの車速で定速走行
できます。

■ 設定速度をかえる

● スイッチで設定速度をかえる

設定速度をかえるには、希望の速度
が表示されるまで+スイッチまたは
－スイッチを押します。

1 速度を上げる

2 速度を下げる

設定速度は、次のとおりに増減され
ます：

微調整：スイッチを押すごとに 1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けているあ
いだ連続して変化

● アクセルペダルで設定速度を上げ
る

1 設定したい車速になるまで、アク
セルペダルを踏んで加速する

2 + スイッチを押す

■ 制御を解除する・復帰させる

1 制御を解除するには、キャンセル
スイッチまたは走行支援スイッチ
を押す

ブレーキペダルを踏んだときも解除され
ます。

2 制御を復帰させるには、RESス
イッチを押す

知識

■クルーズコントロールの自動解除

次のとき、自動的にクルーズコントロー
ルが解除されます。

●設定速度より車速が約16km/h以上低下
したとき

●車速が約 30km/h 未満になったとき
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●運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドラ
イブスタートコントロール）

●パーキングブレーキが作動したとき

●運転席シートベルトを着用していない
とき

●システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.254

クルーズコントロールの作動状態を示しています。

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態

白色

なし
クルーズコント
ロールOFF

緑色

設定速度：緑色 定速走行

緑色

設定速度：緑色反転
表示

設定速度超過時
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本システムは 4つの状態に分けられ
ます。「警告1フェーズ」、「警告2
フェーズ」で運転者への注意喚起や
速度抑制を実施しながら、運転者の
正常／異常判定を行います。システ
ムが、運転者が異常状態であると判
断した場合には「減速停車フェー
ズ」、「停車保持フェーズ」で自車を
減速、停車させます。

知識

■作動条件

次の条件をすべて満たすと作動します。

●システムが自動車専用道路と認識して
いるとき

システムが誤って一般道を自動車専用道
路と認識する場合があります。

●LTA を ON にしているとき

ドライバー異常時対応シス
テム

ドライバー異常時対応システムは、
走行中の運転者が、急病などによ
り運転の継続が困難になった場合
に、自動的に車線内で自車を減速、
停車させるシステムです。

LTA（レーントレーシングアシス
ト）制御中に、手放しなどの無操
作運転状態からシステムが運転者
が異常状態であると判断すると、
車線内で減速、停車し、衝突事故
の回避・衝突被害の低減に寄与し
ます。

警告

■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。ドライ
バー異常時対応システムは、運転者
が急病などにより運転の継続が困難
になった場合を対象とするシステム
であり、居眠り運転や注意散漫な運
転、体調が悪い場合の運転を対象と
するものではありません。

●ドライバー異常時対応システムは、
システムが運転者による運転の継続
が困難と判断した場合に、自車線内
で減速、停車を行うことで、衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。また、作動には条件があり、作
動条件を満たさない場合は作動しま
せん。

●システム作動後、異常から復帰でき
た場合には、速やかに運転を再開す
るか、路肩へ避難し、三角表示板お
よび発炎筒を設置して後続車両に停
車していることをお知らせください。

●システム作動後、同乗者は運転者へ
の救護措置をはじめとした必要な危
険防止措置をとり、路側帯やガード
レールの外側などの安全な場所にす
みやかに退避してください。

●本システムは運転者の異常をハンド
ルの操作状態などで判断しています。
正常な運転者が意図的に無操作を続
けた場合には、システムが作動する
ことがあります。また、運転者が異
常状態であっても、ハンドルにもた
れかかるなどシステムが手放し運転
と判断できない場合は、システムが
作動しないことがあります。

システム概要



296 5-4. 運転支援装置について

●自車速が約 50km/h 以上

■作動解除条件

次のいずれかの状況では作動解除されま
す。

●LTA 制御がキャンセルされたとき（LTA
スイッチを押した場合など）

●レーダークルーズコントロール制御が
キャンセルされたとき

●ドライバー操作が検出されたとき（ハ
ンドルを握る、ブレーキ操作、アクセ
ル操作、パーキングブレーキ操作、非
常点滅灯スイッチ操作、方向指示レ
バー操作）

●自車が一般道を走行しているとシステ
ムが判断したとき

●停止保持中、シフトポジションを Pにし
た状態で走行支援スイッチを押したと
き

●パワースイッチをONからOFFにしたと
き

●システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.254

■作動解除時の LTA 制御

システムの作動が解除された場合、LTA
制御がキャンセルされる場合があります。

手放し運転警告がされてからも運転
操作がない場合、ブザー（断続音）
とディスプレイ表示により注意喚起
を行い、運転者の正常／異常判定を
行います。一定時間以内にハンドル
保持などの運転者による操作がされ
なかった場合、警告 2フェーズに移
行します。

ブザー（早い断続音）とディスプレ
イ表示により注意喚起を行い、ゆる
やかに車速を減速させます。一定時
間以内にハンドル保持などの運転者
による操作がされなかった場合には、
システムが運転者が異常状態である
と判断し、減速停車フェーズに移行
します。

異常状態から復帰するまでオーディオの
ミュート（消音）が継続します。

車両の減速時に道路環境等の要因によっ
て、ストップランプが点灯する場合があ
ります。

ある程度減速すると、非常点滅灯（ハ
ザードランプ）が点滅します。システム
の作動が終了しても、非常点滅灯（ハ
ザードランプ）の点滅は継続します。

運転者が異常状態にあると判断し、
ブザー（連続音）とディスプレイ表
示で運転者に注意喚起を行うととも
に、ゆるやかに減速して車両を停車
させます。減速と同時に、ストップ
ランプの点灯、非常点滅灯（ハザー
ドランプ）の点滅とホーン吹鳴に
よって周囲に緊急事態であることを
お知らせします。車両が停車すると
停車保持フェーズに移行します。

停車後、パーキングブレーキが自動
でかかります。引き続きブザー（連
続音）で注意喚起を行うとともに、
非常点滅灯（ハザードランプ）の点
滅とホーンによって周囲に緊急事態
を知らせます。また、ドア解錠やヘ

警告1フェーズ

警告 2フェーズ

減速停車フェーズ

停車保持フェーズ
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ルプネット自動接続による運転者の
救命・救護要請（ヘルプネット契約
時のみ）を行います。

知識

■ヘルプネット自動接続について

ヘルプネット自動接続後、ヘルプネット
のオペレーターからの声掛けに対して車
内からの応答がない場合、救命・救護の
ために救急や警察へ通報を行います。

■作動解除後の機能制限

減速停車フェーズに移行後は、ドライ
バー異常時対応システムの作動が解除さ
れていても EV システムを再始動するまで
次の機能が使用できなくなります。

●LTA

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 安全運転を支援する通知・案内・
注意喚起

ITS Connect は、道路に設置された

DSSS※用路側装置や通信機を搭載
した車両と無線通信することで、見
通しが悪い交差点の交通状況などの
情報を受信します。

路側装置

受信した情報は、状況に応じて通
知・案内や注意喚起としてマルチイ
ンフォメーションディスプレイなど
に表示され、運転者に注意をうなが
すことにより安全運転を支援します。

警告

■ヘルプネット自動接続について

ヘルプネット自動接続は、G-Link 通信
エリア内、かつG-Link 契約がされてい
る場合にのみ行われます。G-Link 通信
エリア外や G-Link 未契約、G-Link 契
約が未更新の場合は接続が行われず、
警察・救急への通報が行われません。
あらかじめ通信エリアとご自身の
G-Link 契約をご確認の上、システムを
ご利用ください。

ITS Connect ★

ITS Connect は、交通情報や周辺
車両の情報を受信することにより、
安全運転や快適な運転を支援する
システムです。

ITS Connect の概要

A
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※DSSS（Driving Safety Support 
Systems）とは、運転者の認知・判断
の遅れや誤りによる交通事故を未然に
防止することを目的とするシステムで、
警察庁が推進しているプロジェクトで
す。

■ 通信利用型レーダークルーズコン
トロール

先行車との通信により受信した加速
／減速情報をレーダークルーズコン
トロールの制御に利用し、よりス
ムーズな追従走行に寄与することで
快適な運転を支援します。詳細は
P.289を参照してください。

知識

■ ITS Connect 機器に関する情報

●本製品は、トロンフォーラム
（www.tron.org）の T-License2.0 に基
づき T-Kernel ソースコードを利用して
います。

●フリー／オープンソースソフトウェア
情報について

本製品はフリー／オープンソースソフト
ウェアを含んでいます。このようなフ
リー／オープンソースソフトウェアのラ
イセンス情報やソースコードの両方また
はどちらか片方は以下の URL で入手する
ことができます。

https://www.denso.com/global/en/
opensource/v2x/toyota/

●本機は、ITS Connect 推進協議会が規
定する相互接続性確認試験に適合して
います。
機種名：DTU-1030
型式認定番号：10008

●本システムは、周波数 760MHz の電波
を発信するため、お車を海外へ持ち込
んだ場合はその国の関連法規に違反す
る場合があります。

■ ITS Connect に関するお問い合わせに
ついて

ITS Connect に関するお問い合わせ（機
器の調子・機能・使用方法や路側装置の
整備計画など）はレクサスオーナーズデ
スクにお問い合わせください。

レクサスオーナーズデスクについて詳し
くは、別冊「マルチメディア取扱説明書」
を参照してください。

警告

■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
ITS Connect はあらゆる状況で安全
運転の支援をするものではありませ
ん。システムに頼ったり、安全を委
ねる運転をしたりすると思わぬ事故
につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

● ITS Connect は安全運転の支援を目
的として設計していますが、その効
果はさまざまな条件によりかわり、
常に同じ性能を発揮できるものでは
ありません。
「システムが正常に作動しないおそれ
があるとき」（P.302）をお読みい
ただき、システムを過信せず安全運
転に努めてください。
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ITS Connect の機能が利用可能なと
き、メーターに次のアイコンを表示
して通信の接続状態をお知らせしま
す。

警告

■ ITS Connect について

●次のような状況では、ITS Connect
は作動しません。

･ 交差点に DSSS 用路側装置が設置さ
れていないとき

･ 先行車や接近してくる車両に通信機
が搭載されていないとき

●交差点に進入する方向によっては、
作動する通知・案内・注意喚起が異
なる場合があります。

■右折時注意喚起（DSSS 用路側装置
との通信）について

DSSS 用路側装置が設置された交差点
であっても、DSSS 用路側装置の種類
や交差点に進入する方向によっては、
対向車のみを検知し、歩行者に対する
注意喚起をしない場合があります。
そのため、注意喚起の表示内容が実際
の交通状況と異なる場合があります。
「割り込み表示による通知・案内・注意
喚起」（P.300）をお読みいただき、
必ず自らの目視による安全確認を行っ
てください。

■右折時注意喚起（通信機を搭載した
車両との通信）・出会い頭注意喚起に
ついて

通信機を搭載した車両が接近してきて
も、地図データと実際の道路状況が異
なるときは、交差点付近であることが
判断できず、注意喚起をしなかったり、
注意喚起の表示内容が実際の交通状況
と異なる場合があります。

注意

■ ITS Connect 機器取り扱いの注意

● ITS Connect 機器は電波法の基準に
適合しています。ITS Connect 機器
に貼り付けられているラベルはその
証明ですのではがさないでください。

● ITS Connect 機器を分解・改造する
と、法律により罰せられることがあ
ります。

ITS Connect アイコンの見方

アイコン 接続状態

道路に設置された DSSS
用路側装置から必要な情
報を取得できている

通信機を搭載した車両か
ら必要な情報を取得でき
ている

道路に設置された DSSS
用路側装置、および通信
機を搭載した車両、両方
から必要な情報を取得で
きている



300 5-4. 運転支援装置について

状況に応じて、次の通知・案内・注
意喚起をマルチインフォメーション
ディスプレイに割り込み表示します。

ヘッドアップディスプレイ装着車：
右折時注意喚起、赤信号注意喚起、
出会い頭注意喚起はヘッドアップ
ディスプレイにも割り込み表示しま
す。

■ 右折時注意喚起（DSSS用路側装
置との通信）

交差点で右側方向指示灯を点滅させ
て右折待ちをしているときに、対向
車や歩行者がいるにもかかわらず発
進しようとしているなど、対向車や
右折先の歩行者を見落している可能
性があるとシステムが判断したとき
に、ブザーと表示で注意喚起を行い
ます。

交差点に設置されているDSSS 用路
側装置（感知器）の種類によって、
注意喚起の表示は次のように異なり
ます。

 対向車および歩行者を感知する交
差点

 対向車のみを感知する交差点

･ 注意喚起の表示内容は、実際の交
通状況と異なる場合があります。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消え
ますが、周囲に車や人がいないこ
とを示すものではありません。

■ 右折時注意喚起（通信機を搭載し
た車両との通信）

DSSS 用路側装置が設置されていな
い交差点で、地図データを用いるこ
とにより、右側方向指示灯を点滅さ
せて右折待ちをしているときに、通
信機を搭載した対向車がいるにもか
かわらず発進しようとしているなど、
対向車を見落している可能性がある
とシステムが判断したときに、ブ
ザーと表示で注意喚起を行います。

･ 注意喚起の表示内容は、実際の交
通状況と異なる場合があります。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消え
ますが、周囲に車や人がいないこ
とを示すものではありません。

割り込み表示による通知・案
内・注意喚起
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■ 出会い頭注意喚起

地図データを用いることにより、交
差点で停車しているときに、右また
は左方向から交差点に進入してくる
車両がいるにもかかわらず発進しよ
うとしているなど、接近する右また
は左方向の車両を見落している可能
性があるとシステムが判断したとき
に、ブザーと表示で注意喚起を行い
ます。

･ 注意喚起の表示内容は、実際の交
通状況と異なる場合があります。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消え
ますが、周囲に車や人がいないこ
とを示すものではありません。

■ 赤信号注意喚起

赤信号の交差点手前にさしかかって
もアクセルペダルを踏み続けている
など、赤信号を見落している可能性
があるとシステムが判断したときに、
ブザーと表示で注意喚起を行います。

■ 信号待ち発進準備案内

赤信号で停車したとき、青信号にか
わるまでの待ち時間の目安をバー表
示で表します。

待ち時間が残り少なくなるとバー表
示が消え、まもなく信号がかわるこ
とを表します。

■ 緊急車両存在通知

緊急車両（救急車）がサイレンを鳴
らして近辺を走行しているときに、
ブザーと音声案内により、自車に対
する緊急車両のおおよその方向・距
離・進行方向を表示します。

緊急車両の距離と進行方向が表示さ
れていないときは、自車のすぐ近く
に緊急車両がいることを表します。

知識

■交差点ごとの作動する通知・案内・注
意喚起について

道路に設置されている DSSS 用路側装置
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の種類により発信している情報が異なる
ため、交差点によって作動する通知・案
内・注意喚起は異なります。

■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

●例えば次のような状況などでは、車両
の位置や向きを正しく特定できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 高いビルや高い街路樹に囲まれている
とき

･ トンネルや高架下を通過しているとき
･ EV システムを始動してから、しばらく
走行するまでのあいだ

●例えば次のような状況などでは、正し
く通信ができず、システムが正常に作
動しないおそれがあります。

･ 周囲に大型車が走行しているときなど、
通信がさえぎられたとき

･ 通信を妨害する電波が発せられている
とき

･ DSSS 用路側装置の向きがかわってし
まっているとき

･ DSSS 用路側装置がメンテナンス中や
故障しているとき

･ 他車両の通信機が故障しているとき

●右折時注意喚起（DSSS 用路側装置との
通信）は、次のような状況などでは正
常に作動しないおそれがあります。

･ 交差点内で一旦停止せずに右折しよう
としたとき

･ 周囲の環境や天候、DSSS 用路側装置
の劣化などの影響により、対向車や歩
行者の検知性能が低下しているとき

･ 対向車や歩行者が周囲の建物や別の車
両に隠れているとき

･ DSSS 用路側装置の検知範囲外に対向
車や歩行者がいるとき

･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

●右折時注意喚起（通信機を搭載した車
両との通信）は、次のような状況など

では正常に作動しないおそれがありま
す。

･ 交差点内で一旦停止せずに右折しよう
としたとき

･ 地図データと実際の道路状況が異なる
ため、交差点付近であることが判断で
きないとき

･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき

●出会い頭注意喚起は、次のような状況
などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 交差点手前で一旦停止せずに通過しよ
うとしたとき

･ 地図データと実際の道路状況が異なる
ため、交差点付近であることが判断で
きないとき

･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき

●赤信号注意喚起は、次のような状況な
どでは正常に作動しないおそれがあり
ます。

･ 遅い速度で走行しているとき
･ 停車しているとき
･ 交差点付近の側道や駐車場内の通路な
ど、DSSS 路側装置が設置された道路
と並行する場所を走行しているとき

･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

●信号待ち発進準備案内は、次のような
状況などでは正常に作動しないおそれ
があります。

･ 前方の信号機が青信号、黄信号または
矢印信号のとき

･ 青信号にかわるまでの待ち時間が残り
少ないとき

･ 停車していないとき
･ 交差点付近の側道や駐車場など、DSSS
路側装置が設置された道路と並行する
場所に停車しているとき

･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

●緊急車両存在通知は、次のような状況
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などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 緊急車両と自車の距離が一定以上離れ
ているとき

･ 緊急車両が自車から遠ざかる方向に走
行しているとき

･ 立体交差付近を走行しているとき
･ 緊急車両から受信した情報が誤ってい
るとき

センターディスプレイのカスタマイ
ズ設定から、ITS Connect の設定を
変更することができます。

● 支援タイミング

次の機能の支援タイミング（早い／遅い）

を切り替えることができます。※1（初期
設定：早い）

• 赤信号注意喚起

• 出会い頭注意喚起

• 右折時注意喚起

● 信号情報

次の機能の ON ／ OFF を切り替えるこ

とができます。※2（初期設定： ON）

• 赤信号注意喚起

• 信号待ち発進準備案内

● 道路環境情報

次の機能の ON ／ OFF を切り替えるこ

とができます。※2（初期設定： ON）

• 右折時注意喚起

• 出会い頭注意喚起

● 緊急車両通知

緊急車両存在通知のON ／ OFF を切り
替えることができます。（初期設定：
ON）

● 通信利用型クルーズ

通信利用型レーダークルーズコントロー

ルのON ／ OFF を切り替えることがで
きます。（初期設定：ON）
※1各機能の支援タイミングを個別に変更
することはできません。

※2信号情報または道路環境情報に含まれ
る各機能を個別にON ／ OFF するこ
とはできません。

各機能の設定変更



304 5-4. 運転支援装置について

センターディスプレイ

ブラインドスポットモニターのON／
OFF を切りかえます。

ドアミラーインジケーター

ドアミラーの死角領域に車両を検知した
とき、または後方からその死角領域に急
速に接近してくる車両を検知したときは、
検知した側のドアミラーインジケーター
（P.140）が点灯します。検知した側
に方向指示レバーを操作している場合は、
ドアミラーインジケーターが点滅します。

運転支援情報表示灯

ブラインドスポットモニターがOFF の
ときに点灯し、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示され
ます。

知識

■ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.483）

BSM（ブラインドスポット
モニター）

ブラインドスポットモニターは、
リヤバンパー内側にある後側方
レーダーセンサーを使用し、運転
者による車線変更時の判断を支援
するシステムです。

警告

■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

●ブラインドスポットモニターは、ド
アミラーの死角領域に入った車両の
存在とその死角領域に急速に接近し
てくる車両の存在を運転者に提供す
る、補助的なシステムです。本シス
テムだけで安全な車線変更の可否を
判断できるものではないため、シス
テムを過信すると思わぬ事故につな
がり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

状況によっては本システムが有効に機
能しないことがあるため、運転者は自
らの目視とミラーによる安全確認をお
こなう必要があります。

システムの構成部品

A

B

C
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■後側方レーダーセンサーの取り扱いについて

ブラインドスポットモニターのON
／OFF は、カスタマイズメニューか
ら切りかえることができます。
（P.491）

ブラインドスポットモニターがOFF

警告

■システムを正しく作動させるために

ブラインドスポットモニターのセン
サーは、車両リヤバンパー内側に左右
ひとつずつ設置されています。システ
ムを正しく作動させるために次のこと
をお守りください。

●センサー周辺のリヤバンパーは常に
きれいにしておく

センサー周辺のリヤバンパーに汚れや
着雪がある場合、警告表示とともにシ
ステムが作動しなくなることがありま
す。その場合、汚れや雪を落としたあ
と、BSM 機能の作動条件（P.307）
でしばらく走行してください（目安：
約 10 分）。それでも警告表示が消えな
い場合はレクサス販売店にて点検を受
けてください。

●センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーにアクセサリーを付けたり、ス
テッカー（透明なものを含む）やア
ルミテープなどを貼ったりしない

●センサー周辺のリヤバンパーへの強
い衝撃を避ける

センサーの位置や向きが少しでもずれ
ると、車両を正しく検知できなくなっ
たり、装置が正常に動作しなくなるお
それがあります。
次のような場合には、必ずレクサス販
売店にて点検を受けてください。

･ センサーやセンサー周辺に強い衝撃
を受けた

･ センサー周辺のリヤバンパーなどに
傷や凹みがある、一部が外れている

●センサーを分解しない

●センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーを改造しない

●センサーやリヤバンパーの脱着や交
換が必要な場合は、レクサス販売店
にご相談ください。

●リヤバンパーの塗装修理の際には
レクサス設定色以外への変更は行わ
ないでください

ブラインドスポットモニターの
ON／ OFFを切りかえるには
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になると、運転支援情報表示灯
（P.140）が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

パワースイッチがONになるたび、
ブラインドスポットモニターはON
になります。

■ 走行中に検知できる車両

ブラインドスポットモニターは後側方レーダーセンサーにより隣の車線を走
行する次の車両を検知し、ドアミラーのインジケーターによってその車両の
存在を運転者に知らせます。

ドアミラーに映らない領域（死角領域）を併走する車両

後方からドアミラーに映らない領域（死角領域）に急速に接近してくる車
両

■ 走行中に検知できる範囲

次の範囲に入った車両を検知します。

検知できる範囲：

車両の両側面について、側面から約0.5m離れた面から約 3.5m の領域
※1

リヤバンパーから約1m前方の領域

ブラインドスポットモニターの作動

A

B

A

B



307

5

5-4. 運転支援装置について
運
転

リヤバンパーから約3m後方の領域

リヤバンパーから後方約3m～60mの領域※2

※1車両側面から外側に約 0.5m は検知しません。
※2自車と他車の速度差が大きいほど、ドアミラーインジケーターは他車がより遠くに
いる状況で点灯・点滅します。

■ 関連機能

隣の車線を走行する車両の検知を用いた機能が LDA（レーンディパーチャー
アラート）にあります。本機能の作動条件などの詳細については P.268を参
照してください。

知識

■作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作
動します。

●パワースイッチが ONのとき

●ブラインドスポットモニターがONのと
き

●シフトポジションが R以外のとき

●車速が約 10km/h 以上のとき

■センサーが車両を検知する条件

ブラインドスポットモニターは、次のよ
うな状況で検知範囲に入った車両を検知
します。

●隣の車線を走行する他車に自車が追い
こされるとき

●小さい速度差で隣の車線を走行する他
車を追いこすとき

●他車が車線変更中に検知範囲に進入す
るとき

■システムが検知しない条件

ブラインドスポットモニターは、次のよ
うな車両や車両以外のものを検知対象と
しません。

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

●対向車

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

●同じ車線を走行する後続車※

●2 つ隣の車線を走行する他車※

●大きい速度差で自車が追い越す他車※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■システムが正しく作動しないおそれが
ある状況

●次のような状況では車両を正しく検知
しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどの濡れた路面を走行するとき

･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度差が
大きすぎるとき

･ 自車と他車の速度差に変化があるとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度がほ
とんど等しいとき

･ 停止状態から発進した際に、検知範囲
に他車が存在し続けたとき

C

D
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･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ 車線の幅が広い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線の他車が自車
から離れすぎているとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ 検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

･ ブラインドスポットモニターを ONに
した直後

･ けん引しているとき

●特に次のような状況では不要な検知が
増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線以外を走行す
る車両が検知範囲に入ったとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ タイヤがスリップ（空転）していると
き

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ けん引しているとき

同じ車線を走行する後方車両を後側
方レーダーセンサーで検出し、追突
の可能性が高いと判断したときに、
非常点滅灯を高速点滅させて後方車
両に注意をうながします。このとき
マルチインフォメーションディスプ
レイにメッセージを表示し、後方車

後方車両への接近警報

後方車両への接近警報は、リヤバ
ンパー内側にある後側方レーダー
センサーを使用し、後方車両から
の追突の可能性が高いと判断した
ときに、非常点滅灯を高速点滅さ
せて後方車両に注意をうながすシ
ステムです。

警告

■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。
後方車両への接近警報は自車の後方か
ら接近してくる車両に追突される可能
性が高いと判断したときに、非常点滅
灯を高速点滅させて後方車両に注意を
うながす補助的なシステムです。
後方車両への接近警報を使用していて
も状況によっては本システムが有効に
機能しないことがあるため、運転者は
自らの目視による安全確認をおこなう
必要があります。
システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■システムを正しく作動させるために

P.305

後方車両への接近警報の作動
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両の接近を運転者に知らせます。

知識

■後方車両への接近警報の作動条件

次の条件を満たしたときシステムが作動
します。

●パワースイッチが ONのとき

●シフトポジションが R以外のとき

●方向指示レバーを操作していないとき

●自車から見た後方車の接近速度が約
30km/h ～ 100km/h の間

●自車の車速が約 10km/h 以下、または前
進時でブレーキを踏んでいる

■センサーが車両を検知する条件

後方車両への接近警報は、同じ車線を走
行する後方車両が追突の可能性が高い状
況のとき、検知範囲に入った車両を検知
します。

■システムが検知しない条件

後方車両への接近警報は、次のような車
両や車両以外のものを検知対象としませ

ん。

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど ※

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物 ※

●対向車

●隣の車線を走行する他車 ※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■後方車両への接近警報が正しく作動し
ないおそれがある状況

●次のような状況では後方車両を正しく
検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどの濡れた路面を走行するとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ けん引しているとき
･ 後方車両と自車の中心がずれていると
き

･ 斜め後方から車両が近付いてくるとき
･ 自車の後方に他車が急に割り込んでき
たとき

･ 後方車両の周辺に他車が存在するとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ 後続車の高さが自車と違いがありすぎ
るとき

●特に次のような状況では、衝突の可能
性がなくてもシステムが作動するおそ
れがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
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などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ けん引しているとき
･ 自車の周辺に複数台の他車が存在する
とき

･ 右左折待ちで停車したときなどに、自
車の真うしろを車両が通過するとき

･ 道路脇に停車したときなどに、車両が
真横を通過するとき

･ 後方車両が近距離から自車を追い越し
たとき

･ 後方車両が近距離まで急接近したとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

安心降車アシスト

安心降車アシストは、リヤバン
パー内側にある後側方レーダーセ
ンサーを使用し、各席乗員による
降車時のドアと車両・自転車の衝
突可能性の判断の支援をすること
で、事故被害低減に貢献するシス
テムです。

警告

■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

●安心降車アシストは、停車中に接近
してくる車両や自転車の存在を乗員
に提供する補助的なシステムです。
本システムだけで安全を判断できる
ものではないため、システムを過信
すると思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。
状況によっては本システムが有効に
機能しないことがあるため、乗員は
自らの目視やミラーなどによる安全
確認を行う必要があります。

安心降車アシストのシステム構
成部品
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センターディスプレイ

安心降車アシストのON／ OFF を切り
かえます。

ドアミラーインジケーター

開いたドア（バックドアを除く）と衝突
する可能性がある車両・自転車を検知し
たときは、検知した側のドアミラーイン
ジケーター（P.140）が点灯します。
検知している側のドアを開いた場合は、
ドアミラーインジケーターが点滅します。

マルチインフォメーションディス

プレイ
衝突の可能性がある状態でドアの開放を
した場合に対象のドアをメーターに表示
します。また、ドアミラーインジケー
ターが点灯した状態でドアが開けられた
場合などは、上記に加えてブザーで警報
を行います。

運転支援情報表示灯

安心降車アシストがOFF のときに点灯
し、マルチインフォメーションディスプ
レイにメッセージが表示されます。

知識

■ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン

ジケーターが見えづらいことがあります。

■ブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオや周辺環境などで大
きな音がする場合、ブザー音が聞こえづ
らくなる場合があります。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.492）

安心降車アシストのON ／ OFF は、
カスタマイズメニューから切りかえ
ることができます。（P.492）

安心降車アシストがOFFになると、
運転支援情報表示灯が点灯し、マル
チインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。

パワースイッチがONになるたび、
安心降車アシストはONになります。

■ 安心降車アシストが検知できる対象

安心降車アシストは後側方レーダーセンサーにより自車の後方を走行する次
の車両・自転車を検知し、ドアミラーインジケーター、ブザー、メーターの
表示によってその車両の存在を乗員に知らせます。

A

B

C

D

警告

■システムを正しく作動させるために

P.305

安心降車アシストのON／
OFF を切りかえる

安心降車アシストの作動
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ドア（バックドアを除く）を開けたときにドアと衝突する可能性が高いと

判断された車両・自転車

■ 安心降車アシストが検知できる範囲

次の範囲に入った車両・自転車を検知します。

フロントドアから後方約45mの領域※

※接近する車両・自転車の速度が速いほど、ドアミラーインジケーターは車両・自転車
がより遠くにいる状況で点灯・点滅します。

知識

■安心降車アシストの作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作
動します。

●パワースイッチが ON のとき、EV シス
テムOFF 後 3 分以内、およびドアを開
けて車内に乗り込んでから 3分以内
（ドア開閉が行われた場合は、作動継続
時間がさらに延長される場合がありま
す）

●安心降車アシストがONのとき

●停車中

●シフトポジションが R 以外のとき

■センサーが車両を検知する条件

安心降車アシストは、次のような状況で
検知範囲に入った車両を検知します。

●停車している自車と並行に走行する車
両や自転車がドア（バックドアを除く）
を開けた範囲付近を通過するとき

■システムが車両を検知しない条件

●安心降車アシストは、次のような車両・
自転車や車両・自転車以外のものを検
知対象としません。

･ 接近する車両・自転車の速度が遅いと

き※

A

A
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･ ドア（バックドアを除く）を開いたと
きに、衝突する可能性が低いと判断さ

れた車両・自転車※

･ 真うしろから接近する車両・自転車※

･ 前方から接近する車両・自転車※

･ ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

･ 歩行者・動物など※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

●安心降車アシストは、次のような状況
では作動しません。

･ EV システム OFF 後に 3 分以上経過し
た場合（ドア開閉が行われた場合は、
作動継続時間が延長される場合があり
ます）

･ 自車が完全に停車していないとき

■システムが正しく作動しないおそれが
ある状況

●次のような状況では車両や自転車を有
効に検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面に停車していると
き

･ 隣の駐車車両に後続する車両や自転車
･ 後方で急な進路変更をして接近する車
両や自転車

･ 発進した直後の車両や自転車
･ バックドアが開いているとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーやスロープを装着していると
き

･ 後方に駐車車両や壁・標識などの静止
物や人がいるとき

･ 道路に対して傾いて停車しているとき
･ 接近する車両や自転車の周囲に走行す

る車両があるとき
･ 接近する車両や自転車が壁・標識など
の静止物の横を走行しながら接近して
いるとき

･ 車両や自転車が高速で接近するとき
･ けん引しているとき
･ 急勾配の坂道に停車しているとき
･ カーブの途中や終了地点に停車してい
るとき

●特に次のような状況では不要な検知が
増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 自車の後方からずれた状態で車両や自
転車が接近するとき

･ 道路に対して傾いて停車しているとき
･ 斜めに駐車している後方を車両や自転
車が接近するとき

･ 後方に駐車車両や壁・標識などの静止
物や人がいるとき

･ 後方で急な進路変更をして接近する車
両や自転車

･ 接近する車両や自転車が壁・標識など
の静止物の横を走行しながら接近して
いるとき

･ バックドアが開いているとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーやスロープを装着していると
き

･ 車両や自転車が高速で接近するとき
･ けん引しているとき
･ 急勾配の坂道に停車しているとき
･ カーブの途中や終了地点に停車してい
るとき

･ 隣接車線に停止している車両の後ろか
ら車両や自転車が接近するとき
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■ センサーの種類

フロントコーナーセンサー

フロントセンターセンサー

リヤコーナーセンサー

リヤセンターセンサー

■ クリアランスソナーの表示のしか
た

壁などの静止物を検知すると、セン
ターディスプレイに表示されます。

センターディスプレイまたはリヤカ
メラ非装着車は、静止物を検知して
いるときに、クリアランスソナー検
知表示灯が点灯します。（P.140）

 センターディスプレイの表示

フロントコーナーセンサー作動表
示

フロントセンターセンサー作動表

示

リヤコーナーセンサー作動表示

リヤセンターセンサー作動表示

クリアランスソナーのON ／ OFF 
は、カスタマイズメニューから切り
かえることができます。（P.491）

クリアランスソナー機能がOFF のと
きは、クリアランスソナーOFF 表示
灯（P.140）が点灯します。

OFF（非作動）に切りかえて、クリ
アランスソナーを停止させた場合、
再度、カスタマイズメニュー
（P.491）からON（作動）に切り
かえないとシステムは復帰しません。
（パワースイッチをOFF にしたあと
で再度ON にしても、復帰しませ
ん）

ただし、センターディスプレイまた
はリヤカメラ非装着車は、シフトポ
ジションをRにすると自動的にON
（作動）になり、クリアランスソナー

クリアランスソナー

クリアランスソナーは、車両と壁
などの静止物とのおおよその距離
を超音波センサーによって検知し
て、センターディスプレイの距離
表示とブザー音、音声案内で運転
者にお知らせします。

システムの構成部品

A

B

C

D

クリアランスソナーのON／
OFF を切りかえるには

A

B

C

D
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OFF 表示灯が消灯します。

またこのとき、クリアランスソナー
機能のON ／ OFF を切りかえるこ
とができません。

クリアランスソナー機能の設定自体
は変更されません。

知識

■作動条件

●パワースイッチがONのとき

●クリアランスソナー機能が ONのとき

●車両の速度が約 10km/h 以下のとき

●シフトポジションが P以外にあるとき

センターディスプレイまたはリヤカメラ
非装着車は、シフトポジションを Rにす
ると、クリアランスソナー機能をOFF
（非作動）に設定している場合でも、自動
的に 0N（作動）になり、クリアランスソ
ナーOFF 表示灯が消灯します。

クリアランスソナー機能の設定自体は変
更されません。

■センサーの検知について

●センサーの検知範囲は車両前部と後部
のバンパー周辺に限られます。

●静止物の形状・条件によって検知でき
る範囲が短くなることや、検知できな
いことがあります。

●センサーが静止物に近付きすぎると検
知できないことがあります。

●静止物を検知してから、表示が出る
（ブザーが鳴る）までに多少時間がかか

警告

■安全にお使いいただくために

本システムは認識性能／制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

■システムを正しく作動させるために

必ず次のことをお守りください。正常
に作動しないことがあり、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。守
れないときはシステムを OFF してくだ
さい。

●センサーに傷を付けたりせずに、常
にきれいにしておいてください。

●センサー付近に市販の電装部品（字
光式ナンバープレート・フォグラン
プ・フェンダーポール・無線アンテ
ナなど）を取り付けないでください。

●センサー周辺へ衝撃を与えないでく
ださい。衝撃を受けた際はレクサス
販売店で点検を受けてください。前
後のバンパーやグリルの脱着や交換
が必要な場合はレクサス販売店にご
相談ください。

●改造・分解・塗装をしないでくださ
い。

●ライセンスプレートカバーを取り付
けないでください。

●適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。

●純正品以外のサスペンションを取り
付けないでください。

■洗車時の注意

●高圧洗車機を使用して洗車するとき
は、センサー部に直接水をあてない
でください。強い水圧により衝撃が
加わり、正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

●スチームを使用した洗車機などで洗
車するときは、スチームをセンサー
部に近付けすぎないようにしてくだ
さい。スチームにより、正常に作動
しなくなるおそれがあります。
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ります。低速走行時の場合でも表示が
出る（ブザーが鳴る）までに、静止物
まで約 30cm 以内に接近するおそれが
あります。

●オーディオ・エアコン使用時は、音楽
やファンの音などにより、ブザーの音
が聞き取りづらくなる場合があります。

●他システムのブザー音などにより本シ
ステムの音が聞き取りづらくなる場合
があります。

●メータ故障時はブザーの音が鳴らない
ことがあります。

■システムが正しく検知できないことが
ある静止物

静止物の形状・条件によっては検知でき
る範囲が短くなることや、次のようなも
のは検知しないことがあります。注意し
て運転してください。

●針金・フェンス・ロープなどの細いも
の

●綿・雪などの音波を吸収しやすいもの

●鋭角的な形のもの

●背の低いもの

●背が高く上部が張り出しているもの

特に人は衣類の種類によっても検知でき
ない場合がありますので、常に目視で確
認してください。

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況では、センサーが正常に
作動しないことがあります。

●センサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

●センサー部が凍結したとき（解ければ、
正常に復帰します）
特に低温時には凍結などにより異常表
示が出たり、壁などの静止物があって
も検知しないことがあります。

●炎天下や寒冷時

●凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

●他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

●大雨や水しぶきがかかったとき

●センサーに静止物が近付きすぎたとき

●超音波を反射しにくい歩行者（例：
ギャザーやフリルの多いスカートなど）

●地面に対して垂直でないもの、車両進
行方向に対して直角でないもの、凹凸
なもの、波打っているものが検知範囲
にあるとき

●風が強いとき

●霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

●作動対象物と車両のあいだに検知でき
ない対象物があるとき

●車・オートバイ・自転車・歩行者など
の作動対象が車両の横から割り込んだ
り、飛び出してきたとき

●衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

●センサー付近にけん引フック・輸送用
フック・バンパープロテクター・バン
パートリム・サイクルキャリア・除雪
装置（スノープラウ）などを取り付け
たとき

●積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）
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●事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

●タイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

●けん引しているとき

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

次のような状況では、衝突の可能性がな
くてもシステムが作動する場合がありま
す。

●狭い道路を走行するとき

●垂れ幕や旗やのれん、垂れ下がった枝、
遮断機（踏切のバー・ETC のバー・駐
車場のバーなど）に向かって走行する
とき

●地面にわだちや穴がある場合

●排水溝などの金属のフタ（グレーチン
グ）走行時

●急な登坂路や降坂路を走行するとき

●冠水している道路でセンサーに水がか
ぶったとき

●センサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

●大雨や水しぶきがかかったとき

●霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

●風が強いとき

●他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

●積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）

●衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

●背の高い縁石や直角の縁石に向かって
進んだとき

●立体駐車場や工事現場などで柱（H 形
鋼など）の付近を走行するとき

●事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

●凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

●タイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

●けん引しているとき
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■ 静止物を検知できる範囲

約100cm

約 150cm

約 60cm

検知できる範囲は図のとおりです。ただ
し、静止物がセンサーに近付きすぎると
検知できません。

静止物の形状・条件によっては、検知で
きる距離が短くなることや、検知できな
いことがあります。

■ 検知距離とブザー音

※自動ミュート機能あり（P.319）

静止物を検知すると、ブザーが鳴り
ます。

ブザー音と同時に音声案内を行います。

● 静止物との距離が近付くと、ブ
ザーの断続時間が短くなります。
静止物との距離が約30cm以下の
とき、ブザーは断続音「ピピ」か

ら連続音「ピー」になります。

● 複数のセンサーが同時に静止物を
検知しているときは、もっとも近
い静止物との距離に合わせたブ
ザー音が鳴ります。

● ブザー吹鳴後、静止物との距離が
近付かない場合は、自動でブザー
が消音されます。（自動ミュート
機能）

距離表示の見方 A

B

C

静止物までのおおよその距離 ブザー音

フロントセンターセンサー：

約 100cm ～ 60cm※

リヤセンターセンサー：

約 150cm ～ 60cm※

断続音

約 60cm ～ 45cm※ 速い断続音

約 45cm ～ 30cm※ 非常に速い断続音

約 30cm 以下 連続音

音声案内とブザー音
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知識

■ブザー音量調整

カスタマイズメニューから、クリアラン
スソナー、RCTA の音量を一括で切りか
えることができます。（P.491）

■ブザー音の一時ミュート（消音）につ
いて

センターディスプレイに一時ミュート
（消音）スイッチが表示されているときに
このスイッチを押すと、一時的にブザー
音を消すことができます。

クリアランスソナー、RCTA のブザー音
が一括でミュート（消音）されます。

●次のとき、自動でミュート（消音）が
解除されます。

･ シフトポジションを切りかえたとき
･ 車速が一定値以上になったとき
･ センサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

･ 使用中の機能を OFF にしたとき
･ パワースイッチを OFF にしたとき

RCTA（リヤクロストラ
フィックアラート）

RCTA（リヤクロストラフィック
アラート）機能はリヤバンパー内
側にあるブラインドスポットモニ
ターの後側方レーダーセンサーを
使用し、運転者の目視だけでは感
知しづらい領域の確認を補助する
機能です。後退時に運転者を支援
します。

警告

■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。

RCTA 機能は自車の右後方または左後
方から接近してくる車両の存在を運転
者に提供する補助的なシステムです。

RCTA 機能を使用していても状況に
よっては本システムが有効に機能しな
いことがあるため、運転者は自らの目
視による安全確認をおこなう必要があ
ります。

システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■システムを正しく作動させるために

P.305
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センターディスプレイ

センターディスプレイ上で RCTA 機能の
ON／ OFF を切りかえます。

また、自車の右後方または左後方から接
近している車両を検知したときは、セン
ターディスプレイに検知した側の RCTA
アイコン（P.321）が点灯します。

イラスト※ は両後方から車両が接近して
いる例です。
※表示画面は、グレード、オプションな
どにより異なる場合があります。

ドアミラーインジケーター

自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、両側のドア
ミラーインジケーター（P.140）が点
滅し、ブザーが鳴ります。

運転支援情報表示灯

RCTA が OFF のときに点灯し、マルチイ
ンフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

RCTA の ON ／ OFF は、カスタマ
イズメニューから切りかえることが
できます。（P.491）

RCTA 機能が OFF のとき、運転支援情報
表示灯（P.140）が点灯し、マルチイ

ンフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。
パワースイッチがONになるたび、
RCTA 機能はONになります。

知識

■ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

■RCTA ブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオなど大きな音がする
場合、RCTA ブザー音が聞こえづらくな
る場合があります。

■後側方レーダーセンサーについて

P.305

■ RCTA機能の作動

RCTA機能は後側方レーダーセン
サーにより自車の右後方または左後
方から接近している車両を検知し、
ドアミラーのインジケーターとブ
ザーによってその車両の存在を運転
者に知らせます。

接近車両

接近車両を検知できる範囲

システムの構成部品

設定のしかた

A

B

C

RCTA機能

A

B
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■ RCTAアイコンの表示

自車の右後方または左後方から接近
している車両を検知したときは、セ
ンターディスプレイ上に次の表示を
します。

例：両方向から車両が接近している
とき

■ RCTA機能で検知できる範囲

次の範囲に入った車両を検知します。

速度が速い車両に対しては、より離
れた位置で警報ブザーを鳴らします。

例：

知識

■RCTA 機能の作動条件

RCTA 機能は、次の条件をすべて満たし
ているときに作動します。

●パワースイッチがONのとき

●RCTA 機能が ONのとき

●シフトポジションが Rのとき

●自車の車速が約 15km/h 以下のとき

●接近する他車の車速が約 8km/h ～
56km/h のあいだのとき

■ブザーの音量調整について

カスタマイズメニューから、RCTA、クリ
アランスソナーの音量を一括で切り換え
ることができます。（P.491）

■ブザー音の一時ミュート（消音）

作動対象を検知した場合、センターディ
スプレイ上に一時ミュート（消音）ス
イッチが表示されます。
これを押すとクリアランスソナー、RCTA
のブザー音が一括でミュート（消音）さ
れます。

一時ミュート（消音）が解除されるとき：

●シフトポジションを切りかえたとき

●車速が一定値以上になったとき

●センサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

●使用中の機能をOFF にしたとき

●パワースイッチをOFF にしたとき

■システムが検知しない車両について

RCTA 機能は、次のような車両や車両以
外のものを検知対象としません。

●真後ろから接近する車両

●自車の隣の駐車スペースで後退する車
両

●障害物のためにセンサーが検知できな
い車両

接近車両の速度 警報距離（概

算）

56km/h（速い） 30m

8km/h（遅い） 4m

A
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●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

●自車から遠ざかる車両

●自車の隣の駐車スペースから接近する

車両※

●センサーと接近車両との距離が近すぎ
る場合

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■システムが正常に作動しないおそれが
ある状況

RCTA 機能は、次のような状況では車両
を有効に検知しないおそれがあります。

●センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

●泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

●大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき

●複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

●車両が高速で接近するとき

●センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
プラウ）などを取り付けたとき

●勾配の変化が激しい坂で後退している

とき

●斜めの駐車場から出庫するとき

●RCTA 機能を ONにした直後

●RCTA 機能をONにした状態で、EVシス
テムを始動した直後

●障害物のためにセンサーが車両を検知
できないとき

●けん引しているとき

●検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

●炎天下や寒冷時

●ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

●車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

●自車が旋回しているとき
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●旋回しながら車両が近付いてきたとき

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

RCTA 機能は、特に次のような状況では
不要な検知が増えることがあります。

●駐車場に面した道を車両が走行してい
るとき

●車両後方に電波の反射しやすい金属
（ガードレール・壁・標識・駐車車両な
ど）が存在するとき

●センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・

サイクルキャリア・除雪装置（スノー
プラウ）などを取り付けたとき

●車両が自車の横を通過するとき

●自車の近くで旋回していく移動物が存
在するとき

●自車近くに室外機などの回転体がある
とき

●センサーに向けてスプリンクラーなど
による水の飛散があったとき

●動いているもの（旗・排気ガス・大粒
の雨や雪、路面の雨水など）

●ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

●グレーチングや側溝

●炎天下や寒冷時

●ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

●車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

●けん引しているとき
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システムは次のものを作動対象とし
て検出しています。（機能によって、
作動対象が異なります。）

● パーキングサポートブレーキ（前
後方静止物）：P.328

● パーキングサポートブレーキ（後
方接近車両）：P.330

PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）は、駐車時などの低速走
行時に作動対象を検知した場合、
警報と自動ブレーキ抑制で作動対
象との衝突被害の低減に寄与する
システムです。

駐車支援機能

警告

■安全にお使いいただくために

システムを過信しないでください。シ
ステムを過信すると思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。必ず車両
周辺の安全を確認しながら運転してく
ださい。

道路状況、車両状態および天候など、
状況によっては作動しない場合があり
ます。

センサー、レーダーでの検知には限界
があります。必ず車両周辺の安全を確
認しながら運転してください。

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。PKSB
（パーキングサポートブレーキ）は作
動対象への衝突を緩和し、衝突被害
低減に寄与できる場合がありますが、
状況によっては作動しない場合もあ
ります。

●PKSB（パーキングサポートブレー
キ）は、完全に車両を停止させるシ
ステムではありません。また、車両
を停止させることができたとしても、
ブレーキ制御は約 2秒で解除される
ため、すぐにブレーキペダルを踏ん
でください。

●故意に車や壁に向かって走行するな
ど、システムの作動を確認する行為
は大変危険です。絶対におやめくだ
さい。

■パーキングサポートブレーキをOFF
にするとき

次のときは、PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）をOFF にしてください。
衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する場合があります。

●点検などで、シャシーローラー・
シャシーダイナモ・フリーローラー
などを使用する場合

●船舶・トラックなどへ積載する際の
進入時

●ローダウンサスペンションや、純正
と異なるサイズのタイヤを取り付け
た場合

●積載状況などにより車高が著しく変
化した場合（ノーズアップ、ノーズ
ダウンなど）
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パーキングサポートブレーキのON
／OFFは、カスタマイズメニューか
ら切りかえることができます。
（P.492）

PKSB（パーキングサポートブレーキ）
が OFF のとき、運転支援情報表示灯
（P.140）が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが
表示されます。

OFF（非作動）に切りかえて、PKSB
（パーキングサポートブレーキ）を停止さ
せた場合、再度、カスタマイズメニュー

（P.492）からON（作動）に切りかえ
ないとシステムは復帰しません。（パワー
スイッチを OFF にしたあとで再度ON
にしても、復帰しません）

EV システム出力抑制制御・ブレーキ
制御が作動したときは、ブザーでお
知らせするとともに、センターディ
スプレイおよびマルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが
表示されます。

出力抑制制御は状況により、加速制限制
御か出力最大抑制制御のいずれかが作動
します。

● EVシステム出力抑制制御作動中
（加速制限制御）

一定以上の加速をシステムが制限してい
るとき：

センターディスプレイ表示：表示なし

マルチインフォメーションディスプレイ
表示：“加速抑制中です”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：吹鳴なし

● EVシステム出力抑制制御作動中
（出力最大抑制制御）

通常よりやや強めのブレーキ操作が必要
だとシステムが判断したとき：

センターディスプレイ表示（パノラミッ
クビューモニター装着車）：“ブレー
キ！”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示：“ブレーキ！”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：ピー（単発音）

警告

●センサー付近にけん引フック・輸送
用フック・バンパープロテクター・
バンパートリム・サイクルキャリ
ア・除雪装置（スノープラウ）など
を取り付けたとき

●自走式洗車機を利用する場合

●事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

●オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

●タイヤの空気圧が適正でないとき

●著しく摩耗したタイヤを装着してい
るとき

●タイヤチェーン・応急用タイヤ・タ
イヤパンク応急修理キットを使用し
ているとき

●けん引しているとき

■サスペンションの取り扱いについて

車高や車の傾きが変化すると、セン
サーが作動対象物を正しく検知できな
くなり、システムが正しく作動しなく
なるおそれがあり危険です。サスペン
ションの改造はしないでください。

システムを作動させるには

EVシステム出力抑制制御・ブ
レーキ制御の表示・ブザーにつ
いて
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● ブレーキ制御作動中

急ブレーキが必要だとシステムが判断し
たとき：

センターディスプレイ表示（パノラミッ
クビューモニター装着車）：“ブレー
キ！”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示：“ブレーキ！”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：ピー（単発音）

● システム作動により車両停止

ブレーキ制御作動後に車両が停止したと
き：

センターディスプレイ表示（パノラミッ
クビューモニター装着車）：“ブレーキ
を踏んでください”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示：“アクセルが踏まれています　ブ
レーキを踏んでください”
アクセルが踏まれていない場合は“ブ
レーキを踏んでください”が表示されま
す。

運転支援情報表示灯：点灯

ブザー：ピピピピ（連続音）

PKSB（パーキングサポートブレー
キ）は、衝突の可能性がある作動対
象（壁などの静止物、後方接近車両）
を検知したとき、EVシステムの出力
を抑制することにより車速の上昇を
抑えます。（EVシステム出力抑制制
御：図 2）また、そのままアクセル
ペダルを踏み続けた場合は、ブレー
キをかけ減速させます。（ブレーキ制
御：図 3）

● 図1（PKSB［パーキングサポート

ブレーキ］非作動時）

EVシステム出力

制動力

時間

● 図2（EVシステム出力抑制制御
時）

EVシステム出力

制動力

時間

EVシステム出力抑制制御開始

（作動対象と衝突の可能性がある
とシステムが判断したとき）

● 図3（EVシステム出力抑制制御か
つブレーキ制御時）

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）の作動について

A

B

C

A

B

C

D
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EV システム出力

制動力

時間

EVシステム出力抑制制御開始

（作動対象と衝突の可能性がある
とシステムが判断したとき）

ブレーキ制御開始（作動対象と衝
突の可能性が非常に高いとシステ
ムが判断したとき）

知識

■PKSB（パーキングサポートブレーキ）
が作動したときは

システム作動により車両が停止した場合、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）が
停止して、運転支援情報表示灯が点灯し
ます。また、PKSB（パーキングサポート
ブレーキ）が作動した場合でもブレーキ
制御は約 2秒で解除されるため、そのま
ま発進できます。また、ブレーキペダル
を踏んでも解除されるため、再度アクセ
ルペダルを踏むと発進できます。

■PKSB（パーキングサポートブレーキ）
作動後の復帰について

システム作動により PKSB（パーキング
サポートブレーキ）が停止したときに、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）を
復帰させたい場合は、再度 PKSB（パー
キングサポートブレーキ）を ON にする

か、パワースイッチをいったんOFF にし
てから再度 ON にしてください。

また、次の状況でも自動的に PKSB
（パーキングサポートブレーキ）が復帰
し、運転支援情報表示灯が消灯します。
（P.140）

●シフトポジションを Pにする

●進行方向の作動対象がなくなった状態
で走行する

●車両の進行方向を切りかえる

■クリアランスソナーのブザーについて

クリアランスソナーの ON／ OFF に関係
なく（P.314）、PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）を停止させていなけれ
ば（P.325）、ブレーキ制御と EV シス
テム出力抑制制御が作動すると、クリア
ランスソナーのブザーも鳴り、作動対象
とのおよその距離をお知らせします。

A

B

C

D

E
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次のようなときに進行方向の静止物
を検知してシステムが作動します。

■ 低速走行時にブレーキペダルを踏
み損なってしまった、または踏み
遅れてしまったとき

■ アクセルペダルを踏みすぎてし
まったとき

■ 誤ってシフトポジションをDにし
て前進してしまったとき

P.314

パーキングサポートブレー
キ（前後方静止物）

駐車時や低速走行時において、壁
などの静止物への衝突のおそれが
あるときや、アクセルペダルの踏
み間違いや踏みすぎによる急発進、
および、シフトポジション選択を
誤っての発進時に、センサーが前
後進行方向の静止物を検知すると
システムが作動し、衝突を緩和し
衝突被害低減に寄与します。

システム作動例（前後方静止
物）

センサーの種類

警告

■システムを正しく作動させるために

P.315



329

5

5-4. 運転支援装置について
運
転

知識

■パーキングサポートブレーキ（前後方
静止物）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯（P.139, 
140）しておらず、次の条件をすべて満
たすと作動します。

●EV システム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を ON（作動）にしているとき

･ 車速が約 15km/h 以下
･ 車両進行方向に作動対象となる静止物
があるとき（約 2 ～ 4m 先まで）

･ 衝突回避には、通常よりやや強めのブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

●ブレーキ制御
･ EV システム出力抑制制御作動中
･ 衝突回避には、急ブレーキ操作が必要
とシステムが判断したとき

■パーキングサポートブレーキ（前後方
静止物）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

●EV システム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を OFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとシステムが判断したとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約 2 ～ 4m 先ま
で）

●ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約 2 ～ 4m 先ま
で）

■パーキングサポートブレーキ（前後方
静止物）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（前後方静
止物）の検知範囲は、クリアランスソ
ナーの検知範囲（P.318）とは異なり
ます。そのため、クリアランスソナーが
静止物との接近をお知らせしても、パー
キングサポートブレーキ（前後方静止物）
は作動を開始していない場合があります。

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.316

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.317

警告

■万一、踏切内などで PKSB（パーキ
ングサポートブレーキ）が誤って作
動したときは

P.327

■洗車時の注意

P.315
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次のようなときに進行方向の車両を
検知してシステムが作動します。

■ 後退時、車両接近中にブレーキペ
ダルを踏み損なってしまった、ま
たは踏み遅れてしまったとき

P.305

知識

■パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯（P.139, 
140）しておらず、次の条件をすべて満
たすと作動します。

●EV システム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

･ 車速が約 15km/h 以下
･ 後側方から接近する車両の車速が約
8km/h 以上

･ シフトポジションが Rのとき
･ 後側方からの接近車両への衝突回避に
は、通常よりやや強めのブレーキ操作
が必要とシステムが判断したとき

●ブレーキ制御
･ EV システム出力抑制制御作動中
･ 後側方からの接近車両への衝突回避に
は、急ブレーキ操作が必要とシステム
が判断したとき

■パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

●EV システム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとき

･ 自車後側方への接近車両がなくなった
とき

●ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

パーキングサポートブレー
キ（後方接近車両）

後側方レーダーセンサーで自車の
右後方または左後方から接近して
いる車両を検知し、システムが衝
突の危険性があると判断した場合
にブレーキ制御をすることで、接
近車両への衝突を緩和し衝突被害
軽減に寄与します。

システム作動例

センサーの種類

警告

■システムを正しく作動させるために

P.305
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■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.322

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.323

プラスサポートを使用すると、機能
の追加や、音声案内シーンの追加で
より安心なドライブを支援します。
また、通常の電子キーとは異なるカ
スタマイズ設定が可能です。

■ 機能の追加

● 急アクセル時加速抑制

● 交差点対向車注意喚起

■ 音声案内シーンの追加（進入禁止
区間に進入した場合など）

対象機能：

● PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

● RSA（ロードサインアシスト）

● 急アクセル時加速抑制

● PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）

■ 通常の電子キーとは異なるカスタ
マイズ設定

対象機能：

● PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

プラスサポート（販売店装
着オプション）

プラスサポートは、お客様の運転
を補助し、より安全なドライブを
支援します。
プラスサポートを使用するために
は、プラスサポート用スマート
キー（以下、サポキー）が必要で
す。プラスサポートおよびサポ
キーは販売店装着オプションです。

プラスサポートでできること
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● LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

● RSA（ロードサインアシスト）

● BSM（ブラインドスポットモニ
ター）

● PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

● RCTA（リアクロストラフィック
アラート）

● PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）

● 安心降車アシスト

● クリアランスソナー

知識

■カスタマイズ初期値の変更

カスタマイズ設定から、各システムの設
定を変更することができます。

サポキーで起動した場合、通常の電子
キーとは異なる設定でシステムが作動し
ます。

サポキーで起動後に変更した設定はサポ
キーにのみ記憶されます。通常キーには
記憶されません。

より安全に運転いただくため、通常の電
子キーでは設定の変更ができた音声案内
など、一部の項目が作動状態に固定され
ます。

■ プラスサポートを始動するには

1 サポキーを携帯していることを確
認して、ドアを解錠する
（P.158, 165）

パワースイッチが OFF 以外の状態でド
アが施錠されているときは、サポキーで
ドアを解錠しても、プラスサポートは作

動可能になりません。

2 通常の手順で EV システムを始動
する（P.216）

3 “プラスサポートで起動中 急加
速を制限します”というメッ
セージが表示され、プラスサポー
ト表示灯が点灯したことを確認す
る

パワースイッチをOFF にするまで、プ
ラスサポートが作動可能な状態になりま
す。

EV システムの始動後は、プラスサポー
ト表示灯が点灯していることを必ず確認
してください。プラスサポート表示灯が
点灯していないときは、プラスサポート
が作動しません。また、プラスサポート
が不要なときは、プラスサポート表示灯
が消灯していることを必ず確認してくだ
さい。

4 メーター操作スイッチの を押

してメッセージを非表示にする

メッセージ表示後約 30 秒経過するまで、

プラスサポートを使用するには
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またはスイッチ操作によりメッセージを
非表示とするまで、“プラスサポートで
起動中 急加速を制限します”のメッ
セージは表示されたままになります。

■ プラスサポートが不要なときは

標準装備の電子キーを携帯してドア
を解錠し、EVシステムを始動してく
ださい。プラスサポートが非作動に
なり、標準車と同様の制御になりま
す。

低速走行（約30km/h 以下）中に、
ペダルの踏み間違いなどでアクセル
ペダルが速く強く踏み込まれたとシ
ステムが判断したとき、EVシステム
の出力を抑制することで、車両が急
加速しないように制御します。

警告

■プラスサポートを正しく使用するた
めに

●必ずサポキーを携帯していることを
確認してください。標準装備の電子
キーを携帯しているときは、プラス
サポートが始動しません。

●サポキーと標準装備の電子キーを同
時に携帯しないでください。プラス
サポートが始動しない場合がありま
す。

●EV システムの始動後は、プラスサ
ポート表示灯が点灯していることを
必ず確認してください（P.140）。
プラスサポート表示灯が点灯してい
ないときは、プラスサポートが作動
しません。また、プラスサポートが
不要なときは、プラスサポート表示
灯が消灯していることを必ず確認し
てください。

急アクセル時加速抑制について

警告

■安全にお使いいただくために

システムを過信しないでください。シ
ステムを過信すると思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。必ず車両
周辺の安全を確認しながら運転してく
ださい。

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。急アクセ
ル時加速抑制は、状況によっては作
動しない場合もあります。

●急アクセル時加速抑制は衝突を防止
するシステムではありません。車両
を自動で停止させる機能はないため、
加速抑制後も車両は惰性で動きます。
周囲の交通状況を確認の上、必ずご
自身でブレーキペダルを踏んでくだ
さい。

●急アクセル時加速抑制は意図せぬ急
加速の防止を補助する機能ですが、
走行状況によっては、加速が必要な
ときにも EVシステムの出力が抑制
される場合があります。安全、かつ
環境に優しい運転をするためにも、
日頃からアクセルペダルはゆっくり
操作するように心がけてください。
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急アクセル時加速抑制が作動したと
きは、ブザーや音声発話でお知らせ
するとともに、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが
表示されます。

メッセージが表示されたときは、すみや
かにアクセルペダルから足を離し、ブ
レーキペダルを踏んでください。

知識

■急アクセル時加速抑制の作動条件

プラスサポートが始動したあと、次の条
件をすべて満たした場合、急アクセル時
加速抑制が作動します。

●シフトポジションが P・N以外のとき

●車速が約 30km/h 以下のとき

●アクセルペダルを速く強く踏み込んだ
とき（アクセルペダルを踏み込む速度
と踏み込み量が一定以上のとき）

次の条件のいずれかを満たした場合、EV
システムの出力抑制量を少なくし、前進

時は約 30km/h、後退時は約 12km/h※

までゆるやかに加速します。

●加速抑制作動中にアクセルペダルを約5
秒間踏み続けたとき

●加速抑制作動後すぐにアクセルペダル
を速く強く踏み直したとき

※状況によっては所定の速度以下に抑制
できない場合があります

■急アクセル時加速抑制が作動しないと
き

次の場合は、加速が必要な場合を考慮し、
急アクセル時加速抑制が作動しません。
アクセルペダルをゆっくり操作し、安全
運転を心がけてください。

●方向指示灯の点滅中、または消灯した
あと約 2秒間（前進時）

●ブレーキペダルを踏んでいるとき、ま

警告

●お客様ご自身で急アクセル時加速抑
制の作動テストを行わないでくださ
い。状況によってはシステムが正常
に作動せず、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

■急アクセル時加速抑制が作動したと
き

急アクセル時加速抑制が作動すると、
EV システムの出力を抑制します。すみ
やかにアクセルペダルから足を離して、
ブレーキペダルを踏んでください。ア
クセルペダルを踏み込んだままでいる
と、しばらくしたあとに車両が加速し、
思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

■右左折・車線変更するとき

必ず方向指示灯を点滅させてください。
方向指示灯が点滅していないと、急ア
クセル時加速抑制により EV システム
の出力が抑制され、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

急アクセル時加速抑制が作動し
たとき
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たはブレーキペダルを離したあと約 2
秒間（前進時）

●急な上り坂に自車がいるとき

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況ではシステムが正常に作
動しない場合があります。

●車両姿勢の変化
･ 積載状況などにより車両姿勢が大きく
傾いたとき（ノーズアップ・ノーズダ
ウンなど）

･ ローダウンサスペンション、純正と異
なる径のタイヤなどを取り付けたとき

●周辺環境の影響
･ 坂道・凸凹道・砂利道などの非舗装路
を走行しているとき

･ 雪道などスリップが発生するような場
所を走行しているとき

･ 坂道の出口など車両姿勢が急激に変化
したとき

･ スピードブレイカーや縁石など大きな
段差を乗り越えるとき

■加速したい場面でシステムが作動する
おそれのある状況

次のような状況では踏み間違いでなくて
もシステムが作動する場合があります。
アクセルを離してゆっくり踏み直してく
ださい。

●車両姿勢の変化
･ 積載状況などにより車両姿勢が大きく
傾いたとき（ノーズアップ・ノーズダ
ウンなど）

･ ローダウンサスペンション、純正と異
なる径のタイヤなどを取り付けたとき

●周辺環境の影響
･ 坂道・凸凹道・砂利道などの非舗装路
を走行しているとき

･ 雪道などスリップが発生するような場
所を走行しているとき

･ 坂道の入り口など車両姿勢が急激に変
化したとき

･ スピードブレイカーや縁石など大きな
段差を乗り越えるとき

●運転操作の影響
･ 車線変更や右折などで方向指示灯を点
滅させずに急いで加速しようとしたと
き

･ 惰性走行から急いで加速しようとした
とき

･ ETC ゲート通過後に急加速したとき
･ ブレーキホールドによるブレーキ保持
中に急発進しようとしたとき

交差点で接近してくる対向車がいる
ときに右折しようとする場合、ブ
ザーと表示で注意喚起を行います。

交差点対向車注意喚起が作動したと
きは、ブザーでお知らせするととも
に、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されま
す。

知識

■交差点対向車注意喚起の作動条件

方向指示灯が点滅していないときは、交
差点対向車注意喚起が作動しません。

交差点対向車注意喚起について

交差点対向車注意喚起が作動し
たとき
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1 ノーマルモード
電費性能、静粛性、運動性能のバランス
がよく、市街地を走行する場合に適して
います。

ノーマルモード以外のときにスイッチを
押すと、ノーマルモードにもどります。

2 エコドライブモード
通常に比べてアクセルペダルの踏み込み
に対するトルクの発生をゆるやかにする
ことで、エコ運転中の運転者のアクセル
操作をアシストします。またエアコン
（暖房／冷房）の作動を抑え、電費の向上
を意識した走行に適しています。

エコドライブモード以外のときにスイッ
チを手前にまわすと、エコドライブモー
ドに切りかわり、エコドライブモード表
示灯が点灯します。

3 スポーツモード
ステアリングの応答性、および EVシス

作動対象 自車速度 対向車速度

対向車両
約 15～
30km/h

約 10km/h
以上

対向自動二
輪車

約 15～
30km/h

約 25km/h
以上

ドライブモードセレクトス
イッチ

走行・使用状況に合わせて走行
モードを選択できます。

走行モードを選択するには
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テムの制御によるアクセルレスポンスな
どがスポーツ走行に適した制御にかわり
ます。山岳路などで、きびきびとした走
りを楽しみたいときに適しています。

スポーツ モード以外のときにスイッチを
奥側へまわすとスポーツ モードに切りか
わり、スポーツモード表示灯が点灯しま
す。

知識

■エコドライブモード時のエアコン作動
について

エコドライブモードは、暖房／冷房の作
動や風量を抑制して、電費向上を図って
います。空調の効きをよりよくしたいと
きは、次の操作を行ってください。

･ エコ空調モードを OFF にする
（P.353）

･ 風量を調整する（P.349, 352）

･ エコドライブモードを解除する

■スポーツモードの自動解除

スポーツモードを選択して走行後、パ
ワースイッチを OFF にし、再度パワース
イッチをONにした場合は、自動でノー
マルモードにもどります。

■センターディスプレイの割り込み表示

モードを切りかえるごとに、選択した
モードがセンターディスプレイに表示さ
れます。（ノーマルモードを除く）

■ ECB（電子制御ブレーキシステ
ム）

電子制御により、ブレーキ操作に応
じたブレーキ力を発生させます。

■ ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

急ブレーキ時やすべりやすい路面で
のブレーキ時にタイヤのロックを防
ぎ、スリップを抑制します。

■ ブレーキアシスト

急ブレーキ時などに、より大きなブ
レーキ力を発生させます。

■ VSC（ビークルスタビリティコン
トロール）

急なハンドル操作や、すべりやすい
路面で旋回するときに横すべりを抑
え、車両の姿勢維持に寄与します。

■ S-VSC（ステアリングアシステッ
ドビークルスタビリティコント
ロール）

ABS ・TRC ・VSC ・EPS を協調し
て制御します。
すべりやすい路面などの走行で急な
ハンドル操作をした際に、ハンドル
操作力を制御することで、車両の方
向安定性確保に貢献します。

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を確保す
るため、走行状況に応じて次の装
置が自動で作動します。ただし、
これらの装置は補助的なものなの
で、過信せずに運転には十分に注
意してください。

運転を補助する装置について
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■ TRC（トラクションコントロー
ル）

すべりやすい路面での発進時や加速
時にタイヤの空転を抑え、駆動力確
保に貢献します。

■ アクティブコーナリングアシスト
（ACA）

旋回中に加速しようとするとき、内
輪にブレーキ制御を行うことで、車
両が外側に膨らむことを抑制します。

■ ヒルスタートアシストコントロー
ル

上り坂で発進するときに、車が後退
するのを緩和します。

■ EPS（エレクトリックパワーステ
アリング）

モーターを利用して、ハンドル操作
を補助します。

■ 緊急ブレーキシグナル

急ブレーキ時に制動灯を自動的に点
滅させることにより、後続車に注意
をうながし、追突される可能性を低
減させます。

■ セカンダリーコリジョンブレーキ

SRS エアバッグのセンサーが衝突を
検知して作動したとき、自動的にブ
レーキと制動灯を制御することで、
車両を減速させ二次衝突による被害
の軽減に寄与します。

■ 衝突時の急加速抑制

SRS エアバッグのセンサーが軽度の
衝突を検知したときに、急アクセル
による EVシステム出力を自動的に
抑制することで、二次衝突による被
害の軽減に寄与します。

システム作動時はブザー、音声案内とマ

ルチインフォメーションディスプレイの
メッセージでお知らせします。

■ ブレーキ車両姿勢制御（ロール制
御）

旋回開始時に後内輪にブレーキ制御
をおこなうことで、急なロール姿勢
の変化を抑え、快適な姿勢を保てる
ようにサポートします。

知識

■TRC・VSC ・ABS が作動しているとき

TRC・VSC ・ABS が作動しているとき
は、スリップ表示灯が点滅します。

■TRC を停止するには

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出する
ときに、TRC が作動していると、アクセ
ルペダルを踏み込んでも EV システムの出
力が上がらず、脱出が困難な場合があり
ます。

このようなときに スイッチを押すこ

とにより、脱出しやすくなる場合があり
ます。
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TRC を停止するには スイッチを押

す

マルチインフォメーションディスプレイ
に“TRC OFF しました”と表示されま
す。

もう一度 スイッチを押すと、システ

ム作動可能状態にもどります。

■TRC と VSC を停止するには

TRC と VSC を停止するには、停車時に

スイッチを押し 3 秒以上保持する

VSC OFF 表示灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに“TRC 

OFF しました”と表示されます。※

もう一度 スイッチを押すと、システ

ム作動可能状態にもどります。
※プリクラッシュブレーキアシスト・プ
リクラッシュブレーキの作動も停止し
ます（衝突警報のみ作動可能状態にな
ります）。PCS 警告灯が点灯し、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。
（P.258）

■ スイッチを押さなくてもマルチイ

ンフォメーションディスプレイに TRC 
OFF 表示がされたとき

TRC が一時的に作動できない状態になっ
ています。表示が継続する場合は
レクサス販売店にご相談ください。

■ヒルスタートアシストコントロールの
作動条件

次のときシステムが作動します。

●シフトポジションが P または N 以外
（前進または後退での上り坂発進時）

●車両停止状態

●アクセルペダルを踏んでいない

●パーキングブレーキがかかっていない

●パワースイッチがON

■ヒルスタートアシストコントロールの
自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

●シフトポジションを P または Nにした

●アクセルペダルを踏んだ

●ブレーキペダルを踏んで、かつパーキ
ングブレーキをかけた

●ブレーキペダルから足を離して最大 2 
秒経過した

●パワースイッチがOFF

■ABS・ブレーキアシスト・TRC・
VSC・ヒルスタートアシストコント
ロールの作動音と振動

●EV システム始動時や発進直後、ブレー
キペダルをくり返し踏んだときなどに、
モータールームから作動音が聞こえる
ことがありますが、異常ではありませ
ん。

●上記のシステムが作動すると、次のよ
うな現象が発生することがありますが、
異常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

■ECB の作動音

次のような場合に ECB の作動音が聞こえ
ることがありますが、異常ではありませ
ん。
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●ブレーキペダルを操作したときに、
モータールームから聞こえる作動音
（“カチ”、“シュー”、“ジー”
という音）

●運転席ドアを開けたときに車両前方か
ら聞こえるブレーキシステムのモー
ター音（“ジー”という音）

●EVシステム停止後1～ 2分後経過時に、
モータールームから聞こえる作動音
（“カチ”、“シュー”、“ジー”
という音）

■アクティブコーナリングアシストの作
動音と振動

アクティブコーナリングアシストが作動
したときに、ブレーキシステムから作動
音や振動が発生することがありますが、
異常ではありません。

■TRC や VSC の自動復帰について

TRC や VSC を作動停止にしたあと、以
下のときはシステム作動可能状態にもど
ります。

●パワースイッチを OFF にしたとき

●（TRC のみを作動停止にしている場合）
車速が高くなったとき
ただし、TRC と VSC の作動を停止し
ている場合は、車速による自動復帰は
ありません。

■アクティブコーナリングアシストの作
動条件

次のときシステムが作動します。

●TRC・VSC が作動可能状態

●旋回中に加速しようとするとき

●車両が外側に膨らんでいるとシステム
により判断された

●ブレーキを踏んでいない

■EPS の効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンドル
をまわし続けると、EPS システムのオー

バーヒートを避けるため、EPS の効果が
下がりハンドル操作が重く感じられるよ
うになります。その場合は、ハンドル操
作を控えるか、停車し、EV システムを停
止してください。10 分程度でもとの状態
にもどります。

■緊急ブレーキシグナルの作動条件

次のときシステムが作動します。

●非常点滅灯が点滅していないこと

●車速 55km/h 以上

●車両の減速度から急ブレーキであると
システムにより判断された

■緊急ブレーキシグナルの自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

●非常点滅灯を点滅させた

●車両の減速度から急ブレーキではない
とシステムにより判断された

■セカンダリーコリジョンブレーキの作
動条件

走行中に SRS エアバッグのセンサーが衝
突を検知して作動したとき。ただし構成
部品が破損した場合システムは作動しま
せん。

■セカンダリーコリジョンブレーキの解
除条件

次のいずれかのとき自動的にシステムが
解除されます。

●車速が約 0km/h になったとき

●作動して一定時間経過したとき

●アクセルペダルを大きく踏み込んだと
き

■衝突時の急加速抑制について

●次の条件をすべて満たすと、システム
が作動します。

･ 車速が約 60km/h 以下のとき
･ SRS エアバッグのセンサーが車両前方
に軽度の衝突を検知したとき
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･ 衝突の直前にブレーキ操作をしていな
いとき

･ アクセルペダルを速く強く踏み込んだ
※あとに衝突した、または衝突後にア

クセルペダルを速く強く踏み込んだ※

とき
※アクセルペダルを踏み込む速度と踏み
込み量が一定以上のとき

●次のような状況では衝突していなくて
も、システムが作動する場合がありま
す。

･ 縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

･ 深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたと
き

･ ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき

●アクセルペダルを離すとシステムの作
動が解除されます。

■ブレーキ車両姿勢制御（ロール制御）
の作動条件

次のときシステムが作動します。

●車速が約 40km/h 以上 120km/h 未満

●ブレーキペダルを踏んでいない

●一定以上のハンドル操作をシステムが
検出したとき

●スリップ表示灯が点灯、点滅していな
いとき（ABS や VSC,TRC など車両安
定化制御中は作動しません）

■ブレーキ車両姿勢制御（ロール制御）
の解除条件

次のときシステムが解除されます。

●VSC/TRC が作動禁止状態

●ブレーキペダルを踏んでいる（レー
ダークルーズコントロールなどの自動
ブレーキ中も作動しません）

警告

■ABS の効果を発揮できないとき

●タイヤのグリップ性能の限界をこえ
たとき（雪に覆われた路面を過剰に
摩耗したタイヤで走行するときなど）

●雨でぬれた路面やすべりやすい路面
での高速走行時に、ハイドロプレー
ニング現象が発生したとき

■ABS が作動することで、制動距離が
通常よりも長くなる可能性があると
き

ABS は制動距離を短くする装置ではあ
りません。特に次の状況では、常に速
度を控えめにして前車と安全な車間距
離をとってください。

●泥・砂利の道路や積雪路を走行して
いるとき

●タイヤチェーンを装着しているとき

●道路のつなぎ目など、段差をこえた
とき

●凹凸のある路面や石だたみなどの悪
路を走行しているとき

■TRCやVSCの効果を発揮できないと
き

すべりやすい路面では、TRC や VSC
が作動していても、車両の方向安定性
や駆動力が得られないことがあります。
車両の方向安定性や駆動力を失うよう
な状況では、特に慎重に運転してくだ
さい。
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警告

■アクティブコーナリングアシストの
効果を発揮できないとき

●アクティブコーナリングアシストを
過信しないでください。下り坂での
加速中やすべりやすい路面などでは、
アクティブコーナリングアシストが
効かないことがあります。

●アクティブコーナリングアシストが
ひんぱんに作動したときは、ブレー
キ・TRC・VSC を正常に機能させる
ために、アクティブコーナリングア
シストが一時的に作動しないことが
あります。

■ヒルスタートアシストコントロール
の効果を発揮できないとき

●ヒルスタートアシストコントロール
を過信しないでください。急勾配の
坂や凍った路面ではヒルスタートア
シストコントロールが効かないこと
があります。

●ヒルスタートアシストコントロール
はパーキングブレーキのように車を
長時間駐車するための機能ではあり
ませんので、同機能を坂道での駐停
車のために使用しないでください。
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

■スリップ表示灯が点滅しているとき
は

TRC・ABS・VSC が作動中であること
を知らせています。常に安全運転を心
がけてください。無謀な運転は思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。
表示灯が点滅したら特に慎重に運転し
てください。

■TRCや VSC を OFF にするときは

TRC や VSC は駆動力や車両の方向安
定性を確保しようとするシステムです。
そのため、必要なとき以外は TRC・
VSC を作動停止状態にしないでくださ
い。TRCや VSC を作動停止状態にし
たときは、路面状況に応じた速度で、
特に慎重な運転を心がけてください。

■タイヤまたはホイールを交換すると
きは

4輪とも指定されたサイズで、同じ
メーカー・ブランド・トレッドパター
ン（溝模様）のタイヤを使用し、推奨
された空気圧にしてください。
異なったタイヤを装着すると、ABS・
TRC・VSCなど、運転を補助するシス
テムが正常に作動しません。
タイヤ、またはホイールを交換すると
きは、レクサス販売店に相談してくだ
さい。

■タイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サス
ペンションを改造したりすると、運転
を補助するシステムに悪影響をおよぼ
し、システムの故障につながるおそれ
があります。

■セカンダリーコリジョンブレーキに
ついて

セカンダリーコリジョンブレーキを過
信しないでください。本システムは、
二次衝突による被害の軽減に寄与する
ことを目的としていますが、その効果
はさまざまな条件によりかわります。
システムを過信すると重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
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警告

■衝突時の急加速抑制

●衝突時の急加速抑制を過信しないで
ください。本システムは、二次衝突
による被害軽減に寄与することを目
的としていますが、その効果はさま
ざまな条件によりかわります。シス
テムを過信すると重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●本システムは急加速を抑制するもの
であり、ブレーキを作動させるもの
ではありません。必要に応じてブ
レーキペダルを操作してください。



344 5-5. 運転のアドバイス

5-5. 運転のアドバイス

● 次のものはそれぞれ外気温に適し
たものをお使いください。

• 冷却水

• ウォッシャー液

● 補機バッテリーの点検を受けてく
ださい。

● 冬用タイヤ（4 輪）やタイヤ
チェーン（前2 輪）を使用してく
ださい。タイヤは4 輪とも指定サ
イズで同一銘柄のものを、タイヤ
チェーンはタイヤサイズに合った
ものを使用してください。（タイ
ヤについて： P.407）

知識

■タイヤチェーンについて

取り付け・取りはずし・取り扱い方法に
ついては次の指示に従ってください。

●安全に作業できる場所で行う

●前 2 輪に取り付ける

●タイヤチェーンに付属の取り扱い説明
書に従う

●取り付け後0.5 ～ 1.0km 走行したら締
め直しを行う

寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検など
正しく処置していただいた上で適
切に運転してください。

冬を迎える前の準備について

警告

■冬用タイヤを装着するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●指定サイズのタイヤを使用する

●空気圧を推奨値に調整する

●装着する冬用タイヤの最高許容速度
や制限速度をこえる速度で走行しな
い

●冬用タイヤを装着する際は、必ず 4 
輪とも装着する

■タイヤチェーンを装着するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を運
転することができずに、思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

●装着したチェーンに定められた制限
速度、もしくは 30km/h のどちらか
低い方をこえる速度で走行しない

●路面の凹凸や穴を避ける

●急加速・急ハンドル・急ブレーキや
シフト操作による急激な回生ブレー
キの使用は避ける

●カーブの入り口手前で十分減速して、
車のコントロールを失うのを防ぐ

●LTA（レーントレーシングアシスト）
を使用しない
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状況に応じて次のことを行ってくだ
さい。

● ドアやワイパーが凍結したときは
無理に開けたり動かしたりせず、
ぬるま湯をかけるなどして氷を解
かし、すぐに水分を十分にふき
取ってください。

● フロントウインドウガラス前の外
気取り入れ口に雪が積もっている
ときは、エアコンのファンを正常
に作動させるために、雪を取り除
いてください。

● 外装ランプ・ドアミラー・ドアガ
ラス・車両の屋根・タイヤの周辺
やブレーキ装置に雪や氷が付いて
いるときは、取り除いてくださ
い。

● 乗車する前に靴底に付いた雪をよ
く落としてください。

知識

■寒冷地用ワイパーブレードについて

●降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブ
レードは、雪が付着するのを防ぐため
に金属部分をゴムで覆ってあります。
レクサス販売店で各車指定のブレード
をお求めください。

●高速走行時は、通常のワイパーブレー
ドよりガラスがふき取りにくくなるこ
とがあります。その場合には速度を落
としてください。

ゆっくりスタートし、車間距離を十
分にとって控えめな速度で走行して
ください。

● パーキングブレーキをかけると、

ブレーキ装置が凍結して解除でき
なくなるおそれがあります。パー
キングブレーキはかけずに、シフ
トポジションを Pにして駐車し、

必ず輪止め※をしてください。
輪止めをしないと、車が動き思わ

注意

■タイヤチェーンの使用について

この車両に適合したレクサス純正タイ
ヤチェーンのご使用をおすすめします。

なお、レクサス純正品以外のタイヤ
チェーンの中には、使用すると車体に
あたり、走行のさまたげとなるおそれ
があるものもあります。市販のタイヤ
チェーンを使用する場合は、車体に干
渉しないことをあらかじめご確認くだ
さい。

詳しくはレクサス販売店にご相談くだ
さい。

■タイヤを修理・交換するときは

レクサス販売店へご依頼ください。

タイヤの取り付け・取りはずしは、タ
イヤ空気圧バルブ／送信機の作動に影
響します。（タイヤについての詳しい説
明は P.407 を参照してください）

■タイヤチェーンの装着

タイヤチェーンを装着すると、タイヤ
空気圧バルブ／送信機が正しく作動し
ないおそれがあります。

運転する前に

注意

■ガラスに付いた氷を除去するとき

氷をたたいて割らないでください。

ガラスがひび割れるおそれがあります。

運転するとき

駐車するとき
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ぬ事故につながるおそれがあり危
険です。
パーキングブレーキがオートモー
ドのときは、シフトポジションを
Pにしたあとにパーキングブレー
キを解除してください。
（P.226）

● 寒冷時にブレーキ部品がぬれた状
態で車を駐車したままにすると、
凍結するおそれがあります。

※輪止めは、レクサス販売店で購入する
ことができます。

積雪や凍結のおそれがある場合は、
ボンネット下にあるワイパーをサー
ビスポジションに切りかえてから立
ててください。（P.243）

ワイパーについて
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6-1. レクサスクライメイトコンシェルジュ

クライメイトコンシェルジュはエア
コン AUTO スイッチに連動して作動
します。

1 センターディスプレイのメインメ

ニューから  を選択する

2 “エアコン”を選択する

3 “ オプション” を選択する

4 “クライメイトコンシェル
ジュ”を選択する

5 AUTO スイッチを押す

■ エアコン（P.349）

運転席および助手席の設定温度を
別々に調整することができます。

■ シートヒーター／ベンチレーター
（フロント席）（P.357）

エアコンの設定温度・外気温などに

応じて、暖房・換気が自動的に切り
かわります。

助手席のシートヒーターやベンチ
レーターは、乗員を検知してオート
設定で作動します。

■ ステアリングヒーター
（P.357）

エアコンの設定温度・外気温などに
応じて自動で作動します。

知識

■フロント席のシートヒーター／ベンチ
レーターの作動について

フロント席のシートヒーター／ベンチ
レーターのスイッチでオート設定にした
場合は、乗員の検知を行いません。

レクサスクライメイトコン
シェルジュ

エアコンの設定温度、外気温、車
室内温度などに応じて、フロント
席のシートヒーターやベンチレー
ター、ステアリングヒーターがそ
れぞれ自動制御されます。
各システムの調整の手間を省き、
快適な状態を維持するよう制御し
ます。

エアコン操作スイッチ
（P.349）とセンターディスプ
レイのエアコン操作画面
（P.352）で操作します。

クライメイトコンシェルジュを
使用する

各システムの作動について
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6-2. エアコンの使い方

助手席側温度調整スイッチ

吹き出し口切りかえスイッチ

内外気切りかえスイッチ

フロントデフロスタースイッチ

リヤウインドウデフォッガー &ミラーヒータースイッチ

OFFスイッチ

AUTOスイッチ

風量調整スイッチ

運転席側温度調整スイッチ

オートエアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

エアコン操作パネルと、センターディスプレイのエアコン操作画面
（P.352）で操作します。

エアコン操作スイッチについて

A

B

C

D

E

F

G

H

I
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■ 温度を調整する

設定温度を上げるときは温度調整ス
イッチを上に、下げるときは下に操
作する

■ 風量を切りかえる

風量を増やすときは風量調整スイッ
チを上に、減らすときは下に操作す
る

OFF スイッチを押すと、ファンが止まり
ます。

■ 吹き出し口を切りかえる

吹き出し口切りかえスイッチを上下
に操作する

スイッチを操作するたびに吹き出し口が
切りかわります。

上半身に送風

上半身と足元に送風

足元に送風

足元に送風・ガラスの曇りを取る

■ 内気循環／外気導入を切りかえる

内外気切りかえスイッチを押す

スイッチを押すたびに内気循環／外気導
入が切りかわります。

■ フロントウインドウガラスの曇り
を取る

フロントデフロスタースイッチを押
す

除湿機能が作動し、風量が増えます。内
気循環にしている場合は、外気導入にし
てください。（自動的に外気導入に切りか
わることがあります）

風量を強くし、設定温度を上げると、よ
り早く曇りを取ることができます。曇り
が取れたら再度フロントデフロスタース
イッチを押すと前のモードにもどります。

外気温が低いときは、フロントウインド
ウガラスの霜を取るのに時間がかかる場
合があります。

■ リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーター

リヤウインドウガラスの曇りを取る
ときや、ドアミラーから雨滴や霜を
取るときに使用してください。

リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒータースイッチを押す

リヤウインドウデフォッガーとミラー
ヒーターは、しばらくすると自動的に
OFF になります。

■ ウインドシールドデアイサー★

P.353
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

知識

■ガラスの曇りについて

●車室内の湿度が高いときはガラスが曇
りやすくなります。その場合は、“A/
C”を ON にすると、吹き出し口から
除湿された風が出るため、効果的に曇
りを取ることができます。

●“A/C”をONからOFFにすると、ガラ

A

B

C

D
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スが曇りやすくなります。

●内気循環を使うとガラスが曇る場合が
あります。

■外気導入・内気循環について

●トンネルや渋滞などで、汚れた外気を
車内に入れたくないときや、外気温度
が高いときに冷房効果を高めたい場合
は、内気循環にすると効果的です。

●設定温度や室内温度などにより、自動
的に切りかわる場合があります。

■エコドライブモードのエアコン作動に
ついて

●エコドライブモードは電費性能を優先
させるため、空調システムが次のよう
に制御されます。

･ モーター回転数やコンプレッサーの作
動を制御し、暖房／冷房の能力を抑制
します。

･ オート設定での使用時、ファンの風量
を抑制します。

●空調の効きをより良くしたいときは、
次の操作を行ってください。

･ エコ空調モードを OFF にする
（P.353）
･ 風量を調整する。
･ エコドライブモードを解除する。
（P.336）

■外気温度が 0℃近くまで下がったとき

“A/C”を選択しても除湿機能が働かな
い場合があります。

■換気とエアコンの臭いについて

●車室外の空気を車室内に取り入れたい
ときは、外気導入にしてください。

●エアコン使用中に、車室内外のさまざ
まな臭いがエアコン装置内に取り込ま
れて混ざり合うことにより、吹き出し
口からの風に臭いがすることがありま
す。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑え

るために、オート設定での使用時また
は花粉除去モードが ON の時にはエア
コン始動直後、しばらく送風が停止す
る場合があります。

●駐車時に自動的に外気導入に切りかえ
ることにより駐車中の換気をうながし、
始動時に発生するにおいを緩和します。

■音声対話サービスについて

音声対話サービスを使用して、エアコン
を操作することができます。詳しくは、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を参
照してください。

■エアコンフィルターについて

P.422

■カスタマイズ機能

AUTO スイッチを押したとき、除湿機能
を連動させるかどうかなどを設定できま
す。（カスタマイズ一覧：P.493）

警告

■フロントウインドウガラスの曇りを
防止するために

外気の湿度が非常に高いときにエアコ
ンを低い設定温度で作動させていると
きは、フロントデフロスタースイッチ
を押さないでください。外気とガラス
の温度差でガラスの外側が曇り、視界
をさまたげる場合があります。

■リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの鏡面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。

注意

■補機バッテリーあがりを防ぐために

EV システム停止中は、エアコンを必要
以上に使用しないでください。
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■ エアコン操作画面

1 センターディスプレイのメインメ

ニューから を選択する

2 “エアコン”を選択する

オプション画面が表示されたときは、“
メインエアコン”を選択します。

サブメニュー

画面表示を切りかえることができます。

“メインエアコン”： エアコン操作画
面を表示する

“オプション”： オプション画面を表
示する

吹き出し口を切りかえる

選択するたびに、吹き出し口が切りかわ
ります。

： 上半身に送風

： 上半身と足元に送風

： 足元に送風

： 足元に送風・ガラスの曇りを取る

状況によっては、選択した吹き出し口以
外からも送風する場合があります。

各機能のON／OFFを切りかえ

る

次の機能の ON／ OFF を、それぞれ切
りかえることができます。

機能がONのとき、表示灯が点灯しま
す。

“A/C”：冷房・除湿する

“SYNC”：運転席と助手席の設定温度
を同時に設定する（連動モード）
（P.354）

：フロント席集中送風モード

（S-FLOW）を設定する（P.356）

風量表示

現在の風量が表示されます。

■ オプション画面

エアコン操作画面（P.352）の“
オプション”を選択する

次の機能の （作動）／ （非作動）

を切りかえることができます。

クライメイトコンシェルジュを作

動させる（P.348）

エコ空調モードに設定する

電費を優先するため冷房／暖房の効きを
抑えます。

フロントウインドウガラスとワイ

パーブレードの凍結を防ぐ（ウイ

ンドシールドデアイサー）★

「ナノイー X」※を作動させる

「ナノイー X」とは「ナノイー」発生装置

エアコン操作画面について

A

B

C

D

A

B

C

D
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のことです。

花粉を除去する（花粉除去モー
ド）

※「nanoe」、「ナノイー」および
「nanoe」マークは、パナソニック株式
会社の商標です。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

■ウインドシールドデアイサー★

フロントウインドウガラスとワイパーブ
レードの凍結を防ぐために使用してくだ
さい。

ウインドシールドデアイサーは、しばら
くすると自動的に OFF になります。
★：グレード、オプションなどにより、装

備の有無があります。

■エコ空調モード

ドライブモードセレクトスイッチのエコ
ドライブモードを選択すると、エコ空調
モードがONになります。エコドライブ
モード以外を選択したときは、エコ空調
モードがOFF になる場合があります。

■花粉除去モードについて

内気循環に切りかわり、上半身に送風し
て花粉を除去します。

花粉除去モードは、しばらくすると自動
的に OFF になります。

外気温が低いときは、フロントウインド
ウガラスの曇りを防止するために除湿機
能が作動する、または内気循環に切りか
わらない場合があります。

花粉除去モードが OFF のときも花粉は
フィルターで取り除かれています。

■「ナノイー X」※1 について

エアコンには「ナノイー」発生装置が搭
載されています。この装置は運転席右側

の吹き出し口を通じて、水に包まれた肌
や髪にやさしい弱酸性の「ナノイー」を
放出し、室内を爽やかな空気環境に導き

ます※2。

●ファンが作動すると、自動的に「ナノ

イー X」が作動します※3。

●「ナノイー X」の作動中、次の条件で効
果を発揮します。次の条件以外では、
効果が十分に得られない場合がありま
す。

･ 吹き出し口が 、 または

のとき

･ 運転席右側の吹き出し口が開いている
とき

●「ナノイー X」作動時は、微量のオゾン
が発生し、かすかに臭うことがありま
すが、森林など、自然界に存在する程
度の量なので、人体に影響はありませ
ん。

●作動中、かすかに作動音が聞こえるこ
とがありますが、故障ではありません。

※1「nanoe」、「ナノイー」および
「nanoe」マークは、パナソニック株式
会社の商標です。

※2温湿度環境、風量・風向きによっては
「ナノイー」の効果が十分に得られない
場合があります。

※3「ナノイー X」が ONのとき。
（P.352）

E
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1 AUTOスイッチを押す

2 温度を設定する

3 ファンを止めたいときは、OFF
スイッチを押す

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTOスイッチの作動表示灯が消灯
しますが、操作した機能以外のオー
ト設定は継続します。

知識

■オート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動
で調整されるため、“AUTO”をONに

した直後、温風や冷風の準備ができるま
でしばらく送風が停止する場合がありま
す。

日射の影響により、暖房時でも上半身付
近に冷風が出る場合があります。

■フロントウインドウガラス内側の曇り
検知機能

オート設定時、湿度センサーでフロント
ウインドウガラス内側の曇りを検知し、
エアコンを自動的に制御して曇りを防ぎ
ます。

連動モードをON にするには、エア
コン操作画面の“SYNC” を選択す
る

運転席側温度調整スイッチで運転席側お

警告

■ウインドシールドデアイサー★が作
動しているとき

フロントウインドウガラス下部および
フロントピラー横の表面が熱くなって
おり、やけどをするおそれがあるので
ふれないでください。
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

■「ナノイー X」について

このシステムは高電圧の部品を含むた
め、分解・修理はしないでください。
修理が必要な場合は、レクサス販売店
にお問い合わせください。

注意

■「ナノイー X」の損傷を防ぐために

運転席右側の吹き出し口の近くでスプ
レーを使用したり、吹き出し口にもの
をはめ込んだり貼ったりしないでくだ
さい。システムが正常に働かなくなる
おそれがあります。

オート設定で使用する

注意

■湿度センサーについて

フロントウインドウガラスの曇り検知
のために、フロントウインドウガラス
の温度やその付近の湿度などを監視す
るセンサーが装着されています。

センサーの故障を防ぐため、次のこと
をお守りください。

･ 湿度センサーを分解しない

･ ガラスクリーナーなどを吹きかけた
り、強い衝撃を与えたりしない

･ 湿度センサーにシールなどを貼らな
い

運転席と助手席の設定温度を同
時に設定する（連動モード）



355

6

6-2. エアコンの使い方
室
内
装
備
・
機
能

よび助手席の設定温度を変更します。

個別モードにするには、助手席側の設定
温度を変更するか、もう一度“SYNC” 
を選択してください。

連動モードが ON のときは作動表示灯が
点灯します。

■ 吹き出し口の位置

吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。

■ 風向きの調整と吹き出し口の開閉

 フロント

風向きの調整

吹き出し口の開閉

1 開ける

2 閉じる

 リヤ

1 風向きの調整

2 吹き出し口の開閉

吹き出し口の配置・操作

警告

■フロントウインドウガラスの曇り取
りを妨げないために

吹き出し口を遮るようなものを置かな
いでください。送風がさえぎられ、曇
りが取れにくくなることがあります。
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エアコンの送風がフロント席に優先
されるよう、送風を自動的に制御す
る機能です。助手席に乗員がいない
場合は、運転席のみへの送風に切り
かわることがあります。フロント席
集中送風モード作動時は、リヤ席へ
の送風を止めて無駄な冷暖房を抑え
ることで、電費の向上に貢献します。

フロント席集中送風モードは、次の
ような状況で作動します。

● フロントウインドウガラスの曇り
取りが作動していない

● 花粉除去モードが作動していない

作動中は、スイッチの作動表示灯が
点灯します。

■ 手動でフロント席集中送風モード
の作動／非作動を切りかえる

フロント席集中送風モードは、ス
イッチ操作によりフロント席のみへ
の送風と全席への送風を切りかえる
ことができます。このとき、送風の
自動制御は作動しなくなります。

エアコン操作画面（P.352）の

を選択し、送風を切りかえ

ます。

● 表示灯が点灯：フロント席のみへ
の送風

● 表示灯が消灯：全席への送風

知識

■送風の自動制御について

●車室内を快適に保つために、EV システ
ム始動直後や外気温によっては、乗員
がいないシートにも送風されることが

あります。

●EV システム始動後に乗員が車室内を移
動した場合や乗降した場合は、乗員の
有無を正しく検知できず、送風の自動
制御は作動しません。

●車室内が非常に高温または低温などの
場合は、車室内全体に空調を効かせる
ため、フロント席集中モードが作動し
ていても助手席やリヤ席に送風される
ことがあります。

●フロント席集中送風モードを非作動に
しても、長時間 EVシステムを停止した
あとに EV システムを始動するとフロン
ト席集中送風モードが作動することが
あります。

このときリヤドアを開けるとフロント席
集中送風モードが非作動になります。

●手動でフロント席集中送風モードを作
動させた場合は、リヤドアを開閉して
もリヤ席に送風されません。

リヤ席に送風するには手動でフロント席
集中送風モードを非作動にしてください。

■乗員の検知について

●リヤ席の乗員はリヤドアの開閉で検知
します。

一度乗員ありと判定すると、その運転中
は乗員なし判定になりません。

■送風を自動制御にもどすには

1 表示灯が消灯している状態でパワース
イッチをOFF にする。

2 60 分以上経過後にパワースイッチを
ON にする。

フロント席集中送風モード（S-
FLOW）
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システムのON ／ OFF を切りかえ
る

スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。

AUTO（点灯）強（2個点灯）弱
（1個点灯）OFF（消灯）

作動中は AUTOインジケーター 、ま

たはレベルインジケーター のいずれ

か、または両方が点灯します。

知識

■作動条件

パワースイッチがONのとき

■カスタマイズ機能

ステアリングヒーター AUTO モード時の
温度を変更することができます。（カスタ
マイズ一覧：P.493）

■ フロント席

システムのON ／ OFF を切りかえ
る

スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。

AUTO（点灯）強（3個点灯）中
（2個点灯）弱（1個点灯）OFF

ステアリングヒーター／
シートヒーター／シートベ
ンチレーター

● ステアリングヒーター

ハンドルのグリップ部を暖めるこ
とができます。

● シートヒーター

シートの表面を暖めることができ
ます。

● シートベンチレーター

シート内部に装備されたファンで
換気することにより、シート表面
の通気をよくします。

警告

■低温やけどについて

次の方がステアリングヒーター／シー
トヒーターに触れないようにご注意く
ださい。

●乳幼児・お子さま・お年寄り・病
人・体の不自由な方

●皮膚の弱い方

●疲労の激しい方

●深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬、風
邪薬など）を服用された方

注意

■シートヒーター／シートベンチレー
ターの損傷を防ぐために

凹凸のある重量物をシートの上に置い
たり、針金や針などの鋭利なものを突
き刺したりしないでください。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

EV システムが停止した状態で使用しな
いでください。

ステアリングヒーター

シートヒーター

A

B
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作動中は AUTO インジケーター 、ま

たはレベルインジケーター のいずれ

か、または両方が点灯します。

■ リヤ外側席

スイッチを押してシートヒーターを
作動させる

1 HI（強）

2 LO（弱）
作動中は作動表示灯が点灯します。

作動を停止するときは、押した側と反対
側のスイッチを軽く押してください。ス
イッチが中立の位置にもどり、作動表示
灯が消灯します。

知識

■作動条件

パワースイッチが ONのとき

■カスタマイズ機能

シートヒーターのオート設定を変更する
ことができます。（カスタマイズ一

覧：P.493）

システムのON ／ OFF を切りかえ
る

スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。

AUTO（点灯）強（3個点灯）中
（2個点灯）弱（1個点灯）OFF

作動中は AUTOインジケーター 、ま

たはレベルインジケーター のいずれ

か、または両方が点灯します。

知識

■作動条件

パワースイッチがONのとき

■エアコン連動制御モードについて

シートベンチレーターが強のとき、エア
コンの風量に応じてシートベンチレー
ターの風量が強くなります。

A

B 警告

■異常加熱や低温やけどを防ぐために

シートヒーターを使用するときは次の
ことをお守りください。

●長時間連続使用しない

●毛布・クッションなどを使用しない

シートベンチレーター（フロン
ト席）

A

B
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■カスタマイズ機能

シートベンチレーターのオート設定を変
更することができます。（カスタマイズ一
覧：P.493）

1 センターディスプレイのメインメ

ニューから を選択する

2 “シート空調”を選択する

シートベンチレーターの風量を切
りかえる

スイッチを選択するたびに、作動状態と
レベルインジケーター（青）が次のよう
に切りかわります。

強（3 個点灯）中（2 個点灯）弱
（1 個点灯）OFF

フロント席のシートヒーターの温

度を調整する
スイッチを選択するたびに、作動状態と
レベルインジケーター（赤）が次のよう
に切りかわります。

強（3 個点灯）中（2 個点灯）弱
（1 個点灯）OFF

ステアリングヒーターの温度を調

整する
スイッチを選択するたびに、作動状態と
レベルインジケーター（赤）が次のよう
に切りかわります。

強（2 個点灯）弱（1 個点灯）OFF

各機能を AUTOモードに切りか

える
次の機能を、それぞれ AUTOモードに切
りかえることができます。

AUTOモードがONのとき、スイッチが
点灯します。
･ 運転席のシートヒーター／ベンチレー
ター

･ 助手席のシートヒーター／ベンチレー
ター

･ ステアリングヒーター

操作画面について

A

B

C

D
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6-3. 室内灯のつけ方

パーソナルランプ（P.362）

フロントインテリアランプ（P.361）

リヤインテリアランプ（P.361）

足元照明

アウトサイドドアハンドル照明

ドアカーテシランプ

小物入れ照明

知識

■イルミネーテッドエントリーシステム

電子キーの検知・ドアの施錠／解錠・ド
アの開閉・パワースイッチのモードによ
り、各部の照明が自動的に点灯・消灯し
ます。また、シフト操作と連動して照度
が自動的に調整されます。

■各部照明の自動点灯／消灯について

●電子キーの検知・ドアの施錠／解錠・
ドアの開閉・パワースイッチのモード
により、各部の照明が自動的に点灯・
消灯します。（イルミネーテッドエント
リーシステム）

●パワースイッチがOFF の場合、室内灯
が点灯したままのときは、約 20分後

室内灯一覧

室内灯の位置

A

B

C

D

E

F

G
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に自動消灯します。

■フロントインテリアランプとパーソナ
ルランプが正常に反応しない状況につ
いて

●レンズ面に水や汚れなどが付着してい
るとき

●濡れた手で操作したとき

●手袋などを装着しているとき

■室内灯の自動点灯について

SRS エアバッグの作動時または後方から
強い衝撃を受けたときは、室内灯が約 20
分間自動で点灯します。

手動操作で消灯することもできますが、
二次災害を防ぐため、安全が確保できる
までは消灯しないことをおすすめします。

（衝撃の度合いや事故の状況によっては点
灯しないことがあります。）

■カスタマイズ機能

室内灯の消灯までの時間などを設定でき
ます。（P.493）

■ ドアポジション（ドア連動）を
ONにする

ドア連動スイッチを押す

ドアの開閉に連動してランプの点灯・消

灯が切りかわります。

■ ランプを点灯・消灯する

 フロント

ランプを点灯・消灯する（ランプに
タッチする）

ドアポジション（ドア連動）がONのと
きは、ドアが開くとランプが点灯します。

 リヤ

ランプを点灯・消灯する

フロントインテリアランプに連動しても
点灯・消灯します。

ドアポジション（ドア連動）がONのと
きは、ドアが開くとランプが点灯します。

注意

■ランプのレンズの取り外しについて

絶対に取りはずさないでください。ラ
ンプが故障する原因となります。レン
ズを取りはずす必要がある場合は、
レクサス販売店にご相談ください。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

EV システムが停止した状態で、長時間
ランプを点灯しないでください。

インテリアランプを操作するに
は
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■ ランプを点灯・消灯する

ランプを点灯・消灯する（ランプに
タッチする）

パーソナルランプを操作するに
は
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6-4. 収納装備

ボトルホルダー（P.365）

グローブボックス（P.364）

小物入れ／ワイヤレス充電器★（P.373）

カップホルダー（P.365）

コインホルダー（P.365）

コンソールボックス（P.364）
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

収納装備一覧

収納装備の位置

A

B

C

D

E

F
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1 開ける

2 メカニカルキーで解錠

3 メカニカルキーで施錠

知識

■グローブボックスランプ

車幅灯点灯時は、グローブボックス内の
ランプが点灯します。

■仕切り板について

グローブボックス内の仕切り板を取りは
ずして使用することができます。

仕切り板を引き抜く

ボタンを押しながらフタを持ち上げ
て開く

両側から開けることができます。

警告

■収納装備に放置してはいけないもの

メガネ、ライターやスプレー缶を収納
装備内に放置したままにしないでくだ
さい。放置したままでいると、次のよ
うなことが起こるおそれがあり危険で
す。

●室温が高くなったときの熱や、他の
収納物との接触などにより、メガネ
が変形やひび割れを起こす

●室温が高くなったときにライターや
スプレー缶が爆発したり、他の収納
物との接触でライターが着火したり
スプレー缶のガスがもれるなどして
火災につながる

■収納装備を使わないときは

グローブボックスまたはコンソール
ボックスを必ず閉じてください。
急ブレーキや急旋回時などに、開いた
グローブボックスやコンソールボック
スに体があたったり、収納していたも
のが飛び出したりして、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

グローブボックスを使うには

コンソールボックスを使うには
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■ フロント

■ リヤ

リヤアームレストを手前に倒す

知識

■ボトルホルダーについて

●ペットボトルのフタを必ず閉めてから
収納してください。

●ペットボトルの大きさ・形によっては
収納できないことがあります。

コンソールボックスを開ける
（P.364）

カップホルダーを使うには

警告

■収納してはいけないもの

カップホルダーにはカップや缶以外の
ものを置かないでください。

急ブレーキや事故により落ちてけがを
するおそれがあります。やけどを防ぐ
ために温かい飲み物にはフタを閉めて
おいてください。

ボトルホルダー

注意

■収納してはいけないもの

ボトルホルダーには、ジュースなどが
入っている紙コップ・ガラス製のコッ
プなどを収納しないでください。
ジュースなどがこぼれたり、ガラス製
品が割れたりするおそれがあります。

コインホルダー
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フックを起こして使用する

フックを使って荷物を固定することがで
きます。

下側を押してフックを起こす

注意

■コインホルダーについて

トレイの高さ以上にコインを入れない
でください。ふたの開閉の妨げになる
おそれがあります。

ラゲージルーム内装備

デッキフックを使うには

警告

■デッキフックを使用しないときは

けがをしないように、必ずもとの位置
にもどしておいてください。

買い物フックを使うには

注意

■買い物フックの破損を防ぐには

4kg 以上のものや大きいものを買い物
フックに吊り下げないでください。
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デッキボードを持ち上げて留めひも
で固定し（P.367）、次のものを
収納することができます。

小物など

停止表示板※

※停止表示板は、レクサス販売店で購入
することができます。

知識

■停止表示板について

ケースの大きさや形状によっては、収納
できない場合があります。

1 バックドアを開ける

2 レバーを引き上げて、デッキボー
ドを持ち上げる

3 裏面の留めひもをはずす

デッキアンダートレイを使うに
は

A

B

デッキボードを開けるには
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4 留めひもをバックドアにあるフッ
クに引っかけて固定する

■ トノカバーを取り付けるときは

1 袋からトノカバーを取り出す

2 トノカバーをゆっくり広げる

3 留めひもをトノカバーフックにか
ける

ひもが縫い付けられている面を下にして

取り付けてください。

■ トノカバーを収納するときは

1 長い留めひもがある側の角を持つ

2 半分に曲げる

警告

■デッキボードを開けたり取りはずし
たときは

走行前に必ずもとどおりに取り付けて
ください。そのまま走行すると、急ブ
レーキをかけたときなどにデッキボー
ドや収納していたものが飛び出し、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

注意

■デッキボードの損傷を防ぐために

バックドアを閉めるときは、デッキ
ボードの留めひもをフックにかけたま
まにしないでください。

トノカバー
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3 手首をひねりながらたたむ

4 トノカバーを袋に入れる

知識

■トノカバーを取りはずすときは

短い留めひもは、いったん手前に引いて
から取りはずしてください。

警告

■トノカバーを取り出したり広げたり
するときは

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、トノカバーが急に
広がり、けがをするおそれがあります。

●袋から取り出すときは、トノカバー
の縁を手でしっかりと押さえながら、
ゆっくり取り出してください。

●トノカバーを広げるときは両手で
しっかり持ってゆっくり広げてくだ
さい。

●顔の近くでトノカバーを広げないで
ください。

●トノカバーを広げているときに手を
離さないでください。

●近くに人がいるときはトノカバーを
広げないでください。

■トノカバーを取り付けるときは

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

●視界のさまたげにならないよう、ト
ノカバーの後端部を水平にして取り
付けてください。

●留めひもを正しく取り付けてくださ
い。

注意

■トノカバーを使用するときは

●トノカバーの上に物を置かないでく
ださい。トノカバーが変形するおそ
れがあります。

●留めひもがはずれた状態でバックド
アの開閉をしないでください。トノ
カバーが破損するおそれがあります。
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注意

●トノカバーフックにトノカバーと
デッキボードの留めひも以外のもの
を掛けないでください。フックや
バックドアが破損するおそれがあり
ます。
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6-5. その他の室内装備の使い方

1 前方をさえぎるには、バイザーを
下ろす

2 側方をさえぎるには、バイザーを
下ろした状態でフックからはず
し、横へまわす

知識

■インナーミラーを調整するときは

サンバイザー使用時に干渉しない範囲で、
後方を十分に確認できるように調整して
ください。

カバーをスライドして開ける

カバーを開けるとバニティミラーランプ
が点灯します。

知識

■自動消灯について

パワースイッチがOFF の場合、バニ
ティーランプが点灯したままのときは、
約 20分後に自動消灯します。

DC12 V/10 A（消費電力 120 W）
未満の電気製品を使用するときの電
源としてお使いください。

電気製品を使用するときは、すべて
のアクセサリーソケットに接続され
ている電気製品の消費電力合計を
120 W未満にしてください。

ボタンを押しながらフタを持ち上げ
て開く

両側から開けることができます。

その他の室内装備

サンバイザーを使うには

バニティミラーを使うには

注意

■補機バッテリーあがりを防ぐために

EV システムが停止した状態で、長時間
ランプを点灯しないでください。

アクセサリーソケットを使うに
は
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フタを開ける

知識

■アクセサリーソケットを使用するとき

パワースイッチが ACCまたはONのとき

■EV システムを停止するとき

モバイルバッテリーなどの、充電機能を
備えた電気製品をはずしてください。

接続したままにしておくと、EV システム
が正常に停止しなくなる場合があります。

DC5 V/3 A（消費電力 15.75 W）
の電源としてお使いください。
このUSB Type-C 端子は充電専用で
ありデータ転送などは行えません。
また、使用する機器によっては、正
常に充電できない場合があります。
ご使用になる機器に付属の取扱説明
書もお読みください。

■ 充電用USB Type-C端子を使用す
るには

 フロント

 コンソール後方

フタを開けて使用する

注意

■アクセサリーソケットを使用しない
ときは

異物が入ったり、飲料水などがかかっ
たりしないように、使用しないときは、
フタを閉めておいてください。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

EV システムが停止した状態で、アクセ
サリーソケットを長時間使用しないで
ください。

■誤作動を防ぐために

パワースイッチを OFF にするときは、
充電機能をもつ電気製品をはずしてく
ださい。

接続したままにしておくと、次のよう
な誤作動を起こすおそれがあります。

●ドアが施錠できない

●メーターのオープニング画面が表示
される

●室内灯やインストルメントパネル照
明などが点灯する

充電用USB Type-C 端子
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知識

■充電用USB Type-C 端子の作動条件

パワースイッチが ACCまたはONのとき

■充電用USB Type-C 端子が正常に働か
ないおそれのある状況

●DC5 V/3 A（消費電力 15.75 W）をこ
える電力を要求する機器を接続したと
き

●パソコンと通信を行う機器を接続した
とき

●接続機器の電源が OFF のとき（機器に
より異なります）

●炎天下に駐車したあとなど、車室内の
温度が高いとき

■使用する外部機器について

一部の機器では、充電中に充電がいった
ん停止後、再充電を開始する場合があり
ますが、故障ではありません。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ワイヤレスパワーコンソーシアム
（WPC）によるワイヤレス充電規格
Qi に適合したスマートフォンやモバ
イルバッテリーなどの携帯機器を充
電エリアに置くだけで、携帯機器を
充電することができます。

適合機器はWPCのホームページ
（https://
www.wirelesspowerconsortium.
com/）でご確認いただけます。

ワイヤレス充電器より大きい携帯機
器には本機能を使用できません。ま
た、携帯機器によっては、正常に作
動しない場合があります。
ご使用になる携帯機器に付属の取扱
説明書もお読みください。

注意

■充電用 USB Type-C 端子の損傷を防
ぐために

●端子部に異物を入れないでください。

●水や液体をかけないでください。

●コンソール後方：充電用 USB Type-
C 端子を使わないときはフタを必ず
閉じてください。端子部に異物や液
体が入ると故障やショートの原因に
なります。

●強い力や衝撃を加えないでください。

●分解や改造、取りはずしをしないで
ください。

■外部機器の損傷を防ぐために

●機器を車室内に放置しないでくださ
い。車室内が高温となり、故障の原
因となります。

●機器が接続されているときに、外部
機器や外部機器のケーブルを押し下
げたり、不要な力を加えたりしない
でください。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

EV システムが停止した状態で、充電用
USB Type-C 端子を長時間使用しない
でください。

ワイヤレス充電器（おくだけ充
電）を使うには★
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■「Qi」マークについて

「Qi」、Qi マークは、ワイヤレスパ
ワーコンソーシアム（WPC）の商標
です。

■「おくだけ充電」マークについて

「おくだけ充電」、「おくだけ充電」ロ
ゴは、株式会社NTT ドコモの登録商
標です。

■ 各部の名称

作動表示灯

充電エリア※

充電トレイ

約10cm

約 2.5cm
※ワイヤレス充電器内の充電用コイルは、
携帯機器内の充電用コイル位置まで充
電エリア内を移動することができます。
携帯機器のコイル中心が充電エリア内
に入っていれば充電が可能です。

また、2 つ以上の携帯機器を同時に充
電エリアに置くと、正しく充電用コイ
ルを検出できず、充電できないことが
あります。

■ 充電する

携帯機器を置く

携帯機器の充電面を下にして、機器の中
央が充電エリアの中央に来るように置い
ください。

A

B

C

D

E
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充電中は充電トレイ上の作動表示灯が橙
色に点灯します。

充電が行われないときは、「機能が正常に
働かないおそれのある状況」（P.378）
をご確認ください。

充電が完了するとワイヤレス充電器側の
作動表示灯が緑色に点灯します。

■ 再充電機能

● 充電が完了し、充電停止状態が一
定時間経過すると充電を再開しま
す。

● 充電エリア内で携帯機器が大きく
動くと、充電用コイルがはずれて

充電がいったん停止しますが、充
電エリア内に充電用コイルの中心
がある場合は、ワイヤレス充電器
内の充電用コイルがその付近まで
移動して充電を再開します。充電
エリア外まで携帯機器が動くと、
充電が停止します。充電エリアの
中央付近に携帯機器を置き直して
ください。

■ 急速充電機能

● 次の携帯機器に対しては急速充電
が行えます。

• WPC の Ver1.3.2 に準拠した、急速充
電に対応した携帯機器

• 7.5W 充電に対応した iOS を搭載して
いる iPhone（iPhone 8 以降の機種）

• Galaxy 独自の急速充電規格に対応した
携帯機器

● 急速充電に対応した携帯機器を充
電すると、自動的に急速充電機能
に切りかわります。

■ 作動表示灯の点灯状況

※1待機中は充電用の電力は出力していません。この状態で金属製のものを充電エリア
に置いても、加熱されることはありません。

※2携帯機器によっては、充電完了後も表示灯が橙色に点灯し続ける場合があります。

■ ワイヤレス充電器が正しく作動しない状況

ワイヤレス充電器が正しく作動しない状況と、想定される原因の対処方法は

作動表示灯

状況
充電トレイ側

センターディス
プレイ側

消灯 非表示
マルチメディア電源が OFF、またはパワース

イッチが OFF のとき

緑（点灯） 灰
待機中（充電可能状態）※1

充電完了時※2

橙（点灯） 青 充電中
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次のとおりです。

作動表示灯

想定される原因・対処方法
充電トレイ側

センターディス
プレイ側

橙（1 秒間に 1 
回の点滅をくり

返す）
灰

車両とワイヤレス充電器の通信不良

→ EVシステムが始動しているときは、一度 EV
システムを停止し、再始動してください。

パワースイッチのモードが ACC のときは、一度
EV システムを始動してください。（P.216）

緑（1 秒間に 1 
回の点滅をくり

返す）
非表示※

ワイヤレス充電器とマルチメディアシステムの通
信異常

→ EVシステムが始動しているときは、一度 EV
システムを停止し、再始動してください。

パワースイッチのモードが ACC のときは、一度
EV システムを始動してください。（P.216）

緑（点灯） 青

AM放送局を自動選局している

→ AM放送局の自動選局が完了するのをお待ち
ください。また、自動選局が完了しないとき
は、自動選局を停止させてください。

スマートエントリー＆スタートシステムが電子
キーの検出を行っている。

→ 電子キーの検出が完了するのをお待ちくださ
い。

緑（点灯） 灰

異物検知：
充電エリア内に金属製の異物があり、異物の異常
過熱防止機能が働いた

→ 充電エリア内にある異物を取り除いてくださ
い。

携帯機器のずれ・充電面からの浮き：

携帯機器の充電用コイルの中心が充電エリアから
はずれた、レンズの凸量が大きい、又はケースが
厚いため、異常過熱防止機能が働いた

→ 携帯機器を充電トレイから取り出し、5秒後
に充電トレイの中央付近に置き直してくださ
い。また、ケースやカバーを携帯機器に装着
している場合は、はずしてください。
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※ 異常状態によっては、センターディスプレイの表示が灰になる場合もあります。

知識

■使用条件

パワースイッチが ACCまたはONのとき

■使用できる携帯機器について

●ワイヤレス充電規格Qi 準拠機器を使用
できます。ただし、Qi Ver1.0 及び
1.3.2 以降に対応した携帯機器に対し
ては、互換性を保証しているものでは
ありません。

●携帯電話やスマートフォンをはじめと
する携帯機器を対象とした 5W以下の
低電力給電を対象としています。

●ただし、次の携帯機器に対しては、5W 
をこえる充電に対応しています。

･ 7.5W の充電に対応した iPhone に対し
ては、7.5W 以下の充電に対応してい
ます。

･ Galaxy 独自の充電規格に準拠した携帯
機器に対しては、10W 以下の充電に対
応しています。

･ WPC 規格の Ver1.3.2 に規定されてい
る EPP 出力に準拠した携帯機器に対し
ては、15W以下の充電に対応していま
す。

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムの使用について

充電動作中にスマートエントリー＆ス
タートシステムが電子キーの検出を行う
と、一時的に充電を停止します。電子
キーが検出されると、充電は自動的に再
開します。

■携帯機器にカバーやアクセサリーを付
けるときは

携帯機器に、「Qi」非対応のカバーやアク
セサリーを付けた状態で充電しないでく
ださい。カバー（一部メーカー純正品を

緑（点灯） 灰

携帯機器のバッテリー保護機能：

満充電に達する前に、携帯機器のバッテリー保護
機能により充電が停止した

→ 携帯機器の仕様のため、設定を確認してくだ
さい。

電子キーの検出状態が継続：

車両カスタマイズによってマルチメディア機能を
利用しているとき、電子キーが確定されず検出状
態が継続された

→ パワースイッチを ACC または ONにして、
キーを確定させてください。

橙（4 回連続の
点滅をくり返す）

灰

ワイヤレス充電器内の温度が一定値をこえたこと
による安全停止

→ いったん充電を停止し、携帯機器を充電エリ
アから取り出して、温度が下がるまでしばら
く待ってから充電を開始してください。

作動表示灯

想定される原因・対処方法
充電トレイ側

センターディス
プレイ側
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含む）やアクセサリーの種類によっては
充電できない場合があります。充電エリ
アに携帯機器を置いても充電が行われな
いときは、カバーやアクセサリーをはず
してください。

■充電中の AMラジオ放送連携機能

●充電中、AMラジオにノイズが入る場
合、充電の周波数を自動で切りかえて
ノイズを低減します。

●AM ラジオを自動選局中は、充電によっ
て発生するノイズで誤選局しないよう、
一時的に充電を停止します。選局が終
了すると、充電は自動的に再開します。

■充電中についての留意事項

●車室内に電子キーを検出できない場合
は、充電することができません。ドア
の開閉時は、一時的に充電が停止する
ことがあります。

●充電中は、ワイヤレス充電器と携帯機
器が温かくなりますが、異常ではあり
ません。充電中に携帯機器が温かく
なったときは、携帯機器側の保護機能
により、充電が停止することがありま
す。この場合、携帯機器の温度が十分
に下がってから、再度、充電を行って
ください。

また、ワイヤレス充電器内の温度を下げ
るためファンが作動することがあります
が、異常ではありません。

■作動中の音について

パワースイッチを押して ACC または ON 
に変更したとき、および携帯機器を検出
中は“ジー”や“カチッ”と作動音
がしますが、異常ではありません。

■清掃について

P.402

■機能が正常に働かないおそれのある状
況

次のような場合は正常に充電しない場合

があります。

●携帯機器が満充電のとき

●有線接続で携帯機器を充電中のとき

●充電エリアと携帯機器のあいだに異物
があるとき

●充電により、携帯機器の温度が高温に
なっているとき

●炎天下などにより、充電エリア付近の
温度が 35 ℃以上になっているとき

●携帯機器の充電面を上にして置いたと
き

●折りたたみ式等の小型の携帯機器の充
電コイルが充電エリアからはずれてい
るとき

●携帯機器が充電トレイよりも大きいと
き

●近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

●電子キーが車内にないとき

●携帯機器の充電面と充電エリアのあい
だに次のようなものを挟んだり、装着
したとき

･ 厚みがあるケースやカバー
･ 充電面が平面状ではなく、段差や傾斜
があるケースやカバー

･ 厚みがあるデコレーション
･ 指リングやストラップなどのアクセサ
リー

●携帯機器の充電面にカメラなどの突起
があり、携帯機器の充電面と充電エリ
アとのあいだにすき間ができるとき

●携帯機器が、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
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･ カイロ
･ CD や DVD などのメディア
･ 金属製のデコレーション
･ 金属製のケースやカバー
･ 携帯機器の充電面側に磁石が入った手
帳型ケース

●近くで電波式ワイヤレスリモコンを使
用しているとき

●2つ以上の携帯機器を同時に充電エリア
に置いたとき

●S ペン（Galaxy 端末付属のタッチペン）
内蔵の端末（Note シリーズ等）をご使
用の場合、Sペンを挿入したままトレ
イに置いたとき

また、上記以外で、充電が正常に行われ
ない、または、作動表示灯が点滅したま
まのときは、ワイヤレス充電器の異常が
考えられます。レクサス販売店へお問い
合わせください。

■スマートフォンの OS を更新したとき

スマートフォンの OS バージョンを更新
したとき、充電の仕様が大きく変更され
ることがあります。WPC の対応バージョ
ンが変更された場合、急速充電機能が使
えなくなる場合があります。詳しくは各
メーカーのホームページ情報等でご確認
ください。

■商標について

● iPhone は、米国および他の国々で登録
された Apple Inc. の商標です。なお、
iPhone の商標はアイホン株式会社のラ
イセンスにもとづき使用されています。

●Galaxy は、Samsung Electronics 
Co.,Ltd. の商標または登録商標です。

警告

■運転中の注意

携帯機器を充電する場合、安全のため、
運転者は運転中に携帯機器本体の操作
をしないでください。

■走行中の注意

コードレスヘッドフォンなど小型軽量
の携帯機器は、走行中に充電しないで
ください。非常に軽量のため充電トレ
イから飛び出し、思わぬ事故の原因に
なるおそれがあり危険です。

■電波がおよぼす影響について

植込み型心臓ペースメーカー、植込み
型両心室ペーシングパルスジェネレー
タおよび植込み型除細動器などの医療
用電気機器を装着されている方は、ワ
イヤレス充電器のご使用にあたっては
医師とよくご相談ください。ワイヤレ
ス充電器の動作が医療用電気機器に影
響を与えるおそれがあります。

■故障ややけどを防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと装置の故障や損
傷、車両火災、発熱によるやけど、ま
たは感電につながるおそれがあります。

●充電中に、充電エリアと携帯機器の
あいだに金属物を挟まない

●充電エリアにアルミなどのシールや
金属製のものを貼り付けない

●携帯機器本体および外付けのケース
やカバーなどに対して、充電エリア
と接触する側に、アルミなどのシー
ルや金属製のものを貼り付けたまま
充電しない

●小物入れがわりにものを置かない

●強い力や衝撃をかけない

●分解や改造、取りはずしをしない

●指定された携帯機器以外は充電しな
い

●磁気を帯びたものを近付けない

●充電エリアに、ほこりがかぶった状
態で充電しない

●布などをかぶせて充電しない
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手前に倒して使用します。

コートフックは、リヤのアシストグ
リップに付いています。

天井に取り付けられているアシスト
グリップは、走行中にシートに座っ
ている状態で体を支えるときにお使
いください。

注意

■故障やデータ破損を防止するために

●充電中に、充電エリアにクレジット
カード・ETC カードなどの磁気カー
ドや磁気記録メディアなどを近付け
ると、磁気の影響によりデータが消
えるおそれがあります。また、腕時
計などの精密機器を近付けると、こ
われたりするおそれがありますので、
近付けないでください。

●携帯機器の充電面と充電エリアのあ
いだに、交通系 IC カードなど非接触
型 IC カードを挟んだまま充電しない
でください。IC チップが非常に高温
になり、携帯機器や IC カードが破損
するおそれがあります。特に、非接
触型 IC カードを取り付けられるケー
スやカバーを携帯機器に装着したま
ま充電しないようにご注意ください。

●携帯機器は車室内に放置しないでく
ださい。炎天下など車室内が高温と
なり、故障の原因になります。

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

EV システムを停止した状態で、ワイヤ
レス充電器を長時間使用しないでくだ
さい。

リヤアームレストを使うには

注意

■アームレストの破損を防ぐために

過度の負荷をかけないでください。

コートフックを使うには

警告

■コートフックへかけてはいけないも
の

コートフックにハンガーや他の硬いも
の、鋭利なものをかけないでください。

SRS カーテンシールドエアバッグがふ
くらんだときにそれらのものが飛び、
重大な傷害または死亡につながるおそ
れがあります。

アシストグリップを使うには
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警告

■アシストグリップについて

乗降時やシートから立ち上がるときな
どに使用しないでください。

注意

■アシストグリップの破損を防ぐため
に

破損を防ぐために、アシストグリップ
に過度の負荷をかけないでください。
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AC100Vスイッチ

パワースイッチ（P.216）

ラゲージルーム内コンセント

アース端子

1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認し、ブレーキペダル
をしっかり踏みながらパワース
イッチを押す（P.216）

2 READYインジケーターが点灯し
たことを確認し、AC100Vス
イッチを押す

AC100V スイッチ上の作動表示灯が点灯
し、使用可能な状態になります。

AC100V スイッチを押すたびにコンセン

トのON／ OFF が切りかわります。

3 フタを開けて電気製品の電源プラ
グをコンセントの奥までしっかり
挿し込む

アクセサリーコンセント（AC100V・1500W）

車内において、AC100Vで最大消費電力 1500W以下の電気製品を使うと
きの電源としてお使いください。

各部の名称

A

B

C

D

コンセントをONするとき
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■ 電源プラグを接続するとき

各電気製品の取扱説明書に記載され
ている注意事項に従ってください。

電源プラグをコンセントに接続する
前に、電気製品の電源がOFF になっ
ていることを確認してください

1 フタを開けて電気製品の電源プラ
グをコンセントの奥までしっかり
挿し込む

コンセントはラゲージルーム内にありま
す。

電源プラグが半挿しの状態にならないよ
うにしてください。

次の場合は、延長ケーブルなどを使用し、
電源プラグを確実に接続してご使用くだ
さい。
･ 電源プラグが大きくコンセントの
奥までしっかり挿し込めない

･ 電源プラグが重くコンセントから
抜けるおそれがある

アース線のある電気製品を使用するとき
は、アース端子付きのコンセントを使用
し、アース線をアース端子に接続してく
ださい。また、接地極付きプラグのある
電気製品を使用するときは、市販の変換
アダプターを使用してアース線をアース
端子に接続してください。

■ 車外にコードを引いて使用すると
き

付属の外部給電アタッチメントを後
席ドアガラスに取り付けてください。
外部給電アタッチメントを使用する
ときは、外部給電アタッチメント付
属の取扱説明書に従って、安全に作
業してください。

次の手順をお守りください。

1 使用している電気製品の電源を
OFFにする

2 AC100Vスイッチを押してOFF
にする

3 コンセントから電源プラグを取り
はずす

4 コンセントのフタを閉める

知識

■使用条件

READY インジケーターが点灯していると
き

■アクセサリーコンセントについて

●AC100V で最大消費電力の合計が

電気製品の電源プラグを接続す
るには

コンセントをOFF するとき
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1500W 以下の電気製品を使用してく
ださい。規定容量をこえる電気製品を
使用すると、保護機能が働き、給電機
能が停止することがあります。

●消費電力が大きな電気製品（ホットプ
レートなど）の中には、コンセントを
単独で使うことを必須としているもの
があります。その場合、他の電気製品
と併用しないでください。

●複数の電気製品に給電する場合、電気
製品によっては正常に作動しない可能
性があります。その場合は、単独で電
気製品を使用してください。

●コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、大きな電流が流れ、瞬
間電力が 1500Wをこえるときがあり
ます。
この場合、保護機能が働き、給電機能
が停止することがあります。

●コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、テレビやラジオに雑音
が入ることがあります。

●コンセントの使用中、ラゲージルーム
付近から冷却用ファンの音がすること
がありますが、異常ではありません。

■正しく作動しないおそれがある電気製
品

次のような AC100V の電気製品は、消費
電力が 1500W以下でも正常に作動しな
いおそれがあります。

●起動時の電力が大きい電気製品

●取扱説明書などに記載されている消費
電力よりも大きな供給電力を必要とす
る電気製品

●精密なデータ処理をする計測機器

●きわめて安定した電力供給を必要とす
る電気製品

●タイマー設定する機器など、コンセン
トの出力が連続して必要な電気製品

■コンセントが使用できないとき

AC100V スイッチを押しても作動表示灯
が点灯しない場合、保護機能が働いてい
ることが考えられます。
この場合、まず次の処置を行ってくださ
い。

●電気製品の電源プラグを抜き、すべて
のコンセントの使用電力合計が
1500W以下になっているかを確認し、
再度 AC100V スイッチを押してくださ
い。

●電気製品の電源プラグを抜き、製品自
体が故障していないかを確認して、再
度 AC100Vスイッチを押してくださ
い。

●駆動用電池の残量を確認してください。
駆動用電池充電警告灯点灯時は、駆動
用電池を充電後、再度 AC100V スイッ
チを押してください。

●炎天下に放置した直後など、車内が高
温になっている場合は、エアコンを使
用するなどして車内を十分に換気し車
内温度を下げ、しばらくしてから再度、
AC100V スイッチを押してください。

●特に外気温が低いときは、駆動用電池
を保護するためコンセントを使用でき
ないことがあります。その場合は、し
ばらく走行して駆動用電池を暖めてか
ら使用してください。

以上の処置を行ってもコンセントが使用
できない場合は、レクサス販売店で点検
を受けてください。

■駐車中または停車中に使用するとき

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムでドアを施錠・解錠することはでき
ません。

●電子キーでドアを施錠・解錠すること
はできません。メカニカルキー
（P.469）のみでドアを施錠・解錠す
ることができます。
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●ドアの開閉などにより、ブザーが鳴っ
たり、マルチインフォメーションディ
スプレイに“キーが見つかりません 
キーの所在を確認してください”と表
示されたりすることがあります。電子
キーを携帯していることを確認してく
ださい。

●給電中に周囲が暗くなると、自動で
ヘッドランプなどが点灯します。ラン
プを消灯したいときは、P.231 を参照
してください。

警告

■安全にお使いいただくために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●お子さまなど、不慣れな方だけで給
電作業を行わないでください。

●ぬれた手で電気製品の電源プラグを
抜き挿ししたり、ピンなどをコンセ
ントに挿したりしないでください。
また、コンセントに雨水・飲料水・
雪などが付着した場合は乾燥させて
から使用してください。

●コンセントの改造・分解・修理など
はしないでください。修理について
はレクサス販売店にご相談ください。

●コンセントにほこりやゴミが付着し
ないようにしてください。また、定
期的にコンセントを掃除してくださ
い。

●コンセントへは電源プラグ本体を
持って抜き挿しをし、プラグの刃に
ふれないようにしてください。コー
ドを引っ張って電源プラグを抜くと、
電源プラグやコードが損傷するおそ
れがあります。

●電源コードやコンセントに異常な発
熱を感じたらただちに使用を中止し
てください。また、コードやコンセ
ントの発熱を防ぐために、次のこと
をお守りください。

･ コンセントに、分岐用コンセントを
複数接続しない

･ コードリールを使用する場合、コー
ドはリールからすべて引き出す

●アース線のある電気製品を使用する
ときは、アース端子付きのコンセン
トを使用し、アース線をアース端子
に接続してください。また、接地極
付きプラグのある電気製品を使用す
るときは、市販の変換アダプターを
使用してアース線をアース端子に接
続してください。

●電気製品の電源プラグをコンセント
に挿し込んでもゆるいときは、コン
セントを交換してください。交換に
ついてはレクサス販売店にご相談く
ださい。

■接続する電気製品について

●使用する電気製品に付属の取扱説明
書や、製品に記載されている注意事
項を必ずお守りください。

●電源プラグや、電気製品が故障して
いるときは使用しないでください。

●特に外気温が低いときや高いときは、
故障や作動不良になる可能性があり
ます。
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警告

●水平設置が必要な電気製品は、正常
に作動しない可能性があります。

●防水仕様の電気製品を除き、雨や水
のかかる場所、湿気の多い場所では
使用しないでください。

●水没や浸水した、またそのおそれの
ある電気製品は使用しないでくださ
い。

●車両の状態によっては、一時的に給
電機能が停止することがあります。

■電源周波数について

●工場出荷時、車両側の電源周波数は、
60Hz に設定されています。コンセ
ントと電源周波数が異なる電気製品
を使用しないでください。誤作動や
故障などの原因になるおそれがあり
ます。電気製品によっては、電源周
波数の切りかえ（50/60Hz）機能が
あるので、車両と電気製品の電源周
波数を同じにしてください。車両側
の電源周波数切りかえが必要な場合
は、レクサス販売店にご相談くださ
い。

●特に電子レンジは使用中に発熱する
おそれがあるため、必ずコンセント
と電源周波数が合っていることを確
認してください。

■駐車中または停車中に使用するとき

●コンセントは、照明器具などの電気
製品と直接接続して使用するもので
す。家屋などへ電気を供給する発電
機として使用しないでください。ま
た、家屋などに設置されている非常
時の給電システム（外部電源と接続
ができる専用設備、外部電源からの
供給回路が電力会社からの電気配線
と分離されている設備など）に使用
する場合は、当該システムの製造業
者または販売業者にご相談ください。

●コンセントの使用中はパーキングブ
レーキをしっかりとかけて、シフト
ポジションをP から切りかえないで
ください。車両が動いて思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

●コンセントの使用中は車両から離れ
ないでください。

●落雷の可能性がある天候のときは給
電を行わないでください。給電中、
雷に気付いたときは給電を停止して
ください。

●車両をカーカバーなどで覆った状態
で使用しないでください。

●暖房器具などの電気製品を使用して
車中に泊まる際は、十分注意してく
ださい。給電システムの自動停止な
どにより、電気製品が意図せず停止
するおそれがあります。

●傾いた場所や坂道などに停めて使用
しないでください。使用中に車両を
移動させたり、傾けたりしないでく
ださい。

●車外にコードを引いて使用する場合
は、次のことに注意してください。

･ 雨水の侵入などに注意する

コンセントに雨水が付着した場合は、
乾燥させてから使用してください。

･ コードを窓やドアで挟まない

･ たるみをもたせ、異常な張りが発生
しないようにする

･ 誤って車両を発進させない
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警告

●洗車は行わないでください。

●ボンネットが閉まっていることを確
認してください。また、モーター
ルーム内に顔や手を近付けないでく
ださい。ラジエーター冷却用のファ
ンが急にまわりだすことがあります。
ファンの回転部分にふれたり、近付
いたりすると、手や着衣（特にネク
タイ・スカーフ・マフラーなど）が
巻き込まれるおそれがあります。

●燃えやすいものの近くに停めて使用
しないでください。

●腐食性のガスまたは溶液の発散する
場所では使用しないでください。

●災害などによる非常時に電力が必要
なときは非常時給電システムのご使
用をおすすめします。（P.388）

■走行中に使用するとき

●次のような場合は、電気製品を使用
しないでください。また、電気製品
を確実に固定できない状態で使用し
ないでください。

･ わき見運転など、安全運転のさまた
げになる場合（テレビ・ビデオ・
DVD など）

･ 急ブレーキをかけたときや衝突した
ときなどに、固定が不完全で転倒の
おそれがある場合

･ 落下による事故や、発熱により火災
が発生するおそれがある場合

･ やけどなどのおそれがある場合
（トースター・電子レンジ・電熱器・
ポット・コーヒーメーカーなど）

･ ペダルの下に電気製品が入り込み、
ブレーキペダルが踏めなくなるおそ
れがある場合（ドライヤー・AC アダ
プター・マウスなど）

●窓を閉めたまま、蒸気が出る電気製
品を使用しないでください。ガラス
が曇って視界が悪化し、運転に支障
が出るなどのおそれがあります。ま
た、他の電装品に悪影響をおよぼす
おそれがあります。やむを得ず使用
するときは、停車した状態で窓を開
けて使用してください。

注意

■ショートや故障を防ぐために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、正常に作動し
なかったり、車両や電気製品が損傷し
たりするおそれがあります。

●車内のトリムの近くやシートの上な
どで、トースターなどの熱気を出す
電気製品を使用しないでください。
熱により溶損や焼損のおそれがあり
ます。

●振動や熱などに弱い電気製品を車内
で使用しないでください。
車両の振動や、炎天下での駐車時の
熱などにより、電気製品が故障する
おそれがあります。

●コンセントを使用しないときは、フ
タを閉めてください。
コンセントに異物が入ったり、飲料
水などがかかったりすると、故障し
たり、ショートしたりするおそれが
あります。



388 6-5. その他の室内装備の使い方

必ず、給電作業前に次の点をご確認ください。

● 普通充電・急速充電・V2H充電を行っていないこと

● DC外部給電・V2H給電を行っていないこと

● 地面が固く平らな場所に駐車すること

輪止めの使用をおすすめします。輪止めはレクサス販売店で購入することができます。

● ボンネットが閉まっていること

● パーキングブレーキがかかっていること

● シフトポジションが P になっていること

● パワースイッチがOFF になっていること

● 給電中はオートアラームを設定することができません。盗難を防ぐために、
車内やラゲージルーム内に貴重品などを放置しないこと

AC100Vスイッチ

パワースイッチ（P.216）

非常時給電システム

災害などによる非常時に電力が必要なとき、車両の走行機能を停止した状
態で、AC100V で消費電力の合計が1500W 以下の電気製品を使用するこ
とができるシステムです。

非常時給電システムを使用するときの重要確認事項

システムの構成部品

A

B
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ラゲージルーム内コンセント

アース端子

■ 非常時給電システムを起動すると
き

1 ブレーキペダルを踏まずに、パ
ワースイッチをONにする
（P.216）

ブレーキペダルを踏んだまま、パワース
イッチを押し、READY インジケーター
が点灯した場合、非常時給電システムは
使用できません。

2 READY インジケーターが点灯し
ていないことを確認し、
AC100Vスイッチを 3回連続で
押す

AC100V スイッチ上の作動表示灯が点灯
し、起動が完了します。

AC100V スイッチを押す間隔が 1秒以
上あいた場合、AC100V スイッチ上の作
動表示灯が点灯しないときがあります。
この場合は、はじめから操作をやり直し
てください。

AC100V スイッチを 4回以上連続で押
した場合、非常時給電システム起動直後、
停止することがあります。この場合は、

はじめから操作をやり直してください。

3 フタを開けて電気製品の電源プラ
グをコンセントの奥までしっかり
挿し込む

■ 非常時給電システムを停止すると
き

次の手順をお守りください。

1 使用している電気製品の電源を
OFFにする

2 AC100Vスイッチを押してOFF
にする

3 コンセントから電源プラグを取り
はずす

4 コンセントのフタを閉める

5 パワースイッチをOFFにする

■ 電源プラグを接続するとき

各電気製品の取扱説明書に記載され
ている注意事項に従ってください。

電源プラグをコンセントに接続する
前に、電気製品の電源がOFF になっ
ていることを確認してください。

C

D

非常時給電システムを使用する
には

電気製品の電源プラグを接続す
るには
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1 フタを開けて電気製品の電源プラ
グをコンセントの奥までしっかり
挿し込む

電源プラグが半挿しの状態にならないよ
うにしてください。

次の場合は、延長ケーブルなどを使用し、
電源プラグを確実に接続してご使用くだ
さい。
･ 電源プラグが大きくコンセントの
奥までしっかり挿し込めない

･ 電源プラグが重くコンセントから
抜けるおそれがある

アース線のある電気製品を使用するとき
は、アース端子付きのコンセントを使用
し、アース線をアース端子に接続してく
ださい。
また、接地極付きプラグのある電気製品
を使用するときは、市販の変換アダプ
ターを使用してアース線をアース端子に
接続してください。

■ 車外にコードを引いて使用すると
き

付属の外部給電アタッチメントを後
席ドアガラスに取り付けてください。
外部給電アタッチメントを使用する
ときは、外部給電アタッチメント付
属の取扱説明書に従って、安全に作
業してください。

知識

■非常時給電システムについて

●AC100Vで消費電力の合計が1500W以
下の電気製品を使用してください。規
定容量をこえる電気製品を使用すると、
保護機能が働き、給電機能が停止する
ことがあります。

●消費電力が大きな電気製品（ホットプ
レートなど）の中には、コンセントを
単独で使うことを必須としているもの
があります。その場合、他の電気製品
と併用しないでください。

●複数の電気製品に給電する場合、電気
製品によっては正常に作動しない可能
性があります。その場合は、単独で電
気製品を使用してください。

●コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、大きな電流が流れ、瞬
間電力が 1500Wをこえるときがあり
ます。この場合、保護機能が働き、給
電機能が停止することがあります。

●コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、テレビやラジオに雑音
が入ることがあります。

●コンセントの使用中、リヤ席付近から
冷却用ファンの音がすることがありま
すが、異常ではありません。
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●非常時給電システムの使用中は、駆動
用電池充電警告灯が点灯すると給電機
能が停止します。

■正しく作動しないおそれがある電気製
品

次のような電気製品は、消費電力の合計
が 1500W以下でも正常に作動しないお
それがあります。

●起動時の電力が大きい電気製品

●取扱説明書などに記載されている消費
電力よりも大きな供給電力を必要とす
る電気製品

●精密なデータ処理をする計測機器

●きわめて安定した電力供給を必要とす
る電気製品

●タイマー設定する機器など、コンセン
トの出力が連続して必要な電気製品

■非常時給電システムを使用するとき

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムでドアを施錠・解錠することはでき
ません。

●非常時給電システム起動後のみワイヤ
レスリモコンでドアを施錠・解錠する
ことができます。使用する電気製品か
ら発生するノイズにより、正常に動作
しない場合があります。

●ドアの開閉などにより、ブザーが鳴っ
たり、マルチインフォメーションディ
スプレイに“キーが見つかりません
キーの所在を確認してください”と表
示されたりすることがあります。電子
キーを携帯していることを確認してく
ださい。

●給電中に周囲が暗くなると、自動で
ヘッドランプなどが点灯します。ラン
プを消灯したいときは P.231 を参照し
てください。

●DC 外部給電・V2H給電は使用できませ
ん。

●車両への充電は実施できません。 

警告

■安全にお使いいただくために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●非常時給電システムの使用中は、お
子さまや介護を必要とする方、ペッ
トを車内に残さないでください。エ
アコンを使用していても、システム
の自動停止等により室内が高温、ま
たは低温になる場合があり、熱中
症・脱水症状・低体温症になるおそ
れがあります。

●お子さまなど、不慣れな方だけで給
電作業を行わないでください。

●ぬれた手で電気製品の電源プラグを
抜き挿ししたり、ピンなどをコンセ
ントに挿したりしないでください。
また、コンセントに雨水・飲料水・
雪などが付着した場合は乾燥させて
から使用してください。

●コンセントの改造・分解・修理など
はしないでください。修理について
はレクサス販売店にご相談ください。

●コンセントにほこりやゴミが付着し
ないようにしてください。また、定
期的にコンセントを掃除してくださ
い。

●コンセントへは電源プラグ本体を
持って抜き挿しをし、プラグの刃に
ふれないようにしてください。コー
ドを引っ張って電源プラグを抜くと、
電源プラグやコードが損傷するおそ
れがあります。
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警告

●コードやコンセントに異常な発熱を
感じたらただちに使用を中止してく
ださい。また、コードやコンセント
の発熱を防ぐために、次のことをお
守りください。

･ コンセントに、分岐用コンセントを
複数接続しない

･ コードリールを使用する場合、コー
ドはリールからすべて引き出す

●アース線のある電気製品を使用する
ときは、アース端子付きのコンセン
トを使用し、アース線をアース端子
に接続してください。また、接地極
付きプラグのある電気製品を使用す
るときは、市販の変換アダプターを
使用してアース線をアース端子に接
続してください。

●電気製品の電源プラグをコンセント
に挿し込んでもゆるいときは、コン
セントを交換してください。交換に
ついてはレクサス販売店にご相談く
ださい。

■接続する電気製品について

●使用する電気製品に付属の取扱説明
書や、製品に記載されている注意事
項を必ずお守りください。

●電源プラグや、電気製品が故障して
いるときは使用しないでください。

●特に外気温が低いときや高いときは、
故障や作動不良になる可能性があり
ます。

●水平設置が必要な電気製品は、正常
に作動しない可能性があります。

●防水仕様の電気製品を除き、雨や水
のかかる場所、湿気の多い場所では
使用しないでください。

●水没や浸水した、またそのおそれの
ある電気製品は使用しないでくださ
い。

●車両の状態によっては、一時的に給
電機能が停止することがあります。

■電源周波数について

●工場出荷時、車両側の電源周波数は、
60Hz に設定されています。コンセ
ントと電源周波数が異なる電気製品
を使用しないでください。誤作動や
故障などの原因になるおそれがあり
ます。電気製品によっては、電源周
波数の切りかえ（50/60Hz）機能が
あるので、車両と電気製品の電源周
波数を同じにしてください。車両側
の電源周波数切りかえが必要な場合
は、レクサス販売店にご相談くださ
い。

●特に電子レンジは使用中に発熱する
おそれがあるため、必ずコンセント
と電源周波数が合っていることを確
認してください。

■非常時給電システムを使用するとき

●コンセントは、照明器具などの電気
製品と直接接続して使用するもので
す。家屋などへ電気を供給する発電
機として使用しないでください。ま
た、家屋などに設置されている非常
時の給電システム（外部電源と接続
ができる専用設備、外部電源からの
供給回路が電力会社からの電気配線
と分離されている設備など）に使用
する場合は、当該システムの製造業
者または販売業者にご相談ください。
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警告

●コンセントの使用中はパーキングブ
レーキをしっかりとかけて、シフト
ポジションを P から切りかえないで
ください。車両が動いて思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

●コンセントの使用中は車両から離れ
ないでください。

●落雷の可能性がある天候のときは給
電を行わないでください。給電中、
雷に気付いたときは給電を停止して
ください。

●車両をカーカバーなどで覆った状態
で使用しないでください。

●暖房器具などの電気製品を使用して
車中に泊まる際は、十分注意してく
ださい。給電システムの自動停止な
どにより、電気製品が意図せず停止
するおそれがあります。

●傾いた場所や坂道などに停めて使用
しないでください。使用中に車両を
移動させたり、傾けたりしないでく
ださい。

●車外にコードを引いて使用する場合
は、次のことに注意してください。

･ 雨水の侵入などに注意する

コンセントに雨水が付着した場合は、
乾燥させてから使用してください。

･ コードを窓やドアで挟まない

･ たるみをもたせ、異常な張りが発生
しないようにする

･ 誤って車両を発進させない

●洗車は行わないでください。

●ボンネットが閉まっていることを確
認してください。また、モーター
ルーム内に顔や手を近付けないでく
ださい。ラジエーター冷却用のファ
ンが急にまわりだすことがあります。
ファンの回転部分にふれたり、近付
いたりすると、手や着衣（特にネク
タイ・スカーフ・マフラーなど）が
巻き込まれるおそれがあります。

●燃えやすいものの近くに停めて使用
しないでください。

●腐食性のガスまたは溶液の発散する
場所では使用しないでください。

注意

■ショートや故障を防ぐために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、正常に作動し
なかったり、車両や電気製品が損傷し
たりするおそれがあります。

●車内のトリムの近くやシートの上な
どで、トースターなどの熱気を出す
電気製品を使用しないでください。
熱により溶損や焼損のおそれがあり
ます。

●振動や熱などに弱い電気製品を車内
で使用しないでください。車両の振
動や、炎天下での駐車時の熱などに
より、電気製品が故障したりするお
それがあります。

●コンセントを使用しないときは、フ
タを閉めてください。
コンセントに異物が入ったり、飲料
水などがかかったりすると、故障や
ショートのおそれがあります。
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正しい手順に従って作業しても給電
が開始されない場合は、それぞれ次
の事項をご確認ください。

■ 非常時給電システムが使用できな
い

注意

■非常時給電システムを使用したあと、
走行させるとき

非常時給電モードを停止してから EV
システムを始動してください。

正常に非常時給電システムが使
用できないとき

考えられる原因 対処法

ブレーキペダルを
踏みながらパワー
スイッチを操作し
ている

ブレーキペダルか
ら足を離してパ
ワースイッチを操
作してください。

パワースイッチが
ACC になっている

パワースイッチが
OFF の状態から、
ブレーキペダルを
踏まずに、パワー
スイッチをON に
してください。
（P.216）

マルチインフォ
メーションディス
プレイに“パワー 
ON”と表示されて
いることを確認し
てください。

AC100V スイッチ
を押す間隔が長す
ぎる、または
AC100V スイッチ
を 3 回よりも多く
押している

AC100V スイッチ
は 1 秒以上間隔を
あけずに 3 回連続
で押してください。

特に外気温が高い
ときなど、駆動用
電池が高温になっ
ている

車両を日陰などへ
移動したり、エア
コンを使用するな
どして車内温度を
下げ、しばらくし
てから、パワース
イッチをOFF に
し、はじめから操
作をやり直してく
ださい。

特に外気温が低い
ときなど、駆動用
電池が低温になっ
ている

しばらく走行した
り、エアコンを使
用するなどして車
内温度を上げ、し
ばらくしてから、
パワースイッチを
OFF にし、はじめ
から操作をやり直
してください。

電気製品が作動し
ない

電気製品の電源プ
ラグを抜き、製品
自体が故障してい
ないかを確認後、
パワースイッチを
OFF にし、はじめ
から操作をやり直
してください。電
気製品の取扱説明
書を確認してくだ
さい。

考えられる原因 対処法
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メッセージの指示に従って、それぞ
れ必要な処置を行ってください。

■ “駆動用電池の残量低下により給
電停止しました”が表示された
ときは

以上の処置を行っても非常時給電シ
ステムが使用できない場合は、
レクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

消費電力の合計が
1500W を超えて
いる

電気製品の電源プ
ラグを抜き、消費
電力の合計が
1500W 以下に
なっているかを確
認後、パワース
イッチをOFF に
し、はじめから操
作をやり直してく
ださい。

コンセントが
ショートしている

電気製品の電源プ
ラグを抜き、下記
項目を確認後、パ
ワースイッチを
OFF にし、はじめ
から操作をやり直
してください。

･ ピンなどの異物
が挿さっていな
いか

･ 飲料水、雨水、
雪などが付着し
ていないか

･ ほこりやゴミが
付着していない
か

非常時給電に関するメッセージ
が表示されたとき

考えられる原因 対処法

考えられる原因 対処法

駆動用電池の残量
が少なくなった

駆動用電池を充電
後、再度非常時給
電システムを起動
することが可能に
なります。
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7-1. お手入れのしかた

● 水を十分かけながら、車体・足ま
わり・下まわりの順番に上から下
へ汚れを洗い落とす

● 車体はスポンジやセーム皮のよう
なやわらかいもので洗う

● 汚れがひどいときはカーシャン
プーを使用し、水で十分洗い流す

● 水をふき取る

● 水のはじきが悪くなったときは、
ワックスがけを行う

ボデーの表面の汚れを落としても水が玉
状にならないときは、車体の温度が冷え
ているときにワックスをかける。（およそ
体温以下を目安としてください）

なお、ボデーコート・ホイールコート・
ガラスコートなど、レクサスケミカル商
品を施工された場合は、お手入れ方法が
異なります。詳しくはレクサス販売店に
お問い合わせください。

知識

■セルフリストアリングコートについて

お車のボデーには、洗車などによる小さ
なすり傷を自然に復元する、傷付きにく
い塗装を使用しています。

●新車時から 5～ 8年のあいだ、効果が持
続します。

●傷が復元するまでの時間は、傷の深さ
や周囲の温度により変化します。
なお、お湯をかけて塗装を暖めると、
復元するまでの時間が短くなる場合が

あります。

●鍵や硬貨などによる深い傷は復元でき
ません。

●成分にコンパウンド（磨き粉）が含ま
れるワックス類は使用しないでくださ
い。

■自動洗車機を使うときは

●お車を洗う前に：
･ ドアミラーを格納する
･ パワーバックドア★を停止する

走行前は必ずドアミラーを復帰状態にも
どしてください。

●ブラシで車体などに傷が付き、塗装を
損なうことがあります。

●洗車機によっては、リヤスポイラーが
引っかかり洗車できない場合や傷付い
たり、破損したりするおそれがありま
す。

●Nポジションに保持したままにする必要
があるときは、P.223 を参照してくだ
さい。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■高圧洗浄機を使うとき

室内に水が入るおそれがあるため、ノズ
ルの先端をドアやガラスの開閉部に近付
けすぎたり、同じ場所に連続してあてた
りしないでください。

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムについて

●電子キーを携帯して洗車などで水をド
アハンドルにかけた場合、施錠・解錠
動作をくり返すことがあります。その
場合は次のような処置をして、洗車な
どをしてください。

･ 電子キーを車両から 2m 以上離れた場
所に保管する

（電子キーの盗難に注意してください）
･ 電子キーを節電モードに設定し、ス

外装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあった
適切な方法で実施してください。

手入れの作業要領
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マートエントリー＆スタートシステム
の作動を停止する（P.186）

●洗車機での洗車中にキーが車内にある
と、水がドアハンドルにかかったとき
に、車外のブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに“車室
内にキーがあります”が表示されるこ
とがあります。全てのドアを施錠する
と警報は止まります。

■ホイール・ホイールキャップについて

●中性洗剤を使用し、早めに汚れを落と
してください。

●洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流してください。

●塗装の損傷を防ぐため、次のことを必
ずお守りください。

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない

･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

■ブレーキパッドやディスクローターに
ついて

水に濡れた状態のまま駐車しておくと、
錆びて貼り付くことがあります。洗車後
は低速で走行し、ブレーキを数回かけて
乾燥させてから駐車してください。

■バンパーについて

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにし
てください。

■フロントドアガラスの撥水コーティン
グについて

撥水効果を長持ちさせるため、次のこと
に注意してください。

●フロントドアガラス表面の泥などの汚
れを落とす

●汚れは早めにやわらかい湿った布など
で清掃する

●コンパウンド（磨き粉）が入ったガラ

スクリーナーやワックスを使用しない

●金属製の道具で霜取りをしない

■メッキ部品のお手入れについて

メッキ部品の汚れが落ちにくい場合は、
次の方法でお手入れをしてください。

●中性洗剤を水で約5％に薄めてやわらか
い布に含ませふき取る

●乾いたやわらかい布で表面の水分をふ
き取る

●油分を含んだ汚れはアルコール系
ウェットティッシュなどで油を浮かせ
てからふき取る

警告

■洗車をするときは

モータールーム内に水をかけないでく
ださい。
電気部品などに水がかかると、車両火
災につながるおそれがあり危険です。

■フロントウインドウガラスを清掃す
るときは

ワイパースイッチを OFF にしてくださ
い。AUTOモードになっていると、次
のようなときにワイパーが不意に作動
し、指などを挟み重大な傷害を受けた
り、ワイパーブレードなどを損傷する
おそれがあります。

OFF

AUTO

●雨滴センサー上部のフロントウイン
ドウガラスに手でふれたとき

A

B
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警告

●水分を含んだ布などを雨滴センサー
に近付けたとき

●フロントウインドウガラスに衝撃を
与えたとき

●車内から雨滴センサー本体にふれる
などして衝撃を与えたとき

■リヤバンパー・フロントバンパーに
ついて

リヤバンパーまたはフロントバンパー
の塗装に傷が付くと、次のシステムが
正常に作動しなくなるおそれがありま
す。レクサス販売店にご相談ください。

●Lexus Safety System +

●BSM

●後方車両への接近警報

●RCTA

●安心降車アシスト

●PKSB

●クリアランスソナー

注意

■塗装の劣化や車体・部品（ホイール
など）の腐食を防ぐために

●次のような場合は、ただちに洗車し
てください。

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行し
たあと

･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふ
ん・虫の死がいなどが付着したとき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学
物質などの降下が多い場所を走行し
たあと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有
機溶剤が付着したとき

●塗装に傷が付いた場合は、早めに補
修してください。

●ホイール保管時は、腐食を防ぐため
によごれを落とし、湿気の少ない場
所へ保管してください。

■ランプの清掃

●注意して洗ってください。有機溶剤
や硬いブラシは使用しないでくださ
い。
ランプを損傷させるおそれがありま
す。

●ランプにワックスがけを行わないで
ください。
レンズを損傷するおそれがあります。

■自動洗車機を使用するときは

ワイパースイッチを OFF にしてくださ
い。（P.241）
AUTO モードになっていると、不意に
ワイパーが作動してワイパーブレード
などを損傷するおそれがあります。
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● 掃除機などでほこりを取り除き、
水またはぬるま湯を含ませた布で
ふき取る

● 汚れが落ちない場合は、中性洗剤
を水で約1% にうすめてやわらか
い布に含ませふき取る
水を浸した布を固くしぼり、表面
に残った洗剤・水分をふき取る

知識

■カーペットの洗浄について

カーペットは常に乾いた状態を保つこと
をおすすめします。洗浄には、市販の泡
タイプクリーナーがご利用になれます。

スポンジまたはブラシを使用して泡を
カーペットに広げ、円を描くように塗り
込んでください。直接水をかけたりせず、
ふき取ってから乾燥させてください。

■シートベルトの取り扱いについて

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やス
ポンジを使って洗ってください。シート
ベルトのすり切れ・ほつれ・傷などを定
期的に点検してください。

■スーパー UVカットガラスについて

●ドアガラスが汚れているときは、早め
に水またはぬるま湯を含ませた布で軽
くふいて清掃してください。

●ドアガラスの汚れがひどいときは、ド
アガラスの開閉をくり返さないでくだ
さい。

注意

■高圧洗浄機を使用するときは

●洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水を当てないでくださ
い。高い水圧により衝撃が加わり、
装置が正常に作動しなくなるおそれ
があります。

●レーダー専用カバー裏に搭載されて
いるレーダーに直接水をかけないで
ください。部品故障の原因になるお
それがあります。

●ノズルの先端を、下記部品の結合部
やブーツ類（ゴムまたは樹脂製のカ
バー）、コネクタ類に近付けすぎない
でください。
高い水圧がかかることにより、部品
が損傷するおそれがあります。

･ 駆動系部品

･ ステアリング部品

･ サスペンション部品

･ ブレーキ部品

●モール、バンパーなど樹脂部品は変
形、損傷するおそれがあるため、洗
浄ノズルと車体との距離を 30cm 以
上離してください。また、同じ場所
へ連続して水をあてないでください。

●フロントウインドウガラス下部へ連
続して水をあてないでください。エ
アコンの空気取り入れ口があり、エ
アコンが正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

●高圧洗浄機で車両の下まわりを洗浄
しないでください。駆動用電池の中
に水が侵入し、EV システムの不調や
故障の原因になります。

内装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあった
適切な方法で実施してください。

車内の手入れをするには
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警告

■車両への水の浸入

●車内に水をかけたり液体をこぼした
りしないでください。電気部品など
に水がかかると、故障や車両火災に
つながるおそれがあり危険です。

●SRS エアバッグの構成部品や配線を
ぬらさないでください。（P.32）
電気の不具合により、エアバッグが
展開したり、正常に機能しなくなり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●おくだけ充電（ワイヤレス充電器）★

（P.373）をぬらさないでくださ
い。

発熱によるやけど、または感電により
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

■内装の手入れをするときは（特にイ
ンストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを
使用しないでください。インストルメ
ントパネルがフロントウインドウガラ
スへ映り込み、運転者の視界をさまた
げ思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意

■清掃するとき使用する溶剤について

●変色・しみ・塗装はがれの原因にな
るため、次の溶剤は使用しないでく
ださい。

･ シート以外の部分：ベンジン・ガソ
リンなどの有機溶剤や酸性またはア
ルカリ性の溶剤・染色剤・漂白剤

･ シート部分：シンナー・ベンジン・
アルコール・その他のアルカリ性や
酸性の溶剤

●艶出しワックスや艶出しクリーナー
を使用しないでください。インスト
ルメントパネルやその他内装の塗装
のはがれ・溶解・変形の原因になる
おそれがあります。

■床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下にあ
る電気部品に水がかかると、車の故障
の原因になったり、ボデーが錆びるお
それがあります。

■フロントウインドウガラスの内側を
掃除するときは

前方カメラのレンズに、ガラスクリー
ナーが付着しないようにしてください。
また、レンズにはふれないでください。
（P.250）

■リヤウインドウガラスの内側を掃除
するときは

●熱線やアンテナを損傷するおそれが
あるため、ガラスクリーナーなどを
使わず、熱線やアンテナにそって水
またはぬるま湯を含ませた布で軽く
ふいてください。

●熱線やアンテナを引っかいたり、損
傷させないように気を付けてくださ
い。
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● 水で湿らせたやわらかい布または
合成セーム皮で汚れをふき取る

● 乾いたやわらかい布で表面に残っ
た水分を完全にふき取る

知識

■サテン仕上げ金属コーティング部分の
お手入れについて

表面に本物の金属層を使用していますの
で、普段のお手入れが大切です。汚れた
まま長い間放置すると、汚れが落ちにく
くなります。

■ 本革部分の手入れ

● 掃除機などでほこりや砂を取り除
く

● うすめた洗剤をやわらかい布に含
ませ、よごれをふき取る

ウール用の中性洗剤を水で約 5 % にう
すめて使用してください。

● 水を浸した布を固くしぼり、表面
に残った洗剤をふき取る

● 乾いたやわらかい布で表面の水分
をふき取り、風通しのよい日陰で

乾燥させる

■ 合成皮革部分の手入れ

● 掃除機などでほこりを取り除く

● 汚れがついた場合は、柔らかい布
に水を含ませ固くしぼりふき取る

● 水拭きで取れない汚れは、本革
シート用クリーナーを使用しふき
取る

知識

■本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に 2回程度の定
期的なお手入れをおすすめします。

■合成皮革部分の汚れについて

長い間放置し染みついた汚れはふき取り
にくくなるため、定期的にお手入れをお
すすめします。

注意

■スーパー UV カットガラスを清掃す
るときは

ドアガラスを清掃するときは、コンパ
ウンドまたは研磨剤入り用品（ガラス
クリーナー・洗剤・ワックスなど）を
使用しないでください。コーティング
を損傷させるおそれがあります。

サテン仕上げ金属コーティング
部分の手入れをするには

革部分の手入れをするには

注意

■革の傷みを避けるために

皮革の表面の劣化や損傷を避けるため
に次のことをお守りください。

●革に付着したほこりや砂はすぐに取
り除く

●直射日光に長時間さらさないように
する
特に夏場は日陰で車を保管する

●ビニール製・プラスチック製・ワッ
クス含有のものは、車内が高温にな
ると革に張り付くおそれがあるため、
革張りの上に置かない
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1 ボンネット解除レバーを引く

ボンネットが少し浮き上がります。

2 レバーを引き上げてボンネットを
開ける

3 ボンネットステーをステー穴に挿
し込む

ボンネット

ボンネットを開けるには

警告

■走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされてい
ることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボ
ンネットが突然開いて、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■修理・車検・整備点検をする場合は

整備モードに切りかえる必要がありま
すので、必ずレクサス販売店にご相談
ください。高電圧システムを使用して
いるため、取り扱いを誤ると、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

■ボンネットを開けるときは

ボンネットを開ける前にパワースイッ
チを OFF にしてください。作動中の部
品に巻き込まれて重大な傷害を受ける
おそれがあります。特に電動ファンは、
パワースイッチを OFF にしたあとも最
大 3分間作動しますので注意してくだ
さい。
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警告

■モータールーム点検後の確認

モータールーム内に工具や布を置き忘
れていないことを確認してください。
点検や清掃に使用した工具や布などを
モータールーム内に置き忘れていると、
故障の原因になったり、また、モー
タールーム内は高温になるため車両火
災につながるおそれがあり危険です。

■ボンネットを閉めるときは

ボンネットを閉めるときは、手などを
挟まないように注意してください。
重大な傷害を受けるおそれがあり危険
です。

■ボンネットステーをステー穴に挿し
込んだあとは

ボンネットが頭や体の上に落ちてこな
いように、正しく挿し込まれているか
確認してください。

■補機バッテリーの取り扱いについて

P.475

注意

■ボンネットへの損傷を防ぐために

ボンネットを閉めるときは、体重をか
けるなどして強く押さないでください。
ボンネットがへこむおそれがあります。

■ボンネットを閉めるときは

ボンネットステーをステー穴から取り
はずし、クリップに正しくもどしてく
ださい。

ステーを正しくもどさない状態でボン
ネットを閉めると、ボンネットやス
テーが損傷するおそれがあります。
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■ フロント側

■ リヤ側ガレージジャッキ

ガレージジャッキを使用するとき
は、ガレージジャッキに付属の取
り扱い説明書に従って、安全に作
業してください。

ガレージジャッキを使用して車両
を持ち上げるときは、正しい位置
にガレージジャッキをセットして
ください。
正しい位置にセットしないと、車
両が損傷したり、けがをしたりす
るおそれがあります。

ジャッキポイントの位置を確認
する
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ウォッシャー液が出なかったり、マ
ルチインフォメーションディスプレ
イに“ウォッシャー液を補充してく
ださい”が表示されたら、ウォッ
シャー液を補充する

タイヤは次の項目を点検してくださ
い。
点検方法は別冊「メンテナンスノー
ト」を参照してください。

● タイヤ空気圧

空気圧の点検は、タイヤが冷えていると
きに行ってください。

● タイヤの亀裂・損傷の有無

● タイヤの溝の深さ

● タイヤの異常摩耗（極端にタイヤ
の片側のみが摩耗していたり、摩
耗程度が他のタイヤと著しく異な
るなど）の有無

知識

■タイヤ空気圧の数値

215/60R17 96H

前輪：250kPa（2.5kg/cm2）※

後輪：250kPa（2.5kg/cm2）※

225/50R18 95V

前輪：230kPa（2.3kg/cm2）※

後輪：230kPa（2.3kg/cm2）※

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイ
ヤ空気圧ラベルで確認することができま

ウォッシャー液の補充

補充するには

警告

■ウォッシャー液を補充するとき

EV システムが熱いときや EV システム
作動中は、ウォッシャー液を補充しな
いでください。ウォッシャー液にはア
ルコール成分が含まれているため、EV
システムなどにかかると出火するおそ
れがあり危険です。

注意

■ウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん
水や不凍液などを入れないでください。
塗装にしみが付くことや、ポンプが故
障してウォッシャー液が出なくなるお
それがあります。

■ウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。
水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温
度を参考にしてください。

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付け
られています。日常点検として必
ずタイヤを点検してください。
タイヤの摩耗を均等にし寿命をの
ばすために、タイヤローテーショ
ン（タイヤ位置交換）を
5,000kmごとに行ってください。

タイヤの点検項目



408 7-2. 簡単な点検・部品交換

す。
※タイヤが冷えているときの空気圧

■タイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取
り付けナットを交換するときは、
レクサス販売店にご相談ください。

■タイヤの交換について

お客様の車には、タイヤ交換に使用する
次の工具とジャッキが搭載されていない
ことがあります。その場合、タイヤを交
換するときは、工具とジャッキを購入し
てください。工具とジャッキはレクサス
販売店で購入することができます。

●輪止め

●ホイールナットレンチ

●ジャッキ

●ジャッキハンドル

警告

■点検・交換時に警告

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●タイヤはすべて同一メーカー・同一
銘柄・同一トレッドパターンで、摩
耗差のないタイヤを使用する

●メーカー指定サイズ以外のタイヤや
ホイールを使用しない

●ラジアルタイヤ・バイアスベルテッ
ドタイヤ・バイアスプライタイヤを
混在使用しない

●サマータイヤ・オールシーズンタイ
ヤ・冬用タイヤを混在使用しない

●他の車両で使用していたタイヤを使
用しない
以前どのように使用されていたか不
明のタイヤは使用しない

■異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着して
いると、走行時にハンドルをとられた
り、異常な振動を感じることがありま
す。また、次のような事態になり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

●破裂などの修理できない損傷を与え
る

●車両が横すべりする

●車両の本来の性能（電費・車両の安
定性・制動距離など）が発揮されな
い

■異常があるホイールの使用禁止

亀裂や変形などがあるホイールは使用
しないでください。
走行中にタイヤの空気が抜けて、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

注意

■走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。
タイヤまたはホイールが損傷すること
があります。
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図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿命
をのばすために、レクサスは定期点
検ごとのタイヤローテーションをお
すすめします。

タイヤローテーション後は、タイヤ空気
圧警報システムの初期化を確実に行って
ください。

知識

■タイヤローテーションを行うとき

必ずパワースイッチがOFF の状態で行っ
てください。ONのままタイヤローテー
ションを行うと、タイヤ位置情報が更新
されません。
誤ってそのような状態になってしまった
ときは、パワースイッチをいったんOFF
にしてから再度 ONにするか、タイヤ空

気圧が正しく調整されていることを確認
した上で、初期化操作を行ってください。

ディスクホイールに装着された空気
圧バルブ、および送信機が一定周期
ごとに各輪のタイヤ空気圧を監視し、
タイヤの空気圧の低下を早期に知ら
せるタイヤ空気圧警報システムが付
いています。

● タイヤ空気圧警報システムは状況
に応じて2 種類の警報とタイヤ空
気圧警告灯、ブザーでお知らせを
します。（P.442）

 マルチインフォメーションディス
プレイ

 センターディスプレイ

● マルチインフォメーションディス
プレイに“空気圧を調整してく
ださい”が表示されたとき

通常の使用によって、タイヤの空気圧が

注意

■悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するとき
は注意してください。

タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッ
ション作用が低下します。また、タイ
ヤ・ホイール・車体などの部品も損傷
するおそれがあります。

タイヤローテーションをするに
は

タイヤ空気圧警報システム
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低下した場合に表示されます。

● マルチインフォメーションディス
プレイに“すみやかに安全な場
所でタイヤ点検”が表示された
とき

急激にタイヤの空気圧が低下した場合に
表示されます。

ただし、このシステムはパンク等を検出
できない場合があります。

● タイヤ空気圧警報システムが検知
した空気圧をセンターディスプレ
イに表示できます。（P.154）

知識

■タイヤ空気圧警報システムについて

タイヤ空気圧警報システムは、日常点検
の代用ではありません。
日常点検として必ずタイヤを点検してく
ださい。
タイヤの点検方法は、別冊「メンテナン
スノート」を参照してください。

■タイヤ空気圧表示について

●パワースイッチを ONにしたあと、空気
圧が表示されるまで約 3分かかります。
また、空気圧が調節された場合も、表
示が更新されるまで約 3分かかります。

●タイヤ空気圧は温度によって変化しま
す。また、表示された空気圧は、空気
圧計で測定した数値と異なる場合があ
ります。

■タイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれのある状況

●次の場合は、タイヤ空気圧警報システ
ムが正しく作動しない場合があります。

･ 純正ホイール以外を使用したとき
･ 純正装着タイヤ以外に交換したとき
･ 指定サイズ以外のタイヤに交換したと
き

･ タイヤチェーンなどを装着していると

き
･ 中子式ランフラットタイヤを装着して
いるとき

･ 電波を遮断するフィルムがウインドウ
に貼り付けられているとき

･ 車両（特にホイール・ホイールハウス
の周辺）に多くの雪や氷などが付着し
ているとき

･ タイヤ空気圧が指定空気圧より極端に
高いとき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機を搭
載していないホイールを使用している
とき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機の ID
がタイヤ空気圧警報コンピューターに
登録されていないとき

●次の場合は正しい性能が確保できない
場合があります。

･ 近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港など、強い電波やノイズの発生す
る場所にいるとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器が車両付近にある
とき

電波状況によってタイヤ位置情報が正し
く表示されない場合は、走行して電波状
況がかわることで正しく表示されること
があります。

●停車時は警報開始・警報解除までの時
間が長くなる場合があります。

●タイヤが破裂（バースト）したときな
ど、空気圧が急激に低下したときは、
警報できない場合があります。

タイヤやホイールを交換するときは、
付けかえたホイールにも空気圧バル
ブ／送信機を装着してください。

バルブ／送信機を装着する場合は、専用

空気圧バルブ／送信機の装着に
ついて
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の ID コードをコンピューターに登録す
る必要があります。（P.414）

知識

■ホイールごとタイヤを交換するとき

タイヤ空気圧バルブ／送信機の ID コード
が登録されていないと、タイヤ空気圧警
報システムは正しく作動しません。その
場合、約 10 分走行したあとシステム異
常となり、タイヤ空気圧警告灯が約 1分
間点滅、その後点灯します。

■ タイヤ位置の登録が必要なとき

タイヤローテーションを行ったとき
は、タイヤの位置を登録する必要が
あります。

お客様自身でタイヤ位置を登録する
ことができます。適度に右左折もし
ながら、直進走行をすることでタイ
ヤ位置は登録されますが、走行条件
や走行環境によっては、登録が完了
するまでに時間がかかる場合があり
ます。

■ タイヤ位置の登録のしかた

1 車を安全な場所に駐車し、15分
以上 EVシステムを停止する

2 EV システムを始動する

車両が動いているときは、タイヤ位置の
登録操作はできません。

3 センターディスプレイの を選

択する

4 “車両カスタマイズ”を選択す
る

5 “タイヤ空気圧”を選択する

6 “タイヤローテーション”を選
択する

7 “OK”を選択する

マルチインフォメーションディスプレイ
にタイヤ位置登録中のメッセージが表示
されます。タイヤ空気圧表示が“---”
になり、タイヤの位置判定を開始します。

注意

■タイヤ・ホイール・空気圧バルブ／
送信機・バルブキャップの修理・交
換

●タイヤをホイールから脱着する際は、
空気圧バルブ／送信機が損傷しない
よう注意してください。脱着手順の
詳細は、レクサス販売店へご相談く
ださい。

●レクサス指定の純正ホイールを使用
してください。
レクサス指定の純正ホイール以外を
使用すると、空気圧警報システムが
正しく作動しないおそれがあります。

●ホイールを交換したときは、空気圧
バルブ／送信機を装着してください。
空気圧バルブ／送信機が装着されて
いないと、タイヤ空気圧警告灯が消
灯しません。

●バルブキャップを必ず取り付けてく
ださい。バルブキャップをはずして
いると、水が浸入してバルブが固着
する場合があります。

●バルブキャップを交換するときは、
指定以外のバルブキャップを使用し
ないでください。バルブキャップが
固着するおそれがあります。

■パンク修理剤を使用したとき

空気圧が正確に計測できなくなること
があります。できるだけ早くレクサス
販売店で点検を受け、空気圧バルブ／
送信機を交換してください。

タイヤ位置を登録するには
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8 約40km/h 以上で適度に右左折
や直進をしながら約10～ 30分
走行する

タイヤの位置判定が完了するとマルチイ
ンフォメーションディスプレイに各タイ
ヤの空気圧の表示と登録完了のメッセー
ジが表示され、タイヤ位置の登録が完了
します。

約 40km/h 以上を維持できない場合でも
長時間運転すると登録は完了しますが、
1時間以上走行しても登録ができない場
合は、パワースイッチは ON のまま、安
全な場所に約 15分以上停車したあと、
再度走行し直して下さい。

知識

■タイヤ位置を登録するとき

●通常は約 30分以内の走行で登録が完了
します。

●車速が約40km/h以上のときに行われま
す。

■タイヤ位置登録の操作について

●タイヤ位置登録中にパワースイッチを
OFF にしてしまった場合は、次回 ON
にしたとき、自動的にタイヤ位置判定
処理が再開されるため、あらためて登
録し直す必要はありません。

●タイヤ位置判定中にタイヤ空気圧が表
示されない場合でも、空気圧低下時は
タイヤ空気圧警告灯が点灯します。

■タイヤ位置登録がうまくいかないとき

●次の場合は、タイヤ位置の登録に時間
がかかる場合や、登録ができない場合
があります。

･ 約 40km/h 以上で走行していない
･ 未舗装の場所を走行した

●1時間以上走行しても登録が完了できな
い場合は、安全な場所に約 15分以上
停車したあと、再度走行し直してくだ
さい。

●タイヤ位置登録中に車を後退させると、
それまでのデータがリセットされるた
め、再度走行し直してください。

■ タイヤ空気圧の設定が必要なとき

次のような場合は、タイヤの空気圧
をタイヤ空気圧警報システムに設定
する必要があります。

● 指定空気圧が複数ある場合に、タ
イヤの指定空気圧を変更したとき

● タイヤのサイズを変更するなどし
て、タイヤの設定空気圧を変更し
たとき

タイヤ空気圧を指定空気圧に調整し
ている場合は、指定空気圧の値を選
択して設定します。（P.412）

指定サイズ以外のタイヤの使用など
により、タイヤ空気圧が指定空気圧
以外の場合は、現在の空気圧で設定
します。必ず空気圧を適切な値に調
整してから設定操作をしてください。
タイヤ空気圧警報システムは、この
空気圧を基準として作動します。
（P.413）

■ 指定空気圧での設定のしかた

1 EV システムを始動する

車両が動いているときは、空気圧は設定
できません。

2 センターディスプレイの を選
択する

3 “車両カスタマイズ”を選択す
る

4 “タイヤ空気圧”を選択する

5 “指定空気圧設定”を選択し、
フロントタイヤとリヤタイヤの空
気圧を選択する

タイヤの空気圧を設定するには
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6 “OK”を選択する

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり 3回点滅
します。

空気圧の設定が完了するとマルチイン
フォメーションディスプレイに設定完了
のメッセージが表示されます。

■ 現在の空気圧での設定のしかた

1 タイヤの空気圧を適切な値に調整
する

タイヤ空気圧の調整はタイヤが冷えた状
態で行ってください。

2 EV システムを始動する

車両が動いているときは、空気圧は設定
できません。

3 センターディスプレイの を選

択する

4 “車両カスタマイズ”を選択す
る

5 “タイヤ空気圧”を選択する

6 “現在の空気圧を設定”を選択
する

7 “継続”を選択する

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり 3回点滅
し、マルチインフォメーションディスプ
レイに設定中のメッセージが表示されま
す。

空気圧の設定が完了するとマルチイン
フォメーションディスプレイに設定完了

のメッセージが表示されます。

知識

■タイヤ空気圧警報システムの警報精度
について（現在の空気圧で設定すると
き）

●現在の空気圧で設定する場合、タイヤ
空気圧警報システムの警報精度は、空
気圧設定を実施したときの状況によっ
て異なります。このため、空気圧がわ
ずかに低下している場合や、空気圧設
定したときより高い空気圧の場合でも
警報することがあります。

●必ず空気圧を調整した上で、現在の空
気圧で設定を実施してください。なお、
空気圧の調整および設定操作は、タイ
ヤが冷えた状態で行ってください。

■空気圧設定の操作について（現在の空
気圧で設定するとき）

●空気圧設定中にパワースイッチを OFF
にしてしまった場合は、次回 ONにし
たとき、自動的に設定処理が再開され
るため、あらためて設定し直す必要は
ありません。

●空気圧設定の必要がない状態で誤って
現在の空気圧で設定の操作を行ってし
まったときは、タイヤが冷えている状
態で指定空気圧に調整し、再度指定空
気圧で設定もしくは、現在の空気圧で
設定で空気圧設定操作を行ってくださ
い。
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■タイヤ空気圧の設定がうまくいかない
とき

●現在の空気圧で設定をする場合、通常
約 3分で終了します。

●空気圧設定操作時に警告灯が3回点滅し
ない場合、設定が開始されていないお
それがありますので、設定手順を最初
からやり直してください。

●上記の方法でも空気圧を設定できない
場合は、レクサス販売店にご相談くだ
さい。

■ ID コード登録が必要なとき

タイヤ空気圧バルブ／送信機には固
有の ID コードが設定されているた
め、新しいバルブ／送信機を装着し
たときは、車両のコンピューターに
ID コードを登録する必要がありま
す。

■ ID コードの登録のしかた

登録操作を行う前に、車両の近くに
タイヤ空気圧バルブ／送信機を装着
したホイールがないことを確認して
ください。

1 車を安全な場所に駐車し、15分
以上 EVシステムを停止する

2 EV システムを始動する

車両が動いているときは、ID コードの登

録操作ができません。

3 センターディスプレイの を選
択する

4 “車両カスタマイズ”を選択す
る

5 “タイヤ空気圧”を選択する

6 セット選択に表示されているセッ
ト（“セット1”または“セッ
ト2”）を確認する

表示されているセットに ID コードを登
録します。
登録するセットを変更したい場合は、表
示されているセットをタッチし、登録し
たいセットを選択します。

すでに ID コードが登録されているとき
は、タイヤ空気圧警告灯がゆっくり 3回
点滅し、マルチインフォメーションディ
スプレイに切りかえ中のメッセージが表
示されます。

7 “新規タイヤ登録”を選択する

8 “OK”を選択する

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり 3回点滅
し、マルチインフォメーションディスプ
レイに登録中のメッセージが表示されま
す。ID コードの切りかえが中止され、登
録を開始します。

ID コードの登録が開始すると、タイヤ空
気圧警告灯が約 1分間点滅したあと点灯
します。また、登録中はマルチインフォ
メーションディスプレイのタイヤ空気圧

警告

■現在の空気圧で設定するとき

必ず空気圧を適切な値に調整してから
設定操作をしてください。お守りいた
だかないと、タイヤ空気圧が低下して
もタイヤ空気圧警告灯が点灯しない、
または適切な空気圧でもタイヤ空気圧
警告灯が点灯してしまうことがありま
す。

ID コードを登録するには
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表示が“---”になります。

9 約40km/h 以上で適度に右左折
や直進をしながら約10～ 30分
走行する

登録が完了すると、タイヤ空気圧警告灯
が消灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイに登録完了のメッセージが
表示されます。

約 40km/h 以上を維持できない場合でも
時間をかけることにより登録は完了しま
すが、1時間以上走行しても登録できな
い場合は、最初からやり直してください。

10異なる空気圧に調整されているタ
イヤを取り付けた場合は、タイヤ
空気圧警報システムにタイヤ空気
圧を設定する（P.412）

同じ空気圧に調整されている場合は、空
気圧を設定する必要はありません。

知識

■ ID コードの登録をするとき

●通常は約 30分以内の走行で登録が完了
します。

●車速が約40km/h以上のときに行われま
す。

● ID コードはお客様自身で登録すること
ができます。適度に右左折もしながら、
直進走行をすることで登録されますが、
走行条件や走行環境によっては、登録
が完了するまでに時間がかかる場合が
あります。

●すでに ID コードの登録がされているタ
イヤセットを使用する場合は、ID 切り
かえを行うと短い時間で切りかえるこ
とができます。（P.416）

■ ID コードの登録がうまくいかないとき

●次の場合は、ID コードの登録に時間が
かかる場合や、登録できない場合があ
ります。

･ 走行前に約 15分以上駐車していない
･ 約 40km/h 以上で走行していない
･ 未舗装の場所を走行した
･ 他車と併走し、自車のセンサーと他車
のセンサーが判別できない

･ タイヤ空気圧バルブ／送信機を装着し
たホイールが車内や車両の近くにある

●登録中に車を後退させると、それまで
のデータがリセットされるため、再度
走行し直してください。

●1時間以上走行しても登録できない場合
は、ID コードの登録手順を最初からや
り直してください。

●登録操作時に警告灯が点滅しない場合、
ID コードが登録されていないおそれが
ありますので、登録手順を最初からや
り直してください。

●上記の方法でも ID コードを登録できな
い場合は、レクサス販売店にご依頼く
ださい。

ID コードの登録を中止するには、セ
ンターディスプレイの“新規タイヤ
登録”を再度選択します。

IDコードの登録を中止すると、タイヤ空
気圧警告灯が消灯します。

タイヤ空気圧警告灯が消灯しないときは、
ID コードの登録が正常に中止できていま
せん。正しく中止するためには、再
度、“新規タイヤ登録”を選択し、警

ID コードの登録を中止するに
は
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告灯が消灯することを確認してください。

この車両は 2セット分の ID コード
を登録することができるタイヤ空気
圧警報システムが備わっています。
通常使用するタイヤと冬用タイヤの
2セットを登録しておくと便利です。

● この機能は2セット目（セット2）
のタイヤを登録してある場合の
み、切りかえをすることができま
す。セット2のタイヤが登録され
ていない場合、“セット2（未登
録）”と表示され、選択しても切
りかえはできません。

IDコードの登録はお客様自身で登録する
ことができます。（P.414）

● ID コードを登録したときのセット
でタイヤの交換をしたときのみ切
りかえをすることができます。他
のセットの ID コードを混在させ
た場合は作動しません。

● ID コード登録中は、正常に ID コー
ドの切りかえができないおそれが
あります。IDコードの登録を中止
してから切りかえを行ってくださ
い。

■ ID コードの切りかえかた

1 切りかえをしたいタイヤセットに
交換する

2 センターディスプレイの を選
択する

3 “車両カスタマイズ”を選択す
る

4 “タイヤ空気圧”を選択する

5 セット選択に表示されているセッ
ト（“セット1”または“セッ
ト2”）を選択する

6 登録したいセットを選択
し、“OK”を選択する

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり 3回点滅
し、切りかえ中のメッセージが表示され、
ID コードの切りかえを開始します。

ID コードの切りかえが開始すると、タイ
ヤ空気圧警告灯が約 1分間点滅したあと
点灯します。また、切りかえ中はマルチ
インフォメーションディスプレイのタイ
ヤ空気圧表示が“---”になります。

約 2分後に ID コードの切りかえが完了
し、タイヤ空気圧警告灯が消灯して、マ
ルチインフォメーションに登録完了の
メッセージが表示されます。

約 4分経過しても切りかえが完了しない
場合は、切りかえが完了しないメッセー
ジが表示されます。
装着しているタイヤセットを確認して、
切りかえ手順を最初からやり直してくだ
さい。

7 異なる空気圧に調整されているタ
イヤを取り付けた場合は、タイヤ
空気圧警報システムにタイヤ空気
圧を設定する（P.412）

同じ空気圧に調整されている場合は、空
気圧を設定する必要はありません。

8 タイヤの位置を登録する
（P.411）

ID コードを切りかえるには
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● 地面が固く平らで安全な場所に移
動する

● パーキングブレーキをかける

● シフトポジションを Pにする

● EVシステムを停止する

● 非常点滅灯を点滅させる
（P.433）

知識

■工具について

お客様の車にはタイヤパンク応急修理
キットが標準装着のため、タイヤ交換に
使用する以下の工具は搭載されていませ
ん。工具はレクサス販売店で購入するこ
とができます。

●輪止め

●ホイールナットレンチ

●ジャッキ

●ジャッキハンドル

けん引フック

ジャッキ※／ジャッキハンドル※／ホイールナットレンチ※

※工具とジャッキは、レクサス販売店で購入することができます。

タイヤの交換

ご自身でタイヤを交換するときは、
工具とジャッキをご準備ください。
ご自身でのタイヤの交換に不安が
ある場合は、レクサス販売店にご
相談ください。

ジャッキで車体を持ち上げる前
に

工具の位置

A

B
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1 輪止め※をする

※輪止めは、レクサス販売店で購入する
ことができます。

2 ナットを少し（約1回転）ゆる
める

警告

■ジャッキの使用について

次のことをお守りください。
ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落
下して重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●ジャッキはタイヤ交換・タイヤ
チェーン取り付け・取りはずし以外
の目的で使用しない

●他の車のジャッキをお客様の車に使
用しない

●ジャッキはジャッキセット位置に正
しくかける

●ジャッキで支えられている車の下に
体を入れない

●車がジャッキで支えられている状態
で、EVシステムを始動したり車を走
らせない

●車内に人を乗せたまま車を持ち上げ
ない

●車を持ち上げるときは、ジャッキの
上または下にものを置かない

●車を持ち上げるときは、タイヤ交換
できる高さ以上に上げない

●車の下にもぐり込んで作業する場合
は、ジャッキスタンドを使用する

●車を下げるときは、周囲に人がいな
いことを確認し、人がいるときは声
をかけてから下げる

タイヤの取りはずし

交換するタ
イヤ

輪止めの位置

左前輪 右側後輪うしろ

右前輪 左側後輪うしろ

左後輪 右側前輪前

右後輪 左側前輪前
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3 ジャッキの 部を手でまわして、

ジャッキの溝をジャッキセット位
置にしっかりかける

4 ジャッキハンドルにホイールナッ
トレンチを取り付ける

5 タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

6 ナットすべてを取りはずし、タイ
ヤを取りはずす

タイヤを直接地面に置くときは、ホイー
ルの表面に傷が付かないよう表面を上に

します。A

警告

■タイヤ交換について

●走行直後、ディスクホイールやブ
レーキまわりなどにはふれないでく
ださい
走行直後のディスクホイールやブ
レーキまわりは高温になっているた
め、タイヤ交換などで手や足などが
ふれると、やけどをするおそれがあ
ります。
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1 ホイール接触面の汚れをふき取る

ホイール接触面が汚れていると、走行中
にナットがゆるみ、タイヤがはずれるお
それがあります。

2 タイヤを取り付け、タイヤががた
つかない程度まで手でナットを仮
締めする

ナットの座金がホイールにあたるまでま
わす

ホイール

座金

警告

●次のことをお守りいただかないと
ナットがゆるみ、ホイールがはずれ
落ち、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

･ ねじ部にオイルやグリースを塗らな
い
ナットを締めるときに必要以上に締
め付けられ、ボルトが破損したり、
ディスクホイールが損傷するおそれ
があります。ナットを取り付けると
きにオイルやグリースがねじ部に付
いている場合はふき取ってください。

･ タイヤを交換したあとは、速やかに
締め付けトルクを確認してください。
お客様ご自身で締め付けトルクの確
認ができない場合は、レクサス販売
店で点検を受けてください。

･ タイヤの取り付けには、使用してい
るホイール専用のナットを使用する

･ ボルトやナットのねじ部や、ホイー
ルのボルト穴につぶれや亀裂などの
異常がある場合は、レクサス販売店
で点検を受ける

■パワーバックドア装着車のタイヤ交
換について

タイヤ交換などをする際は、パワー
バックドアの作動（P.184）を停止
してください。停止しないと、誤って
パワーバックドアを作動させたときに
バックドアが動き、指や手を挟んでけ
がをするおそれがあります。

注意

■タイヤ・ホイール・空気圧バルブ／
送信機・バルブキャップの修理・交
換

P.411

タイヤの取りつけ

A

B
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3 車体を下げる

4 ホイールナットレンチを使用し、
図の番号順でナットを2、3度
しっかり締め付ける

締め付けトルク：
103N・m（1050kgf・cm）

5 すべての工具を収納する

知識

■タイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧で
走行すると、次のようなことが起こる場
合があります。

●電費の悪化

●乗り心地や操縦安定性の低下

●摩耗によるタイヤ寿命の低下

●安全性の低下

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場合
は、レクサス販売店でタイヤの点検を受
けてください。

■タイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のことを
お守りください。

●タイヤが冷えているときに点検する

●タイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正か
どうか判断できません。

●走行後はタイヤの発熱により空気圧が
高くなります。異常ではありませんの
で減圧しないでください。

●荷物を積んだり、多人数で乗車すると
きは荷重を不均等にかけないようにす
る

タイヤ空気圧について

タイヤの空気圧を適正に維持する
ために、タイヤの空気圧点検を月
に1回以上実施してください。



422 7-2. 簡単な点検・部品交換

1 パワースイッチをOFFにする

充電コネクターが接続されていないこと
を確認してください。

2 グローブボックスを開け、仕切り
板をはずす（P.364）

3 パネルを取りはずす

4 フィルターカバーのロックをはず

し（ ）、ツメからフィルターカ

バーを抜き（ ）、フィルターカ

バーを取りはずす

警告

■タイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。

タイヤ空気圧が適正に保たれていない
と、次のようなことが起こるおそれが
あり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●過度の摩耗

●偏摩耗

●操縦安定性の低下

●タイヤの過熱による破裂

●タイヤとホイールのあいだからの空
気もれ

●ホイールの変形、タイヤの損傷

●走行時にタイヤが損傷する可能性の
増大（路上障害物、道路のつなぎ目
や段差など）

注意

■タイヤ空気圧の点検・調整をしたあ
とは

タイヤのバルブキャップを確実に取り
付けてください。

バルブキャップをはずしていると、ほ
こりや水分がバルブに入り空気がもれ、
タイヤの空気圧が低下するおそれがあ
ります。

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただく
ために、エアコンフィルターを定
期的に交換してください。

交換するには

A

B
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5 フィルターケースを取りはずす

6 フィルターケースからフィルター
を取りはずし、新しいフィルター
と交換する

“  UP”マークの矢印が上を向くよ

うに取り付けます。

知識

■エアコンフィルターの交換について

エアコンフィルターは下記の時期を目安
に交換してください。

15000km［7500km※1］ごと、ただし

12ヶ月をこえないこと※2

※1大都市や寒冷地など、交通量や粉じん
の多い地区

※2芳香剤などの使用により脱臭寿命が著
しく低下する場合があります。エアコ
ンの臭いが気になりだしたらフィル
ターを交換してください。

■エアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられますの

で、フィルターを交換してください。

警告

充電コネクターが接続されていないこ
とを確認してください。お守りいただ
かないと、作業中に駆動用電池冷却
（P.85）などにより、エアコンが作
動する場合があります、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

注意

■エアコンを使用するときの注意

●フィルターを装着せずにエアコンを
使用すると、故障の原因になること
があります。必ずフィルターを装着
してください。

●フィルターは、交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はし
ないでください。

■フィルターカバーの破損を防ぐため
に

フィルターカバーのロックをはずすと
きに、フィルターカバーを矢印の方向
に動かす際は、ツメに無理な力がかか
らないように注意してください。ツメ
が破損するおそれがあります。



424 7-2. 簡単な点検・部品交換

知識

■電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

●スマートエントリー＆スタートシステ
ム、ワイヤレス機能が作動しない

●作動距離が短くなる

■カードキーの電池交換が必要なときは

カードキーの電池は市販されていないた
め、レクサス販売店で交換してください。

交換をするには、次のものを準備し
てください。

● マイナスドライバー

● 小さいマイナスドライバー

● リチウム電池：CR2032

知識

■リチウム電池 CR2032 の入手

電池はレクサス販売店・時計店およびカ
メラ店などで購入できます。

1 メカニカルキーを抜く

2 カバーをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 小さいマイナスドライバーを使っ
て消耗した電池を取り出す

新しい電池は、＋極を上にして取り付け
ます。

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新し
い電池に交換してください。

電池はご自身で交換できますが、
部品が破損するおそれがあるので、
レクサス販売店で交換することを
おすすめします。

事前に準備するもの

電池を交換するには
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警告

■電子キーの電池について

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●誤って電池を飲み込まないように注
意してください。化学熱傷のおそれ
があります。

●電子キーにはコイン電池もしくはボ
タン電池が使われています。電池を
飲み込むと、わずか 2時間で重度の
化学熱傷を引き起こし、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●新しい電池および取りはずした電池
は、お子さまにさわらせないでくだ
さい。

●カバーがしっかり閉まらない場合は
そのまま使用せず、お子さまの手の
届かない場所に保管し、レクサス販
売店で点検を受けてください。

●誤って電池を飲み込んだ、または体
の一部に入れてしまった場合は、す
ぐに医師の診察を受けてください。

■電池の爆発や可燃性の液体またはガ
スの漏れを防ぐために

●同じタイプの電池と交換してくださ
い。異なったタイプの電池を使用す
ると、電池が爆発するおそれがあり
ます。

●極端に温度の高いところや、高度が
高く極端に気圧が低いところに電池
を持ち込まないでください。

●電池を燃やしたり、つぶしたり、
切ったりしないでください。

注意

■電池を交換するときは

適切なサイズのマイナスドライバーを
使用してください。無理な力がかかる
と、カバーが変形したり破損したりす
るおそれがあります。

■交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

●ぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

●電池以外の部品に、ふれたり動かし
たりしない

●電極を曲げない



426 7-2. 簡単な点検・部品交換

1 パワースイッチをOFFにする

充電コネクターが接続されていないこと
を確認してください。

2 ヒューズボックスを開ける

 モータールーム（1）

ツメを押しながら、カバーを持ち上げる

 モータールーム（2）

ツメを押しながら、カバーを持ち上げる

 助手席足元

足元のカバー を取りはずし、足元照

明のコネクター を取りはずす

ヒューズボックスカバーを取りはずす

3 ヒューズを引き抜く

ヒューズはずしでヒューズを引き抜くこ
とができます。

ヒューズの点検・交換

ランプがつかないときや電気系統
の装置が働かないときは、ヒュー
ズ切れが考えられます。ヒューズ
の点検を行ってください。

ヒューズの点検・交換をするに
は

A

B
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4 ヒューズが切れていないか点検す
る

ヒューズボックスの表示に従い、規定容
量のヒューズに交換します。

正常

ヒューズ切れ

知識

■ヒューズを交換したあと

●カバーを取り付けるときは、ツメを
しっかり取り付けてください。

●交換してもランプ類が点灯しないとき
は、電球を交換してください。
(P.428)

●交換しても再度ヒューズが切れる場合
は、レクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

■補機バッテリーからの回路に過剰な負
荷がかかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れ
るように設計されています。

■電球（バルブ）を交換するとき

この車両に指定されているレクサス純正
品のご使用をおすすめします。一部の電
球は過電流を防止する専用回路に接続さ
れているため、この車両指定のレクサス
純正品以外は使用できない場合がありま
す。

A

B

警告

■車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火
災、けがをするおそれがあります。

●規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

●必ずレクサス純正ヒューズか同等品
を使用してください。

●ヒューズやヒューズボックスを改造
しないでください。

■パワーコントロールユニット近くの
ヒューズボックスについて

高電圧部位・高電圧の配線が近くにあ
るため、絶対に点検・交換を行わない
でください。
取り扱いを誤ると感電し、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意

■ヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負
荷だと判明したときは、レクサス販売
店で点検を受けてください。



428 7-2. 簡単な点検・部品交換

フロント方向指示灯／非常点滅灯

（単眼ヘッドランプ装着車）

■ レクサス販売店で交換が必要な電
球

次のランプが切れたときは、
レクサス販売店で交換してください。

● ヘッドランプ（前照灯）

● 車幅灯／デイタイムランニングラ
ンプ

● フロント方向指示灯／非常点滅灯
（三眼ヘッドランプ装着車）

● フロントフォグランプ

● コーナリングランプ

● サイド方向指示灯／非常点滅灯

● 尾灯

● 制動灯

● 尾灯／制動灯

● リヤ方向指示灯／非常点滅灯

● リヤフォグランプ★

● 後退灯

● ハイマウントストップランプ

● 番号灯
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

知識

■LED ランプについて

単眼ヘッドランプ装着車：

フロント方向指示灯／非常点滅灯以外の
ランプは、数個の LED で構成されていま
す。もし LEDがひとつでも点灯しないと
きは、レクサス販売店で交換してくださ
い。

三眼ヘッドランプ装着車：

すべてのランプは、数個の LED で構成さ
れています。もし LED がひとつでも点灯
しないときは、レクサス販売店で交換し
てください。

■レンズ内の水滴と曇り

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題
ありません。ただし、次のようなときは、 
レクサス販売店にご相談ください。

●レンズ内側に大粒の水滴が付いている

●ランプ内に水がたまっている

■電球（バルブ）を交換するとき

P.427

電球（バルブ）の交換

次に記載する電球は、ご自身で交
換できます。交換する前に、切れ
た電球のW（ワット）数を確認し
てください。部品が破損するおそ
れがあるので、レクサス販売店で
交換することをおすすめします。

電球の位置

A
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■ フロント方向指示灯／非常点滅灯
（単眼ヘッドランプ装着車）

1 ソケットを左にまわして取りはず
す

2 電球を取りはずす

3 取り付けるときは、取りはずした
ときと逆の順序で取り付ける

電球交換をするには

警告

■電球を交換するとき

●ランプは消灯してください。消灯直
後は高温になっているため、交換し
ないでください。やけどをすること
があります。

●電球のガラス部を素手でふれないで
ください。
やむを得ずガラス部を持つ場合は、
電球に油脂や水分を付着させないた
めに、乾いた清潔な布などを介して
持ってください。また、電球を傷付
けたり、落下させたりすると球切れ
や破裂することがあります。

●電球や電球を固定するための部品は
しっかり取り付けてください。取り
付けが不十分な場合、発熱や発火、
または内部への浸水による故障や、
レンズ内に曇りが発生することがあ
ります。

■お車の故障や火災を防ぐために

電球が正しい位置にしっかりと取り付
けられていることを確認してください。



430 7-2. 簡単な点検・部品交換
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432 8-1. まず初めに

8-1. まず初めに

● 非常点滅灯（P.433）を点滅さ
せながら、車を路肩に寄せ停車し
ます。

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず路
上駐車する場合、他車に知らせるため使
用します。

● 高速道路や自動車専用道路では、
次のことに従う

1 同乗者を避難させる

2 車両の50m以上後方 に発炎
筒（P.433）と停止表示板を
置くか、停止表示灯を使用する

･ 見通しが悪い場合はさらに後方に
置いてください。

･ 発炎筒は、燃料もれの際やトンネ

ル内では使用しないでください。

3 その後、ガードレールの外側など
に避難する

知識

■停止表示板・停止表示灯について

●高速道路や自動車専用道路でやむを得
ず駐停車する場合は、停止表示板また
は停止表示灯の表示が、法律で義務付
けられています。

停止表示板

停止表示灯

●停止表示板のご購入については、
レクサス販売店にお問い合わせくださ
い。

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指示
に従ってください。

対処のしかた

A
A

B
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スイッチを押す

すべての方向指示灯が点滅します。
もう一度押すと消灯します。

知識

■非常点滅灯について

●EV システム停止中（READY インジケー
ターが点灯していないとき）に、非常
点滅灯を長時間使用すると、補機バッ
テリーがあがるおそれがあります。

●SRS エアバッグの作動時または後方か
ら強い衝撃を受けたときは、非常点滅
灯が自動で点滅します。

非常点滅灯スイッチを 2回押すか、約 20
分経過すると消灯します。

（衝撃の度合いや事故の状況によっては点
滅しないことがあります。）

1 助手席足元の発炎筒を取り出す

2 本体をまわしながら抜き、本体を
逆さにして挿し込む

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

故障などでやむを得ず路上駐車す
る場合、他車に知らせるために使
用してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・事
故時に非常信号用として使用しま
す。（トンネル内や可燃物の近くで
は使用しないでください）
発炎時間は約5分です。非常点滅
灯と併用してください。

発炎筒を使うには



434 8-1. まず初めに

3 先端のフタを取り、すり薬 で

発炎筒の先端をこすり、着火させ
る

必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向けな
いでください。

知識

■発炎筒の交換について

本体に表示してある有効期限が切れる前
に、レクサス販売店でお求めください。
有効期限が切れると、着火しなかったり、
炎が小さくなる場合があります。

1 ブレーキペダルを両足でしっかり
と踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないでく
ださい。通常より強い力が必要となり、
制動距離も長くなります。

2 シフトポジションをNにする

 シフトポジションがNになった場
合

3 減速後、車を安全な道路脇に停め
る

4 EV システムを停止する

 シフトポジションがNにならない
場合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 パワースイッチを2秒以上押し
続けるか、素早く3回以上連続
で押して EVシステムを停止する

5 車を安全な道路脇に停める

警告

■発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないで
ください。
煙で視界が悪くなったり、引火するお
それがあるため危険です。

●トンネル内

●ガソリンなど可燃物の近く

■発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

●使用中は、発炎筒を顔や体に向けた
り、近付けたりしない

●発炎筒は、お子さまにさわらせない

A 車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったとき
の非常時のみ、手順に従って車両
を停止させてください。

車を停止するには
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4358-1. まず初めに
万
一
の
場
合
に
は

● ドアを開けることができる場合、
ドアを開けて車外に出てくださ
い。

● ドアを開けることができない場
合、パワーウインドウスイッチで
ドアガラスを開けて避難経路を確
保してください。

● ドアガラスが開けられる場合、窓
から車外に出てください。

● 水没によりドアおよびドアガラス
を開けることができない場合、落
ち着いて車内外の水圧差がなくな
るまで車内が浸水するのを待って
からドアを開けて車外に出てくだ
さい。
車外の水位がドア高さの半分を超
えると、水圧で車内からドアを開
けることができなくなります。

知識

■水位がフロアを超えると

水位がフロアを超えて時間が経過すると、
電気装置が損傷し、パワーウインドウが
作動しなくなったり、モーターが停止し、
車が移動できなくなるおそれがあります。

警告

■走行中にやむを得ずEVシステムを停
止するときは

走行中に EV システムを停止してもハ
ンドルやブレーキの操作は可能ですが、
補機バッテリーの残量や使用状況に
よっては、車両が停止する前に操作力
補助がなくなり、ハンドル操作が困難
になるおそれがあるため、車のコント
ロールがしにくくなり危険です。EV シ
ステムを停止する前に、十分に減速す
るようにしてください。

水没・冠水したときは

この車両は水深が深い道路を走行
できるように設計されていません。
冠水路または冠水のおそれがある
道路は、走行しないでください。

車両が水没や漂流することが予想
される場合は、車内に留まると危
険です。
落ち着いて次のように対処してく
ださい。



436 8-1. まず初めに

■緊急脱出用ハンマー※の使用について

この車両のフロントウインドウガラスと
ドアガラスには合わせガラス★が使用され
ております。合わせガラスは、緊急脱出
用ハンマー※で割ることができません。
★：グレード、オプションなどにより、装

備の有無があります。
※詳しくはレクサス販売店にお問合せく
ださい。

■合わせガラスの見分け方

ガラスの断面を上から見たとき、2枚の
板ガラスを貼り合わせてあるのが合わせ
ガラスです。

合わせガラス

強化ガラス

警告

■走行中の警告

冠水路または冠水のおそれがある道路
は、走行しないでください。車両が故
障して動かなくなり、水没や漂流から
死亡につながるおそれがあります。

A

B

車中泊が必要なときは

警告

車中泊としてお車をご利用になる場合
は、エコノミークラス症候群や熱中症、
一酸化炭素中毒などのリスクを伴うた
め十分注意してください。

●詳しい注意事項などを以下のURL で
確認することができます。

https://lexus.jp/news/bousai/
#help_book
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4378-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

8-2. 緊急時の対処法

次の場合は、パーキングロックによ
り前輪が固定されている可能性があ
るため、他車にロープでけん引して
もらうことはできません。レクサス
販売店または専門業者にご依頼くだ
さい。

● シフト制御システムに異常がある
とき（P.218, 449）

● イモビライザーシステムに異常が
あるとき（P.54）

● スマートエントリー＆スタートシ
ステムに異常があるとき
（P.469）

● 補機バッテリーがあがったとき
（P.472）

次の場合は、駆動系の故障が考えら

れるため、レクサス販売店または専
門業者へご連絡ください。

● EVシステムの異常を示す警告メッ
セージが表示され、車が動かない

● 異常な音がする

 前向きにけん引するときは

パーキングブレーキを解除する

オートモードを OFF にしてください。
（P.226）

 うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

けん引について

けん引は、できるだけレクサス販
売店または専門業者にご依頼くだ
さい。

その場合は、レッカー車または、
車両運搬車を使用することをおす
すめします。

注意

■長い下り坂でけん引するときは

レッカー車または、車両運搬車でけん
引してください。他車にけん引しても
らうと、ブレーキが過熱し効きが悪く
なるおそれがあります。

他車によるけん引が不可能な状
況

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況

レッカー車でけん引するとき

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。



438 8-2. 緊急時の対処法

車両運搬車で輸送するときは、図の
場所で固縛する

鎖やケーブルなどを使用して車両を
固縛する場合は図に黒く示す角度が
45°になるように固縛する

他車にけん引してもらうときは、け
ん引フックを取り付ける必要があり
ます。手順に従って取り付けてくだ
さい。

1 ラゲージルーム内のけん引フック
を取り出す（P.457）

警告

■レッカー車でけん引するとき

必ず前輪を持ち上げるか、4 輪とも持
ち上げた状態で運搬してください。前
輪が地面に着いた状態でけん引すると、
駆動系部品が破損したり、モーターが
回転することにより発電され、故障や
破損の状態によっては火災が発生する
おそれがあります。

注意

■レッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくださ
い。

車両運搬車を使用するとき

注意

■車両運搬車に車を固縛するとき

ケーブル等を過度に締め付けすぎない
でください。車両の損傷につながるお
それがあります。

他車にけん引してもらうとき
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4398-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

2 マイナスドライバーを使ってフタ
をはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 けん引フックを穴に挿し込んでま
わし、軽く締める

4 金属の固い棒などを使い確実に取
り付ける

5 車体に傷が付かないようにロープ
をけん引フックにかける

車体に傷が付かないように注意してくだ
さい。また、前進方向でけん引してくだ

さい。

6 ロープの中央に白い布を付ける

布の大きさ：
0.3m 平方（30cm30cm）以上

25m 以内

5m 以内

白い布

けん引方向

7 運転者はけん引される車両に乗
り、EVシステムを始動する

EVシステムが始動しないときは、パ
ワースイッチを ONにしてください。

8 けん引される車両のシフトポジ
ションをNにしてから、パーキ
ングブレーキを解除する

オートモードを OFF にしてください。
（P.226）

けん引中は、ロープがたるまないよう、
減速時なども前の車の速度に合わせてく
ださい。

知識

■けん引フックの使用目的

けん引フックはけん引してもらうときに
使うものであり、他車をけん引するため
のものではありません。

■他車にけん引してもらうときに

EV システムが停止しているとブレーキの

A

B

C

D



440 8-2. 緊急時の対処法

効きが悪くなったり、ハンドル操作が通
常より重くなったりします。

■ホイールナットレンチについて

レクサス販売店で購入することができま
す。

■緊急用フックについて

雪の吹きだまりなどでスタックして走行
できなくなったとき、やむを得ず他車に
引っ張り出してもらうために使用するこ
とができます。他車をけん引することは
できません。

■緊急用フックを取り付けるには

緊急用フックを取り付けるときは、手順
に従って取り付けてください。

1 ラゲージルーム内のけん引フックを取
り出す（P.457）

2 マイナスドライバーを使ってフタをは
ずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 けん引フックを穴に挿し込んでまわ
し、軽く締める

4 金属の固い棒などを使い確実に取り付
ける

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■他車にけん引してもらうときの運転
について

●けん引フックやロープに過剰な負荷
をかける急発進などを避けてくださ
い。
けん引フックやロープが破損し、そ
の破片が周囲の人などにあたり、重
大な傷害を与えるおそれがあります。

●パーキングロックにより前輪が固定
され、思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。次のことをしない
でください

･ 運転席シートベルトを外し、運転席
のドアを開ける

･ パワースイッチをOFF にする

■けん引フックを車両に取り付けると
き

指定の位置にしっかりと取り付けてく
ださい。
指定の位置にしっかり取り付けていな
いとけん引時にフックがはずれるおそ
れがあります。
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4418-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

注意

■車両の損傷を防ぐために

●他車にけん引してもらうときは次の
ことを必ずお守りください。

･ ワイヤーロープは使用しない

･ 速度 30km/h 以下、距離は車両積載
車までの移動など、できるだけ短距
離にとどめる

･ 前進方向でけん引する

･ サスペンション部などにロープをか
けない

●この車両で他車やボート（トレー
ラー）などをけん引しないでくださ
い。

■緊急用フックについて

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、装置の変形や車両
の損傷などにつながるおそれがありま
す。

●やむを得ない場合以外は使用しない
でください。

●緊急用フックで他車をけん引しない
でください。



442 8-2. 緊急時の対処法

■ ブレーキ警告灯（警告ブザー）

■ 補機バッテリー充電警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ タイヤ空気圧警告灯

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処し
てください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではありま
せん。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、レクサス販売店で点検を
受けてください。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

●ブレーキ液の不足
●ブレーキ系統の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してくださ
い。走行を続けると危険です。

警告灯 警告内容・対処方法

補機バッテリー充電系統の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してくださ
い。

警告灯 警告内容・対処方法

警告灯が点灯し、ブザーが鳴った場合：
●自然要因

→ タイヤが十分に冷えてから空気圧を確認し、適切な値に調整して
ください。

●タイヤのパンク

→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法に従ってください。

警告灯が約 1 分間点滅したあとに点灯し、ブザーが鳴らなかった場
合：

タイヤ空気圧警報システムの異常

→ レクサス販売店で点検を受けてください。
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4438-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

■ ブレーキ警告灯（警告ブザー）

■ SRS エアバッグ／プリテンショナー警告灯（警告ブザー）

■ ABS ＆ブレーキアシスト警告灯（警告ブザー）

■ パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

■ スリップ表示灯

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

●回生ブレーキシステムの異常
●電子制御ブレーキシステムの異常
●パーキングブレーキシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

●SRSエアバッグシステムの異常
●プリテンショナー付きシートベルトシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

●ABSの異常
●ブレーキアシストの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

（黄色）

EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

●VSC（ビークルスタビリティコントロール）システムの異常
●TRC（トラクションコントロール）システムの異常
●ヒルスタートアシストコントロールシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。



444 8-2. 緊急時の対処法

■ パーキングブレーキ表示灯

■ ブレーキホールド作動表示灯（警告ブザー）

■ クリアランスソナーOFF表示灯（警告ブザー）

■ 駆動用電池充電警告灯（警告ブザー）

■ 運転席・助手席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が一定以上になると、警告ブザーが一
定時間断続的に鳴ります。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

パーキングブレーキシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

ブレーキホールドシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

クリアランスソナーの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できない

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。（P.452）

警告灯 警告内容・対処方法

駆動用電池の残量や状態から充電が必要

低温時には、早めの充電を促すために早く点灯することがあります。

→ 駆動用電池を充電する（P.84）

警告灯 警告内容・対処方法

運転席・助手席シートベルトの非着用

→ シートベルトを着用する
助手席乗員がいるときは、助手席乗員もシートベルトを着用して
ください。
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4458-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

■ リヤ席シートベルト非着用警告灯※1（警告ブザー※2）

※1マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。リヤ席の乗員の有無に関
わらず、リヤ席シートベルト非着用の状態でパワースイッチを ONにした場合にも
一定時間点灯します。

※2リヤ席シートベルト非着用警告ブザー：
リヤ席シートベルト非着用（いずれかのシートベルト脱着により、リヤ席シートベ
ルト非着用警告灯が点灯している状態）のまま車速が一定以上になると、警告ブ
ザーが一定時間断続的に鳴ります。

■ ペダル誤操作警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ PCS 警告灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

リヤ席シートベルトの非着用

→ シートベルトを着用する

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：
●ブレーキオーバーライドシステムの異常
●ドライブスタートコントロールの異常
●ドライブスタートコントロール作動時

→ マルチインフォメーションディスプレイやヘッドアップディスプ
レイ★に表示されているメッセージの指示に従ってください。

ブザーが鳴らなかった場合：

ブレーキオーバーライドシステム作動時

→ アクセルペダルから足を離し、ブレーキペダルを踏んでください。

警告灯 警告内容・対処方法

PCS（プリクラッシュセーフティ）の異常が考えられます。

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

プリクラッシュセーフティがOFF、または VSC（ビークルスタビリ
ティコントロール）システムが停止しているときも点灯します。



446 8-2. 緊急時の対処法

■ LTA 表示灯（警告ブザー）

■ LDA 表示灯（警告ブザー）

■ PDA表示灯（警告ブザー）

■ クルーズコントロール表示灯（警告ブザー）

■ レーダークルーズコントロール表示灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

LTA（レーントレーシングアシスト）の異常が考えられます。

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

LDA（レーンディパーチャーアラート）の異常が考えられます。

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

PDA（プロアクティブドライビングアシスト）の異常が考えられま
す。

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

クルーズコントロールの異常が考えられます。

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

レーダークルーズコントロールの異常が考えられます。

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。
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4478-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

■ 運転支援情報表示灯

知識

■警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

■シートベルト非着用警告灯の乗員検知
センサーの作動について

●助手席に乗員がいなくても、シートに
荷物などを置くと、センサーが重量を
検知して警告灯が点滅し、ブザーが鳴
ることがあります。

●助手席に座布団などを敷くと、セン
サーが乗員を検知せず警告灯が作動し
ないことがあります。

■パワーステアリング警告灯／警告ブ
ザーについて

補機バッテリーの充電が不十分な場合、
または一時的に電圧が下がった場合に警
告灯が点灯し、警告ブザーが鳴ることが
あります。

■タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

タイヤがパンクしていないか確認してく
ださい。

パンクしているときは：P.456

パンクしていないときは：
パワースイッチをOFF にしたあとで再度
ONにして、タイヤ空気圧警告灯が点灯し
ているか点滅しているかを確認してくだ
さい。

タイヤ空気圧警告灯が約1分間点滅した
あとに点灯した場合

タイヤ空気圧警報システムに異常がある
おそれがあります。ただちにレクサス販
売店で点検を受けてください。

タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

タイヤが十分に冷えてから空気圧を確認
し、適切な値に調整する

数分たっても警告灯が消灯しない場合は、
タイヤ空気圧が適切な値であることを確
認し、タイヤ空気圧警報システムの空気
圧設定を行ってください。（P.409）

空気圧設定を行ってから数分たっても警

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

次のシステムに異常が考えられます。
●PCS（プリクラッシュセーフティ）
●LDA（レーンディパーチャーアラート）
●後方車両への接近警報

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

次のシステムのいずれかが異常、停止または設定が OFF になってい
ます。
●PKSB（パーキングサポートブレーキ）
●BSM（ブラインドスポットモニター）
●RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
●安心降車アシスト

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。



448 8-2. 緊急時の対処法

告灯が消灯しない場合は、ただちに
レクサス販売店で点検を受けてください。

■自然要因によるタイヤ空気圧警報につ
いて

自然な空気もれ、外気温による空気圧の
変化など、自然要因によりタイヤ空気圧
警告灯が点灯することがあります。この
場合、タイヤ空気圧を適切な値に調整し
てください。数分後に警告灯が消灯しま
す。

■タイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれがある状況

P.410

警告

■警告灯の点灯や警告ブザーの吹鳴に
合わせて、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが
表示されたとき

メッセージの内容に従って対処してく
ださい。お守りいただかないと、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■パワーステアリング警告灯が点灯し
たときは

黄色に点灯したときは操作力補助が制
限され、赤色に点灯したときは操作力
補助がなくなるため、ハンドル操作が
非常に重くなることがあります。
ハンドル操作が通常より重いときは、
ハンドルをしっかりと持ち、通常より
強く操作してください。

■タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●できる限り速やかに安全な場所に停
車し、タイヤ空気圧を確認・調整し
てください。

●タイヤ空気圧を調整したあとも警告
灯が点灯する場合は、タイヤがパン
クしている可能性があります。タイ
ヤがパンクしている場合は、タイヤ
パンク応急修理キットで応急修理し、
最寄りのレクサス販売店でタイヤの
修理をしてください。

●急ハンドル・急ブレーキを避けてく
ださい。
タイヤの状態が悪化すると、ハンド
ル操作やブレーキが効かなくなるお
それがあります。

■タイヤの破裂、突然の空気もれが発
生した場合

急激にタイヤ空気圧が低下した場合は、
タイヤ空気圧警報システムによる警報
ができない場合があります。

注意

■タイヤ空気圧警報システムについて

●純正ホイール以外を使用した場合、
バルブ／送信機から発信する電波の
飛び方がかわり、システムが正常に
作動しないことがあります。

●構造・メーカー・銘柄・トレッドパ
ターンが異なるタイヤを使用しない
でください。タイヤ空気圧警報シス
テムが正常に作動しないことがあり
ます。

●タイヤ空気圧警告灯の点灯および点
滅は、初期化操作（P.409）では
解除できません。
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4498-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

メッセージの内容によって警告灯や警告ブザーの作動が次のように切りかわ
ります。ディーラーで点検をするように表示されたときは、ただちに
レクサス販売店で点検を受けてください。

警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディス
プレイには、システムの故障や
誤った操作をしたときの警告、メ
ンテナンスが必要であることをお
知らせするメッセージが表示され
ます。メッセージが表示されたと
きは、メッセージの内容に従って
対処してください。

マルチインフォメーションディス
プレイのメッセージに従ってくだ
さい。

処置後に再度メッセージが表示さ
れたときは、レクサス販売店へご
連絡ください。

メッセージと警告作動



450 8-2. 緊急時の対処法

※メッセージを最初に表示したときに作動します。

知識

■警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状
況や車両の仕様により実際の表示と異な
る場合があります。

■警告ブザーについて

P.447

■各部の操作に関するメッセージが表示
されたときは

●アクセルペダル・ブレーキペダルの操
作に関するメッセージが表示されたと
き

･ PCS（プリクラッシュセーフティ）や
レーダークルーズコントロールなどの
運転支援システムの作動中、ブレーキ
操作に関する警告メッセージが表示さ
れる場合があります。
メッセージが表示されたときは、必ず
減速、または画面で指示された操作を
行ってください。

･ ブレーキオーバーライドシステムが作
動したときに、警告メッセージが表示
されます。（P.213）

･ ドライブスタートコントロール・PKSB
（パーキングサポートブレーキ）が作動

したときに、警告メッセージが表示さ
れます（P.213, 324）。画面の指示
に従って対処してください。

●パワースイッチの操作に関するメッ
セージが表示されたとき

正しい手順で始動操作をしていないとき
や、誤操作の可能性があるときなどに、
パワースイッチの操作に関するアドバイ
スが表示されます。
画面の指示に従って操作し直してくださ
い。

●シフトレバーの操作に関するメッセー
ジが表示されたとき

誤ったシフトポジションの選択や、停車
中の意図せぬ車両の動き出しなどを防止
するため、自動的にシフトポジションが
切りかわったり、シフトレバーの操作が
指示されたりすることがあります。その
場合は、画面の指示に従ってシフトポジ
ションを変更してください。

●各部の開閉状態や、消耗品の補充など
に関するメッセージ・画像が表示され
たとき

画面の表示、または警告灯で指示された
部位を確認し、開いているドアを閉めた
り、消耗品を補充したりするなどの対処

警告灯 警告ブザー※ 警告内容

ー あり

･ 走行にかかわるシステムの故障や、そのまま
放置すると思わぬ危険を招くおそれがあるな
どの重要なメッセージを意味します。

･ 車両への損傷や、思わぬ危険を招くおそれが
あるなどのメッセージを意味します。

点灯または点滅 あり
表示されたシステムに故障のおそれがあるなど
のメッセージを意味します。

ー なし

･ 電装品の故障や状態、メンテナンスのお知ら
せなどのメッセージを意味します。

･ 車両を正しく操作していない場合や、操作方
法のアドバイスなどを意味します。
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4518-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

を行ってください。

■“EVシステム停止のためハンドルが重
くなります”が表示されたときは

走行中に EV システムが停止したときに
メッセージが表示されます。

ハンドル操作が通常より重いときは、ハ
ンドルをしっかりと持ち、通常より強く
操作してください。

■“EVシステム高温 出力制限中です”が
表示されたときは

負荷の高い走行状況（例えば、長い上り
坂を走行）のときにメッセージが表示さ
れる場合があります。

対処方法：P.476

■“シフトシステム故障 シフト切りかえ
不可 安全な場所まで走行し停車”また
は“シフトシステム故障 走行を継続で
きません”が表示されたときは

シフト制御システムが故障しています。
ただちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

■“シフトシステム故障 シフト切りかえ
不可 安全な場所まで走行し 停車” ま
たは“シフトシステム故障 走行を継続
できません”が表示されたときは

シフト制御システムが故障しています。
ただちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

■“駐車時はPレンジに入れてください”
が表示されたときは

シフトポジションが P以外でパワース
イッチをOFF にせずに運転席ドアが開い
たときにメッセージが表示されます。駐
車時はシフトポジションを Pにしてくだ
さい。

■“Nレンジです アクセルを緩めて希望
レンジに切りかえてください”が表示
されたときは

シフトポジションがNで、アクセルペダ

ルを踏んだときにメッセージが表示され
ます。

アクセルペダルから足を離し、シフトポ
ジションを Dまたは Rにしてください。

■“EVシステムが高温になるため停車時
はブレーキを踏んでください”が表示
されたときは

上り坂などでの停車時にアクセルペダル
を踏んで車両を保持するとメッセージが
表示される場合があります。

そのままの状態を続けると EV システムが
過熱するおそれがあります。アクセルペ
ダルから足を離し、ブレーキペダルを踏
んでください。

■“バッテリー保護のため自動で電源を
Off しました”が表示されたときは

自動電源 OFF 機能が作動したときにメッ
セージが表示されます。次回 EVシステム
始動時に、約 5分間 EV システムが作動
した状態を保持し、補機バッテリーを充
電してください。

■“回生ブレーキ制限中 減速時はブレー
キを踏んでください”が表示されたと
きは

次のような状況では、回生ブレーキが制
限されることがあります。ブレーキペダ
ルをしっかり踏んで減速して下さい。

･ 満充電により、これ以上回生ができな
いとき

･ 駆動用電池の温度が極端に高いとき、
または極端に低いとき

･ 電気モーターやパワーコントロールユ
ニットの温度が極端に高いとき

■“電力消費が大きいため一部の空調・
ヒータ作動を制限中です”が表示され
たときは

不要な電装品をオフにし、電力消費を控
えてください。電源状態が復帰するまで
しばらくお待ちください。



452 8-2. 緊急時の対処法

■“機能停止 ソナーに水滴、雪等が付着
しています”が表示されたときは

次の機能が作動したときに表示されます。

クリアランスソナーのセンサーに水滴、
氷・雪・泥などが付着していることが考
えられます。この場合はセンサーの水滴、
氷・雪・泥などを取り除けば、正常に復
帰します。

また、低温時にはセンサーの凍結などに
より異常表示が出たり、静止物があって
も検知しないことがあります。氷が解け
れば、正常に復帰します。汚れているセ
ンサーの位置はディスプレイ上に表示さ
れます。

水滴・氷・雪・泥がないのに異常表示が
出ている場合は、センサーの異常が考え
られますので、レクサス販売店で点検を
受けてください。

■“機能停止 周辺監視用カメラ視界不良 
取扱書を確認”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PKSB（パーキングサポートブレー

キ）

後方カメラの汚れや付着物を取り除いて
ください。

■“機能故障 販売店で点検”が表示され
たときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

●PCS（プリクラッシュセーフティ）

●LDA（レーンディパーチャーアラート）

●LTA（レーントレーシングアシスト）

●AHS（アダプティブハイビームシステ
ム）★

●AHB（オートマチックハイビーム）

●レーダークルーズコントロール

● RSA（ロードサインアシスト）

● 発進遅れ告知

●PDA（プロアクティブドライビングア
シスト）

● BSM（ブラインドスポットモニ

ター）

● RCTA（リヤクロストラフィックア

ラート）

● 後方車両への接近警報

● 安心降車アシスト

●クリアランスソナー

● PKSB（パーキングサポートブレー

キ）

すみやかにレクサス販売店で点検を受け
てください。
★：グレード、オプションなどにより、装

備の有無があります。

■“機能停止 取扱書を確認”が表示され
たときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

●PCS（プリクラッシュセーフティ）

●LDA（レーンディパーチャーアラート）

●LTA（レーントレーシングアシスト）

●AHS（アダプティブハイビームシステ
ム）★

●AHB（オートマチックハイビーム）

●レーダークルーズコントロール

● RSA（ロードサインアシスト）

● 発進遅れ告知

●PDA（プロアクティブドライビングア
シスト）
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4538-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

● BSM（ブラインドスポットモニ

ター）

● RCTA（リヤクロストラフィックア

ラート）

● 後方車両への接近警報

● 安心降車アシスト

●クリアランスソナー

● PKSB（パーキングサポートブレー

キ）

次の対処法に従ってください。
･ 補機バッテリー電圧を確認する
･ Lexus Safety System + で使用するセ
ンサーに付着物がないか確認し、あっ
た場合には取り除いてください。
（P.251）
･ バックドアが開いていないか確認して
ください。

センサーが正しく作動していないおそれ
があります。（P.307, 313, 316, 
322）
･ BSM（ブラインドスポットモニター）、
RCTA（リヤクロストラフィックアラー
ト）、後方車両への接近警報、安心降車
アシストで使用するセンサー周辺のリ
ヤバンパーに付着物がないか確認し、
ある場合は取り除いてください。
（P.305）
･ クリアランスソナー、PKSB（パーキン
グサポートブレーキ）で使用するセン
サーとカメラに付着物がないか確認し、
あった場合には取り除いてください。
（P.314）
･ センサーが正しく作動しなくなる状況
が解決すると、表示が消える場合があ
ります。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止 前方カメラ視界不良 取扱書
を確認”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

●PCS（プリクラッシュセーフティ）

●LDA（レーンディパーチャーアラート）

●LTA（レーントレーシングアシスト）

●AHS（アダプティブハイビームシステ
ム）★

●AHB（オートマチックハイビーム）

●レーダークルーズコントロール

● RSA（ロードサインアシスト）

● 発進遅れ告知

●PDA（プロアクティブドライビングア
シスト）

次の対処法に従ってください。
･ ワイパー機能を使って、フロントウイ
ンドウガラスの汚れや付着物を取り除
く。

･ エアコン機能を使って、フロントウィ
ンドウガラスの曇りを取り除く。

･ ボンネットを閉じる、またはステッ
カーを剥がすなど、カメラの視界を遮
らないようにする。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止 前方カメラ作動温度範囲外 
常温までお待ちください”が表示され
たときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

●PCS（プリクラッシュセーフティ）

●LDA（レーンディパーチャーアラート）

●LTA（レーントレーシングアシスト）

●AHS（アダプティブハイビームシステ
ム）★

●AHB（オートマチックハイビーム）
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●レーダークルーズコントロール

● RSA（ロードサインアシスト）

● 発進遅れ告知

●PDA（プロアクティブドライビングア
シスト）

次の対処法に従ってください。
･ 炎天下での駐車時など、前方カメラが
高温のときは、エアコンでカメラ周辺
の温度を下げる

･ 特に駐車時に太陽光を反射するサン
シェードなどをフロントウインドウガ
ラスに使用すると前方カメラが高温に
なりやすくなります

･ 極寒での駐車時など、前方カメラが低
温の時は、エアコンで前方カメラ周辺
の温度を上げる

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止 前方レーダー汚れ 汚れを除
去してください”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

●PCS（プリクラッシュセーフティ）

●LDA（レーンディパーチャーアラート）

●LTA（レーントレーシングアシスト）

●AHS（アダプティブハイビームシステ
ム）★

●AHB（オートマチックハイビーム）

●レーダークルーズコントロール

● 発進遅れ告知

●PDA（プロアクティブドライビングア
シスト）

次の対処法に従ってください。
･ レーダーおよびレーダー専用カバーに
付着物がないか確認し、あった場合に
は取り除いてください。（P.251）

･ 砂漠・草原・郊外などの、周辺車両や

構造物が少ない広々とした地域を走行
すると表示される場合があります。
車両周辺に構造物や車両などが存在す
る場所まで走行すると、表示が消える
場合があります。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止 前方レーダー作動温度範囲
外 常温までお待ちください”が表示さ
れたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

●PCS（プリクラッシュセーフティ）

●LDA（レーンディパーチャーアラート）

●LTA（レーントレーシングアシスト）

●AHS（アダプティブハイビームシステ
ム）★

●AHB（オートマチックハイビーム）

●レーダークルーズコントロール

● 発進遅れ告知

●PDA（プロアクティブドライビングア
シスト）

レーダー周辺の温度が作動条件外です。
適切な温度になるまでお待ちください。
★：グレード、オプションなどにより、装

備の有無があります。

■“機能停止 前方レーダー向き調整中 取
扱書を確認”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

●PCS（プリクラッシュセーフティ）

●LDA（レーンディパーチャーアラート）

●LTA（レーントレーシングアシスト）

●AHS（アダプティブハイビームシステ
ム）★

●AHB（オートマチックハイビーム）
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万
一
の
場
合
に
は

●レーダークルーズコントロール

● 発進遅れ告知

●PDA（プロアクティブドライビングア
シスト）

次の対処法に従ってください。
･ レーダーおよびレーダー専用カバーに
付着物がないか確認し、あった場合に
は取り除いてください。（P.251）

･ レーダの向きがずれている可能性があ
り、レーダーが走行中に自動で再調整
しています。しばらく走行を続けてく
ださい。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“クルーズコントロール 使用できませ
ん 取扱書を確認してください”が表示
されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

●レーダークルーズコントロール

●クルーズコントロール

走行支援スイッチを短時間に繰り返し操
作したときにメッセージが表示されるこ
とがあります。走行支援スイッチを短く
確実に押してください。

■販売店での点検をうながすメッセージ
が表示されたときは

警告メッセージで名称が表示されたシス
テム、または部位などに問題が発生して
います。すみやかにレクサス販売店で点
検を受けてください。

■取扱書の確認をうながすメッセージが
表示されたときは

●次のメッセージが表示されたときは、
対処方法に従ってください。

･ “バッテリ充電不足”（P.472）
･ “充電システム確認のため 充電リッド
を閉めてください”（P.119）

●次のメッセージが表示されたときは、

故障している可能性があります。ただ
ちにレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

･ “スマートエントリー＆スタートシス
テム故障”

･ “バッテリ系故障”
･ “アクセル系故障”
･ “プラグイン充電システム故障”
･ “EV システム故障”
･ “シフトシステム故障 駐車時は パー
キングブレーキ をかけ 取扱書確認”

･ “P スイッチ故障 駐車時は パーキング
ブレーキ をかけ 取扱書確認”

･ “シフトシステム不作動 駐車時 パー
キングブレーキ をかけ 取扱書確認”

･ “シフトシステム故障 取扱書確認”
･ “シフトシステム故障 安全な場所に停
車して 取扱書確認”

･ “バッテリ充電不足 シフト切りかえ 
できません 取扱書確認”

●次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。ただ
ちに安全な場所に停車し、レクサス販
売店へ連絡してください。走行を続け
ると危険です。

･ “故障のためブレーキ力が低下”
･ “シフトシステム故障”

●“補機バッテリー（始動用）充電不足
取扱書を確認してください”が表示さ
れたときは、次の対処方法に従ってく
ださい。

･ 数秒後※に表示が消えたときは：
EV システムが作動した状態を約 15 分
以上保持し、補機バッテリーを充電し
てください。

･ 表示が消えないときは：
「補機バッテリーがあがったときは」
（P.472）の手順で EV システムを始
動してください。

※約 6秒間表示されます。
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● 地面が固く平らで安全な場所に移
動する

● パーキングブレーキをかける

● シフトポジションをP にする

● EVシステムを停止する

● 非常点滅灯を点滅させる

● タイヤの損傷程度を確認する

釘やネジなどが刺さっている場合のみ、
タイヤを応急修理してください。

警告

■警告灯の点灯や警告ブザーの吹鳴に
合わせて、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが
表示されたとき

（P.448）

注意

■“電力消費が大きいため一部の空
調・ヒータ作動を制限中です”がひ
んぱんに表示されるときは

充電系の異常や補機バッテリーが劣化
している可能性があります。レクサス
販売店で点検を受けてください。

■“バッテリ充電不足”がひんぱんに
表示されるときは

補機バッテリーが劣化している可能性
があります。その状態で放置しておく
と、補機バッテリーのバッテリーあが
りを起こすおそれがあるため、
レクサス販売店で補機バッテリーの点
検を受けてください。

■“駆動用電池の点検を販売店で受け
てください”が表示されたときは

駆動用電池の点検・交換時期になった
ことをお知らせしています。すみやか
にレクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

●点検を受けないまま急速充電を行う
と充電時間が長くなるおそれがあり
ます。

●駆動用電池の点検を受けないまま車
を使用し続けると、EV システムを始
動することができなくなります。

●万一、EV システムが始動できなく
なったときは、ただちにレクサス販
売店へご連絡ください。

パンクしたときは

タイヤパンク応急修理キット装着
車には、応急用タイヤが搭載され
ていません。

タイヤがパンクしたときは、タイ
ヤパンク応急修理キットで応急修
理することができます。釘やネジ
などが刺さった程度の軽度なパン
クを応急修理できます。（パンク補
修液1本につき、応急修理できる
タイヤは1本です）パンクしたタ
イヤの損傷状況により、応急修理
キットでは応急修理できない場合
があります。

タイヤパンク応急修理キットで応
急修理したタイヤの修理・交換に
ついては、レクサス販売店にご相
談ください。

警告

■タイヤがパンクしたときは

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修
理できないほど損傷したり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

応急修理する前に



8

4578-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

･ タイヤに刺さっている釘やネジな
どは抜かないでください。抜いて
しまうと穴が大きくなりすぎ、応
急修理ができなくなることがあり
ます。

･ パンク補修液がもれないようにす
るため、パンク箇所が分かってい
る場合は、パンク箇所が上になる
ように車両を移動してください。

知識

■応急修理キットで修理できないパンク

次の場合は、応急修理キットでは応急修
理できません。レクサス販売店にご連絡
ください。

●タイヤ空気圧が不十分な状態で走行し
てタイヤが損傷しているとき

●タイヤ側面など、接地面以外に穴や損
傷があるとき

●タイヤがホイールから明らかにはずれ
ているとき

●タイヤに 4mm以上の切り傷や刺し傷が
あるとき

●ホイールが破損しているとき

●2本以上のタイヤがパンクしているとき

●1本のタイヤに2箇所以上の切り傷や刺
し傷があるとき

タイヤパンク応急修理キット

タイヤパンク応急修理キット・工具の位置

A
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けん引フック

■ ボトル

速度制限ラベル

■ コンプレッサー

空気圧計

電源スイッチ

電源プラグ

ホース

空気逃がしキャップ

知識

■応急修理キットについて

●パンク補修液ボトル1本でタイヤ1本を
1回応急修理できます。使用したパン
ク補修液の交換は、レクサス販売店に
ご相談ください。コンプレッサーは、
くり返し使用できます。

●外気温度が－40℃～60℃のときに使用
できます。

●応急修理キット搭載車両の装着タイヤ
専用です。指定タイヤサイズ以外のタ
イヤや、他の用途には使用しないでく
ださい。

●パンク補修液が衣服に付着すると、シ
ミになる場合があります。

●パンク補修液がホイールやボデーに付
着した場合、放置すると取れなくなる
おそれがあります。ぬれた布などです
みやかにふき取ってください。

●応急修理キット作動中は、大きな音が
しますが故障ではありません。

●タイヤ空気圧の点検や調整には使用し
ないでください。

■応急修理キットの点検について

●パンク補修液の有効期限の確認は定期
的に行ってください。有効期限はボト
ルに表示されています。

●有効期限が切れたパンク補修液は使用
しないでください。応急修理キットに
よる修理が正常にできない場合があり
ます。

●有効期限が切れる前に交換してくださ
い。交換については、レクサス販売店

B

タイヤパンク応急修理キットの
内容／各部の名称

A

A

B

C

D

E
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万
一
の
場
合
に
は

にご相談ください。

■補修液を廃棄するときは

補修液には環境に有害な物質が含まれて
います。補修液のボトル、および補修液
の廃棄が必要な際は、レクサス販売店、
または都道府県知事の許可を受けた、専
門の廃棄物処理業者に処理をご依頼くだ
さい。

1 レバーを引き上げて、デッキボー
ドを持ち上げる

2 留めひもをはずす

警告

■タイヤがパンクしているときは

タイヤがパンクした状態で走行を続け
ないでください。

短い距離でもパンクしたタイヤで走行
すると、タイヤおよびホイールが損傷
し修理できなくなります。パンクした
状態で走行を続けると、タイヤ側面に
円周状の溝ができる場合があります。
この状態で応急修理キットを使用する
と、タイヤが破裂する危険があります。

■応急修理キットについて

●応急修理キットは指定の位置に収納
してください。
急ブレーキ時などに応急修理キット
が飛び出したりして破損したり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

●応急修理キットはお客様の車専用で
す。他の車には使わないでください。
他の車に使うと思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●指定タイヤサイズ以外のタイヤや他
の用途には使用しないでください。
パンク修理が完全に行われず、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

■パンク補修液について

●誤って飲み込むと健康に害がありま
す。その場合はできるだけたくさん
の水を飲み、ただちに医師の診察を
受けてください。

●もし目に入ったり、皮膚に付着した
りした場合には、水でよく洗い流し
てください。それでも異常を感じた
ときは、医師の診察を受けてくださ
い。

タイヤパンク応急修理キットの
取り出し方
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3 留めひもをかける

4 応急修理キットを取り出す

1 応急修理キットをビニール袋から
取り出す

ボトルに同封されているラベルは指定の
位置へ貼り付けます。（手順 10へ）

2 コンプレッサーからホースを取り
はずし、電源プラグを取り出す

3 ボトルをコンプレッサーに接続す
る

図のように、ボトルをまっすぐコンプ
レッサーに挿入・接続し、ボトルのツメ
が穴に隠れていることを確認してくださ
い。

応急修理するときは
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一
の
場
合
に
は

4 ホースをボトルに取り付ける

図のように、ボトルにホースがしっかり
接続しているか確認してください。

5 パンクしたタイヤのバルブからバ
ルブキャップを取りはずす

6 ホースをのばし空気逃がしキャッ
プを取りはずす

空気逃がしキャップは再度使用するため、

なくさないように保管してください。

7 ホースをパンクしたタイヤのバル
ブに接続する

ホース先端を時計まわりにまわしてしっ
かりと最後までねじ込みます。

8 コンプレッサーのスイッチが
OFF であることを確認する

9 コンプレッサーの電源プラグをア
クセサリーソケットに挿し込む
（P.371）
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10運転席から見やすい位置に、付属
のラベルを貼り付ける

11タイヤの指定空気圧を確認する

運転席側の空気圧ラベルで確認すること
ができます。（P.407）

12EV システムを始動する
（P.216）

13コンプレッサーのスイッチをON
にし、パンク補修液と空気を充填
する

14空気圧が指定空気圧になるまで空
気を充填する

一時的に空気圧計が300 ～

400kPa（3.0 ～ 4.0kg/cm2）
まで上昇し、徐々に減少します。

スイッチをON にしてから約 1 

～ 5 分程度で実際の空気圧にな
ります。

空気圧を確認するときは、コンプレッ
サーのスイッチをOFF にしてください。
空気の入れすぎに注意して、指定空気圧
になるまで充填・確認をくり返してくだ
さい。

充填までに必要な時間は、約 5 ～ 20 分
です（外気温により異なります）。25 分
以上充填しても指定空気圧にならない場
合は、応急修理できません。コンプレッ
サーのスイッチをOFF にして、
レクサス販売店にご連絡ください。
空気を入れすぎたときは、指定空気圧に
なるまで空気を抜いてください。
（P.407, 482）

A

B
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15コンプレッサーのスイッチが
OFFであることを確認した上で、
アクセサリーソケットから電源プ
ラグを抜き、タイヤのバルブから
ホースを取りはずす

ホースを取りはずすときにパンク補修液
がもれる可能性があります。

16バルブキャップを応急修理したタ
イヤのバルブに取り付ける

17ホース先端に空気逃がしキャップ
を取り付ける

空気逃がしキャップを取り付けないとパ
ンク補修液がもれ、車や衣服などが汚れ
る可能性があります。

18いったん、ボトルとコンプレッ
サーを接続したままラゲージルー
ム内に収納する

19タイヤ内のパンク補修液を均等に
広げるために、ただちに約5km、
速度 80km/h 以下で安全に走行
する

20走行後、平坦な場所に停車して再
度、応急修理キットを接続する

ホースを接続する前に、空気逃がし

キャップを取りはずしてください

21コンプレッサーのスイッチを数秒
間ON にしてから再度OFF し、
空気圧を確認する

空気圧が130kPa（1.3kg/cm2）
未満の場合：応急修理できませ
ん。レクサス販売店にご連絡くだ
さい。

空気圧が130kPa（1.3kg/cm2）

以上、指定空気圧未満の場合：手
順 22へ

空気圧が指定空気圧（P.407）

の場合：手順 23へ
22コンプレッサーのスイッチをON

にして指定空気圧まで空気を充填
し、再度約5km走行後にあらた
めて手順 20から実施する

A

B

C



464 8-2. 緊急時の対処法

23ホース先端に空気逃がしキャップ
を取り付ける

空気逃がしキャップを取り付けないとパ
ンク補修液がもれ、車や衣服などが汚れ
る可能性があります。

24ボトルとコンプレッサーを接続し
たままラゲージルーム内に収納す
る

25急ブレーキ、急加速、急ハンドル
を避け、約100km以内、速度
80km/h 以下でレクサス販売店ま
で慎重に運転する

タイヤの修理・交換、応急修理キットの
処理についてはレクサス売店にご相談く
ださい。

レクサス販売店でタイヤを修理・交換す
るときに、パンク補修液注入済みである
ことを必ずお伝えください。

知識

■空気を入れすぎてしまったとき

1 タイヤからホースを取りはずす

2 ホース先端に空気逃がしキャップを取
り付け、キャップの突起部をタイヤの
バルブに押しあて、空気を抜く

3 ホースから空気逃がしキャップを取り
はずし、ホースを再接続する

4 コンプレッサーのスイッチを数秒間
ON にし、OFF にしてから空気圧計を
確認する

指定空気圧より低いときは、再度、コン
プレッサーのスイッチを ON にし、指定
空気圧になるまで空気を充填してくださ
い。

■応急（パンク）修理キットを使用した
とき

●空気圧が正確に計測できなくなること
があります。できるだけ早くレクサス
販売店で点検を受け、空気圧バルブ／
送信機を交換してください。

●タイヤの指定空気圧に達していても、
タイヤ空気圧警告灯が点灯する可能性
があります。

警告

■パンクしたタイヤを応急修理すると
きは

●車両を安全で平坦な場所に停止させ
てください。

●走行直後、ホイールやブレーキまわ
りなどにはふれないでください。
走行直後のホイールやブレーキまわ
りは高温になっている可能性がある
ため手や足などがふれると、やけど
をするおそれがあります。

●タイヤを車両に取り付けた状態で、
バルブとホースをしっかりと接続し
てください。
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4658-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

警告

●空気充填中にホースがはずれると、
圧力でホースが暴れ大変危険です。

●空気充填後は、ホースを取りはずす
ときや空気を抜くときにパンク補修
液が飛散する場合があります。

●作業手順に従って応急修理を行って
ください。
手順どおりに行わないとパンク補修
液が噴出する場合があります。

●破裂の危険があるので、応急修理
キットの作動中は補修中のタイヤか
ら離れてください。タイヤに亀裂や
変形が発生している場合、ただちに
コンプレッサーのスイッチをOFF に
し、修理を中止してください。

●応急修理キットは、長時間作動させ
るとオーバーヒートする可能性があ
ります。40 分以上連続で作動させな
いでください。

●応急修理キットが作動すると部分的
に熱くなります。使用中または使用
後の取り扱いには注意してください。
ボトルとコンプレッサー接続箇所付
近の金属部分は特に熱くなるのでふ
れないでください。

●速度制限ラベルは指定位置以外に貼
らないでください。ハンドルのパッ
ド部分などの SRS エアバッグ展開部
に貼ると、SRS エアバッグが正常に
作動しなくなるおそれがあります。

■補修液を均等に広げるための運転に
ついて

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害を受
けたり、最悪の場合死亡事故につなが
るおそれがあります。

●低速で慎重に運転してください。特
にカーブや旋回時には注意してくだ
さい。

●車がまっすぐ走行しなかったり、ハ
ンドルをとられたりする場合は、運
転を中止し、次のことを確認してく
ださい。

･ タイヤを確認してください。タイヤ
がホイールからはずれている可能性
があります。

･ 空気圧を確認してください。
130kPa（1.3kg/cm2）未満の場合
は、タイヤが大きなダメージを受け
ている可能性があります。

注意

■応急修理をするときは

●タイヤに刺さった釘やネジを取り除
かずに応急修理を行ってください。
取り除いてしまうと、応急修理キッ
トでは応急修理ができなくなる場合
があります。

●応急修理キットに防水機能はありま
せん。降雨時などは、水がかからな
いようにして使用してください。

●砂地などの砂ぼこりの多い場所に直
接置いて使用しないでください。砂
ぼこりなどを吸い込むと、故障の原
因になります。

●応急修理キットは倒れた状態では正
常に作動しません。必ず立ててご使
用ください。



466 8-2. 緊急時の対処法

次の原因が考えられます。

● 車両に充電ケーブルが接続してい
る可能性があります。（P.87）

● 電子キーが正常に働いていない可
能性があります。※（P.469）

● 駆動用電池が電欠している可能性
があります。駆動用電池を充電し
て下さい。（P.84）

● イモビライザーシステム※に異常
がある可能性があります。
（P.54）

● シフト制御システムに異常がある
可能性があります。※（P.218）

● 電子キーの電池切れやヒューズ切
れなど、電気系統異常の可能性が
あります。異常の種類によって
は、EV システムを一時的な処置
で始動することができます。
（P.467）

● 駆動用電池の温度が極端に低い
（およそ -30 ℃以下）可能性があ

注意

■応急修理キットについて

●応急修理キットは DC12V 専用です。
他の電源での使用はできません。

●応急修理キットはビニール袋に入れ
て砂ぼこりや水を避けて収納してく
ださい。

●応急修理キットは指定の位置に収納
し、お子さまが誤って手をふれない
ようご注意ください。

●分解・改造などは絶対にしないでく
ださい。また、空気圧計などに衝撃
を与えないでください。故障の原因
になります。

EVシステムが始動できな
いときは

EV システムが始動できない原因
は状況によって異なります。次の
状況の中であてはまるものをご確
認いただき、適切に対処してくだ
さい。

対処の方法がわからないとき、あ
るいは対処をしても EVシステム
が始動できないときは、レクサス
販売店にご連絡ください。

正しい EVシステムの始動方法
に従っても始動できない
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4678-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

ります（P.64, 217）
※シフトポジションを Pから切りかえる
ことができない可能性があります。

次の原因が考えられます。

● 補機バッテリーあがりの可能性が
あります。（P.472）

● 補機バッテリーのターミナルがゆ
るんでいる可能性があります。

次の原因が考えられます。

● 補機バッテリーのターミナルがは
ずれている可能性があります。

● 補機バッテリーあがりの可能性が
あります。（P.472）

対処の方法がわからないとき、あるいは
対処をしても EV システムが始動できな
いときは、レクサス販売店にご連絡くだ
さい。

通常の EVシステム始動操作でEV
システムが始動しないときは、次の
手順で EVシステムが始動する場合
があります。
緊急時以外は、この方法で始動させ
ないでください。

1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認するため、パーキン
グブレーキスイッチを押す
（P.226）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 パワースイッチを ACC※1 にする
※2

3 ブレーキペダルをしっかり踏んで
パワースイッチを約15秒以上押
し続ける

上記の方法で EV システムが始動し
ても、システムの故障が考えられま
す。ただちにレクサス販売店で点検
を受けてください。
※1カスタマイズメニューから ACC カス
タマイズのON ／ OFF を切りかえる
ことができます。

※2ACC がない場合は、パワースイッチ
をON にしたあとにパワースイッチを
OFF にして、5 秒以内に P.471 の方
法で EV システムを始動してくださ
い。

室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合

室内灯・ヘッドランプが点灯し
ない／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について



468 8-2. 緊急時の対処法

■ 普通充電リッド

1 ラゲージルーム内のカバーをマイ
ナスドライバーを使って取りはず
す

カバーを取りはずすときは、傷が付くの
を防ぐため、マイナスドライバーの先端
に布などを巻いて保護してください。

2 レバー（白）を引く

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻され
たキーナンバーと残りのメカニカ
ルキーから、レクサス販売店で
レクサス純正品の新しいメカニカ
ルキーを作ることができます。

キーナンバープレートは車の中以
外の安全な場所（財布の中など）
に保管してください。

注意

■電子キーを紛失したとき

電子キーを紛失した状態で放置すると、
盗難の危険性が極めて高くなります。
車両に付属している残りの電子キーと
カードキーをすべてお持ちのうえ、た
だちにレクサス販売店にご相談くださ
い。

充電リッドが開かないとき
は

充電リッドが通常の手順で開かな
いときは、次の手順で充電リッド
を開けることができます。

充電リッドを開けるには
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4698-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

■ 急速充電リッド

1 ラゲージルーム内のカバーをマイ
ナスドライバーを使って取りはず
す

カバーを取りはずすときは、傷が付くの
を防ぐため、マイナスドライバーの先端
に布などを巻いて保護してください。

2 レバー（黒）を引く

知識

■電子キーが正常に働かないときは

●車両カスタマイズ機能でスマートエン
トリー＆スタートシステムの設定を確
認し、非作動になっている場合には、
作動可能に設定変更してください。
（P.486）

●電子キーが節電モードに設定されてい
ないことを確認してください。
設定されている場合は解除してくださ
い。（P.186）

●電子キーの機能が停止している可能性
があります。（P.186）

■ ドアの解錠

メカニカルキー（P.161）を使っ

電子キーが正常に働かない
ときは

電子キーと車両間の通信がさまた
げられたり（P.186）、電子
キーの電池が切れたときは、ス
マートエントリー＆スタートシス
テムとワイヤレスリモコンが使用
できなくなります。このような場
合、次の手順でドアを開けたり、
EVシステムを始動したりするこ
とができます。

注意

■スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

車両に付属しているすべての電子キー
（カードキーを含む）をお持ちくださ
い。

ドアを施錠・解錠するには



470 8-2. 緊急時の対処法

て次の操作ができます。（運転席ドア
のみ）

1 運転席側のドアハンドルを引いた
まま、メカニカルキーを挿し込む

2 キーを回してドアを解錠する

3 メカニカルキーを抜いてドアハン
ドルをもとにもどしたあと、再度
ドアハンドルを引く

■ ドアの施錠

1 ドアを開けた状態でドアロックボ
タンを押し下げる

 フロント席ドア

2 ドアハンドルを引いたままドアを
閉める

 リヤ席ドア

2 ドアを閉める

知識

■キーと連動する機能について

カスタマイズの設定変更により、キーと
連動してドアガラスとムーンルーフ★の開
閉ができます。

1 ドアガラスとムーンルーフ★が閉まる

（まわし続ける）

2 ドアガラスとムーンルーフ★が開く

（まわし続ける）

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

警告

■メカニカルキーを使ってドアガラス
やムーンルーフ★を操作するとき

ドアガラスやムーンルーフに人が挟ま
れるおそれがないことを確認してから
操作してください。またお子さまには、
メカニカルキーによる操作をさせない
でください。お子さまや他の人がドア
ガラスやムーンルーフに挟まれたり巻
き込まれたりするおそれがあります。
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。
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4718-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

1 ブレーキペダルを踏む

2 電子キーのレクサスエンブレム面
で、パワースイッチにふれる

電子キーを認識するとブザーが鳴り、
ONへ切りかわります。

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムの設定が非作動に
なっているときは、ACC へ切りかわりま
す。

3 ブレーキペダルをしっかりと踏み
込んで、マルチインフォメーショ

ンディスプレイに とメッ

セージが表示されていることを確
認する。

4 パワースイッチを押す

処置をしても作動しないときは、
レクサス販売店にご連絡ください。

知識

■EV システムの停止のしかた

通常の EV システム停止のしかたと同様
に、シフトポジションを Pにし、パーキ
ングブレーキをかけて、パワースイッチ
を押します。

■電子キーの電池交換

ここで説明している EVシステムの始動方
法は一時的な処置です。電池が切れたと

きは、ただちに電池の交換をおすすめし
ます。（P.424）

■オートアラームについて

メカニカルキーで施錠した場合、オート
アラームが設定されません。なお、オー
トアラーム設定中にメカニカルキーで解
錠すると、警報が鳴りますのでご注意く
ださい。（P.55）

■パワースイッチのモードの切りかえ

EV システム始動方法の手順 3で、ブレー
キペダルから足を離してパワースイッチ
を押すと、EV システムが始動せず、ス
イッチを押すごとにモードが切りかわり
ます。（P.218）

EV システムを始動するには



472 8-2. 緊急時の対処法

ブースターケーブルと12 V のバッ
テリー付き救援車があれば、手順に
従って、EV システムを始動させるこ
とができます。

1 電子キーを携帯していることを確
認する

ブースターケーブル接続時、場合によっ
ては、オートアラームが作動し自動的に

ドアが施錠されます。（P.56）

2 ボンネットを開ける（P.404）

3 バッテリーの＋端子のカバーを開
ける

4 赤色のブースターケーブルを自車の＋端子 につなぎ、もう一方の端を

救援車のバッテリーの＋端子 につなぐ。その後、黒色のブースター

ケーブルを救援車のバッテリーの－端子 につなぎ、もう一方の端を金

属部 につなぐ

補機バッテリーがあがった
ときは

補機バッテリーがあがった場合、
次の手順で EV システムを始動す
ることができます。

EV システムを再始動するには

A

B

C

D
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4738-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

ブースターケーブルは、指定の端子および接続箇所に届くものを使用して
ください。

バッテリーの＋端子（自車）

バッテリーの＋端子（救援車）

バッテリーの－端子（救援車）

図に示す金属部

5 救援車のエンジンをかけ、回転を
少し高めにして、約5分間自車
の補機バッテリーを充電する

6 救援車のエンジン回転を維持した
まま、パワースイッチをいったん
ONにしてから EV システムを始
動する

7 READYインジケーターが点灯す
ることを確認する

点灯しない場合はレクサス販売店にご連
絡ください。

8 EV システムが始動したら、ブー
スターケーブルをつないだときと
逆の順ではずす

EVシステムが始動しても、早めに
レクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

知識

■補機バッテリーあがり時の始動につい
て

この車両は、押しがけによる始動はでき
ません。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

●EV システムが停止しているときは、ラ
ンプ、エアコンやオーディオなどの電
源を切ってください。

●渋滞などで長時間止まっているときは、
不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

■補機バッテリーの充電について

補機バッテリーの電力は、車両を使用し
ていないあいだも、一部の電装品による
消費や自然放電のために、少しずつ消費
されています。そのため、車両を長時間
放置すると、補機バッテリーがあがって

A

B

C

D
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EV システムが始動できなくなるおそれが
あります。（補機バッテリーは EV システ
ムの作動中に自動で充電されます）

■補機バッテリーあがり時や取りはずし
時などは

●コンピューターに記憶されている情報
が消去されます。補機バッテリーがあ
がったときはレクサス販売店で点検を
受けてください。また、補機バッテ
リー端子をはずすときは、レクサス販
売店にご相談ください。

●補機バッテリー脱着直後はスマートエ
ントリー＆スタートシステムによるド
アの解錠ができない場合があります。
解錠できなかった場合は、ワイヤレス
リモコン、またはメカニカルキーで解
錠・施錠を実施してください。

●補機バッテリー脱着後、最初の EVシス
テム始動は失敗することがあります。2 
回目以降の EV システム始動は正常に動
作しますので、問題ではありません。

●車両は常にパワースイッチの状態を記
憶しています。補機バッテリーあがり
時、補機バッテリー脱着後は、バッテ
リーをはずす前の状態に車両は復帰し
ます。補機バッテリーを脱着する際は、
パワースイッチを OFF にしてから行っ
てください。補機バッテリーあがり前
のパワースイッチの状態が不明の場合、
補機バッテリー接続時は特に注意して
ください。

●補機バッテリーがあがった場合は、P 
から他のポジションに切りかえること
ができない可能性があります。その場
合は、前輪が固定されているため、前
輪を持ち上げないと車両の移動ができ
ません。

●パワーバックドアシステムの初期化を
行ってください。（P.180）

■補機バッテリーを交換するときは

●欧州規格バッテリーを使用してくださ

い。

●交換前と同一のケースサイズ（LN0）、
20時間率容量（20HR）が同等
（35Ah）以上、かつ性能基準値（CCA）
が同等（240A）以上の補機バッテリー
を使用してください。

･ ケースサイズが異なると、補機バッテ
リーが正しく固定されません。

･ 補機バッテリーの早期劣化や、最悪の
場合には EV システムの始動ができなく
なるおそれがあります。

･ 20 時間率容量が小さいと、車両を使用
していない期間が短い期間であっても
補機バッテリーがあがって、EV システ
ムの始動ができなくなるおそれがあり
ます。

詳しくは、レクサス販売店にご相談くだ
さい。

警告

■補機バッテリー端子をはずすときは

必ず－端子を先にはずしてください。
＋端子を先にはずすと、＋端子が周辺
の金属部分にふれた場合、火花が発生
し火災につながるおそれがあるほか、
感電し重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

■補機バッテリーの引火または爆発を
防ぐために

補機バッテリーから発生する可燃性ガ
スに引火して爆発するおそれがあり危
険ですので、火や火花が発生しないよ
う、次のことをお守りください。

●ブースターケーブルは正しい端子ま
たは接続箇所以外に接続しない

●＋端子に接続したブースターケーブ
ルの先を付近のブラケットや未塗装
の金属部に接触させない

●ブースターケーブルは＋側と－側の
端子を絶対に接触させない
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警告

●補機バッテリー付近では、喫煙した
りマッチやライターなどで火を起こ
さない

■補機バッテリーの取り扱いについて

補機バッテリー内には有毒で腐食性の
ある酸性の電解液が入っており、また
関連部品には鉛または鉛の混合物を含
んでいるので、取り扱いに関し、次の
ことを必ずお守りください。

●補機バッテリーを取り扱うときは保
護メガネを着用し、バッテリー液
（酸）が皮膚・衣服・車体に付着しな
いようにする

●必要以上、顔や頭などを補機バッテ
リーに近付けない

●誤ってバッテリー液（酸）が体に付
着したり目に入ったりした場合、た
だちに大量の水で洗い、すぐに医師
の診察を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水
を含ませたスポンジや布を患部にあ
てておく

●誤ってバッテリー液（酸）を飲み込
んだ場合、多量の水を飲んで、すぐ
に医師の診察を受ける

●補機バッテリーや周辺部品の取り扱
い後は手を洗う

●お子さまを補機バッテリーに近付け
ない

■補機バッテリーを交換するときは

●液栓がステーに近いと、バッテリー
液（酸）がもれだすおそれがありま
す。

●補機バッテリーの交換については、
レクサス販売店にご相談ください。

注意

■ブースターケーブルの取り扱いにつ
いて

ブースターケーブルを接続したり、取
りはずすときは、冷却ファンに巻き込
まれないように十分注意してください。

■ブースターケーブルを接続するとき
は

指定の端子および接続箇所以外にブー
スターケーブルを接続しないでくださ
い。電子機器に悪影響をおよぼしたり、
破損につながったりするおそれがあり
ます。
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1 安全な場所に停車し、エアコンを
OFF にする

2 EV システムが作動している状態
で、ボンネットを開ける

3 ラジエーター冷却用のファンが作
動しているかを確認する
ファンが作動している場合：
“EVシステム高温 出力制限中で
す”表示が消えるまで待ち、EV
システムを停止する
ファンが作動していない場合：
すぐに EVシステムを停止し、
レクサス販売店に連絡する

4 EV システムが十分に冷えてから、
ラジエーターコア部（放熱部）や
ホースなどからの冷却水もれを点
検する

多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にレクサス販売店に連絡してください。

ラジエーター

ファン

5 冷却水の量がリザーバータンクの
“F”（上限）と“L”（下限）
のあいだにあるかを点検する

リザーバータンク

“F”（上限）

“L”（下限）

6 冷却水が不足している場合は、冷
却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として水
を補給してください。

応急措置として水を補給した場合は、で
きるだけ早くレクサス販売店で点検を受
けてください。

オーバーヒートしたときは

マルチインフォメーションディス
プレイに“EVシステム高温 出力
制限中です”が表示される場合
は、オーバーヒートの可能性があ
ります。

対処方法

A

B

A

B

C
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1 パーキングブレーキをかけシフト
ポジションを Pにして EVシステ
ムを停止する

2 前輪周辺の土や雪を取り除く

3 前輪の下に木や石などをあてがう

4 EV システムを再始動する

5 シフトポジションを確実にDま
たは Rにし、パーキングブレー
キを解除して注意しながらアクセ
ルペダルを踏む

知識

■脱出しにくいとき

スイッチを押して TRC を OFF にし

てください。

警告

■モータールームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの
重大な傷害を受けるおそれがあります。

●モータールームから蒸気が出ている
場合は、蒸気が出なくなるまでボン
ネットを開けないでください。モー
タールーム内が高温になっています。

●手や着衣（特にネクタイ・スカー
フ・マフラーなど）をファンやベル
トから離してください。手や着衣が
巻き込まれ、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

●EV システムおよびラジエーターが熱
い場合は、冷却水リザーバータンク
のキャップを開けないでください。
高温の蒸気や冷却水が圧力によって
噴き出すおそれがあります。

注意

■冷却水を入れるとき

EV システムが十分に冷えてからゆっく
り入れてください。
EV システムが熱いときに急に冷たい冷
却水を入れると、EVシステムが損傷す
るおそれがあります。

■冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

●異物（砂やほこりなど）を冷却水に
混入させない

●市販の冷却水添加剤を使用しない

スタックしたときは

ぬかるみや砂地、雪道などでタイ
ヤが空転したり埋まり込んで動け
なくなったときは次の方法で脱出
してください。

脱出するには
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警告

■脱出するときは

前進と後退をくり返してスタックから
脱出する場合、他の車、ものまたは人
との衝突を避けるため周囲に何もない
ことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方
または後方に飛び出すおそれがありま
すので、特に注意してください。

■シフトレバーを操作するときは

アクセルペダルを踏み込んだまま操作
しないように気を付けてください。
車が急発進するおそれや、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

注意

■トランスミッションやその他の部品
への損傷を避けるために

●タイヤが空転するのを避け、必要以
上にアクセルペダルを踏まないでく
ださい。

●上記の方法で脱出できなかった場合、
けん引による救援が必要です。
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480 9-1. 仕様一覧

9-1. 仕様一覧

※交換が必要な際はレクサス販売店にご相談ください。

メンテナンスデータ

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されます。
お車には、最も適した弊社純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」といいま
す）のご使用をおすすめします。

指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご使
用ください。

ラジエーター（パワーコントロールユニット）

指定銘柄 容量［L］（参考値）

弊社純正スーパーロングライフクーラント

凍結保証温度

濃度 30％　　－ 12 ℃
濃度 50％　　－ 35 ℃

2.4

ヒーターシステム

指定銘柄 容量［L］（参考値）

弊社純正スーパーロングライフクーラント

凍結保証温度

濃度 30％　　－ 12 ℃
濃度 50％　　－ 35 ℃

1.4

トランスミッション

指定銘柄 容量［L］（参考値）

弊社純正オートフルード　WS※ 4.3

注意

■トランスミッションフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。
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■ ブレーキフルード

■ ブレーキペダル※1

※1ブレーキペダルの点検に併せて、EVシステムが作動している状態のとき、ブレーキ
警告灯（赤色）が点灯していないことも必ず確認してください。（警告灯が点灯した
場合の対処については、P.442 を参照してください）

※2EV システムが作動している状態で、300 N（30.6 kgf）の踏力をかけたときの床
板とのすき間の最小値

■ パーキングブレーキ

このとき、ブレーキ警告灯（黄色）が点灯していないことを確認してください。
（警告灯が点灯した場合の対処については、P.443 を参照してください）

ブレーキ

指定銘柄

弊社純正ブレーキフルード 2500H-A

項目 基準値［mm］

遊び 1 ～ 6

踏み込んだときの床板とのすき間※2 123

項目 パーキングブレーキ表示灯の状態

パーキングブレーキスイッチを 1秒以上 4
秒以内で押したとき

点灯

パーキングブレーキスイッチを 1秒以上 4
秒以内で引いたとき

消灯

ウォッシャータンク

容量［L］（参考値）

4.8
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■ サイズ・空気圧

■ ホイールナット締め付けトルク

※表に記載のないランプは LEDを採用しています。

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ

タイヤが冷えているときの空気圧

kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

215/60R17 96H 17  6 1/2 J 250（2.5）

225/50R18 95V 18  7 J 230（2.3）

トルク［N・m（kgf・cm）］

103（1050）

電球（バルブ）※

電球 W（ワット）数

車外
フロント方向指示灯／非常点滅灯（単眼ヘッドラ
ンプ装着車）

21

車内 バニティランプ 8

車両仕様

名称 型式 電動機型式 駆動方式

UX300e KMA10 4KM FF（前輪駆動）
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9-2. カスタマイズ機能

■ で設定するには

1 センターディスプレイの を選

択する

2 “車両カスタマイズ”または“
運転支援”を選択する

3 一覧表示された中から設定を変更
する項目を選択する

作動・非作動を変更できる機能では、

（作動）・ （非作動）を選

択します。

音量やセンサーの感度などを変更できる
機能では、バー上のアイコンをスライド
してレベルを調整します。

■ で設定するには

1 センターディスプレイの を選

択する

2 “運転支援”を選択する

3 一覧表示された中から設定を変更
する項目を選択する

作動・非作動の設定は、選択するたびに
切りかわります。

作動状態を選択すると、項目が強調表示
されます。

知識

■カスタマイズ設定を行うとき

安全な場所に停車し、パーキングブレー
キをかけ、シフトポジションを Pにして
ください。また、補機バッテリーあがり
を防ぐため、EV システムが作動している
状態で操作を行ってください。

■ について

一部の車両カスタマイズ設定は、 から

も設定を変更することができます。

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳しく
はレクサス販売店へお問い合わせください。

センターディスプレイの画面操作で設定変更可能

レクサス販売店で設定変更可能

ユーザーカスタマイズ機能

お車に装備されている各種の機能
は、ご希望に合わせてレクサス販
売店で作動内容を変更することが
できます。また、センターディス
プレイの操作により、設定を変更
することができる機能もあります。

一部の車両カスタマイズ設定は、
マイセッティングと連動して設定
が変更されます。（P.205）

設定を変更するには

注意

■カスタマイズを行うときは

補機バッテリーあがりを起こす可能性
がありますので、確実に EV システム
が作動している状態で実施してくださ
い。

車両カスタマイズ設定一覧

A

B
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■ セキュリティ (P.55)

■ EV システム（P.85, 93）

■ メーター、マルチインフォメーションディスプレイ（P.143, 147, 
152）

言語や単位などの一部の項目は、センターディスプレイの設定に連動して
メーター、マルチインフォメーションディスプレイの表示も変更されます。
設定の変更については、別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してくだ
さい。

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ ヘッドアップディスプレイ★（P.149）

機能の内容 初期設定 変更後

侵入・傾斜センサー On Off ○ 

機能の内容 初期設定 変更後

充電電流 MAX
16A

○ 
8A

充電量上限 Full 90％ ○ 

電池冷却 あり なし ○ 

機能の内容 初期設定 変更後

メーター表示タイプ※ タイプ 1
タイプ 2

○ 
タイプ 3

提案サービス※ あり
あり（停車中のみ）

○ 
なし

制動灯表示灯 あり なし ○ 

機能の内容 初期設定 変更後

ヘッドアップディスプレイ表

示※ あり なし ○ 

ヘッドアップディスプレイ表

示タイプ※ 標準
最大

○ 
最小

傾き調整※ 水平位置
反時計回り / 時計回

り方向へ回転
○ 

A B

A B

A B

A B
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ ドアロック（P.165, 469）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ パワーバックドア★（P.173）

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキーによる解錠 1回で全ドア解錠
1回で運転席ドア解
錠、連続 2回で全

ドア解錠
 ○

車速感応オートドアロック※ あり なし ○ ○

シフトポジションを P以外に
したときの全ドア施錠（シフ

ト操作連動ドアロック）※
なし あり ○ ○

シフトポジションを Pにした
ときの全ドア解錠（シフト操

作連動アンロック）※
あり なし ○ ○

運転席ドアを開けたときの全
ドア解錠（運転席ドア開連動

アンロック）※
なし あり ○ ○

機能の内容 初期設定 変更後

パワーバックドア機能 あり なし ○ 

ハンズフリーパワーバックド
アセンサー（キックセンサー）
機能

あり なし ○ 

パワースイッチが ACC のと
きのハンズフリーパワーバッ
クドアセンサー（キックセン
サー）作動

あり なし  ○

ブザー音量 大
小

○ 
中

ワイヤレスリモコンのバック
ドア解除ボタン操作（施錠時
ボタン 1 回操作アンロック）

なし あり  ○

クローズ＆ロック（ウォーク
アウェイ）機能設定

なし あり  ○

A B

A B
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※バックドアのスイッチ操作で設定します。

■ スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレスドアロック共通
（P.161, 185）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ スマートエントリー＆スタートシステム（P.185）

ハンズフリークローズ &ロッ
ク ( ウォークアウェイ ) 機能
設定

なし あり  ○

パワーバックドア開度調節 開度 5

お好みの位置（高

さ）※ ○ 

開度 1 ～ 5

機能の内容 初期設定 変更後

作動の合図（ブザー音量調

整）※ レベル 5
OFF

○ ○
レベル 1～ 7

作動の合図（非常点滅灯）※ あり なし ○ ○

解錠後、ドアを開けなかった

ときの自動施錠までの時間※ 30秒
60秒

 ○
120秒

半ドア警告ブザー あり なし  ○

機能の内容 初期設定 変更後

スマートエントリー＆スター
トシステム

あり なし ○ ○

解錠されるドアの選択 全席解錠 運転席のみ解錠 ○ ○

連続ロック操作の有効回数 2回 無制限  ○

全席解錠までのドアハンドル
保持時間

2.0 秒

非作動

 ○1.5 秒

2.5 秒

降車オートロック機能 なし あり  ○

機能の内容 初期設定 変更後 A B

A B

A B
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車
両
情
報

■ ワイヤレスドアロック（P.161）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ ハンドル（P.194）

■ ドアミラー（P.196）

■ パワーウインドウ、ムーンルーフ★共通（P.199, 202）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

パワーバックドア閉作動中降
車オートロック機能

なし あり  ○

接近時オートアンロック機能 なし あり  ○

機能の内容 初期設定 変更後

解錠時の操作※ 1回で全ドア解錠
1回で運転席ドア解
錠、連続 2回で全

ドア解錠
○ ○

ワイヤレスリモコンの

スイッチでのパワー

バックドアを開くときの操作

1 回押し続ける

1 回押し

 ○2 回押し

非作動

機能の内容 初期設定 変更後

オートアウェイ＆オートリ
ターン機構

上下のみ

前後のみ

○ 全て作動

OFF

機能の内容 初期設定 変更後

オート電動格納作動
ドアの施錠・解錠と

連動

OFF

 ○パワースイッチと連
動

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキー連動開閉機能 なし あり  ○

ワイヤレスリモコン連動開閉
機能

なし あり  ○

機能の内容 初期設定 変更後 A B

A B

A B

A B

A B
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■ ランプ自動点灯・消灯システム（P.231）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ ランプ（P.231）

■ AHS（アダプティブハイビームシステム）★（P.234）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

機能の内容 初期設定 変更後

ライトセンサーの感度調整※ より暗い

より明るい

○ ○
明るい

標準

暗い

ワイパー連動ヘッドランプ点
灯機能

あり なし  ○

ランプ消し忘れ防止機能
パワースイッチを
OFF にする

パワースイッチを
OFF にして運転席
ドアを開ける

 ○

機能の内容 初期設定 変更後

デイタイムランニングランプ あり なし  ○

おもてなし照明の制御 あり なし  ○

機能の内容 カスタマイズ設定

アダプティブハイビームシス
テム ON／ OFF※  ○

車速に応じた、ハイビームの
明るさと照らす範囲の調整

15km/h ／ 30km/h ／ 80km/h  ○

カーブを走行しているとき、
進行方向側のハイビームを明
るく照らす

ON／ OFF  ○

先行車との距離に応じた、
ロービームの照らす範囲の調
整

ON／ OFF  ○

雨天時用のハイビーム配光制
御

ON／ OFF  ○

上段配光の制御 ON／ OFF  ○

市街地用の配光制御 ON／ OFF  ○

A B

A B

A B
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9-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

※オートマティックハイビームとして作動します。（P.237）

■ リヤワイパー（P.245）

■ PCS（プリクラッシュセーフティ）（P.255）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ LDA（レーンディパーチャーアラート）（P.264）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ レーダークルーズコントロール (DRCC)（P.283）

機能の内容 初期設定 変更後

バックドアを開けたときのリ
ヤワイパー停止

あり なし  ○

ウォッシャー液を出したとき
のリヤワイパー作動

あり なし  ○

シフトポジションを R にした
ときのリヤワイパー作動

1 回作動
なし

 ○
連続作動

機能の内容 カスタマイズ設定

プリクラッシュセーフティ ON／ OFF ○ 

警報タイミング※ 遅い／標準／早い ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

レーンディパーチャーアラー

ト※ ON／ OFF ○ 

警報タイミング※ 標準／早い ○ 

警報手段※ ハンドル振動／ブザー ○ 

低車速支援※ ON／ OFF ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

加速度設定※ 弱／中／強 ○ 

速度設定（短押し）※ 1km/h ／ 5km/h ／ 10km/h ○ 

速度設定（長押し）※ 1km/h ／ 5km/h ／ 10km/h ○ 

ガイド文言表示※ ON／ OFF ○ 

カーブ速度抑制※ OFF ／弱／中／強 ○ 

A B

A B

A B

A B
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※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ PDA（プロアクティブドライビングアシスト）（P.268）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ 発進遅れ告知（P.273）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ RSA（ロードサインアシスト）（P.280）

■ 休憩提案（P.270）

機能の内容 カスタマイズ設定

プロアクティブドライビングアシス

ト（PDA）※ ON ／ OFF ○ 

支援感度※ 低い／中間／高い ○ 

操舵アシスト（SA）※ ON ／ OFF ○ 

減速アシスト（DA）※ ON ／ OFF ○ 

障害物先読みアシスト（OAA）※ ON ／ OFF ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

先行車※ ON／ OFF ○ 

信号※ ON／ OFF ○ 

告知タイミング※ 早い／標準／遅い ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

ロードサインアシスト ON／ OFF ○ 

速度標識超過告知方法 無／表示／表示とブザー ○ 

その他告知方法 無／表示／表示とブザー ○ 

速度超過告知車速 10km/h ／ 5km/h ／ 2km/h ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

休憩提案 ON／ OFF ○ 

A B

A B

A B

A B
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車
両
情
報

■ ITS Connect ★（P.297）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ BSM（ブラインドスポットモニター）（P.304）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ クリアランスソナー（P.314）

※1マイセッティングと連動して設定が変更されます。
※2RCTA（リヤクロストラフィックアラート）のブザー音量と連動しています。

■ RCTA（リヤクロストラフィックアラート）（P.319）

※1マイセッティングと連動して設定が変更されます。

機能の内容 カスタマイズ設定

支援タイミング 遅い／早い ○ 

信号情報 ON／ OFF ○ 

道路環境情報 ON／ OFF ○ 

緊急車両通知 ON／ OFF ○ 

通信利用型クルーズ ON／ OFF ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

ブラインドスポットモニター機能 あり／なし ○ 

ドアミラーインジケーターの明るさ
※ 暗い／明るい ○ 

接近車両を知らせるタイミング（感

度）※ 遅い／普通／早い ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

クリアランスソナー機能※1 あり／なし ○ 

クリアランスソナー作動時のブザー

音量※1、2 レベル 1／レベル 2／レベル 3 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

リヤクロストラフィックアラート機
能

On ／ Off ○ 

リヤクロストラフィックアラート作

動時のブザー音量※1, 2 レベル 1／レベル 2／レベル 3 ○ 

A B

A B

A B

A B
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※2クリアランスソナーのブザー音量と連動しています。

■ PKSB（パーキングサポートブレーキ）（P.324）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ 安心降車アシスト（P.310）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ パワースイッチ（P.218）

■ ドライブスタートコントロール（P.213）

※「なし」に変更しても、パワースイッチをONにするたびに「あり」に戻ります。

■ リヤシートリマインダー（P.167）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

機能の内容 カスタマイズ設定

PKSB（パーキングサポートブレー

キ）機能※ ON ／ OFF ○ 

機能の内容 初期設定

安心降車アシスト機能 On ／ Off ○ 

ドアミラーインジケーター表

示※ あり／なし ○ 

接近車両検知の感度※ 低い／普通／高い ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

ACC カスタマイズ

ACC の ON ／ OFF を切りか
える

ON／ OFF ○ ○

機能の内容 初期設定 変更後

後退速度の抑制制御 あり なし※ ○ 

機能の内容 初期設定 変更後

後席置忘れ防止の表示※ あり なし ○ 

A B

A B

A B

A B

A B
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車
両
情
報

■ エアコン（P.349）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ シートヒーター／シートベンチレーター（P.357）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ ステアリングヒーター（P.357）

※1マイセッティングと連動して設定が変更されます。
※2センターディスプレイには“作動時間” と表示される場合がありますが、温度調
整の設定項目になります。

■ イルミネーション（P.360）

機能の内容 初期設定 変更後

AUTOスイッチが ONのと
き、連動して外気導入と内気

循環を自動的に切りかえる※
する しない ○ ○

AUTOスイッチを ONにした
とき、A/C スイッチが連動し

てONになる※
する しない ○ ○

機能の内容 初期設定 変更後

運転席シートヒーター／ベン
チレーター AUTO モード時の

温度または風量調整※
標準

-2（涼しめ）～＋ 2
（暖かめ）

○ ○

助手席シートヒーター／ベン
チレーター AUTO モード時の

温度または風量調整※
標準

-2（涼しめ）～＋ 2
（暖かめ）

○ ○

機能の内容 初期設定 変更後

ステアリングヒーター AUTO

作動時の温度調整※1、2 標準
-2（低め）～＋ 2

（高め）
○ ○

機能の内容 初期設定 変更後

室内灯の消灯までの時間※ 15秒

OFF

○ 7.5 秒

30秒

パワースイッチOFF 後の作動 あり なし  ○

A B

A B

A B

A B
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※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

知識

■車両カスタマイズについて

●“車速感応オートドアロック”と“シ
フトポジションを P以外にしたときの
全ドア施錠（シフト操作連動ドアロッ
ク）”を両方とも“あり”にした場
合、次のように作動します。

･ シフトポジションを P以外にすると全
ドアが施錠されます。

･ 全ドアが施錠された状態で発進した場
合、車速感応式自動ドアロックは作動
しません。

･ 発進前にいずれかのドアロックを解錠
してから発進した場合は、車速感応
オートドアロックが作動します。

●“スマートエントリー＆スタートシス
テム”の設定が“なし”の場合、“
解錠されるドアの選択”の設定はでき
ません。

●解錠後、ドアを開けなかったときの自
動施錠が作動したときの合図は、“作
動の合図（非常点滅灯）”・“作動の
合図音量（ブザー音量調整）”の設定
に依存します。

接近時の照明の点灯 あり なし  ○

解錠時の照明の点灯 あり なし  ○

車室内足元照明、小物入れ照
明の点灯

あり なし  ○

アウトサイドドアハンドル照

明の点灯※ あり なし  ○

アウトサイドドアハンドル照

明の消灯までの時間※ 15秒

OFF

○ 7.5 秒

30秒

接近時のアウトサイドドアハ
ンドル照明の点灯

あり なし  ○

解錠時のアウトサイドドアハ
ンドル照明の点灯

あり なし  ○

ドアを開けたときのアウトサ
イドドアハンドル照明の点灯

あり なし  ○

アウトサイドドアハンドル照
明の消灯時のフェードアウト

長い 短い  ○

輝度の調整※ 1
9～ 1

○ 
OFF

機能の内容 初期設定 変更後 A B
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車
両
情
報

9-3. 初期設定

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

初期設定が必要な項目

次の項目は補機バッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあとな
どに、システムを正しく作動させるために初期設定が必要です。

設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照先

タイヤ空気圧警報システム

･ タイヤサイズの変更など
により、タイヤの指定空
気圧が変更になったとき

･ 指定空気圧が複数ある場
合に、タイヤの空気圧を
変更したとき

P.412

パワーバックドア★

･ 補機バッテリーの充電・
交換後の再接続時

･ ヒューズ交換時

P.180

パワーウインドウ
･ 正常に働かないとき

P.199

ムーンルーフ★ P.203
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498 こんなときは（症状別さくいん）

1-1. こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

● メカニカルキーをなくした場合、
レクサス販売店でレクサス純正の
新しいメカニカルキーを作ること
ができます。（P.468）

● 電子キーをなくすと盗難の危険性
が極めて高くなるため、ただちに
レクサス販売店にご相談くださ
い。（P.468）

● キーの電池が消耗、または電池が
切れていませんか？（P.424）

● パワースイッチがONになってい
ませんか？
施錠するときは、パワースイッチ
をOFF にしてください。
（P.218）

● 電子キーを車内に置き忘れていま
せんか？
施錠するときは、電子キーを携帯
していることを確認してくださ
い。

● 電波状況により、機能が正常に働
いていない可能性があります。
（P.186）

● チャイルドプロテクターがかかっ
ていませんか？
チャイルドプロテクターがかかっ
ていると車内からは開きません。
いったん車外から開けて、チャイ
ルドプロテクターを解除してくだ
さい。（P.169）

● 充電ケーブルが接続されていませ
んか？（P.87）

● ブレーキペダルをしっかりと踏み
ながらパワースイッチを押してい
ますか？（P.216）

● シフトポジションはPになってい
ますか？（P.220）

● キーが車内の検知される場所にあ
りますか？（P.185）

● キーの電池が消耗、または電池が
切れていませんか？
このときは、一時的な方法で EV
システムを始動することができま
す。（P.471）

● 補機バッテリーがあがっていませ
んか？（P.472）

お困りの際は、レクサス販売店に
ご連絡いただく前にまず次のこと
を確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ない

キーをなくした

施錠・解錠できない

リヤドアが開かない

故障かな？と思ったら

EV システムが始動できない
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● ウインドウロックスイッチが押さ
れていませんか？
ウインドウロックスイッチが押さ
れていると、運転席以外のパワー
ウインドウは操作できなくなりま
す。（P.201）

● 一定時間ACCまたはON（EVシス
テムが作動していない状態）にし
ておくと、自動電源OFF 機能が
作動します。（P.219）

● 警告音が鳴りだしたときは、「車
から音が鳴ったときは（音さくい
ん）」（P.500）をご確認くださ
い。

● 警告灯や警告メッセージが表示さ
れたときは、P.442, 449をご確
認ください。

● 車を安全な場所に停め、タイヤパ

ンク応急修理キットでパンクした
タイヤを応急修理してください。
（P.456）

● ぬかるみ・砂地・雪道などで動け
なくなったときの脱出方法を試し
てください。（P.477）

パワーウインドウスイッチを操
作してもドアガラスが開閉しな
い

パワースイッチが自動的に OFF
になった

警告音・アラーム・ホーンが鳴
りだした

警告灯や警告メッセージが表示
されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした

立ち往生した
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1-3. 車から音が鳴ったときは（音さくいん）

車から音が鳴ったときは（音さくいん）

※ドアを解錠する、またはパワースイッ
チを ACC またはONにするか、EVシ
ステムを始動すると、警報を解除する
ことができます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次の状況のとき、車の状態や誤操
作などをお知らせするために警告
音が鳴ります。

車に乗るとき／降りるとき

状況 原因 詳細

解錠したとき

盗難防止装置
（オートアラーム）

が作動した※
P.55

ドアを開閉し
たとき

シフトポジション
が P以外になっ
ている

P.449

窓・ムーンルーフ
★が開いている
（EV システム停
止中のみ）

P.200
, 203

盗難防止装置
（オートアラーム）

が作動した※
P.55

EV システム
を停止したと
き

電子キーの電池残
量が少なくなって
いる

P.158

施錠しようと
したとき（施
錠できないと
き）

いずれかのドアが
確実に閉まってい
ない

P.167

電子キーを車内に
置き忘れている

P.449

走行しているとき

状況 原因 詳細

走り出したと
き

いずれかのドア・
バックドア・ボン
ネットが確実に閉
まっていない

P.169

パーキングブレー
キが解除されてい
ない

P.227

シートベルトを着

用していない※ P.444

ブレーキペダ
ルを踏んだと
き（きしみや
ひっかき音）

ブレーキパッドが
摩耗しているおそ
れがある

P.211

先行車に接近
したとき

レーダークルーズ
コントロールを使
用している

P.288

前方の障害物
と衝突しそう
になったとき

PCS（プリク
ラッシュセーフ
ティ）が作動した

P.255

車線から逸脱
しそうになっ
たとき

LTA（レーント
レーシングアシス
ト）を使用してい
る

P.264

制限速度より
一定の速度を
超過したとき RSA（ロードサイ

ンアシスト）が作
動した

P.280はみ出し通行
禁止の道路で
追い越しをか
けたとき

障害物との距
離が近付いた
とき

クリアランスソ
ナーが作動した

P.314
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※助手席に荷物を置いている場合にもブ
ザーが鳴ることがあります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

無操作運転が
継続されたと
き

ドライバー異常時
対応システムが作
動した

P.295

後退時に左右
からの車を検
知したとき

RCTA（リヤクロ
ストラフィックア
ラート）が作動し
た

P.320

対向車や右折
先の歩行者が
いるときに右
折しようとし
たとき

ITS Connect ★が
作動した

P.300

左右から交差
点に進入する
車がいるとき
に発進しよう
としたとき

赤信号の交差
点に進入しそ
うになったと
き

緊急車両（救
急車）がサイ
レンを鳴らし
て近辺を走行
しているとき

状況 原因 詳細
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アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）......................... 349

ABS
（アンチロックブレーキシステム）
....................................... 337

ACA
（アクティブコーナリングアシスト）
....................................... 338

AHS
（アダプティブハイビームシステム）
....................................... 234

ASC
（アクティブサウンドコントロール）
....................................... 230

BEV
（バッテリーエレクトリックビーク
ル）..................................... 60

BSM
（ブラインドスポットモニター）304

ECB
（エレクトロニカリーコントロール
ドブレーキシステム）............ 337

EDR
（イベントデータレコーダー）...... 9

EPS
（エレクトリックパワーステアリン
グ）................................... 338

HUD
（ヘッドアップディスプレイ）.. 149

ISOFIX
（アイソフィックス／イソフィック
ス）..................................... 40

ITS Connect ......................... 297
通信利用型レーダークルーズコント
ロール............................... 289

LDA
（レーンディパーチャーアラート）
....................................... 268

LED

（ライトエミッティングダイオード）
........................................428

Lexus Safety System +
AHB（オートマチックハイビーム）
........................................237

AHS（アダプティブハイビームシス
テム）.................................234

LDA（レーンディパーチャーアラー
ト）...................................268

LTA（レーントレーシングアシス
ト）...................................264

PCS（プリクラッシュセーフティ）
........................................255

PDA（プロアクティブドライビング
アシスト）...........................273

RSA（ロードサインアシスト）.280

クルーズコントロール...........292

ソフトウェアアップデートを確認す
る.....................................247

ドライバー異常時対応システム295

レーダークルーズコントロール283

発進遅れ告知機能.................278

LTA
（レーントレーシングアシスト）264

PCS
（プリクラッシュセーフティ）..255

PDA
（プロアクティブドライビングアシ
スト）.................................273

PKSA（パーキングサポートアラート）
RCTA （リヤクロストラフィックア
ラート）..............................319

クリアランスソナー..............314

PKSB（パーキングサポートブレーキ）
..........................................324
操作..................................325

RCTA
（リヤクロストラフィックアラート）
........................................319
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SRS
（サプリメンタルレストレイントシ
ステム）............................... 32

S-VSC
（ステアリングアシステッドビーク
ルスタビリティコントロール）337

TRC
（トラクションコントロール）.. 338

VSC
（ビークルスタビリティコントロー
ル）................................... 337
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五十音順さくいん

あ

アースポイント（バッテリーあがりの処

置）........................................ 472

アームレスト............................. 380

RSA ( ロードサインアシスト ) ...... 280

ITS Connect ............................. 297

アウターミラー（ドアミラー）
BSM（ブラインドスポットモニター）304

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

.............................................. 319

安心降車アシスト ......................... 310

格納のしかた ............................... 197

操作........................................... 196

ミラーヒーター ............................ 350

リバース連動機能 ......................... 197

アウトサイドドアハンドル照明 ..... 360

アクセサリーコンセント .............. 382

アクセサリーソケット................. 371

アクティブコーナリングアシスト

（ACA）................................... 338

アクティブサウンドコントロール

（ASC）................................... 230

アシストグリップ....................... 380

足元照明 .................................. 360

アダプティブハイビームシステム... 234

アドバンストドライブ（渋滞時支援）
ソフトウェアアップデートを確認する247

アラーム
オートアラーム .............................. 55

音さくいん .................................. 500

警告ブザー .......................... 442, 449

安心降車アシスト....................... 310

アンチロックブレーキシステム（ABS）

............................................ 337

アンテナ
スマートエントリー＆スタートシステム

.............................................. 185

い

イージークローザー（バックドア）..177

EV システム ................................60
イモビライザーシステム ...................54

運転のアドバイス............................67

オーバーヒート.............................476

回生ブレーキ..................................61

急速充電のしかた............................97

緊急始動機能................................467

緊急時の停止方法..........................434

緊急停止システム............................66

高電圧部位.....................................63

サービスプラグ...............................63

事故が発生したとき .........................65

始動できないときは .......................466

始動方法......................................216

車両接近通報装置............................62

注意 .............................................63

電気モーター..................................60

電欠になったとき............................66

特徴 .............................................60

特有の音と振動...............................61

パワー（イグニッション）スイッチ...216

普通充電のしかた............................90

ブレーキオーバーライドシステム......209

補機バッテリーがあがった ..............472

ボンネット...................................404

メンテナンス・修理・廃車するとき.....62

EV システムインジケーター ..145, 152

イグニッションスイッチ（パワースイッ

チ）........................................216
EVシステムの始動方法...................216

自動電源OFF 機能.........................219

車両を緊急停止するには .................434

モードの切りかえ..........................218

位置交換（タイヤローテーション）..409

イベントデータレコーダー（EDR）.....9
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イモビライザーシステム ................ 54

イルミネーテッドエントリーシステム

............................................ 360

インジケーター（表示灯）............. 140
エラーインジケーター...................... 75

充電インジケーター（普通充電ケーブル）

................................................ 75

電源インジケーター......................... 75

表示灯........................................ 140

普通充電インジケーター（普通充電ポー

ト）............................................ 72

普通充電ケーブル ........................... 75

インストルメントパネル照度調整スイッ

チ ......................................... 146

インテリアランプ....................... 360

インナーミラー.......................... 195

う

ウインカー（方向指示灯）............. 225
電球（バルブ）の交換............ 428, 429

方向指示レバー ............................ 225

ワット数 ..................................... 482

ウインドウ
ウインドシールドデアイサー........... 353

ウォッシャー ....................... 241, 245

パワーウインドウ ......................... 199

リヤウインドウデフォッガー........... 350

ウインドウロックスイッチ ........... 201

ウインドシールドデアイサー ........ 353

ウォッシャー
液の補充 ..................................... 407

スイッチ ............................. 241, 245

タンク容量 .................................. 481

冬の前の準備・点検....................... 344

動けなくなったときは（スタック）. 477

雨滴感知式ワイパー.................... 241

運転 ........................................ 208
雨の日の運転 ............................... 208

運転を補助する装置 .......................337

寒冷時の運転................................344

走行可能距離..................................68

正しい運転姿勢...............................27

手順 ...........................................208

電気自動車運転のアドバイス .............67

運転支援システム情報表示............154

運転席シートベルト非着用警告灯...444

え

エアコン...................................349
「ナノイー」...................................353

曇り取り（フロントガラス）.............350

フィルターの清掃..........................422

フロント席集中送風モード（S-FLOW）

...............................................356

マイルームモード..........................109

エアコン・デフォッガー...............350

エアバッグ ..................................32
SRSエアバッグ警告灯....................443

改造・廃棄.....................................37

警告ブザー...................................443

作動条件........................................33

正しい姿勢.....................................27

配置 .............................................32

S-FLOW
フロント席集中送風モード ..............356

エレクトリックパワーステアリング

（EPS）
機能 ...........................................338

お

オーディオシステム連携表示.........154

オートアウェイ＆オートリターン機構

.............................................194

オートアラーム ............................55

オートエアコン ..........................349
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オートドアロック・アンロック機能 169

オートマチックハイビーム ........... 237

オートレベリングシステム（ヘッドラン

プ）........................................ 233

オーバーヒート.......................... 476

オープナー
バックドア .................................. 173

ボンネット .................................. 404

おくだけ充電（ワイヤレス充電器）. 373

お子さまを乗せるとき................... 39
ウインドウロックスイッチ.............. 201

お子さまの安全のために................... 39

シートベルトの着用......................... 30

充電に関する警告 ........................... 88

ステアリングヒーター／シートヒーターに

関する警告................................ 357

チャイルドシート ........................... 40

チャイルドシートの取り付け............. 40

チャイルドプロテクター................. 169

発炎筒の取り扱いに関する警告........ 434

バックドアに関する警告................. 170

バッテリーに関する警告................. 475

パワーウインドウに関する警告........ 200

ムーンルーフに関する警告.............. 203

オドメーター／トリップメーターディス

プレイ ................................... 146
ODO TRIP スイッチ ...................... 146

表示項目 ..................................... 146

か

カーテンシールドエアバッグ .......... 32

カーペット................................ 401
洗浄........................................... 401

フロアマットの取り付け方................ 26

外気温度表示............................. 143

回生ブレーキ............................... 61

外装の電球（バルブ）.................. 428
交換要領 ..................................... 428

ワット数......................................482

外部給電システム
DC外部給電システム.....................126

買い物フック .............................366

カスタマイズ機能 .......................483

型式.........................................482

カップホルダー ..........................365

カメラ
前方カメラ...................................250

ガラスの曇り取り（リヤウインドウデ

フォッガー）.............................350

ガラスの曇り取り
前方カメラ取り付け部 ....................252

ガレージジャッキ .......................406

冠水路走行 ................................213

寒冷時の運転 .............................344

き

キー.........................................158
EVシステムが始動できない.............466

キーナンバープレート ....................158

キーの構成...................................158

キーレスエントリー ...............161, 185

キーをなくした.............................468

正常に働かない.............................469

施錠・解錠ができない ....................469

電子キー......................................158

電池が切れた........................424, 469

メカニカルキー.............................161

ワイヤレスリモコン .......................161

キーレスエントリー
スマートエントリー＆スタートシステム

...............................................185

ワイヤレスドアロック ....................161

きしみやひっかき音が聞こえる（ブレー

キパッドウェアインジケーター）...211

キックセンサー ..........................176
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給電
正常に給電できない....................... 133

DC 外部給電のしかた..................... 127

緊急時シートベルト固定機構 .......... 30

緊急始動機能（EV システム）........ 467

緊急時の対処
EV システムが始動できない ............ 466

オーバーヒートした....................... 476

キーの電池が切れた............... 424, 469

キーをなくした ............................ 468

警告灯がついた ............................ 442

警告メッセージが表示された........... 449

けん引........................................ 437

故障したときは ............................ 432

車中泊が必要なときは.................... 436

車両を緊急停止する....................... 434

水没・冠水したときは.................... 435

スタックした ............................... 477

電子キーが正常に働かない.............. 469

発炎筒........................................ 433

パンクした .................................. 456

補機バッテリーがあがった.............. 472

緊急停止システム......................... 66

緊急ブレーキシグナル................. 338

く

空気圧（タイヤ）........................ 482
タイヤ空気圧警報システム.............. 409

メンテナンスデータ....................... 482

区間距離計（トリップメーター）.... 146

駆動用電池
駆動用電池充電警告灯.................... 444

充電について ................................. 70

搭載位置 ....................................... 60

駆動用電池残量計....................... 143

曇り取り
前方カメラ取り付け部.................... 252

フロントガラス ............................ 350

ミラーヒーター.............................350

リヤウインドウデフォッガー ...........350

クラクション（ホーン）................194

クリアランスソナー ....................314
操作 ...........................................314

クリアランスランプ（車幅灯）
スイッチ......................................231

電球（バルブ）の交換 ....................428

クリップ
フロアマット..................................26

クルーズコントロール
クルーズコントロール ....................292

レーダークルーズコントロール.........283

グローブボックス .......................364

グローブボックスランプ...............364

け

警音器（ホーン）.........................194

計器類（メーター）......................143

警告灯......................................442
LDA表示灯..................................446

LTA 表示灯 ..................................446

PCS ...........................................445

PDA表示灯..................................446

運転支援情報表示灯 .......................447

ABS （アンチロックブレーキシステム）& 

ブレーキアシスト........................443

SRSエアバッグ ............................443

駆動用電池充電.............................444

クリアランスソナーOFF 表示灯 .......444

クルーズコントロール表示灯 ...........446

シートベルト非着用 ...............444, 445

スリップ表示灯.............................443

タイヤ空気圧................................442

パーキングブレーキ表示灯 ..............444

パワーステアリング .......................443

ブレーキ..............................442, 443

ブレーキホールド作動表示灯 ...........444
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ペダル誤操作警告灯....................... 445

補機バッテリー充電....................... 442

レーダークルーズコントロール表示灯446

警告ブザー
LDA........................................... 446

LTA ........................................... 446

PCS........................................... 445

PDA........................................... 446

ABS（アンチロックブレーキシステム） & 

ブレーキアシスト ....................... 443

SRS エアバッグ............................ 443

クリアランスソナー....................... 444

クルーズコントロール.................... 446

シートベルト非着用............... 444, 445

車線逸脱警報（LDA）..................... 268

衝突警報（PCS）........................... 255

接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）.......................................... 288

手放し運転警告（LDA）.................. 270

手放し運転警告（LTA）................... 265

手放し運転警告（PDA）.................. 277

パワーステアリング....................... 443

半ドア........................................ 167

半ドア走行 .................................. 169

ブレーキ ..................................... 442

ブレーキホールド ......................... 444

ペダル誤操作警告ブザー................. 445

ボンネット開 ............................... 169

窓開........................................... 200

ムーンルーフ開 ............................ 203

レーダークルーズコントロール........ 446

警告メッセージ.......................... 449

警告ラベル（EV システム）............. 63

化粧ミラー（バニティミラー）....... 371

けん引
けん引のしかた ............................ 437

フック........................................ 438

こ

交換
キーの電池...................................424

タイヤ.........................................417

電球（バルブ）..............................428

ヒューズ......................................426

工具（ツール）............................417

降車オートロック機能..................165

後退速度の抑制制御（ドライブスタート

コントロール）..........................213

後退灯（バックアップランプ）
電球（バルブ）の交換 ....................428

高電圧部位 ..................................63

後方車両への接近警報..................308

コートフック .............................380

コーナリングランプ ....................233
電球（バルブ）の交換 ....................428

子供専用シート
取り付け方.....................................41

小物入れ...................................363

コンソールボックス ....................364

コンライト（自動点灯・消灯装置）..231

さ

サービスプラグ ............................63

サイドエアバッグ .........................32

サイド方向指示灯 .......................225
電球（バルブ）の交換 ....................428

方向指示レバー.............................225

サイドミラー（ドアミラー）..........196
BSM（ブラインドスポットモニター）.304

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

...............................................319

安心降車アシスト..........................310

格納のしかた................................197

操作 ...........................................196

ミラーヒーター.............................350
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リバース連動機能 ......................... 197

サンシェード
ルーフ........................................ 202

サンバイザー............................. 371

し

シート ............................. 190, 191
正しい運転姿勢 .............................. 27

チャイルドシート ........................... 40

調整................................... 190, 191

手入れ........................................ 401

ヘッドレスト ............................... 192

シートヒーター.......................... 357

シートベルト............................... 29
お子さまの着用 ........................ 29, 30

緊急時シートベルト固定機構............. 30

高さ調節 ....................................... 31

正しく着用するには......................... 30

着け方、はずし方 ........................... 30

手入れ........................................ 401

妊娠中の方の着用 ........................... 29

非着用警告灯 ....................... 444, 445

シートベルト非着用警告灯 ... 444, 445

シートベルトプリテンショナー ....... 31
機能............................................. 31

プリテンショナー警告灯................. 443

シートベンチレーター................. 357

事故が発生したとき（EVシステムの注

意）.......................................... 65

室内灯（インテリアランプ）.......... 360

始動のしかた............................. 216

シフトポジション....................... 220
シフトポジションの切りかえ........... 220

操作........................................... 220

パドルシフトスイッチ.................... 224

車中泊が必要なときは................. 436

ジャッキ
ガレージジャッキ ......................... 406

車載ジャッキ................................417

ジャッキハンドル .......................417

車幅灯
電球（バルブ）の交換 ....................428

ランプスイッチ.............................231

車両型式...................................482

車両仕様（スペック）...................480

車両情報表示画面 .......................154

車両接近通報装置 .........................62

車両データの記録 ...........................7

車両を緊急停止するには...............434

充電
急速充電........................................97

車載充電器.....................................95

充電装備........................................70

充電に関するアドバイス ...................86

充電に関する警告....................94, 100

充電のしかた............................90, 97

充電リッドが開けられない ..............468

充電リッドの開閉............................71

正常に充電できない .......................112

タイマー充電機能..........................102

電源について..................................81

V2H 充電 ......................................97

普通充電........................................90

普通充電ケーブル............................73

マイルームモード..........................109

メッセージ...........................119, 449

充電ケーブル（普通充電ケーブル）
安全機能........................................75

インジケーター...............................75

コントロールユニット ......................74

充電ケーブルに関する警告 ................73

普通充電コネクターを解錠できないとき79

充電ポート
急速充電リッド...............................70

充電リッドが開かないとき ..............468

充電リッドの開閉............................71
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普通充電コネクターのロック・アンロック

................................................ 78

普通充電リッド .............................. 70

充電用USB端子........................ 372

充電リッド
充電リッドが開かないとき.............. 468

瞬間電費 .......................... 152, 153

仕様（車両仕様）........................ 482

衝撃感知ドアロック解除システム... 166

初期化
パワーウインドウ ......................... 199

ムーンルーフ ............................... 203

初期設定 .................................. 495

助手席シートベルト非着用警告灯... 444

信号切替り告知機能.................... 278

侵入センサー（オートアラーム）...... 56

す

スイッチ
AC100V..................................... 382

LTA ........................................... 266

ODO TRIP................................... 146

TRC（トラクションコントロール） OFF

.............................................. 338

VSC（ビークルスタビリティコントロー

ル） OFF ................................... 339

アダプティブハイビームシステム ..... 235

インストルメントパネル照度調整 ..... 146

ウインドウロック ......................... 201

ウインドシールドデアイサー........... 352

ウォッシャー ....................... 241, 245

ASC（アクティブサウンドコントロール）

スイッチ................................... 230

オートマチックハイビーム.............. 237

クルーズコントロール.................... 292

シート調整 .......................... 190, 191

シートヒーター .................... 357, 359

シートベンチレーター............ 357, 359

車間距離切りかえ（レーダークルーズコン

トロール）..................................285

侵入センサーOFF ...........................56

ステアリングヒーター ............357, 359

ドアミラー...................................196

ドアロック...................................168

ドライブモードセレクト .................336

パーキングブレーキ .......................226

ハザードランプ.............................433

パドルシフト................................224

パワーウインドウ..........................199

パワースイッチ.............................216

ハンドルの位置調整 .......................194

非常点滅灯（ハザードランプ）..........433

フォグランプ................................240

ブレーキホールドスイッチ ..............228

方向指示レバー.............................225

ホーン（警音器）...........................194

ムーンルーフ................................202

メーター操作................................152

ランプ.........................................231

リヤウインドウデフォッガー ...........350

レーダークルーズコントロール.283, 285

ワイパー..............................241, 245

スタック...................................477

ステアリングアシステッドビークルスタ

ビリティコントロール（S-VSC）..337

ステアリングヒーター..................357

ステアリングホイール（ハンドル）..194
位置調整......................................194

オートアウェイ＆オートリターン機構194

ステアリングヒーター ....................357

メーター操作スイッチ ....................152

ストップランプ（制動灯）
緊急ブレーキシグナル ....................338

電球（バルブ）の交換 ....................428

スノータイヤ（冬用タイヤ）..........344

スピードメーター .......................143
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スペック（車両仕様）.................. 480

スマートエントリー＆スタートシステム

............................................ 185
アンテナの位置 ............................ 185

EV システムの始動........................ 216

カスタマイズ設定 ......................... 483

緊急始動機能 ............................... 467

作動範囲 ..................................... 185

節電機能 ..................................... 186

電波がおよぼす影響について........... 189

ドアの解錠・施錠 ................. 165, 171

バックドアの施錠・解錠................. 171

スモールランプ（車幅灯）............. 231
電球（バルブ）の交換.................... 428

ランプスイッチ ............................ 231

スリップ表示灯.......................... 338

せ

清掃 ................................ 398, 401
アルミホイール ............................ 399

外装........................................... 398

シートベルト ............................... 401

内装........................................... 401

レーダー ..................................... 251

制動灯
緊急ブレーキシグナル.................... 338

電球（バルブ）の交換.................... 428

セカンダリーコリジョンブレーキ... 338

積算距離計（オドメーター）.......... 146

セキュリティインジケーター .... 54, 55

接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）........................................ 288

先行車発進告知機能.................... 278

センサー
LTA（レーントレーシングアシスト）. 264

インナーミラー ............................ 195

雨滴感知センサー ......................... 242

キックセンサー ............................ 176

後側方レーダー.............................250

湿度センサー................................354

侵入センサー..................................56

前側方レーダー.............................250

前方カメラ...................................250

前方レーダー................................250

ライトセンサー.............................232

レーダーセンサー..........................305

洗車.........................................398

前照灯（ヘッドランプ）................231
オートレベリングシステム ..............233

電球（バルブ）の交換 ....................428

ライトセンサー.............................232

ランプ消し忘れ防止機能 .................232

ランプスイッチ.............................231

そ

走行時間...................................152

走行情報表示 .............................152

走行モード（ドライブモード）.......336

送信機（タイヤ空気圧警報システム）

.............................................409

速度計（スピードメーター）..........143

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）

.............................................225
電球（バルブ）の交換 ............428, 429

方向指示レバー.............................225

ワット数......................................482

タイマー充電機能 .......................102

タイヤ......................................407
空気圧.................................421, 482

空気圧警告灯................................442

交換 ...........................................417

チェーン......................................344

点検 ...........................................407
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パンクしたときは ................. 417, 456

パンク応急修理キット.................... 456

冬用タイヤ .................................. 344

ホイールサイズ ............................ 482

ローテーション（位置交換）............ 409

タイヤが空まわりする（スタックした）

............................................ 477

タイヤ空気圧
警告灯........................................ 442

タイヤ空気圧警報システム
ID コードの切りかえ...................... 416

ID コードの登録 ........................... 414

機能について ............................... 409

空気圧バルブ／送信機について........ 410

空気圧表示画面 ............................ 409

警告灯........................................ 442

タイヤ位置の登録 ......................... 411

タイヤ空気圧の設定....................... 412

タイヤチェーン.......................... 344

ち

チェーン（タイヤチェーン）.......... 344

チャイルドシート......................... 40
ISOFIX ロアアンカレッジでの取り付け 51

シートベルトでの固定...................... 49

選択方法 ....................................... 40

チャイルドプロテクター .............. 169

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）

............................................ 226
警告灯........................................ 444

警告メッセージ ............................ 227

操作........................................... 226

冬季の注意 .................................. 344

未解除走行時警告ブザー................. 227

つ

通信利用型レーダークルーズコントロー

ル..........................................289

ツール（工具）............................417

て

提案サービス機能 .......................155

DC 外部給電システム ..................126

ディスプレイ
センターディスプレイ ....................152

ヘッドアップディスプレイ ......149, 152

マルチインフォメーションディスプレイ

.......................................147, 152

デイタイムランニングランプ.........232

手入れ..............................398, 401
アルミホイール.............................399

外装 ...........................................398

シートベルト................................401

内装 ...........................................401

レーダー......................................251

テールランプ（尾灯）...................231
電球（バルブ）の交換 ....................428

ランプスイッチ.............................231

デジタルキー .............................162

デッキアンダートレイ..................367

デッキフック（荷物固定用フック）..366

デッキボード .............................367

デフォッガー（リヤウインドウデフォッ

ガー）.....................................350

電気モーター ...............................60

電球（バルブ）
交換要領（外装バルブ）...................428

ワット数......................................482

電欠になったとき .........................66

点検基準値（メンテナンスデータ）..480

電子キー...................................158
作動範囲......................................185

正常に働かないとき .......................469

節電機能......................................186

電池が切れた................................469
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電池交換 ..................................... 424

電池交換（キー）........................ 424

電費
瞬間電費 ............................. 152, 153

平均電費 ............................. 152, 153

と

ドア ........................................ 165
オートドアロック・アンロック機能 .. 169

降車オートロック機能.................... 165

衝撃感知ドアロック解除システム ..... 166

スマートエントリー＆スタートシステム

.............................................. 185

チャイルドプロテクター................. 169

ドアガラス .................................. 199

ドアロックスイッチ....................... 168

ドアロックボタン ......................... 168

バックドア .................................. 170

ワイヤレスリモコン....................... 165

ドアミラー
BSM（ブラインドスポットモニター）304

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

.............................................. 319

安心降車アシスト ......................... 310

格納のしかた ............................... 197

操作........................................... 196

ミラーヒーター ............................ 350

リバース連動機能 ......................... 197

盗難防止装置
イモビライザーシステム................... 54

オートアラーム .............................. 55

時計 ........................................ 143

トップテザーアンカレッジ ............. 52

トノカバー................................ 368

ドライバー異常時対応システム ..... 295

ドライブスタートコントロール
急発進の抑制制御 ......................... 213

後退速度の抑制制御....................... 213

ドライブモードセレクトスイッチ...336

トラクションコントロール（TRC）..338

トランスミッション
メンテナンスデータ .......................480

トリップメーター .......................146

な

内装
収納装備......................................363

手入れ.........................................401

ナビゲーションシステム連携表示.149, 

154

に

ニーエアバッグ ............................32

荷物
積むときの注意.............................214

デッキフック................................366

荷室内装備...................................366

ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.....477

は

パーキングサポートブレーキ（後方接近

車両）.....................................330

パーキングサポートブレーキ（静止物）

.............................................328

パーキングブレーキ ....................226
警告灯.........................................444

警告メッセージ.............................227

操作 ...........................................226

冬季の注意...................................344

未解除走行時警告ブザー .................227

パーソナルランプ .......................360

ハイビーム（ヘッドランプ）..........231
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アダプティブハイビームシステム ..... 234

オートマチックハイビーム.............. 237

電球（バルブ）の交換.................... 428

ランプスイッチ ............................ 231

ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の交換.................... 428

ハザードランプ（非常点滅灯）
スイッチ ..................................... 433

電球（バルブ）の交換.................... 428

挟み込み防止機能
パワーウインドウ ......................... 199

パワーバックドア ......................... 180

ムーンルーフ ............................... 202

発炎筒 ..................................... 433

バックアップランプ（後退灯）
電球（バルブ）の交換.................... 428

バックドア................................ 170
イージークローザー....................... 177

キックセンサー ............................ 176

バックドアハンドル....................... 172

ハンズフリーパワーバックドア........ 176

バッテリー（駆動用電池）
駆動用電池充電警告灯.................... 444

充電について ................................. 70

搭載位置 ....................................... 60

バッテリー（補機バッテリー）
警告灯........................................ 442

補機バッテリーがあがった.............. 472

補機バッテリーを交換するとき........ 474

バニティ（化粧用）ミラー ........... 371

バニティミラーランプ
装備について ............................... 371

ワット数 ..................................... 482

バルブ（電球）
交換要領（外装のバルブ）............... 428

ワット数 ..................................... 482

パワーウインドウ....................... 199
ウインドウロックスイッチ.............. 201

閉めることができないときは ...........199

初期化.........................................199

操作 ...........................................199

ドアロック連動ドアガラス開閉機能...200

挟み込み防止機能..........................199

巻き込み防止................................199

パワースイッチ（イグニッションスイッ

チ）........................................216
EVシステムの始動方法...................216

自動電源OFF 機能 ........................219

車両を緊急停止するには .................434

モードの切りかえ..........................218

パワーステアリング ....................338
警告灯.........................................443

パンクした
タイヤ空気圧警告灯 .......................442

タイヤパンク応急修理キット装着車...456

番号灯（ライセンスプレートランプ）

.............................................231
電球（バルブ）の交換 ....................428

ランプスイッチ.............................231

ハンズフリーパワーバックドア....175, 

176

ハンドル（ステアリングホイール）
位置調整......................................194

オートアウェイ＆オートリターン機構194

ステアリングヒーター ....................357

メーター操作スイッチ ....................152

ひ

ビークルスタビリティコントロール

（VSC）....................................337

PKSB（パーキングサポートブレーキ）
後方接近車両................................330

静止物.........................................328

ヒーター
エアコン・デフォッガー .................349

駆動用電池.....................................84
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シートヒーター ............................ 357

ステアリングヒーター.................... 357

前方カメラ .................................. 252

ミラーヒーター ............................ 350

非常時給電システム.................... 388

非常点滅灯（ハザードランプ）
スイッチ ..................................... 433

電球（バルブ）の交換.................... 428

ワット数 ..................................... 482

尾灯（テールランプ）.................. 231
電球（バルブ）の交換.................... 428

ランプスイッチ ............................ 231

ヒューズ .................................. 426

表示灯 ..................................... 140

日よけ（サンバイザー）................ 371

ヒルスタートアシストコントロール 338

ふ

ブースターケーブルのつなぎ方 ..... 472

フォグランプ
スイッチ ..................................... 231

電球（バルブ）の交換.................... 428

ブザー
休憩提案機能（LDA）..................... 269

クリアランスソナー....................... 318

車線逸脱警報機能（LDA）............... 268

衝突警報（PCS）........................... 255

スマートエントリー＆スタートシステム

.............................................. 185

接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）.......................................... 288

手放し運転警告（LDA）.................. 270

手放し運転警告（LTA）................... 265

手放し運転警告（PDA）.................. 277

パーキングブレーキ未解除走行時警告227

発進遅れ告知機能 ......................... 278

半ドア........................................ 167

半ドア走行 .................................. 169

窓開警告......................................200

ムーンルーフ開警告 .......................203

普通充電ケーブル
安全機能........................................75

インジケーター...............................75

コントロールユニット ......................74

充電ケーブルに関する警告 ................73

普通充電コネクターを解錠できないとき79

普通充電コネクターのロック・アンロッ

ク............................................78

フック
買い物フック................................366

けん引フック................................438

コートフック................................380

デッキフック................................366

フロアマット固定フック ...................26

冬の前の準備（寒冷時の運転）.......344

冬用タイヤ ................................344

ブラインドスポットモニター（BSM）

.............................................304

プラスサポート ..........................331

プリクラッシュセーフティ（PCS）
機能 ...........................................255

PCS 警告灯..................................445

ブレーキ
回生ブレーキ..................................61

緊急ブレーキシグナル ....................338

警告灯.........................................442

パーキングブレーキ .......................226

ブレーキホールド..........................228

メンテナンスデータ .......................481

ブレーキアシスト .......................337
機能 ...........................................337

ブレーキ付近からキーキー音が聞こえる

.............................................211

ブレーキフルード .......................481

ブレーキホールド .......................228

プロアクティブドライビングアシスト
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（PDA）................................... 273

フロアマット............................... 26

フロントシート
シートヒーター ............................ 357

シートベンチレーター.................... 357

正しい運転姿勢 .............................. 27

調整........................................... 190

手入れ........................................ 401

ヘッドレスト ............................... 192

フロントフォグランプ
スイッチ ..................................... 240

電球（バルブ）の交換.................... 428

フロント方向指示灯.................... 225
電球（バルブ）の交換............ 428, 429

方向指示レバー ............................ 225

ワット数 ..................................... 482

へ

平均車速 .................................. 152

平均電費 .......................... 152, 153

ヘッドアップディスプレイ ........... 149
EV システムインジケーター ............ 152

設定........................................... 151

走行状況表示 ............................... 149

ナビゲーションシステム連携........... 149

ヘッドランプ............................. 231
クリーナー .................................. 241

電球（バルブ）の交換.................... 428

ライトセンサー ............................ 232

ランプ消し忘れ防止機能................. 232

ランプスイッチ ............................ 231

ヘッドランプオートレベリングシステム

............................................ 233

ヘッドレスト............................. 192

ベンチレーター（シートベンチレーター）

............................................ 357

ほ

ホイール
交換（タイヤ）..............................417

メンテナンスデータ .......................482

ホイールナットレンチ..................417

方向指示灯 ................................225
電球（バルブ）の交換 ............428, 429

方向指示レバー.............................225

ワット数......................................482

ホーン（警音器）.........................194

補機バッテリー
交換するとき................................474

冬の前の準備................................344

補機バッテリーがあがった ..............472

保証...........................................10

ボトルホルダー ..........................365

ボンネット ................................404
開け方.........................................404

警告ブザー...................................169

警告メッセージ.............................169

ま

マイセッティング .......................205

マイルームモード .......................109

マルチインフォメーションディスプレイ

.............................................147
運転支援システム情報 ....................154

オーディオシステム連携 .................154

警告メッセージ.............................449

走行情報表示................................152

タイヤ空気圧................................409

提案サービス機能..........................155

ドライブインフォメーション ...........154

ナビゲーションシステム連携 ...........154

メーター操作スイッチ ....................152
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み

ミラー
アウターミラー ............................ 196

インナーミラー ............................ 195

ドアミラー .................................. 196

バニティミラー ............................ 371

ミラーヒーター ............................ 350

む

ムーンルーフ
初期化........................................ 203

操作........................................... 202

ドアロック連動ムーンルーフ開閉機能202

挟み込み防止機能 ......................... 202

め

メーター（計器類）..................... 143
EV システムインジケーター ............ 145

計器類........................................ 143

照度調整 ..................................... 146

時計........................................... 143

マルチインフォメーションディスプレイ

.............................................. 147

メーター
警告灯........................................ 442

警告メッセージ ............................ 449

表示灯........................................ 140

メーター操作スイッチ.................... 152

メカニカルキー.......................... 161

メンテナンスデータ.................... 480

も

モーター（電気モーター）............... 60
ボンネット .................................. 404

ゆ

ユーザーカスタマイズ機能............483

雪道ですべって動けない（スタックした）

.............................................477

油脂類......................................480

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）

.............................................231
電球（バルブ）の交換 ....................428

ランプスイッチ.............................231

ラゲージフック ..........................366

ラジエーター
オーバーヒート.............................476

メンテナンスデータ .......................480

ランプ
アダプティブハイビームシステム......234

インテリアランプ..........................360

オートマチックハイビーム ..............237

コーナリングランプ .......................233

室内灯.........................................360

電球（バルブ）の交換 ....................428

非常点滅灯（ハザードランプ）..........433

フロントフォグランプ ....................240

ヘッドランプ（前照灯）...................231

方向指示灯（ターンシグナルランプ／ウイ

ンカー）.....................................225

ライトセンサー.............................232

ランプ消し忘れ防止機能 .................232

リヤフォグランプ..........................240

ワット数......................................482

ランプ消し忘れ防止機能...............232

り

リバース連動機能 .......................197

リヤアームレスト .......................380
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リヤウインドウデフォッガースイッチ

............................................ 350

RCTA（リヤクロストラフィックアラー

ト）........................................ 319

リヤシート................................ 191

リヤ席シートベルト非着用警告灯... 445

リヤフォグランプ
スイッチ ..................................... 240

電球（バルブ）の交換.................... 428

リヤ方向指示灯.......................... 225
電球（バルブ）の交換.................... 428

方向指示レバー ............................ 225

る

ルームミラー（インナーミラー）.... 195

れ

冷却水 ..................................... 480
冬の前の準備 ............................... 344

メンテナンスデータ....................... 480

冷却装置（ラジエーター）............. 480
オーバーヒート ............................ 476

メンテナンスデータ....................... 480

レーダークルーズコントロール ..... 283
接近警報 ..................................... 288

レーダー ..................................... 250

レーンディパーチャーアラート（LDA）

............................................ 268

レクサスクライメイトコンシェルジュ

............................................ 348

レバー
シフト........................................ 220

方向指示 ..................................... 225

ボンネット解除 ............................ 404

ロック（ドア）.............................. 165

ろ

ロードサインアシスト (RSA) ........280

ロック
ウインドウロック..........................201

スマートエントリー＆スタートシステム

...............................................185

チャイルドプロテクター .................169

ドア ...........................................165

バックドア...................................170

ワイヤレスリモコン .......................161

わ

ワイパー &ウォッシャー
ウォッシャー液の補充 ....................407

フロント......................................241

フロントワイパーデアイサー ...........353

リヤ ...........................................245

ワイパー停止位置の切りかえ.........243

ワイヤレス充電器（おくだけ充電）..373

ワイヤレスリモコン ....................161
作動の合図...................................167

操作 ...........................................161

電池の交換...................................424

半ドア警告ブザー..........................167

ワックス...................................398

ワット数...................................482

次の装備は、別冊「マルチメディア取
扱説明書」をお読みください。
･オーディオ

･パノラミックビューモニター

･バックガイドモニター

･ナビゲーションシステム

･音声対話サービス
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･ハンズフリー

･ G-Link
･ ETC2.0 システム

･ドライブレコーダー
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充電スタンドでの情報

ボンネットフック（P.404）

パワーバックドアスイッチ★（P.173）

充電ポート（P.70）

ボンネット解除レバー（P.404）

タイヤ空気圧（P.482）
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

外部電源 P.84

充電時間 P.86

タイヤが冷えているとき
の空気圧

P.482

A

B

C

D

E
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